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　何事も、やりすぎるのは良くないと思う。いや、本当に。

　今回、それが良くわかった。

　グレイブさんが南西の国の王様を目指してくれるというのは、本当に嬉しい事だと思う。

　今この国は、ほとんどが連れ去られてきた亜あ人じん達で構成されているそうで、あまり人族はいないそうだ。それなのに、グレイブさんが王様として上に立って良いのかどうか、少々不安ではあったが、デイズや三馬鹿──ニール達の口添えもあり、解放された亜人達は快く賛成してくれた。

　これも、グレイブさんの人徳のおかげだと思うが、ここで俺がやりすぎた事が問題である。

　そう。俺は国の象徴と言っても良い、お城を木っ端微塵に粉砕してしまったのだ。

　グレイブさんを、いきなり城無しの王様にしてしまった。

　……ごめんなさい。

　俺が素直に謝ると、グレイブさんは笑って許してくれた。

　懐が深い人である。

　グレイブさんは、「この国はこれから一から出発するんだ。前の象徴なんていらない。この国の新しい城は、これから亜人達と一緒に造り上げるさ！」と、男前な発言をかましてくれた。

　その言葉を聞いた亜人達の一部──女性達の目がハートになっている。

　俺も感動した。

　何でも協力すると言ったし、いっちょ立派な城を建造しようではないか。

　前の城は空を飛ぶだけだったようだし、カガネから色々知識を借りて、材料が揃い次第、立派な要塞城を建造しよう。

　俺のＤＥＸなら、きっと何でも造れるはずだ。……駄目なら、神格化という裏技もあるし。

　という訳で、グレイブさんがこの国の新しい王様になる訳だし、呼び方も変えなければと早速「王様」呼びすると、友達なんだし、そんな呼び方は必要無いと言われ、いつも通り「さん」付けでと頼まれた。まぁ、俺もあんまり堅苦しいのは苦手だし、問題無い。問題無い。

　それからの事後処理でわかった事だが、馬鹿王、仮面の男、白衣の女性の三人は、グレイブさんと亜人達で既に話し合いの場が設けられ、死刑が確定している。

　まぁ、元凶だし、自業自得だろう。

　その過程でわかった事をグレイブさんに教えられた。

　まず、仮面の男と白衣の女性だが、驚く事に冒険者ギルドに登録されていて、暗殺を生業としているＡランク冒険者なのだそうだ。

　馬鹿王と、どこでどう知り合ったかはわからなかったそうだが、仮面の男が暗殺者として主に動いていて、白衣の女性の方は魔法の研究と称して色々と非人道的な実験を繰り返していた。

　その過程で古代兵器ゴーレムの製造方法を知り、大量製造して大陸制覇の兵士として使うつもりで、鉱石を至る所から買い漁り、足りない金と労働力を補うために、亜人を攫っていたと。

　これらの情報は、冒険者ギルドから提供されたのだが、元々仮面の男と白衣の女性は、問題行動の多さからギルドの方でも処分するために指名手配して、行方を追っていたらしい。

　そうしたら、今回の結果である。

　冒険者ギルドの方でも、今回の出来事で二人を処分出来た事に感謝され、Ｓランク冒険者でもあるグレイブさんの国へ協力を惜しまないと約束してくれた。

　馬鹿王に関しては、元々この国の王族である事は間違いないらしく、ゴーレムの力に魅了され、大陸制覇に乗り出したそうだ。

　ただ、ナレリナの事を前々から知っているようだったので、その事をナレリナに尋ねると「……ん～。……どこかで見たような覚えはあるのだが。……正直言って、私はよく覚えていない」との事である。結局はゴーレムの力に魅了された馬鹿王という事だな。

　そして、今解放されている亜人達は、王都と俺達が通って来た町や村に居た人達だけなので、準備が整い次第、グレイブさんは協力してくれる人族や亜人達と共に国内を回るそうだ。

　といっても、王都もまだまだ荒れているし、もう暫くは時間がかかりそうなので、先触れを出して、それでも解放しないという町や村を選別し、そこを優先的に叩いていくらしい。

　今は国内の様子を探らせ、どこが味方で、どこが敵かを知る事が大事なのだそうだ。

　それでも、グレイブさんに味方する者は多い。

　俺達はもちろんの事だが、隣国の獣人国・レガニールからは、既に同盟の申し出が届いている。

　どうやら、ガインが既に獣人国へと書簡を送り、その返事が早急に来たようで、現王であるギオ王の署名付きだ。

　その内容は、グレイブさんが南西の国の王様である事を認めるという文と、その挨拶と共に、獣人国が後ろ盾になるという事が書かれていた。

　要は、「この国に喧嘩売れば、俺達獣人国も敵に回す事になんぞ！　コラ！」である。

　物騒だが、グレイブさんに味方が増えるのは良い事だ。

　奥さん達の中には、獣人や他の亜人も居るそうなので、大変心強いだろう。

　色々と物資も援助してくれるそうで、グレイブさんならこれからも仲良くやっていけると確信している。

　それに、ナミニッサ、ナレリナも既にマーンボンド王国に連絡を取っており、復旧のための人員を送ってくれるそうで、それはエルフの里も同様らしく、ここまで出会ってきた縁ある人達が助けてくれるというのは、何とも心が温かくなる。

　そうそう、グレイブさんからも、直接頼み事をされた。

　ほぼ全ての奥さん達と連絡を取り、ここに来てくれるよう頼むらしいのだが、一部連絡が中々取れない人達が居るという。

　もし出会う事があれば、ここに来るように知らせて欲しいと頼まれ、快く了承しておく。

　そして最後に、牢屋で再会する事になった幼馴染み──アリアだが、俺の名を呼んだ後に、気を失ってしまったのだが、どうやら入れられていた牢屋が中々厄介な代物だったようで、入れた者の体力と魔力をギリギリまで奪い取る魔法がかけられていると、カガネが教えてくれた。

　その魔法はカガネに即解除して貰い、急いで助け出す。

　多分、白衣の女性が仕掛けた魔法なのだろう。

　アリアと共に入れられていた女性は、既に気を失っており、共に勇者パーティーとして魔王討伐に参加していた人なのだとナミニッサに教えて貰って、一緒に助け出した。

　少し離れた場所では、勇者と、そのパーティーメンバーの男性が同じように気を失っており、同じように助け出しておく。

　四人共かなり衰弱していて、しばらくの間、安静にして体力回復に努めて貰う事にした。

　そういえば、アリアが俺を捜しているって、ナミニッサが言っていたな。

　何か話があるようだし、話せるほど元気になったら会ってみるか。

　アリアと勇者の事を思い出すと色々考えてしまうが、俺に用件があるようだし、過去の事は過去の事として、話を聞くくらいなら問題ないだろう。

　暫くはこの国に残るつもりだし、俺には奥さん達が居るので、どんと来い！　である。

　ちなみに、もちろん男女で部屋は分けてある。








第一章　やっぱり、色々こうなるのか……。
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　俺と奥さん達、ガイン達もまた、未だこの国に残っている。

　アリアの件もあるし、さすがにグレイブさん達に全部押し付けて「はい。さよなら」なんて出来ない。

　なので俺達は、まずは王都の復興をお手伝いする事にした。

　グレイブさんも、国内を回る準備に時間がかかりそうなので、その出発に合わせて、俺達も旅立つ予定を組んでおく。

　それまでの間は、比較的綺麗に残っていた屋敷を俺と奥さん達で使う事になった。

　最初はどこでも良いと思ったが、奥さん達を野宿させるのは夫として出来れば避けたいし、亜人達も遠慮なく使ってくれと言っていたので、その厚意に甘えておく。

　そして俺達は、復興のお手伝いとして、ボロボロになっていた家屋の修繕や、作物を根こそぎ持っていかれて痩せ細った畑を再び蘇らせたりした。……こっそり、神格化の力を使ったのは俺だけの秘密である。

　主に力仕事に関しては、俺、サローナ、ハオスイで受け持ち、国政に関する事は、ナミニッサ、ナレリナ、キャシーにグレイブさんの補佐をして貰い、住民達に配給している食事や、毎日のように出る洗濯等はタタを筆頭にして、この王都に残った住民の主婦達が総出で行っていた。

　カガネは自分の商会に連絡して、物資の調達や魔法による全体のサポートをしている。

　ガイン達も、それぞれ自分に出来る事を手伝っているようだ。

　そして、その合間に出来た時間で、俺は奥さん達を鍛えている。

　どうも、大量のゴーレムと戦いを繰り広げている時に、ガイン達の強さを見て、それぞれ自分の力不足を感じていたそうなのだ。

　比較対象が少々おかしいと思う。

　ガイン達は、ああ見えても山の上位者だ。

　……本当に馬鹿なのだが、その強さは俺も認めている。

　そこと比較しなくてもと思うのだが、奥さん達に乞われて断る俺ではない。

　といっても、俺が教える事なんて出来るのだろうかと不安だったのだが、カガネから神格化すれば色々わかるんじゃないの？　と言われ、その通りにすると、どこをどう鍛えれば良いかがわかるわかる。

　なので、俺は神格化状態で奥さん達を徹底的に鍛えていく。




　そんな風に過ごしていたある日、俺は日々の疲れを癒す為、あてがわれている部屋で休んでいた。

　ここは俺とメアルだけが利用する部屋で、奥さん達とは別である。

　節度は大事にしないとね。

　気付けば既に日は落ち、いつの間にかぐっすり眠っていたのだが、部屋の中に気配を感じる。

　最初はメアルかと思ったが、どうも違う気がした。

　それに、度々奥さん達がどうにか侵入して来ようという出来事があり、扉の前は部屋に備え付けられていたタンスやテーブルで塞いでいるので、もし奥さん達なら何かしら物音がしたと思う。

　しかし、そんな物音が耳に届いた訳ではなさそうだ。

　不意に現れた気配を警戒し、俺はゆっくりと目を開けて部屋の中を確認する。

　すると、部屋の中にメイド服を身に纏った見知らぬ女性が居て、こちらを見ていた。

　緑色が交じった茶髪に、優しい瞳。

　非常に整った顔立ちに、柔和な笑みが浮かんでいる。

　だが、問題なのはメイド服の上からでもわかる程、胸とお尻が大きく主張している事だろう。
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　……。

「じゃないっ！　だ、誰？　一体どうやってこの部屋の中に！」

　俺は叫びながらベッドの上に立ち上がり、戦闘態勢へと移行する。

　改めて周囲やベッドの上を見渡せば、メアルの姿も無い。

　たぶん、奥さん達の部屋で寝ているのだろう。

　最近、メアルは奥さん達とも仲が良いからね。……って、今はそれどころではない。

　俺が訝しげな視線で見知らぬ女性を見ると、その女性が優雅に一礼する。

「おはようございます、ワズ様」

「……おはようございます」

　基本は朝の挨拶から。……違う。そうじゃない。

　しかも、今は夜だ。

　決して、おはようの時間などではない。

「……えっと、どなた様でしょうか？」

　俺がもう一度尋ねると、その女性は妖艶な笑みを浮かべて名乗った。

「失念していました。こうしてお会いするのは初めましてですね。私は『大地母神』です」

　……大地母神です。……大地母神です。……大地母神です。

　……大地母神？　……大地母神！

「えええぇぇぇっ！」

　突然の出来事に対して俺が絶叫を上げると、大地母神と名乗ったメイド服の女性は、両手を後ろで組み、頭部を少し下げて見上げる様に俺を見てくる。

「……来ちゃった♪」

　……誰か夢だと言ってえええぇぇぇ～！

　心の中で思いっきり叫ぶ。

　そのおかげか、少々落ち着いた俺は、改めて目の前にいるメイド服の女性に尋ねる。

「えっと……ほ、本当に大地母神様なのでしょうか？」

「ふふ。言葉だけでは不十分でしたね。……では、これでどうでしょう？」

　そう言って、メイド服の女性は何か……いや、自分の存在を示す神のオーラを体から発する。

　俺も神格化している時に、自分の体の内から湧き上がってくるモノを感じていたが、それに酷似していた。

　それを感じる事で、否応無しに理解させられる。

　……つまり、大地母神様というのは、本当という事か。

「……もう良いです。……充分わかりましたから。……それで、どうして大地母神様がメイド服を着て、ここに居るのでしょうか？」

「ワズ様のおかげで、一時的にですが力が大幅に増しましたので、そのお礼に参りました」

　……どうしてメイド服なのかは、答えてくれないのか。

「この服装は、この日のために新調しました。似合っていませんか？」

　そう言って、その場で一回転する大地母神様。

　もう少し神としての立場というモノを考えて欲しい。

　ただ、非常に眼福であったのは間違いなかった。

　……じゃなくて、大地母神様は何やら意味不明な事を言っていたな。

「ここに居るのは俺のおかげって、一体どういう事でしょうか？」

「……そうですね。私もボードゲー……ゲー……こほんっ。……とある出来事の最中で気が抜けない状況でしたので、詳しい事はわからないのですが、突然、神格化したワズ様の御力が私の体の中に流れ込んできたのです。……それでお聞きしたいのですが、ここ最近どこかで大地に関する物へと力をお使いになられた事はなかったでしょうか？　それも大量に」

　そう問われても、そんな事をやった記憶は一切無いんだけど。

　俺が顎に手を当てて考えていると、大地母神様がより具体的に言ってくれた。

「そうですね。……例えばですが、その辺の道端に転がっている石ころでも対象なのですが？」

　……石ころ？

　……いやいやいや……え？　……いやいやいや……まさか？

「……えっと、それって鉱石も含まれますか？」

「えぇ、もちろん。がっつりと」

　……あぁ、だとアレかな？

「それなら、少し前になりますが、大量の鉱石で造られたゴーレムを、『固有魔法：神』である程度纏めて潰していますね」

「なら、それですね。生命は巡るモノ。それは人だけではなく、物でも巡る事があるのです。本来であれば、その生命の力も巡り、次へと受け継がれるのですが、恐らくワズ様がゴーレムを纏めて消滅させた際に、微量ではありますがその神の力の影響を受けてしまったのかもしれません。ですが、それは異物のようなモノ。次へとそうそう受け継ぐ事は出来ないのです。その異物を除去……いえ、切り離した際に、その力の行き場として大地を司る神である私に流れ込んできたと、いったところですか。……神の力は、たとえ微量だとしても強大ですからね」

「ふ～ん」

　まぁ、俺としてはその辺のところは良くわからないので、そんな事もあるんだと納得しておく。

「まぁ、同じく神である私の中に溶け込んでしまえば、いずれ消える力なので、力が増したといっても一時的となる訳です。……と、色々判明しましたし、ご納得も頂けたという事で、改めまして、毒の沼地を飲み干してくれた件も含めまして、こうして直接お会いして感謝の言葉をお伝えしようと思って参りました。……他の女神達の事も含めまして、色々とありがとうございます」

「あっ、いえ……」

　大地母神様が、深々と頭を下げる。

　あれ？　メイド服という格好はアレだけど、意外とまともな神様なのかな？

　直接会ったという事もあり、基準が女神様になっていたけど、こういう神様も居るんだな。

「それと、言葉だけでは私の中の感謝の気持ちを伝えきれないので、こちらに居られる間はワズ様の専属メイドとして、ありとあらゆる欲望を受け止めようと思っています。そのためのメイド服というのもありますね」

　……おや？　何やら話の流れが急におかしくなったぞ。

　ここは、華麗にお断りをしておこう。

　そんなのを認めたら、奥さん達に何を言われるかわかったもんじゃない。

「いえ、神である大地母神様をメイドにするなんて、そんな恐れ多い事出来ませんよ」

「そんな風に思わなくても構わないのですよ。私の事はワズ様……いえ、ご主人様に絶対の忠誠を誓うただのメイドと思って、好きに使って貰って良いのですから」

「いやいや、さすがに神様をメイドだなんて」

「ね？」

「いえいえ、ですから」

「ね？」

　……めっちゃ圧力かけられている。

　どうも、大地母神様は頑として譲らないようだ。

「……じゃあ、少しだけ」

　俺は妥協した。

　だって、こうでも言わないと、大地母神様は引かないだろうし、少しとはいっても時間は出来たのである。その間に、どうにか大地母神様を帰す方法を考えよう。

　しかし、大地母神様の方は、後光が差しそうなほどに輝く極上の笑みを浮かべた。

「ありがとうございます！　では、これより私はご主人様のメイドでございます」

　まぁ、適当に紅茶でも入れて貰えば大丈夫だろう。

　さて、一体どうすれば帰す事が──。

「では、ご主人様。これからのご予定でございますが、私を、罵倒されますか？

　鞭で叩かれますか？

　お縛りになられますか？」

　……あぁ～。時の流れというのは残酷とでも言えば良いのか、もう幻聴が聞こえるなんて、俺も年なのかなぁ～。

　俺が現実逃避していると、大地母神様があれ？　と首を傾げて言葉を続ける。

「あれ？　これではお気に召されませんか？　……あっ！　なるほど、只のメイド服では満足出来ないという事ですね！　わかります！　……では、

　引き裂かれたメイド服ですか？

　ガーターベルト付きの下着姿ですか？

　それとも、何も着ていない姿の方がよろしいですか？」

　……やっぱりかぁ。……やっぱりなんだ。

　やっぱり、あの女神様と同種であるという事か。

　まともな神が居るだなんて、儚い希望だったなぁ……。

　大地母神様も、女神様とは違う意味で駄目な神確定である。

　これは、一刻も早く退場して頂かないと、無用な被害が増える一方だ。……主に俺の。

　……しかし、その方法がわから……待てよ。

　大地母神様が今ここに居るのは、俺の神格化の力の影響が大きいみたいだし、なら、それを取り除けば……。

　…………。

　大地母神様が、はて？　と俺の反応を待っている中、俺は問答無用で神格化する。

　その瞬間、大地母神様がその場でくずれ落ちた。

　あれ？　まだ何もしていませんけど？

「はあああぁぁぁっ！　……はぁ、はぁ」

　大地母神様が絶叫を上げ、息が荒くなる。

「そ、そのお姿やびゃい！　ど、どうか！　どうか、そのお姿のままで、この卑しい私を口汚く罵って下さいませ！」

「……」

　駄目だ。やっぱり、この神様は駄目な神様だ。女神様の仲間だ。

　俺は無言で大地母神様から感じる、俺の力の影響を取り除いた。

　すると、大地母神様の体が透けていき、半透明にまでなると、徐々に光の粒子に包まれていく。

「あぁ！　そんな！　まだ何も罵られていないのに！　負けません！　私はこんな事で負けませんよ！」

　その言葉が示すように、大地母神様がその存在を残そうと力を振り絞り出す。

　しかし、それは僅かな時間稼ぎでしかない。

　次第に疲れ果て、大地母神様の存在が希薄になっていく。

「くっ！　たとえここで退く事になろうとも、私は必ずご主人様の下へと戻ってきます！　えぇ、必ず！　必ず、戻ってきますからぁ！」

　……何か、まだまだ平気そうに思えるのは気のせいかな。

「……待って。……要は考え方次第。……つまり、これはこれで、それまでの間は一種の放置プ」

　最後まで言う事はなく、そこで大地母神様は粒子の塊となって、俺のギルドカード内へと消えていった。

　出来ればもう会いたくないなぁ。

　けど、来るんだろうなぁ……。

　もう少し常識を覚えてきてくれるなら、こちらとしてもきちんと対応するのだが……。

　まぁ、よくよく考えてみれば、俺もその辺りは疎いし、気にしたら負けだな。

　俺は大きく息を吐くと、そのまま眠りについた。

　……なんか疲れた。……メアル恋しい。
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　変た──大地母神様が人知れず現れてから、それなりに月日が経った。

　アリア達も順調に回復していっているが、今は念のために休んで貰っている。

　もう少ししたら、俺から出向いて話をする予定だ。

　それと、グレイブさんの国もかなり復興してきた。

　俺達のお手伝いも決して軽い訳ではないと思っているが、やはり一番大きな手助けとなったのは、カガネの商会だろう。

　何しろ、前まではほぼ壊滅的に何も無かった状態から、次々と物資を送りつけ、瞬く間にある程度潤わせたのである。

　しかも、その物資はほぼ無償で提供しているという。かなり驚きだ。

　そんな事をして良いのかと、カガネに聞いてみると、「まぁ、元々この商会を立ち上げて、そこで出た稼ぎはお兄ちゃんを捜して養うためだったから。お兄ちゃんと出会った以上、もう充分蓄えはあるし、そこまで稼がなくても良いしね。それに、グレイブ王様からは、将来的にアマソン商会を懇意にしてくれる約束を取り付けているから、先の事を考えれば問題ないでしょ！」との事だった。

　何やら俺を養う的な事まで考えていた事に、一抹の恐怖を覚えたのだが、とりあえず、カガネがしたこの国への配慮が嬉しかったので、優しく頭を撫でておく。

　本当に、自慢の妹である。

「そこは自慢の嫁さんだと言って欲しいな♪」

　……カガネは、度々こうして俺の心を読む事があった。

　油断出来ない妹である。

　そして、国内の他の村や町の方は先触れを出した結果、そのほとんどがグレイブさんに恭順して、亜人達を解放し、共に喜んでいるそうだ。

　元々この国に住んでいる人達も、馬鹿王の所業にはほとほと嫌気がさしていたとの事。

　ただ、やっぱりどこにでも馬鹿は居るようで、亜人達を解放しなかったり、自分こそが新たな王であると名乗り出る奴が居るなど、本当にどうしようもない。

　まぁ、グレイブさんの狙い通りにあぶり出されたようなものだし、その辺りを重点的に回っていくつもりなのだろう。

　今は、その準備の最中なのだそうだ。

　そんな中、王都の外に獣人の一団が来たという報告が届けられたので、一体何事かと王都の門まで様子を見に行くと、そこにはデイズとその娘さんが一団を出迎えようとしている姿が見える。

　その一団の中には、獣人国の王であるギオ王様と、その娘のマーラオと、ルーラも一緒に居た。

　他にも、あの時出会った犬の獣人であるバーロさんや、僅かな期間ではあるが、隠れ家で共に過ごした獣人達の姿もある。

　それと、グレイブさんの奥さん達である、犬の獣人・イウラさん、狐の獣人・リットさん、熊の獣人・プティさんの姿もあったのだが、彼女達は多くの女性達に囲まれて、和気あいあいとしていたのだ。

　本当に楽しそうに見えるのだが、女性の集団はなんというか一貫性が無い。

　五十人程の全員女性の集団で、その姿は鎧を身に纏っている人が居たかと思えば、なんてことはない普通の服装をしている人も居る。

　他にも、魔法使いっぽい人や、商人、農民、メイド、学者、探検家……などなど、余りにも多種多様なのだ。

　獣人の一団は、恐らくきちんとした同盟を結ぶために来たのだろうと推測出来るのだが、あの女性の集団は一体何なのだろう？　と、不思議に思っていると、その答えは隣に立った人が教えてくれた。

「おっ、ようやく来たようだな」

　そう嬉しそうに声を出したのは、グレイブさんである。

「グレイブさん。あの方達を御存じなのですか？」

「ん？　あぁ。全員俺の奥さんだ。皆、他での生活もあっただろうに、来てくれて嬉しいぜ」

　え？　全員？　あの女性の集団、全員ですか？

　改めて女性の集団へと視線を向けると、グレイブさんが来た事に気付いたのか、全員嬉しそうに顔を綻ばせ、こちらへと駆けつけて来る。

　マズイ！　離脱しなければ！

　このままグレイブさんの隣に居れば、そのまま吹き飛ばされそうだったので、俺は華麗に回避。

　コソコソとグレイブさんの隣から移動して、ギオ王様の方へと向かう。

　ギオ王様達はデイズ達と話していたのだが、俺の姿を確認すると柔和な笑みを浮かべた。

「お久し振りです、ギオ王様」

「無事のお姿を見る事ができ、大変喜ばしいですな。救世主殿」

　……その呼び方もやめて貰おう。

　女神様の使いといい、救世主といい、ギオ王様は俺を一体どんな目で見ているのやら。

　そんなたいした者ではないと言いたい。

「この国の事やデイズの事もそうですが、デイズの娘であるマオリーンもワズ殿にお救いされたとか。……これはもう、獣人国として返しきれぬ恩が出来てしまいましたな」

　そう重く受け止めなくても良いんだけど。

　マーラオは、早速とばかりにハオスイと話している。

　ルーラも、随分と獣人さん達と仲良くなっている様子が窺えたが、今はサローナとタタが一緒に話していた。

　そうして、他の獣人さん達とも軽く挨拶を交わし、このままここで話し込む訳にもいかないので、グレイブさんが仮住居としている大きな屋敷の方へと移動する事になったのだが、さすがに全員は無理なので、向かうのはギオ王様、マーラオ、デイズ、マオリーンさん、グレイブさん、グレイブさんの奥さん達、そして、俺達とルーラだけである。

　他の方達は、早速復興のお手伝いへと向かっていった。

　屋敷へと向かう最中、グレイブさんから奥さん達を紹介されたのだが、さすがに一回では覚えきれない。……今度、もう一回聞いておこうと思う。

　ただ、その最中、マオリーンさんがじっと俺を見ている気がした。

　何かしでかしただろうか？　と、少々気になる。

　……あっ、ガインも呼んでおくか。




　屋敷へと着き、ガインも呼んで改めて一通り挨拶を交わした後、グレイブさんとギオ王様は二カ国の同盟締結を書面に残す為、その書類作りを行うために別室へと向かう。

　俺は他の皆と共に、広いリビングで談笑していたのだが、何故かグレイブさんとギオ王様に呼ばれ、別室へと向かう事になった。

　別室へと入ると、用意されていたテーブルの上には既に同盟締結の書類は作成されていて、後は調印するだけとなっていたのだが。

「……え～、両国間の話だし、俺が見ている必要ってあるの？」

　そうなのである。

　何故か、この二人は俺を同盟証明の立会人に選んだのだ。

「ワズ殿は、我々が住む二国をお救いになった英雄なのです。この同盟の証明立会人として、他に任せられる者は居りませんよ」

「そうだぞ！　それに、俺をこの立場にしたのはワズなんだし、出来る事は協力するって言っただろ？　……そもそも、自分だけ楽しようとするなんて、許される訳がないだろ」

　それを言われると、さすがに断れないか。

　俺は観念して、この場に残る事にした。

　といっても、俺の役割は見届ける事だけである。

　グレイブさんとギオ王様は、交易や兵士達の合同訓練等、更に細かい部分を調整し、お互いに納得してから書類に調印を行う。

　そして最後は、両者ががっちりと固い握手を交わして終わる。

「お互い、良き隣人になれそうですな」

「そりゃもう！　なんといっても、俺の奥さん達の中には獣人も居ますからね。そいつらに恥ずかしくない夫でありたいと思っています」

　このまま、この二国間の平和が続く事を願う。

　まぁ、変な事になりそうだったら、また介入しよっかな。

　そして同盟の書類をきちんと封ふう緘かんした後は、再びリビングで談笑の続きである。

　俺の奥さん達も、いつの間にかグレイブさんの奥さん達と仲良くなっていて、大変喜ばしいのだが、少しの間だけとはいえ部屋から居なくなった事で、ちょっとした疎外感を覚えた。

　……まぁ、女性には女性同士の話もあるし、俺はグレイブさん達男性陣と仲良く話そうか。

　そうして、グレイブさんやギオ王様と話していると、デイズが緊張した面持ちで話しかけてきた。

「……少し良いか？　ワズ殿」

「ん？　どうかしたのか？　デイズ」

「実はな……その……ワズ殿に頼みたい事があってな」

　頼みたい事？　一体何だろうか？

　デイズはかなり緊張しているみたいだし、何かしら問題が起こって、俺しか解決出来ないと判断したとか？

　ドラゴンかな？　それとも、物語の中でしか語られないようなヤツとか？

「頼みたい事？　何でも言ってくれよ。今更他人行儀にされても、こっちが困る」

「そう言ってくれると助かる。……実はな、私の娘であるマオリーンからのお願いで、どうしてもワズ殿と戦いたいと言うのだ。……どうだろうか？」

　いや、どうだろうかじゃない。

　何で戦わなくちゃいけないの？　戦いは終わったんだよ。

　それに、どう考えても俺が負けるとは思えない。

　実際に、俺と戦った記憶があるデイズなら、そのあたりもわかっていそうなものだが。

　しかし、デイズの雰囲気から感じられるのは、冗談ではなく本気のようだ。

　……ならまぁ、訓練というか、模擬戦ぐらいなら構わないか。

　俺が模擬戦でも良いのならと伝えると、デイズは肩の荷が下りたかのように、ほっと胸を撫で下ろした。

「そうかそうか！　受けてくれるか！　ありがとう！」

　もの凄く喜ばれた。

　先程までの緊張感は一体どこにいったのだろう。

　雰囲気が急に変わって、寧ろこっちがついていけない。

　……まぁ、喜んでいるようだし、良いか。

　そして、模擬戦を行う場所は、兵士達の訓練用に造った広い場所があるので、そこでという事になった。
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　王都の外に造った兵士達の訓練所。

　といっても、ほとんど装飾等はせず、ただ広い場所に簡易的な休憩所を造っただけの場所だ。

　普段ここを使っている兵士達は、グレイブさんの国内巡りの準備のため、この場には居らず、今居るのは、俺の奥さん達の他に、グレイブさんと数十人の奥さん達に加えて、ギオ王様とデイズ、マーラオ、ガイン達だけが、周囲を囲むようにして、こちらを見ている。

　ルーラは、早速とばかりに王都にある宿屋を手伝っているので、この場には居ない。

　そして、俺の目の前にはデイズの娘さんであるマオリーンさんが居て、今は柔軟運動で体を解していた。

　俺としては模擬戦のつもりなのだが、マオリーンさんから感じる雰囲気は、どうも本気のようである。

　だからといって、俺も本気を出す訳にはいかない。

　そもそも俺が本気を出すと、星が粉々になるから駄目だ。

　だが、今この場で最も不可解なのは、俺とマオリーンさんが立っている位置のちょうど真ん中辺りに、さもそこに居るのが当然であるように存在している馬鹿──胡散臭い執事・フロイドである。

　お前何のつもりだよ？　と、胡散臭い者を見るように視線を送ると、いつもの胡散臭い笑みで返された。

　いや、そこに居るって事は、審判的な役割をしようというつもりなのは理解出来る。

　ただ、それがどうしてお前なのかと問いたい。

　他に居なかったのだろうか？

　……いや、居たのだろうが、こいつがゴリ押ししてきたように感じる。

　……もうこいつの事で深く考えるのは止めておこう。

　奥さん達の方へと視線を向けると、皆微笑んだり、手を振ってきたりと、完全に娯楽として捉えているようだ。

　まぁ、皆楽しんでくれるなら、別に良いけど。

　すると、俺の視線に反応して、カガネから応援の声が飛んできた。

「お兄ちゃ～ん！　頑張っちゃ駄目だよ～！　手加減を忘れちゃ駄目なんだからね～！」

　……普通は逆じゃないだろうか？

　いや、わかるよ。言いたい事は本当にわかるよ。

　先程、俺も同じ事を思っていたからさ。

　でもね、今それを声に出すと、逆に相手を逆なですると思うんだ。

　ほら、マオリーンさんが俺を思いっきり睨んでいるよ？

　俺がその事に溜息を吐いていると、フロイドがこの場に居る全員へと届くように、大きな声を上げる。

「さて皆様。これより、両者の戦いを始めさせて頂きます！　まずはこちら、獣人国の戦士、マオリーン嬢！　そしてこちらは、獣人国とこの国……いえ、マーンボンド王国に勇者様まで救った英雄で、私の主でもある、ワズ様です！」

『わあああぁぁぁ！』

　周囲に居る皆から歓声が上がる。

　しかし、俺にとっては聞き捨てならない部分があった。

　いやいやいや、ちょっと待てよ。

　お前の主はナミニッサだろうが！

　確かに、ナミニッサは俺の奥さんの一人ではあるが、だからといって、お前の主になった覚えは一切無い。

　さては……こいつ、外堀から埋めようとしているな。

「いや、ちょっ」

「では、どのような戦いになるのか、私も楽しみにしております。お互い、くれぐれも相手の命は奪わないように！　では、始めて下さい！」

　だが、俺が反論を挟む隙を与えてくれる訳もなく、フロイドが一気に捲し立てた。

　謀ったな！　フロイド！

　こいつ、この瞬間を得るために、審判の役割をしてやがるな！

　俺がフロイドへと意識を向けている隙に、マオリーンさんが一気に突っ込んでくる。

　マオリーンさんの両手には、それぞれ長さの違う短剣が持たれていた。

　どうやら、双剣で戦うようだ。

　頭を前面に突き出し、両手は後ろに下げられ、前傾姿勢で突っ込んでくる。

　速さに自信を持っているのか、その表情は笑みを浮かべ、更に速度を一段階上げて、瞬く間に俺の眼前へと辿り着く。

「いくぞっ！」

　その言葉と同時に、マオリーンさんは自分の体を大きく回転させ、短剣の刃が俺の喉元へと的確に襲ってきた。

　そこで気付く。

　……あれ？　この短剣……刃が潰されてない。テカテカ光っている新品だ。

　殺る気満々じゃないか！

　まさか、ここで俺を殺すつもりなのか！

　模擬戦じゃなかったの？　俺はそのつもりだったけど？

　え？　違うの？　真剣な勝負なの？　本気なの？

　う～む。どうやら、模擬戦と思っていたのは、俺だけのようである。

　マオリーンさんは、俺を殺る気のようだ。

　まぁ普通の武器じゃ殺られないし、斬る事も出来ないけどさ。

　俺は上半身を少し後方にずらす事で、迫る短剣を回避する。

　そのまま体勢を元に戻そうとしたのだが、マオリーンさんの回転は止まらず、もう片方の短剣が俺の動きを追っていた。

　きちんとずらした分の距離を修正しているところを考えると、マオリーンさんは冷静に対処出来るだけの強さは持っているようだ。

　俺はその短剣も回避するため、更に上半身をずらしていく。

　……こ、腰が。

　短剣が目の前を通過していくのを確認すると、俺は即座に姿勢を立て直し、マオリーンさんの腕を取って腰に手を回すと、踊るようにくるくるとステップを踏み、きちんと手加減して投げ飛ばす。

　一息吐いてから、マオリーンさんの様子を確認すると、空中でくるくると回転しながら見事に着地していた。

　さすが獣人とでも言えば良いのか、かなり身軽である。

　そしてマオリーンさんは、そのまま俺へと視線を向けてきたのだが、その表情は楽しそうに笑みを浮かべ、頰がほんのり赤くなっていた。

　しかし、それは一瞬の事。

　マオリーンさんが再び前傾姿勢で突っ込んでくる。

　けれど、今回はその途中で急に飛び上がった。

　俺に向かって一気に飛び込み、空中で一回転したかと思うと、そのままかかと落としを繰り出してくる。

　それは軽く片手で受け止めたのだが、マオリーンさんは崩れ落ちるような体勢から、もう一方の足で俺の顔へと蹴りを放ってきた。

　それも首を傾げるだけで回避する。

　だが、マオリーンさんの体が少し回転した事で、俺の顔に見事命中するモノがあった。

「うぷっ」

　予期せぬ事だったので、ついつい声が漏れてしまう。

　一体何が当たったのだろう？

　……何かこう、もふもふとしているんだけど、中に芯が通っているような。

　……それに、何となくだけど、こう……これを摑んでしゅるんっと抜かれると、ちょっと気持ち良いような。

　……あっ、これ尻尾だ。

　マオリーンさんの尻尾だ、これ。

　俺がそんな事を考えている内に、マオリーンさんの蹴りがもう一度放たれたので、腕で防いでおく。

　危ない。危ない。

　また、思考に没頭してしまった。

　マオリーンさんは、そのまま俺の腕を足場にして、跳躍しながら距離を取る。

　相変わらず、俺を見ている視線は楽しそうなのだが、その中に、どこか勝ち誇ったような、一矢報いてやったとでも言えば良いか、そんな部分が感じられた。

　……まさか！　先程の尻尾は狙ってやったのか！

　……なら、もう一度お願いします！　何か気持ち良かったので。

　けれど、次はそういうのも来るとわかってしまえば、体が勝手に回避しそうな気がする。

　……今度個人的に頼んでみようかな。

　ちょっと尻尾触らせて下さいと。

　……。

　……やめとこ。何か変態的な行動に思えるから。

　俺は気持ちを切り替えるように溜息を吐き、改めてマオリーンさんについて考える。

　確かに、マオリーンさんは強いと思うし、実際、自分の強さに自信を持っているだろう。

　戦い方も非常に真っ直ぐ突っ込んでくるというか、根が真面目なのだと思うが、獣人特有とはいえ、尻尾を使うなど、柔軟な思考は出来るようである。

　といっても、まだまだ荒削りというか、もう国には居ないガインを除いて、獣人の中で今一番の強者であるデイズよりかは、何段階か落ちるといったところか。

　まだまだこれからという事だ。

　マオリーンさんの事はある程度知る事は出来た。

　なら、今度は俺を知って貰おう。

　俺は大きく呼吸をして、真面目な表情をマオリーンさんへと向ける。

「それじゃ、そろそろこっちからいくよ？」

　俺がそう言葉を投げかけると、マオリーンさんは表情を引き締めて、ごくりと息を飲む。

　といっても、俺のやる事はいつも通りだ。

　ただ駆けて、ただ拳を放つだけという、たったそれだけである。

　まぁ、その動きがこの場に居る誰も知覚出来ないし、威力も星を砕く……はまずいから、ちゃんと手加減はするよ。……うん。

　……いや、そうなると、動きの速度も問題になってくるな。

　反応出来ない程度にしておこう。

　もちろん、実際に殴るような真似はしない。

　向こうがどう思っているかは知らないが、俺としては模擬戦である。

　相手を傷付けるなんて事はしない。

　俺は考えた通り、見えてはいるだろうけど反応出来ない速度でマオリーンさんの前まで一気に迫り、放つ拳は直前でピタッと止める。

　マオリーンさんは反応出来ずに固まっていた。

　俺はそのまま拳を開き、ポンッとマオリーンさんの頭を触れる。

「俺の勝ちって事で良いかな？」

　俺がそう言うと、マオリーンさんは地面にへたり込んだ。

「……強いとは思っていたけど、まさかここまで格が違うとはな。……私の負けだ」

　そう言ったマオリーンさんの表情は、どこか吹っ切れた清々しいものだった。

『わあああぁぁぁっ！』

　周囲に居る皆から歓声が上がる。

　少し離れた位置に居るフロイドは、高らかに俺の勝利を宣言していた。

　そのまま俺を賛美するような言葉を発しているのだが、所々俺が主であると告げている。

　……今なら殴れないかな？

　フロイドが標的なら、本気で殴っても良いような気がする。

　何と言えば良いか、殴っても許される気がした。

　今なら油断しているし、いけるかな？　と思ったのだが、それでもこの拳が当たらないような気がしたので止めておく。

　俺はマオリーンさんへと視線を戻し、立ち上がらせるために手を差し出す。

「立てる？」

「問題ない」

　頰を赤くして、恥ずかしそうにしているマオリーンさんが差し出した俺の手を摑み、そのまま立ち上がる。

　なんで頰が赤くなっているのか疑問に思っていると、デイズがこの場へと駆け込んできて、マオリーンさんを誇るように、一気に抱え上げた。

「良くやった！　マオリーン！　とても人族とは思えない婿殿を相手に、退く事もせず、一撃に怯えもせず、よくぞ耐え抜いた！」

「パパ！　急に抱え上げられると危ないってば！」

　微笑ましい親子の光景である。

　ただ、デイズよ。俺はまだ人族だぞと言いた……あれ？

　ちょっと待て。なんで今、デイズは俺の事を『婿殿』なんて呼び方をしたんだ？

　どうも、俺の知らない事実があるようだ。

　その事をデイズに確認すると、不思議そうな表情をされた。

「一体何を言っているのだ？　獣人の女性から本気の戦いを申し込まれ、それに打ち勝つという事は、その女性は自分のモノであるという証明で、女性の方も己の全てを賭けて挑んでいる以上、負ければその者に一生尽くすという意志の表れである。要は、女性からの求婚のようなものだ。だから、女性側の方は、わざと負けるとかもするのだが、もし男性側が負けた場合は、二度とその人物に関わってはいけないという掟もある。……獣人なら、誰しも知っている事なのだが」

　いやいやいや、そんなの知らないから！

　そもそも、俺は獣人じゃないし！

「……えっと、もしかして知らずに受けたという事なのだろうか？　なら、この婚姻は……」

　マオリーンさんが、少し悲しそうな表情を浮かべて、そう言った。

　なんか罪悪感を覚える。

　いや、確かにこの場で知らなかったと告げるのは簡単なのだが、マオリーンさん自身は相当な覚悟を持ってこの戦いに挑んだと思うと、何とも言葉が出ない。

　俺が知らなかったという事にも、問題がありそうだと思ってしまう。

　それに、マオリーンさんと実際に戦ってみて、非常に真っ直ぐな人であるというのは理解出来たし、それには非常に好感が持てる。

　……けどなぁ。……さすがになぁ。

　などと俺が思考していると、不意に背筋が寒くなった。

　後ろを見ろと、危機感知が告げている。

　……。

　俺はゆっくりと振り返る。

　そこには、俺の奥さん達が居た。

『ワズ（さん）（様）』「……旦那様」「お兄ちゃん」

　ひっ！

　全員、にっこりと笑みを浮かべているのだが、それを見て恐怖を感じるのは、きっと俺だけなのだろう。

　ちゃうねん！　ほんと、ちゃうねん！

　俺、本当に知らなかったんだよ？　本当だよ？

　だから、圧力をかけるのはやめて～！




　結局、早急に家族会議が行われる事となり、俺とデイズ、マオリーンさんは、奥さん達に引っ張られながら、俺達が使っている屋敷へと戻る事になった。








閑章　マオリーン・レオニール
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　私の小さな頃は、今とは違って病弱で大人しい子だった。

　獣人である事、パパの子供である事は誇りに思っていたのだが、自分の体が他の子達と同じように軽快に動かなかったのを気にして、ますます落ち込んでいく。

　パパは、それでも私に優しい言葉をかけてくれたのだが、それでも私は自分自身に自信を持ちたかった。

　私は獣人なんだぞ！　と。

　パパとママの自慢の娘なんだぞ！　と。

　だから私は、少しずつ……本当に少しずつ弱い体を鍛えていく。

　最初の頃は、腕立てすら満足に出来ず、回数をこなす事さえ出来なかった。

　なんで私の体は、こうも脆弱なのだろうと、何度も嘆く。

　それでも……私は諦めない。

　パパもママも、決して諦めない私を応援してくれたし、それに応えたいという思いで頑張れた。

　そうして、少しずつ体を動かせるようになってきて、更に体を丈夫に鍛え上げていく日々を過ごしていく内に、同年代の中では頭一つ飛び抜けた軽快な動きが出来るようになっていく。

　これで、パパとママが誇れる娘になったかな？　と思うと、凄く嬉しかった。

　体が軽快に動くようになると、次は剣術に興味を持つ。

　ママは、護身術程度に学ぶつもりだと思っていたようだし、実際女性らしい言動も厳しく躾けられたが、私はその程度で済ませるつもりは一切なかった。

　国の兵士達が訓練している場所へとパパに初めて連れて行って貰い、その光景を見た瞬間、私の心は決まったのだ。

　戦士として生きていこうと。

　兵士達が、もの凄く格好良く見えたというのもあるが、私が理想とする自分の姿が、そこにあると思ったのだ。

　剣術を本格的に習いたいと告げると、ママに凄く怒られた。

　女の子なんだから、剣術よりも家事の方を覚えなさいと。

　ママの言いたい事は、もちろんわかっている。

　私の将来を考えての事だという事も。

　けれど、私は頑として譲らなかった。

　そういうのは、好きな人が出来てからでも遅くないと思っていたし、そもそもそんな相手なんて居ない。

　それに、私は自分よりも強い人じゃないと嫌だ。

　出来れば、世界中で一番強い人で、パパとママも安心してその人の下へと私を送り出せるくらい好感が持てる人が良い。

　けれど、頑として譲らないのはママも同じである。

　この頑なさは、ママ譲りという事かな。

　結局、パパの口添えと、ママのお手伝いも可能な限り手伝うという条件で、私は剣術を習う事を許された。

　剣術を習い始めて、数年が経つ。

　その間に、私は様々な武器を試みたが、自分に最も合っていたのは、速度を活かした双剣と判断した。

　双剣使いとして体付きを速度重視に鍛え直していく。

　獣人同士の対戦や、魔物相手に命のやり取りなどを繰り返していった。

　もちろん、ママのお手伝いにも全力だ。

　そうして過ごす内に、私の強さは獣人国の中でも知られるようになっていく。

　多分だけど、獣人国の中で、そうそう私に勝てる者は居ないだろう。

　けれど、この頃から別の問題も発生していた。

　私に求婚してくる者が至る所から、次々と現れるのだ。

　どうも、私の容姿や強さを好む異性が多いらしい。

　もちろん、全て断る。

　しつこい者には、掟を盾に勝負をし、全て負かしていった。

　正直に言えば、誰にどんな甘い言葉をかけられようとも、胸がときめかない。

　もしかしたら、中には良い話というのもあったかもしれないが、将来の伴侶は自分で見つけたいという思いがあった。

　そして、自分を鍛えながらママのお手伝いをし、求婚を断り続けていたある日、王城で、パパとギオ伯父様がしている不穏な会話が耳に届く。

　獣人国の南方付近の村や町から行方不明になる人達が数多くいて、調査結果で南西の国に攫われているという話だった。

　私は、そのまま南方の村に向けて飛び出す。

　とても許せる話ではないし、何より今の私には戦える力がある。

　脆弱だった頃の私ではないのだ。

　飛び出した私は、村へと向かう道程の途中で、怪しい一団を発見する。

　森の中で、人族の集団が何やらコソコソしているのを目にしたのだ。

　その様子を木の上から確認すると、何人もの獣人が縛られて、捕らわれていた。

　私は体の内から溢れる怒りを抑えきれず、一気に飛び出す。

　奇襲の突撃で何人かの人族を倒した後、私の行為を止めるように仮面を付けた男が現れた。

　私は、その仮面の男に負けてしまう。

　善戦していたと思ったのだが、仮面の男はまだまだ余力があるように見えた。

　負けた事と、同胞である獣人達を助けられなかった事で、悔しさから自然と涙が溢れる。

「……全く。兵士共は労働力を攫う事すら満足に出来ないのか。……今回は偶々俺が居たから良いものを。……まぁ良い。コイツは、ゴーレム共の練習相手に丁度良い腕前だしな」

　仮面の男が何か言っていたような気がするが、私はそのまま気を失ってしまった。
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　隷属首輪を嵌められ、仮面の男に連れて行かれたのは、迷路のような地下通路を越えた先にある広大な空間だった。

　その地下空間には、何やら石で出来た人形が、数えきれない程用意されていて、どこかから戦闘音が聞こえる。

「ここがお前の送り先だ。まぁ、せいぜい長生きして、こちらの役に立ってくれ」

　仮面の男はそれだけ告げると、私に双剣を投げ渡して通路へと戻って行く。

　その通路は、仮面の男が中へと入ると同時に石壁で閉じられ、私はここに残された。

　隷属首輪を嵌められてしまった以上、私に逃げるという選択は出来ない。

　今はここから逃げ出す事も出来ないので、私は戦闘音が聞こえる方へと向かう。

　そんな私の目に映ったのは、石人形の拳で命を落とす獣人達の姿だった。

　よく見れば、そこかしこに獣人の遺体が点在している。

「……そんな……そんな」

　私は怒りに震え、双剣を抜いて石人形へと斬りかかる。

　生き残っている獣人達を救うために。




　……どれほどの月日が経ったのかわからない。

　日の光が届かない地下空間では、その辺りの判断が付かないから。

　けれど、こうしている内にわかった事がある。

　仮面の男の上には、どうやら世界征服を企む馬鹿な王が居る事。

　石人形は特定の時間しか動かないという事。

　食事は袋に入れられて、天井にある穴から落とされる事。

　不定期で、私達と同じようにある程度戦える獣人──いや、他の亜人も含めて攫われてくる事。

　捕らえられている私達の体調をある程度維持した上で戦わせる事から、どうやら石人形の性能確認を行っていると思われる事。

　そして、石人形の性能は、私達と戦わせた後、その分向上している事だろうか。

　馬鹿王に利用されている感は否めないが、隷属首輪を外す事が出来ない以上、私達に選択肢はない。

　だが、ここに居る私達に種族の違いはあるけれど、共に攫われて同じ境遇に晒されている仲間として、いつか脱してみせると連帯感が生まれた事は嬉しい。

　そんな私達は、空いている時間を利用して、亡くなってしまった仲間の遺体を集め、静かに黙禱を捧げる。

「……必ず……必ず連れて帰る」

　そう心に誓った。

　パパとママに会いたい……。




　そんなある日、天井にある穴から三人の人族が落ちてくる。

　この時は、既にこの地下で生き残っているのが私しか居らず、使っていた双剣も短い方が折れて使いものにならなくなっていた。

　私は落ちてきた三人へと近付き、声をかける。

「……あの高さから落ちてきて無事だなんて……本当に人族なのか？」

　そんな事が出来る人族なんて見た事が無い。

「失礼な！　普通の人族だよ！」

　そう答えたのは、胡散臭い笑みを浮かべて執事服を着ている男性と、尋常じゃない数の、色んな女性の香りがする男性ではなく、どうしてこの場に居るのかと思えるほどに、普通の人だった。

　黒髪に平凡な顔立ちで、魔物の素材で出来ていそうな服を着ているのが特徴らしい男性。

　ただ、その男性からパパとお祖父様が来ている事を教えられる。

　最初は怪しんだが、その男性からは、確かにパパとお祖父様の匂いが感じられた。

　パパ達が助けに来てくれたのは、素直に嬉しい。

　きっと獣人だけではなく、地上の亜人達も助け出してくれるだろう。

　亡くなった仲間達も、これで家族の下へと帰す事が出来ると。

　その事に喜んだのも束の間、突然天井が動き出した。

　いや、無くなったというのが正解だろう。

　城が空を飛ぶ姿が見える。

　けれど、その出来事と同時に石人形の動きが活発になり、その対応に追われてしまうのだが、気が付いた時には普通の男性の雰囲気が変わっていて、目の前で石人形全てが一瞬で潰れ、仲間達の遺体が安全に保護され、私達は地上へと戻された。

　余りにもあっという間の出来事に、私は放心してしまう。

　執事服の男性に、隷属首輪を外されても気付かないほどだ。

　そんな私の目に映ったのは、空飛ぶ城を粉々に粉砕する光景だった。

　いつの間にか執事服の男性はどこかに消え、私はもう一人の男性に連れられて移動を開始する。

　連れられていった場所では、普通の男性が複数の女性に言い寄られている姿だった。

　ただ、その光景を見ていると、凄く楽しそうで、私も交ざりたいと思ってしまう。

　それに、普通と思っていた男性を良く見ると、可愛らしい顔立ちというか、どこか惹かれる。

　私よりも強く、好感が持てる人物。

　そういえばパパが言っていた。

　獣人は、強い者に惹かれやすいと……。

　……うん。決めた。

　私の夫となる人物は──。




　そして、パパとお祖父様に再会し、私もこの国に残って復興を手伝う事にする。

　その間に、パパとお祖父様へ私の気持ちを教えた。

　反対されるかと思ったけど、パパは凄く喜んでくれ、お祖父様も困ったような顔をしていたが、最後には認めてくれる。

　ママもきっと喜んでくれるだろう。

　そして、私は掟に従って、求婚の戦いへと赴いた。








第二章　マオリーンとの関係









　俺、デイズ、マオリーンさんの三人は連れ去られた。

　誰にって？

　俺の奥さん達に。

　今、俺達が使用している屋敷の一室へと連れて行かれ、そこで改めてデイズから獣人の掟の事や、マオリーンさんからその想いを聞いていた。

　大きなテーブルを中心に、紅茶や軽食が用意され、各々が椅子に腰かけているのだが、その間、俺は正座である。

　俺だけが正座である。

　正座である。

　…………。

　あれ？　今回、俺なんか悪い事したっけ？

　なんで俺正座しているんだろう。

　もの凄く不当な扱いを受けている気がしないでもない。

　でも、奥さん達に逆らおうとは思っていません。

　正座しろと言われれば、たとえ何かをした覚えがなくとも、正座しましょう。

　もちろん、俺が獣人の掟の事を知らずに受けた事は説明しましたよ？

　でもね、奥さん達にとっては、もう話はそんなところで終わらないそうです。

　俺は、奥さん達に話しかけられるまで、こうして正座で待つだけ。

　こういうのも、尻に敷かれるというのだろうか？

　確実に、俺と奥さん達の力関係を証明していた。

　この場に居るもう一人の男性であるデイズへと度々視線を送るのだが、向こうはあえて俺を見ていないのがわかる。

　……誰も味方が居ない。

　今ならフロイドでも良いから、話し相手になって欲しいと、切実に願う。

　ふと、窓へと視線を向ければ、小鳥が優雅に飛んでいるのが見える。

　空を飛ぶってそんなに気持ち良いものなのだろうか？

　今度、神格化して空でも飛んでみるか。

　そんな事を考えている内に、どうやら奥さん達の話が終わったようである。

　ナミニッサから立ち上がるように言われ、腰を上げた。

　足がほんのり痺れているのは秘密である。

　俺のＶＩＴや状態異常ほぼ無効スキルは、こういう時仕事をしてくれない。

　まぁ、生理現象のようなものと受け止めておこう。

　そして、俺は皆を見渡してから問いかける。

「……えっと、それでどういう事になったのでしょうか？」

　すると、ナミニッサが代表して答えてくれた。

　どうも、俺の奥さん達を纏める立場になっているようだ。

「そうですね、ワズ様が獣人の掟の事を知らずに、戦いを受けた事は理解出来ました」

　そうなんです！　本当に知らなかったんです！

　信じてくれて嬉しいけど、そうなるとマオリーンさんとの事はどうなるのだろう？

　いくら知らなかった事とはいえ、求婚までしてくれたのは、相当な覚悟を持っていたのだろうと思うし。

　その前に俺も座って良いですか？

「それで、マオリーンの事ですが……私達は、共にワズ様の奥さんとして迎え入れても問題ありません」

　俺が座ろうとするのを牽制するように、ナミニッサが言葉を続ける。

　……ん？　ちょっと待って。

　何かいきなり話が飛んだけど、マオリーンさんを受け入れるって事で話が進んでいるの？

　そう困惑していると、それが伝わったのか、皆それぞれが答えてくれる。

「私としても問題無い。ワズさんが亜人を受け入れてくれるのは、素直に嬉しいし」

「そうですね。そもそも、既にハーレムは出来上がっていますし、あまり人数が増えるのは困りますが、マオリーンさんは私も好感が持てる人なので、構わないかと」

「マオリーンさんのお気持ちは真剣のようですし、私も構いません」

「私も良いぞ！　それに、中々の強さも持っているようだし、奥さん同士で互いを高める相手が増えるのは、喜ばしい事だ！」

「えっと、私も半分は亜人の血が流れていますし、特に問題はありませんよ」

「……私達は、旦那様の寛容な妻」

「獣耳です！　獣耳ですよ、お兄ちゃん！　ふぉ～！　もふもふ撫で撫でしたいです！　性格も問題無いですし！　完璧獣人ですよ！」

　……若干一名の妹の言動がおかしい。

　ちょっと引くくらい上気している。

　本人の許可無く触っちゃ駄目なんだからな、妹よ。

　妹の先行きに少々不安を感じていると、マオリーンさんが立ち上がって、俺を真剣な眼差しで見てくる。

「獣人の掟の事を知らずに受けたと知った時は、少し残念に思ったが、それでも、私がワズ殿を想う気持ちに噓偽りはない。……どうか、私の気持ちも受け入れて貰えないだろうか？」

　そういって、マオリーンさんは頭を下げる。

　どうやら、奥さん達はマオリーンさんをハーレムに受け入れても良いという事のようだ。

　そして、こうして言ってくるという事は、最終判断を下すのは俺なのだろう。

　なので、俺も改めてマオリーンさんについて考える。

　獣人の掟を知らずに戦いを受けた事に関しては非常に申し訳なく思うが、だからといって、そこに引っ張られて判断してはいけない。

　マオリーンさん自身に関しては、好感が持てる女性であるというのは先程の戦いで思った事なのだが、まだまだお互いを知っていく時間が欲しいと考えてしまう。

　なので、俺は確認する意味を込めて、デイズへと尋ねた。

「お前はそれで良いのか？　デイズ」

「娘が決めた事だ。もちろん、私も納得している。それに、獣人達を……いや、この国へと攫われてきた亜人達も救ったワズ殿であれば、私も安心して託せるというものだ」

　既に納得済みのようである。

　なら、デイズも俺の判断に委ねるという事で良いだろう。

「……わかった。なら、条件付きで受け入れたいと思う」

　俺はそう言って、マオリーンさんへと視線を向ける。

「これから、俺達と一緒に行動してくれないか？　まだ、出会ってからそれ程時間が経っていないし、もっとお互いの事を知ってからでも遅くないと思う。だから、まずは婚約という形からで」

「それでも構わない！　大事なのは、これからだと私も思うし、その時間を与えてくれるというのも非常に嬉しく思う」

　俺の判断に、マオリーンさんはそれでも一歩前に進んだと、嬉しそうに顔を綻ばせる。

　だから、俺も告げておく。

「もちろん、マオリーンさん自身に好感は持っているから」

「はい！　これから宜しくお願いします！」

　その返事と共に、マオリーンさんは奥さん達に歓迎されていた。

　ちらっとデイズへと視線を向けると、無言で腕を組んで頷いている。

　何気に、片方の手は俺に向けて親指を立てていた。

　そして、デイズはそのままマオリーンさんへと声をかける。

「マオリーンよ！　強い子を産むのだぞ！」

「はい！　パパ！」

　はえ～よ！　気がはえ～よ！

　まだそこまでの関係性じゃないから、一緒に行動してお互いを知っていこうって話だったでしょ？

　なんでいきなりそこまで話が飛んでんの？

　怖いよ！　その思考の飛び方が怖いよ！

　というか、デイズの発言に感化されて、奥さん達全員がお腹に手を当てて妄想しだしているし！

　まだそこまで進んでないでしょ！

　そこに生命は宿ってないからね！

「……えっと、そういう事で皆も良いかな？　お互いを知っていくために、これからマオリーンさんと共に行動するって事で？」

　俺は、皆落ち着こ？　今これは、こういう話なんだよ？　と、確認するように問うと、全員が俺の方へと視線を向けて頷く。

『わかりました！』「……ました」

　うん。……はい。

　大丈夫。これで言質は取った。

　とりあえず、皆納得しているという事で。

　……はぁ。普通に戦うより疲れた気がする。

　その後、マオリーンさんから自分の事は愛称として「マオ」と呼んで欲しいと乞われたので、そう呼ぶ事にし、マオは俺の事を「夫殿」と呼ぶ事を了承させられた。

　……この後、デイズは俺を「婿殿」と呼び始める。もう、好きに呼んでくれ。








第三章　そもそもの勘違い……いいや、早とちりである
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　マオとも関係を進めていくために、伝えなくてはいけない事がある。

　それはもちろん、俺のステータスの事や神格化……それと、ギルドカード内に住みついている駄目な女神様達の事だ。

　これで、やっぱり止めますとなっても、俺としては認めざるをえない。

　既に、女神様達とは切っても向こうから無理矢理繫ぎ合わせてくるような関係だし、俺としても女神様達が居なくなったら、それはそれで淋しいかな？　と思うくらいには好感？　愛着？　を持っているからである。

　それを女神様達に伝えようとは思わないが。

　だって、伝えたら間違いなく調子に乗るだろうし、そうなるとかなり鬱陶しくなるのが目に見えているからだ。

　それに、俺にはそれでも一緒に居てくれる奥さん達が居るので、もしマオに伝えて断られたら慰めて貰おう。

　メアルをぎゅっと抱き締め、サローナの綺麗な銀髪を思う存分撫で、タタに膝枕して貰って頭を撫でて貰い、ナミニッサに思いっきり甘え、ナレリナに抱き締めて貰い、キャシーとのんびり過ごし、ハオスイを膝の上に載せて後ろから抱き締め、カガネと楽しくお喋りすれば、きっといつも通りに過ごしていける。

　なので、俺は覚悟を決めた。

　デイズは既に、ギオ王様の所へと向かうと、屋敷から出て行っている。

　マオはこの場に残り、奥さん達と談笑していた。

　伝えるなら、早い方が良いだろう。

「マオ、ちょっと伝えなくてはいけない事があるんだけど？」

「なんだろうか？」

　マオを呼び、俺は懐からギルドカードを取り出す。

「……実は」

「こちらにワズ様は居られますか？」

　フロイドが扉を勢い良く開けて登場である。

　俺の覚悟を返して欲しい。

　というか、こいつはいつもこんな時に限って現れる。

　既に一発殴る権利くらいあっても良いんじゃないだろうか？

　俺は胡乱気な視線をフロイドへと向け、声をかける。

「……俺ならここに居るけど、一体何だよ？」

「おぉ！　こちらに居られましたか。既に移動しているものと、王都中を捜し、一軒一軒全ての家屋を訪ねた末、漸く捜し当てる事が出来ました」

　噓だな。

　いや、絶対噓だろ？

　こいつがそんな真似をするとは到底思えない。

　絶対、何かしらの力が働いて、一発で俺の居場所へと辿り着く。

　それが、俺の知っているフロイドである。

　なので──。

「この偽物がぁ～！」

　俺は瞬時に飛び出し、本気で殴りかかる。

　だが、俺の放った拳は空を切った。

「ちっ、本物か」

「中々過激な確認方法でございますね、ワズ様」

「恩着せがましく捜していたなんて言うからだ」

「やはり見抜かれていましたか。私のように主人のためを思い、活発に動ける執事であれば、その主人の居場所を把握しているのは当たり前でございます。無論、察知する事も造作もございません。その辺りの事も私の主であるワズ様であれば、もちろん承知の上だとは思いますが」

　この胡散臭さ。うん。間違いなく本物だわ。

　まぁ、わかっていてやったんだけど。

　……というか、こんなのが別にもう一人居るとか、正直対処に困る。

　それに、もし執事を欲しいと思っても、こいつだけは勘弁して欲しい。

　こいつ以外の、有能でまともな執事が良いな。

「ワズ様。私ほど有能な執事は、他にございません」

「……」

　お前まで俺の心を読むか。

　……ほんと、勘弁して欲しい。

「で、俺を呼びに来た用件は一体何だ？」

「おぉ、そういえば、そうでしたね」

　フロイドが、ぽんっと手を叩く。

　いやいや、忘れてたんかい。

「失礼致しました。ワズ様、アリア様の方からお話があると、お呼びでございます」

　……そういうのは、早く言おうか。

　俺は溜息を吐き、奥さん達を連れ立って、フロイドの案内の下、アリアが待っている場所へと向かう。
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　フロイドに案内された場所は、普通の家屋である。

　ここが、アリアと勇者パーティーの女性が利用している所で、今も静養している場所だ。

　そのまま中へと入り、そのまま中を進み、アリアが使用している部屋の中へと入った。

　部屋の中は綺麗に整えられているというか、あまり物が無いと表現した方が良いだろう。

　アリアはその部屋の中にあるベッドで、上半身を起こして俺達を待っていた。

　ベッドの近くには、何冊か本が置かれていて、これで今まで時間を潰していたと思われる。

　俺達全員が中へと入ると、フロイドは何も言わずに部屋を出て行った。

　気を利かせたつもりなのかもしれない。

　まぁ、別に良いけど。

　俺とアリアの話となると、個人的な話かもしれないし、フロイドは別に居なくても問題無いわ。

　そして俺はベッドの近くへと椅子を運び、そのまま腰掛けた。

　奥さん達は、それぞれ思い思いに椅子に腰掛けたり、立ったままだったりしている。

　メアルは、ハオスイに抱かれていた。

　そして、俺はアリアへと声をかける。

「……改めて、久し振りだね。アリア。体調はもう良いの？」

「えぇ、万全とは言えないけど、かなり良くなったわ。……それに、こうして再会出来るまで、随分と時間がかかってしまったわ」

　そう言うアリアの様子を確認する。

　牢屋に囚われていた時とは違い、今は血色も良くなって、本来の体調へと戻ったようだ。

　それに、会わなかった間に随分と大人っぽくなっている。

　絹糸のような金髪はそのままだが、その顔立ちは俺が知っている幼い頃のものではなく、誰もが魅了されそうな大人の顔だ。

　服装は、さすが聖女と呼ばれているだけはあるのか、修道服を身に纏っている。

　こうしてちゃんと見るのは、約四年振りか。

　それだけの月日が流れているのを実感してしまう。

　ただ、いくら大人な顔立ちになっていたとしても、俺の知っているアリアである事に変わりはない。

　それを、嬉しく思う。

　だが、アリアは違っているのか、目を細め、俺の奥さん達へと視線を向ける。
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「……こっちは再会するまで、色々面倒臭かった上に大変だったっていうのに、そっちは随分と楽しかったみたいね」

「ははは……」

　苦笑いしか浮かばない。

　だけど、こうしてアリアと普通に向き合う事が出来るのも、奥さん達に出会って、支えて貰っているからだ。

　だから、まずは奥さん達の事を紹介しようと思ったのだが。

「あぁ、別に紹介は要らないわよ」

「へ？」

「全員の事は、ナミニッサとナレリナから聞いているから」

「え？」

「メアル、サローナ、タタ、キャシー、ハオスイでしょ？」

　アリアがそれぞれを指し示しながら、名前を言っていく。

　それがちゃんと合っているし、本当に知っているようだ。

「そっちの子は初めてだけど……」

　アリアがそう言って指し示したのは、マオである。

「マオリーン・レオニールだ。聖女様の事は噂で聞いている」

「そう。宜しくね、マオリーンさん。……で？　この場に居るという事は？」

　アリアは確認するようにナミニッサ、ナレリナへと視線を向ける。

「はい。そういう事です」

「あぁ。新たなお仲間だ」

「そう」

　それで納得したようだ。

　その様子に、俺は心の中で疑問符を浮かべる。

「なんで？」

「あれ？　聞いてないの？　私とナミニッサ、ナレリナは元々友達付き合いをしているもの。御見舞いと称して、度々ここへと訪ねてきてくれたのよ。その時に、ワズの事やその周囲の事を色々聞いたわ」

　確認するようにナミニッサ、ナレリナへと視線を向けると、二人ともそれが真実であると頷く。

　はへ～。そうだったのか。

「ちょっと待てい！　私の名前が出ていませんよ！　この性悪聖女！」

　カガネが怒り気味でアリアへと詰め寄る。

「はっ。そういえばアナタも居たわね、猫被り妹」

「誰が猫被りですか！　それに、もうそんな必要はないのです！　お兄ちゃんに全て打ち明けましたから！」

「本当、ワズが出来の良い兄で良かったわね。ただ、唯一の不幸はアナタみたいな妹が居る事だけど」

「それを言うなら、世界一の幸せ者の間違いです！　不幸なのは、性悪な幼馴染みが居る事ですよ！」

「ぐぬぬ……」

「ぎぬぬ……」

　カガネとアリアの二人が睨み合う。

　この二人、もしかして、俺が居ない時はこんな感じだったのだろうか？

　俺の前では仲の良い二人だったんだけど……。

　こっちがきっと本来の二人の関係だったんだろうな。

　ただ、このままでは話が進まないので、二人を引き離す。

　アリアを動かす訳にはいかないので、カガネを後ろから羽交い締めにし、そのままハオスイへと預けた。

　カガネのステータスを考えれば、いざという時抑えつけられるのはハオスイしかいないためであり、ハオスイもそれを理解しているのか、任せてと無言で親指を立てられた。

　お任せします。

　俺は少し疲れた感じで椅子へと再び腰掛ける。

「そっちも大変だったみたいね、ワズ」

「……まぁ、もう慣れたから問題ないよ」

　アリアから憐れみの言葉を頂戴した。

　いや、これはカガネへの対抗心からかもしれない。

　アリアは話を戻すように、一度息を吐いてから話しかけてきた。

「……もちろん、ちゃんと聞いているわよ。この場に居る全員が、ワズのお嫁さんだって事も」

「そっか。……うん。全員俺の奥さん」

　……あっ、正確にはカガネとマオに関しては、まだ違うけど。

　まぁ、その辺りに触れるのは良いか。

　何か、このままそうなりそうな予感がするし。

　二人に好感を持っている事も事実だしね。

　ただ、俺の言葉に反応して、後ろに居る奥さん達全員が照れ照れしている雰囲気を感じる。

　振り返らないからね！

　しかし、アリアは面白くないとでもいうように、顔を顰めていた。

「そっ。……やっぱり、私と違って楽しくやっていたんじゃない」

　その言葉に、再び疑問符が浮かぶ。

「え？　楽しくって、アリアは勇者と楽しくやってんじゃないの？」

『はぁ～』

　一斉に、様々な所から溜息が聞こえた。

　え？　何か俺間違えた？

　そう思って皆を確認するが、全員困ったような表情を浮かべている。

　いや、ハオスイの表情は変わっていないし、マオは俺の言葉というよりは、他の皆の流れに付いていけずに困っているという感じだった。

　まぁ、この流れに一番付いていけていないのは、間違いなく俺なんだけど。

「……本当に知らないみたいね」

　アリアのその呟きに、ハオスイとマオ以外の全員が賛同する。

「まぁ、仕方ないのではないか？　既にあの噂を口にする者は居ないのだし」

「そうね。耳に入らなくても仕方ないと思いますよ」

「だから言ったでしょ？　アリア」

「ワズの方も、そう思っていたからこそ、誰にも聞かなかったのだろう」

「私もワズさんからその話を聞くまで、知らなかったのを知りませんでした」

「……まっ、私もお兄ちゃんがどうしてあんな書き置きを残したのか、最初は意味がわからなかったぐらいだしね」

　……え？　あれ？　本当にどういう事？

「はぁ～。これは、私のこの約四年間を一から教えた方が良いみたいね」

　大きく溜息を吐いたアリアが、自身の事を語り出す。








閑章　アリア
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　十三歳の時、私は光教会から信託として『聖女』の認定を受けた。

　光教会は、光女神様を信奉する教会で、私が住んでいるイスコア王国に本部があり、大陸各地に支部を持っている。

　どの教会よりも信徒の数が多く、その影響力は絶大で、信託というその言葉は、一国の王でも無下には出来ず、逆らう余地はどこにもなかった。

　その光教会から、私は『聖女』認定されたのである。

　ワズには秘密だったが、私には元々回復魔法に関しては天性のモノがあり、両親が光教会の信徒だった事もあって、その事が光教会側に露見した結果だと思う。

　世界に仇なす魔王という存在が現れ、その討伐を行う勇者様の補佐をお願い……いや、強制させられた。

　これは大変名誉な事で、両親にも幸運が舞い込む事になるとか何とか……様々な事を言われ、その両親が光教会の信徒である事も引き合いに出されたのだ。

　そこに、私の意志は存在していない。

　両親も、私が『聖女』認定された事を喜び、誉れ高い事だと周囲に自慢していた。

　それに、私は喜びを感じられない。

　私に『聖女』である事を強制したのは、光教会の教皇様。

　その教皇様の一人息子が、勇者様に選ばれた者である。

　それが、私がワズの下から離され、光教会に連れて行かれた後に、聞いた話の概要だ。

　はっきり言えば、断りたかった。

　けれど、魔王の脅威は歴史を紐解けばわかる。

　存在するだけで、世界の人々にとって害悪なのだ。

　魔王が現存していると明らかになった以上、選ばれた者、戦える者は総出で戦い、人々に希望を与えなければならないというのも、少しは理解出来る。

　このまま魔王を放置すれば、極端な話だがワズに良くない事が起きるかもしれないのだから。

　だから私は、魔王討伐へと赴く勇者様に付いていく事にした。

　魔王なんてさっさと片付けて、ワズの下へと帰ろうと。

　それに、勇者様の従者は、私以外にも二人居る。

　屈強な男戦士と、攻撃魔法が得意な少女魔法使いが。

　こうして私は、魔王討伐の旅へと向かう。




　魔王討伐の旅は、はっきり言ってしまえば苦痛だ。

　魔物や盗賊との戦闘自体は、さほど問題にはならなかった。

　男戦士は、元々Ａランク冒険者で、そのランクに見合う実力を兼ね備えていたし、少女魔法使いは、その男戦士とパーティーを組んでいたという事もあり、実力もあって連携も上手く取れている。

　選ばれた勇者様も、剣の才能があって、その実力をぐんぐんと伸ばしていった。

　また、勇者様という事と、世界中にある光教会からの資金援助の甲斐もあってか、旅費や装備などで困る事は一切無かったのが、救いといえば救いだろう。

　私の回復魔法の力も、めきめきと上昇していき、魔王討伐の旅自体は順調であったと言える。

　では、何が苦痛であったかというと、勇者様から向けられる視線が気持ち悪かったのだ。

　いつでも私の様子を窺っているというか、常に監視されている気分になる。

　ちょっと苦戦した魔物を倒した時は、自慢するような表情を浮かべてこっちを見てくるし、私が少しでも怪我しようものなら、即座に駆け寄って来て無事かを確認してくるし、野宿の時なんかは、どうにかこうにかして私の隣で寝ようとしてくるのだ。

　正直言って、近付かないで欲しいと思う。

　もちろん、世間一般の感覚で言えば、勇者様の顔は非常に整っているようだし、誰にでも優しい部分があるというのも、この旅の中で何度も見てきた。

　……まぁ、女性に対しては過度に優しく接していたが。

　この旅の道中でも、勇者様に優しくされて好意を抱く女性が数多く居たのは、間違いなく事実である。

　特に、私はパーティーメンバーとして、それなりの時間を共にしていたので、勇者様から向けられる優しさを特別だと思っていたかもしれない。

　けれど、私はそれがどこか作り物のように見えていたのだ。

　演技していると言い換えても良いだろう。

　それに、そもそも私は勇者様に対して好意を抱いてはいなかった。

　目蓋を閉じれば、いつだって思い出せる光景。

　勇者様に旅の同行を頼み、挑んだワズを叩き潰した事。

　普通に考えるのであれば、どう考えてもワズが勇者様に勝てる要素は無い。

　私が光教会の強制で魔王討伐の旅に出る事は、既に決定しているのだから、それに逆らって無駄な怪我を負う必要も、ワズにはなかったはずだ。

　けれど、それでもワズは私と共に居ようとするために、勇者様へと無謀な戦いを挑む。

　私はワズに、そこまでの事をさせるほど想われていると感じる事ができ、もの凄く嬉しかった。

　だからこそ、そんなワズを叩き潰した勇者様の事が、どうしても許せなかった。

　その時の勇者様こそ、本来の彼ではなかったのかと思っている。

　だからこそ、私は密かに誓っている事があった。

　それは、この旅で勇者様よりも強い存在になるという事。

　勇者様が私に対して強い執着を抱いているのを感じていた。

　それが愛情からか、単に自分を着飾る所有物として見ているかの判別は付かなかったが、私はこの旅が終わり、ワズの下へと帰った時に、勇者様がワズに対して何かしらの行動を取ると確信している。

　私がワズを選べば、勇者様は光教会の後ろ盾を使ってでも、ワズを排除しようとするだろう。

　そうさせないために、私は強さを求めた。

　光教会によって選ばれた、他のパーティーメンバーにも秘密で、人知れず鍛えていく。

　最悪、ワズと共に王都イスコアから出て行く覚悟を持って。

　……あの猫被りの妹も、付いてきそうだと思いながら。

　それでもワズが無事で一緒に居られるなら、どこにも問題はない。

　猫被りの妹も、ワズは気付いていなかったようだけど、相当の実力を隠しているのがわかっていた。

　私と共に、ワズを害する者を撃退してくれるだろうという期待もある。

　そして、誰にも悟られる事なく鍛えていき、勇者様よりも強くなったと確信した頃、遂に魔王と対峙し、その討伐に成功した。

　魔王と戦った印象としては、その居城に大量の魔物が居た事にはかなり驚いたが、魔王自体の力はそれ程でもなかったという感じだろうか。

　それでも、かなり苦戦はしたが、パーティーメンバー全員無事だったのである。

　充分な結果だろう。
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　魔王を討伐し、王都イスコアへと戻った私達は、住民達総出で歓迎された。

　歓喜の宴が至る所で行われたと教えられる。

　中でも、親が光教会の教皇である勇者様の活躍を褒め称える言葉が多く、私は心の中で辟易した。

　そして極めつけは、王城のバルコニーで宣言した勇者様の言葉。

「聖女アリアを私の妻に迎えたいと思います」

　である。

　その言葉が耳に届いた時、私はコイツ何言っているの？　と思った。

　魔王討伐の旅で、私が勇者様に靡かなかったから、王様やこの場に居る人達に向けて堂々と宣言する事で、無理矢理私を頷かせようとしたのだろうか？

　お祝いの場で、否定の言葉が言えないだろうと画策したか、誰かの入れ知恵かもしれない。

　けれど、私にそんなつもりは一切無い。

　ワズ以外にどう思われようとも、そんなもの関係ないのだ。

　否定の言葉を告げるのは簡単だが、ここは実力も行使して、きちんとわからせてやろうと思う。

　勇者様が微笑みを浮かべ、私に口付けをしようとしてくる。

　なので、私はにっこりと微笑み、勇者様の頰へとおもいっきりグーパンチをかました。

　全力全開である。

　私のグーパンチで、勇者様はその場に倒れ、その頰にはくっきりと拳の痕が残っていた。

　そして私は、この光景を見ている人達にも聞こえるように、はっきりと告げる。

「お断りします。勇者様」

　それだけ告げ、私は即座にこのバルコニーから出ていき、ワズが住む家へと向かう。

　去り際に見た勇者様の表情は呆気に取られていたが、気を持ち直した時、勇者様は私がどこに向かうかを察するだろう。

　そして、光教会の力も使ってワズを排除しようと動くはずだ。

　その前に、私はワズを連れてこの王都を出る予定。

　城の前には多くの人が居り、中々前へと進む事が出来なかった。

　人波を抜けるのに、予想以上の時間を取られてしまう。

　その間、耳に届いてきた人達の言葉は、勇者様が振られたとか、勇者様が殴られたとか、先程の事を語る内容ばかり。

　私としては、そんな事はもう終わった事なので、早く退いて欲しいと願う。

　人波をどうにか抜け、ワズの家へと着いた時は、かなりの時間を消費していた。

　けれど、私の鼓動は早鐘を告げている。

　漸く……そう、漸くワズに会えるのだ。

　まずは抱き着き、互いの存在を確かめ合って、勇者様の危険性を伝え、即座に王都を飛び出そう。

　ワズならきっとわかってくれる。

　きっと一緒に王都から飛び出してくれる。

　そう思って、私はワズの家の中へと入って行く。




　けれど、ワズの姿はどこにも無かった。

　部屋の中には、『探さないで下さい　どうかお元気で』『アリアと勇者の幸せを願っています』という書き置きが残されているだけ。

　最初、それを見た時は、意味がわからなかった。

　何をどう見てそうなったと、訳がわからない。

　そう考えた時に、もしかして、ワズは私が勇者様を殴り、お断りの言葉を告げるところを見ていなかったのではないかと思った。

　もしそうだと、完全にワズの早とちりだ。

　けれど、ワズならあり得そうだと思う。

　なら、これから私が取るべき行動は簡単だ。

　ワズを捜し出し、その誤解を解けば良いだけ。

　どこに向かったかはわからないが、そうそう無謀な真似はしないだろう。

　きっと、どこかの町で身を潜めているはずである。

　そう思って、私も即座にワズの家を飛び出し、旅支度を整えて人知れず王都から出て行く。

　同行者は居ない。完全なる一人旅である。

　王都を出る直前、猫被りの妹に会ったが、彼女は彼女でワズを捜すつもりのようだ。

　どっちが先に見つけられるでしょうねぇ？　と、挑戦的な事も言われた。

　もちろん、負けるつもりは一切ない。先に見付けるのは私だ。

　そして旅に出たのは良いが、一向にワズは見つからない。

　色々な町や村に赴き、隅々まで捜そうとも、その姿を見かける事はなかった。

　一体、どこに行ってしまったのだろう。

　途方に暮れたくもなるが、私は決して諦めない。

　必ず、ワズの下へと帰るのだ。

　そう決意して、次の町へと向かう。

　偶に旅の資金が少なくなると、冒険者ギルドへと赴いて、様々な依頼をこなした。

　回復魔法が得意なので、主に治療系の依頼を進んで受けていく内に、様々な人達から感謝の言葉を述べられる。

　この力のせいで、ワズと離れ離れになってしまったが、こうして感謝されると悪くないとも思ってしまう。

　盗賊退治も、時期が合えば依頼を受けた。

　頂ける報酬も大きいので、そう悪くない依頼である。

　といっても、主に戦うのは共に参加した冒険者パーティーの人達だ。

　私は、その人達が怪我をした時、即座に回復魔法をかけるだけ。

　冒険者の人達にも感謝されるのだが、中には是非自分達のパーティーへと、しつこく言ってくる人達も居る。

　もちろん、丁寧にお断りしたのだが、それでもとしつこい人や、力ずくでどうにかしようとしてくる人には、こちらもそれ相応の対処をさせて貰う。

　勇者に負けないようにと鍛えてきた甲斐があった。

　そうしている内に、どれだけの月日が経っただろうか。

　私の耳に、良くない噂が届く。

　なんでも、勇者が私を捜しているらしいと……。

　はっ！　反へ吐どが出る！

　思いっきりグーパンチしたのに、まだ私に執着するのか。

　それほどまでに、私の事を想っているのか、それとも単に復讐したいだけなのか。

　……どっちにしても気持ち悪い。

　あ～、嫌だ嫌だ。面倒臭い。

　しかし、見つかると面倒臭い事になりそうだ。

　ワズを捜し出すのは止めないが、勇者にも見つからないように動かないと。

　けれど、そんな私の考えは、無残にも打ち砕かれる。

　マーンボンド王国に着いた時、私は光教会からの使者に見つかり、ワズの行方を教えられた。

　なんでも、ここ最近不穏な動きをしている大陸南西の国に捕まっていると。

　どうやら、その国は他国との戦争を起こそうとしているらしいと。

　そんな危険な所にワズは居るのかと、気が気じゃない。

　そして、勇者とそのパーティーがその国へと調査のために派遣されるので、それに同行して欲しいと。

　……勇者に会いたくはない。けれど、そこにワズが居るのなら向かうしかない。

　私を利用するための噓かもしれないかとも思ったのだが、捜しだして約二年。

　少しの情報でも、私は欲していたために、その言葉に素直に従う。

　折角マーンボンド王国まで来たのに、友達に会えなかったのは残念でならない。

　伝言だけは残しておこう。

　その後、南西の国へと入る直前で、勇者パーティーと合流した。

　勇者からは、あの時の事は気にしていないとか何とか言われたが、聞く気もなかったので、良く覚えていない。

　ここには、ワズを捜しに来ただけだ。

　そして、勇者が女性亜人を助けようとして、作戦も何も決める前に勝手に飛び出し、女性亜人が人質に取られると呆気なく捕まり、そのせいで私とパーティーメンバーも捕らえられてしまう。

　けれど、私は諦めていない。隙を突いて逃げ出すつもりだ。

　地下牢へと連れられて行くが、最初はこんな牢如きで、私を捕らえ続ける事は出来ないと思っていた。

　それは、甘い考えである事を知る。

　地下牢に入れられた瞬間、仕掛けられた魔法が発動し、力が一気に奪われていく。

　体力、魔力共に、枯渇寸前まで奪われ、逃げる事も出来ず、地下牢で横たわるしか出来ない。

　ただ、殺すつもりはまだ無いのか、食事時だけその魔法が解かれる。

　それ以外は常に横たわるだけだった。

　まさか、こんな呆気なく終わるのだろうか？

　ワズにも会えないままと、そう思うだけで涙が流れる。

　……その数日後、私は捜し求めていたワズ本人によって……助け出された。
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「そうして、私は今こうしてワズに助けられて、再会を果たしているという訳よ」

　アリアの長い語りが終わる。

　色々と言うべき言葉はあるだろうが、俺としては少々恥ずかしい思いを抱いていた。

　……。

　完全に俺の早とちりじゃないか！

　何これ？

　あの時、俺が最後まで見ていれば、アリアがここまで苦労する事は無かったという事である。

　やってしまった事は変えられないが、どうしよう。

　とりあえず、顔を隠したい。

　両手で覆って、自分の世界に引き籠りたい。

　ど、どうしよう。

　やっぱり、まずは謝った方が良いよな。

　俺は腰掛けていた椅子から立ち上がり、アリアに向かって頭を下げる。

「アリアがここまで苦労したのは、間違いなく俺の早とちりのせいだ。本当にごめん」

「別に良いわよ、謝らなくても。好きでやった事だし、そもそも、ワズを王都から逃がすという目的は果たしている訳だしね。それに、こうして再会出来たんだから、もう良いわよ」

　アリアは、別に謝罪なんかいらないと言う。

　そう言ってくれるのは助かるのだが、心の中にある罪悪感は半端無い。

「だ～か～ら～、気にすんなって言ってんの！」

　俺の後頭部にアリアが軽く手刀を落とす。

　これでこの話は終わりとでも言うように。

　そうして俺は、頭を搔きながら顔を上げる。

「本当にごめん」

「謝る事しか出来ないの？」

　その言葉に、俺は笑みを浮かべて答える。

「いや、会えて嬉しいよ。アリア」

「こっちこそ、漸く会えてほっとしたわよ。ワズ」

　そして、俺とアリアは互いの存在を確かめ合うように、そっと抱き締め合う。

「……で？」

「で？　とは？」

　俺を抱き締めたまま、アリアが問いかけてくる。

　表情が見えないので判断は出来ないのだが、何やら不穏な空気を感じた。

「ワズは王都を飛び出してから、随分と面白かったみたいね？」

「あはは……いや～……」

　苦笑いしか出てこない。

　返す言葉もございません。

「随分と、綺麗な人や可愛い人ばっかり奥さんにしたわね。……龍の子も美しいし」

　アリアが抱き締める力を一気に強くする。

　ぐえっ！

　絞まっている！　絞まっているよ！　アリア！

　呼吸が出来ないから！　それじゃ、何も喋れないから！

　まだ人族！　人族だからそれで死んじゃうから！

　俺が離して欲しいとアリアの肩を叩くと、あっさりと解放された。

　喉の調子を確かめてから、アリアへと尋ねる。

「こほっ。……ちょっと待って。アリアは俺と皆との関係も知っているって事？」

「えぇ、知っているわよ。それもナミニッサとナレリナが自慢するように教えてくれたもの。……正直、かなりムカついたけど、別にそれも良いわ。既に出来上がっている関係性だもの。でも……ワズは、もちろん私との約束は忘れていないわよね？」

「約束？」

　俺の返しに、アリアが激怒した。

　この世のありとあらゆるモノを破壊しそうな程である。

　危機感知が凄く鳴り響く。

「約束！　大丈夫！　忘れていないよ！　十五歳になったら結婚しようってやつだよね！」

「何だ、ちゃんと覚えているじゃない」

　アリアから怒りのオーラが霧散する。

　にっこりと微笑んだその表情は、間違いなく聖女と言えるだろう。

　……ほっ。命拾いした。

「それで？　私としては、約束通りワズに私の事を貰って欲しいんだけど？」

「それは……」

　良いんだろうか？

　そりゃ、元々そういう約束をしていたし、もちろんアリアの事は好きだ。

　アリアの事が嫌いになって俺が王都を飛び出した訳じゃないし、勇者との出来事も早とちりであったという事がわかったのだから、アリアとそういう関係になるのは願ってもない事である。

　けれど、今俺にはアリアと同じように想っている人達が居るのだ。

　その奥さん達の意志を蔑ないがしろにしたいとは、これっぽっちも思っていない。

　奥さん達が嫌というのであれば、まず俺の取るべき行動は、仲良く出来るためにお互いの橋渡し的な事なのではないのだろうか？

　といっても、まずは奥さん達に確認しなければならない。

　そう思って後ろを振り返ると、皆は笑みを浮かべていた。

「まずは私達の事を気にしてくれるのは嬉しいな。あぁ、その点は問題ないぞ。アリアの事は、ナミニッサとナレリナから聞いている。二人が交わした約束の事もな」

「えぇ。それに、ワズ様の早とちりであるという事もわかったのです。ワズ様が思うようにすれば良いと思いますよ」

「他の奥さん達にアリアの事は既に話し終わっていますよ。こうなると思っていましたから」

「それに、元々私とナミニッサはアリアと友達だったからな。こうして共に居られるのは凄く嬉しい。アリアの事を皆に伝えたり、アリアに皆の事を教えた甲斐があったというものだ」

「私は別に構いませんよ～。賑やかなのは楽しいですし」

「……問題無い。メアルも」

「私としては、問題ありあり～！　っと、言いたいところですが、まぁ、良いんじゃないですか？　張り合う相手が居ないのもつまらないし」

「わ、私はその……新参者だし、夫殿の思うように決めれば良いと思う」

「ナミニッサとナレリナが言ったように、私も皆の事は聞いているわよ。ワズの事を想う気持ちは同じなのだし、仲良く出来ると思うわ」

　どうやら、ナミニッサとナレリナが頑張ってくれたようだ。

　二人には本当に感謝しかない。

　いや、思うだけでは駄目だな。

　きちんと、言葉と態度で示していかないと。

　なので、俺はナミニッサとナレリナに感謝の言葉を伝えながら抱き締めていく。

　二人共が顔を真っ赤にして、それほどの事でもないと言っていたけれど、俺にとってはとても嬉しい事だったので、そのままもう一度、二人をぎゅっと抱き締める。

　腕の中の二人は、更に顔を真っ赤にして硬直していた。

　もちろん、俺の顔も真っ赤である。

『……こほん』

　周囲から咳払いが同時に聞こえた。

　それに反応して、俺はナミニッサとナレリナを離す。

　周囲に視線を向けると、そこにはジト目でこちらを見ている奥さん達。

　……これは、後で同じ事を要求されそうな気がする。

　まぁ、そうなったら、同じように抱き締めるだけだけど。

　だって、全員俺の愛しい奥さん達だしね。

　……あっ、カガネとマオはまだ違うか。

　まぁ、抱き締めるだけなら、許容範囲内だろう。……多分。

　そういう挨拶もあるって、カガネが言っていたような気がするし。

「早速見せつけてくれたようだけど、ワズの答えをまだ聞いてないわよ？」

　アリアが呆れたかのように言ってきた。

　俺は頭を搔きながらアリアへと向き直り、真っ直ぐ見つめる。

「こほん」

　まずは咳払い。場の空気を変えるためには、これが基本。

　先程自分もされた事なので、間違いないだろう。

　そして、俺はアリアへと告げる。

「アリア。俺とこれから一緒に居て下さい。ずっとずっと一緒に」

「えぇ。漸く再会出来たんだもの。絶対に離れないわ」

　アリアが微笑みを浮かべる。

　俺もそれに応えるように笑みを浮かべた。

　後ろに居る皆も、俺達を微笑ましそうに見ている。

　ほっこりとした空気が、部屋の中に満たされた気がした。

「あっ、でも……」

　けれど、急にアリアが不安そう……ではなく、面倒臭そうな表情を浮かべる。

「勇者もここに居るのよね？　絶対からんでくるわよ。決闘だ！　とか言って、ワズに色々仕掛けてくるかもしれないわね。けど、安心しなさい！　私が守ってあげるから！」

「え？　いや、別に良いよ。普通に撃退出来ると思うし」

「え？」

「え？」

　アリアがぽかんとしている。

　え？　何か俺間違った事言っただろうか？

　だって、どう考えても、たかが勇者如きに俺をどうにか出来るとは思えないのだが。

　そこまで考えて気付く。

　あれ？　もしかして、アリアは俺の強さを知らないのかな？

　その辺の事も教えているんじゃないの？　と、確認するようにナミニッサとナレリナへと視線を向けると、二人は教えていませんと言うように首を振る。

　あれ？　そうなの？

　どうやら、またも俺の早とちりのようである。

　いけない。いけない。

　これからは、ちゃんと伝えるべき事は確認しておかないと。

　俺はうんうんと頷く。

　それに、ある意味丁度良い。

　ここにはマオも居るし、一緒に知って貰おうと思う。

「とりあえず、マオも一緒に見てね。これが俺のステータスだから」

　俺はそう言って、マオを呼び、アリアにも見えるようにしてギルドカードを見せる。

　わかって貰わないと困るので、一応口で説明しながら教えていく。

　ちゃんと説明しないとわからない部分が多すぎるよ。俺のギルドカード。

　特に、女神様達辺り。

　いや、助かっているのは間違いないのだが、こう改めて口にすると、どう説明したものか悩む。

　普通は信じられないだろうし。

　なので、既に教えている皆に手伝って貰いながら、マオとアリアに俺の力を教えた。

　……さて、全てを聞き終えて、どう思うだろうか。

「ふむ。夫殿がパパよりも強いというのは聞いていたが、まさか、これほどまでの強さを得ているとは……。夫殿に勝てる者は居ないのでは？　……そんな夫殿に鍛えて貰えれば、私ももっと強くなれるだろうか？　是非ともご教授をお願いしたい。せめて、夫殿が安心して見てられるくらいにはなりたいと思う」

「うん。わかった。俺に出来る事があるなら、いつでも頼ってくれ」

　マオは、何やらやる気を出していた。

　恐れていないようで、内心ほっとする。

　ただ、安心して見てられるくらいと言われても、それはどのくらいなのだろうか？

　基本的に皆の事は安心して見ているけど、例をあげるならハオスイやカガネくらいって事かな？

　一応、この二人が俺の奥さん達の中で最強レベルだと思うし。

　ただ、マオも望んでいるようだし、徹底的に鍛え上げようかなと思う。

　受け入れてくれているのが嬉しいという部分もあった。

　そして、もう一人。

　アリアはというと──。

「……何と言えば良いのか」

　頭を抱えていた。

「アリア？」

「え？　あ！　別にワズの強さを恐れたとか、そういう事は一切無いわよ。ただ……ワズを守るために鍛えてきたのに、そのワズが誰でも勝てないほどに圧倒的な強さを得ていたと思うと、鍛えた意味あったのかなって思っただけ」

「そんな事ないよ！　そうして、アリアが行動してくれていた事は、凄く嬉しいし！」

　何やら自信を失っていたようなので、俺は間髪容いれずに答える。

　アリアが俺を守るために頑張ってくれていた事は、どこも間違ってはいない。

　感謝しかないのである。

「そう言ってくれて嬉しいけど。……はぁ。私もワズに鍛えて貰おうかな。今よりももっと強くなれば、いつかワズの事を助けられる時がくるかもしれないしね」

「そうだね。その時は頼りにさせて貰うよ、アリア」

　どうやら、アリアも俺の力を恐れてはいないようである。

　マオの時同様、内心でほっとした。

　アリアも、今より強くなりたいようだし、徹底的に鍛え上げていこう。

　今も奥さん達を鍛えているし、纏めて皆強くしてみせる。

　そうなると、装備品も強くなった時のように変えた方が良いかもしれない。

　今までは、武器も使わないし、自分の服しか作ってこなかったけど、皆の装備も俺が全力で作りあげていこう。

　俺のＤＥＸが、自重という名の枷を解き放つ時が遂に来たのだ。

　別の意味でやる気を滾たぎらせていると、不意にアリアが考え込みだした。

「どうかしましたか？　アリア」

　その様子に気付いたナミニッサが声をかける。

　他の皆はまだ気付いていなかったようで、この辺が元々友達であるという事だろう。

「あぁ、いや、ちょっとわからない事があって」

「一体何がわからないのですか？」

「う～ん……。私の知識だと、『女神』だけという呼称の神様は居ないのよ。普通は、何かしら自分の存在を示す名称が付いているの。ワズのギルドカードに居る神様で言えば、『大地母神』様、『戦女神』様、『海女神』様というようにね」

「……なるほど。そうなってくると、ただの『女神』様であるというのは、おかしいという事になるわね。……自らの存在を示す名を隠すという事は、実は邪悪であったとか、隠しておきたい理由があるという事かしら」

「そうだけど。……そうでもないというか、私の知識にはない神様だって居るだろうし、その全てを知っているなんて、まさしく神の御業よ。ワズを助けた神様ではあるのだし、出来れば正しい神様であって欲しいわ」

　え？　どういう事？

　まさかの女神様議論である。

　もしかして、相当怪しい神様という事になるのだろうか？

　……確かに、あの性格は普通に考えれば変ではある。

　けれど、俺にとってはアリアが言ったように、最初に助けて頂いた神様である事に変わりないのだ。

　他の神様達とも、文面だけでは仲良くやっているように見えるし、そんな悪い神様だとは思えないし、思いたくない。

　……今度、聞いてみるか。

　答えてくれるかは、わからないけど。

　ただ、ナミニッサとアリアの会話は、ここに居る皆が聞いていたので、全員が女神様について考えを巡らしていた。

「やはり、ワズさんを助けてくれた神様なのだし、良い神様ではないのか？」

「そうね。私もそう思いたいかな。獣人国を救うのも手伝ってくれたのは間違いないのだし。……そもそも、邪悪な神様なんて居るのかしら？」

「居ますよ。いえ、正確には居たと言った方が正しいでしょう。王家の書物の中に、数百年前『邪神』が暴れていたという記述が残っています」

「あぁ、それなら私も読んだ覚えがある。ただ、その邪神は神々と龍が共闘した結果、封印されたと言われているな」

「それなら、少なくとも邪神ではないという事でしょうか？　もし封印が破れたのなら、もっとわかりやすく世界が荒れているでしょうし」

「……もし居ても、旦那様なら勝てる」「キュイ！」

「そうです！　ウチのお兄ちゃんなら、そんなの一発で滅ぼしますよ！」

「夫殿の強さを知れば、それも可能ではないかと思えてしまうな」

「……ほんと、私が今まで鍛えた意味って何だろう」

　何やら会話が違う方向へと進んでいる。

　女神様の件はどこにいったのだろうと思っていると、部屋の中にノック音が響いた。

　そして、扉を開けて姿を見せるのは、例によってフロイドである。

「失礼致します、皆様。少々、お伝えしなければいけない問題が起こりました」

　俺達へと一礼しながら告げるフロイドへ、続きを促す。

「問題？　何が起こったんだ？」

「勇者様がお逃げになりました」

「……は？」





２






　現在、俺はフロイドと共に、勇者とそのパーティーの男性の二人を休ませていた家へと向かっている。

　まずは、状況確認をしておかないといけないと思ったからだ。

　奥さん達はここには居らず、アリアと共に居る。

　それは、逃げ出した勇者が、現在どこに居るかわからないからだ。

　そのような状況で、アリアを一人にする訳にはいかないと思い、皆に残って貰っている。

　まぁ、同じく勇者であるハオスイが居る時点で、危害を加えられる事はないだろう。

　皆居れば、安心してあの場を任せられるし。

　アリアと共に動けば良いとも考えたが、体調が万全ではない以上、あまり無茶な事をさせたくなかったという思いもある。

　なので、言ってしまえば、お留守番して貰っていた。

　そして俺は、隣を走っているフロイドへと声をかける。

「それで、勇者が逃げたって、一体どういう事でそうなったの？」

「簡単に経緯をお話しします。看病をしていた人達に聞いたところ、気が付いてからは大人しくしていたらしいのですが、体調がある程度まで回復すると、アリア様はどこに居ると執拗に尋ねられていたそうです。もちろん、アリア様本人に教えてはいけないと固く言われていたそうなので、決して教えていませんと言っていました」

「それで？」

「……恐らく、それに焦れたのでしょう。窓が割れる音が聞こえ、看病していた者達が部屋へと駆け込むと、そこに勇者様の姿はどこにも無かったそうです。それに、勇者様の持ち物だったため、装備品の類も家の中に持ち込んでいたのですが、それも丸々消えていました」

「そっか」

　う～む。

　色々と面倒臭い事にならないと良いけど。

　そもそも、アリアの事があるし、二度と俺達に関わるなと言いたかったのだが、まさかその前に逃げ出してしまうとは……。

　まぁ、アリアが今後俺達と共に居る以上、必ず目の前に現れるだろうし、そうなったらそうなったで、俺がさくっと潰すだけだ。奥さん達には、傷一つ付けさせるつもりは無い。

　そう考えている内に、目的の家へと辿り着く。

　アリアが休んでいる家と同じように普通の家だ。

　ただ、今は窓が割れているのが外から見てもわかる。

　そこを一瞥した後、俺とフロイドは家の中へと入った。

　すると、そこにグレイブさんの姿を見つける。

　数人の男性と話していて、俺の姿を視界に入れると、片手を上げて挨拶してきた。

「よぅ、ワズ。何やら面倒臭い事になったな」

「全くですよ。それで、どんな感じなんですか？」

「フロイドから聞かなかったのか？」

「聞きましたけど、何だってこんな事に？」

「さぁな。それこそ、勇者にでも聞けって事だろ」

　そうして、勇者とパーティーメンバーの男性を看病していた者からも話を聞いたが、起こった出来事は、フロイドが説明した事と大差無かった。

　せいぜい、勇者の忘れ物が一つあった事くらいか。

「忘れ物？　一体何が？」

「あぁ、これだ」

　そう言って、グレイブさんが見せてくれたのは、一枚のカード。

「読み取る事は出来ないが、表面にＡランクと表示されているし、ここに居る者達の物ではない以上、恐らくこれは勇者のギルドカードだろうな」

「ギルドカードを忘れていったって事ですか？」

「それほど慌てていたって事だろ？」

　何と言えば良いか、Ａランクと表記されている割には、忘れ物をするなんて間抜けな話である。

　けれど、ある意味忘れても問題無い物ではあるか。

　登録者の血が無いと、見る事も出来ない代物だし。

　そう考えていると、グレイブさんが懐から小瓶を取り出す。

　その中には、赤い液体が入っていた。

「何ですか？　それ」

「ん？　勇者の血だ。病気にかかっていないかどうか、それを調べるために採取しておいたのを思い出してな。ギルドカードを忘れていったというのを聞き、用意した」

「それはまぁ……何とも。……良いんですかね？」

「良いんじゃねぇか？　それに、勇者のステータスというのも興味あるし」

　そう言って、グレイブさんは楽しそうな笑みを浮かべて、勇者のギルドカードへと小瓶から血を垂らす。

　表示されたステータスを見たグレイブさんは、感心するような声を上げ、俺やフロイドにも見せてきた。






名前：ディード・クルスト　　　種族：人族　　　年齢：十八歳

ＨＰ：５５６／８７３４　　　　ＭＰ：19／５３６

ＳＴＲ：８９３　　　　　　　　ＶＩＴ：８１２

ＩＮＴ：７４５　　　　　　　　ＭＮＤ：７９８

ＡＧＩ：６９１　　　　　　　　ＤＥＸ：５６４




スキル

「剣術」Ｌｖ：Ｍａｘ　　　　　　「剣の才能」

「自然回復」Ｌｖ：Ｍａｘ　　　　「身体強化」Ｌｖ：Ｍａｘ

「全耐性」Ｌｖ：Ｍａｘ　　　　　「勇者」Ｌｖ：Ｍａｘ








　と、表記されている。

　ちなみに、ＨＰとＭＰの値が低いのは、まだ回復しきっていない時の血だからだろう。

　その時の状態が反映されるそうだし。

「ほぉ、さすが魔王を倒した勇者というべきだろうな。Ｓランクになっていないのがおかしいと思程、恐ろしく強い。多分、Ｓランクへの申請をしていないだけだろうが……しかし、これ程のステータスを保持しているのに、どうして捕まっていたのだろうか」

　グレイブさんが感心と共に、疑問を口に出す。

　それは、助けようとした女性亜人が人質に取られたからですと思ったのだが、それを口には出さない。

　俺の目は、勇者のギルドカードに釘付けだったからだ。

　確かに、見せて貰ったステータスには驚いたが、全然俺の敵ではない。

　では、気にする事もないと思っていたのだが、ギルドカードを見ていると、どこか違和感を覚えるのだ。

　そのままじっと見ていると、俺の目には、魔力の残ざん滓しとでも言えば良いのか、ギルドカードの表面を覆い隠すように魔力がへばり付いているのに気付く。

「ちょっと見せて貰っても良いですか？」

「あぁ。構わないぞ」

　グレイブさんからギルドカードを渡してもらい、表面を覆う魔力を一瞬神格化して取り除く。

　最初は食べようかなとも思ったけど、出所不明な魔力を口にしたくなかった。

　そして、魔力を取り除いたギルドカードを確認する。






名前：ディード・クルスト　　　種族：人族　　　年齢：十八歳

ＨＰ：５５６／４２７５　　　　ＭＰ：19／１１３

ＳＴＲ：４２６　　　　　　　　ＶＩＴ：３１８

ＩＮＴ：１５２　　　　　　　　ＭＮＤ：２４９

ＡＧＩ：２７４　　　　　　　　ＤＥＸ：３００




スキル

「剣術」Ｌｖ：８　　　　　　　　「剣の才能」

「自然回復」Ｌｖ：５　　　　　　「身体強化」Ｌｖ：３

「全耐性」Ｌｖ：２








　と、変わっていた。

　Ａランクという表記は変わっていないが、最初見た時と違い、全体的にステータスやスキルのＬｖが低くなり、中には消えているスキルもある。

「あれ？　スキル『勇者』が無くなっている」

　これには、グレイブさんも驚いた。

「どういう事だっ！」

　勇者のギルドカードをグレイブさんに返すと、グレイブさんは見間違いではないのかと、まじまじと見返していた。

「……本当に無くなっている。……しかし、このステータスだと、Ａランクで通用するくらいの実力しかないぞ」

　そう呟いた後、グレイブさんが尋ねてくる。

「ワズは何をしたんだ？」

「え？　いや、何かこのギルドカードを見ていると、その表面を魔力が覆っているのがわかったので、その魔力を取り除いただけですよ」

　正直に答える。

　だって、俺もどうしてこうなったのかわからないし。

　その言葉を受けて、グレイブさんが思案顔になった。

　え？　どういう事？

　俺、何か不味い事やらかしたの？

　グレイブさんは俺の言葉を受けて何やら真剣に考えていた後、フロイドへと視線を向ける。

　フロイドは、表記が変わったギルドカードを見て、ふむと頷いていた。

　そんなフロイドへと、グレイブさんが声をかける。

「……フロイド。そんな事はありえるのか？　いや、そもそも出来るのか？　王家に仕えているんだし、その辺りも詳しいんじゃないのか？」

「そうですね。……大昔にそういう技術があったというのは、何かで見たか聞いたかの覚えはありますが、それを現在出来る者が居るというのは、聞いた事がございません」

「そうか。……ただ、現にこうして実物がある訳だし、出来る者が居ると判断した方が良いだろうな」

　グレイブさんは、そう言って苦虫を嚙み潰したように顔を顰める。

「……全く、ステータスを改竄して得する事なんて何もないだろうに」

　改竄？

　つまり、勇者はギルドカードを改竄していたって事なの？

　……いや、今表記されているのが正しいステータスという事は、勇者は勇者じゃなかったって事だから、これからは勇者（偽）って呼んだ方が良いか。

　もちろん、名前で呼ぶ気は一切無い。

　このまま勇者（偽）で固定しておく。

「しかし、本当に面倒臭い事になったな。……ギルドカードの改竄が蔓延してしまうと、依頼をする時などに一つの基準が無くなり、混乱しか起こらないぞ」

　グレイブさんは、困ったように頭を搔く。

　そんなグレイブさんへと、フロイドが声をかける。

「確かに聞いた事はございませんが、ただ、それを行った人物を知っているであろう者に心当たりはございます」

「本当か！」

　グレイブさんの問いに、フロイドは何故か俺を見てきた。

　え？　いや？　俺？

　いやいやいやいやいや。どうしてそこで俺を見る。

　心当たりなんて、一切無いぞ。

　グレイブさんも俺に視線を向けてきたので、顔の前で手をぶんぶんと振っておく。

　俺は一体どういう事だと、フロイドを見返す。

「そんな知り合い居ないぞ、俺は」

「いえ、既にワズ様はお会いになっておられますよ」

「既に会っている？　一体誰だ？」

「はい。その人物は、女神様達でございます」

　……。

　えぇ～、ちょっと信じられないんですけど。

　だって、女神様達だよ？

　あの、女神様達だよ？

　俺は訝しげな視線でフロイドを見るが、変わらず胡散臭い笑みを浮かべているだけだ。

「本当に？」

「神様なのですから、その辺りの事もお詳しいと見るべきでしょう。何せ、神様なのですから」

　どうして二回言った。

　フロイドも言っておきながら、不安なのだろうか？

　どうか知っておいて欲しいという願望があるのだろう。

　まぁ、言いたい事はわかる。

　俺も女神様達が知っていると言われても、本当かどうか疑わしい。

　全員あの性格だし、知っていたとしても忘れている可能性の方が高い気がする。

　けれど、他に聞けそうな相手も居ないし、聞くだけ聞いてみるか。

　当てにはしていないけど。

　そう思って、俺は自分のギルドカードを取り出す。

　どうせ、いつものようにこっちの様子を見ているだろうし、既に解答が載っていると思う。

　そして、俺はギルドカードの文面を確認した。






　「海女神の止まったマスは……」

　山の幸や登山が世界的に超流行。

　海水浴に行く者が激減し、海に関する神を崇める者が少なくなる。

　「………………泣いていないよ。空を見ているだけ」

　『時期！　そういう時期！　きっと流行は来るから！』




　「戦女神の止まったマスは……」

　世の中が平和になる。争いが無くなり、誰も武器を手に取らなくなった。

　戦に関する神を、誰も崇めなくなる。

　「……ぐすっ」

　『ドンマイ！　泣かないで！』




　「大地母神の止まったマスは……」

　海の幸や海水浴が世界的に超流行。

　大勢が海へと向かう事になり、大地に関する神を崇める者が激減する。

　「…………………………皆、大地に帰ってきますよね」

　『だから時期！　そういう時期なの！　帰ってくるから！』




　「女神の止まったマスは……」

　仕事して下さい。お願いします。

　「苦情！　何で私だけ苦情なの！　おかしいでしょ！」

　『……』

　「励ましてよ！　ここはそういう場面なんじゃないの！　何で手の平を返すの！　そんな事ないって！　仕事しているよって言ってよ！　なんでこっち見ないんですか！」








　……うん。いつも通りだな。

　というか、いつも通り過ぎて、この神達に頼るのは止そうかな？　という気分になる。

　そもそも、こっちの事なんか、全然気にも留めていない。

　本当に聞かなきゃ駄目？　という風に視線を上げると、グレイブさんとフロイドから期待の籠った視線を向けられていた。

　溜息しか出ない。

　しかし、これは本当にどうしよう。

　このままだと、聞いても答えてくれないというか、聞こえていないと思う。

　となると、ここに直接呼び出した方が良いという事になるんだけど。

　…………。

　……どうやって呼び出すの？

　そもそも、気軽に呼び出せるの？

　……う～ん。わからん。全くわからん。

　そういえば、大地母神様は俺の力の影響で顕現したとか言っていたな。

　なら、ギルドカードに力を流せば、それで呼び出す事が出来るかもしれない。

　とりあえず、神格化して、女神様の事を呼び出すように力を流し込んでみるか。

　そう結論付けて、そのようにしてみる。

　すると、ギルドカードが光り輝き、その光を凝縮するようにして輝く玉が飛び出す。

　その輝く玉が床へと落ちると、そのまま大きくなって、弾けるように消える。

　そして、そこに女神様が居た。

　何やら、片腕を伸ばしていて、その姿は何か小さなモノを摘むような仕草に見える。

「あ、あれ？　私の分身であるコマが無い。……どういう」

　そこまで言って、女神様は周囲を見回す。

　その間に、グレイブさん達は跪いた。

　俺はもちろん立ったままだ。

　そんなグレイブさん達を見て、ゆっくりと俺に視線を合わせる。

　見下ろす俺の視線と、見上げる女神様の視線。

「……」

「……」

　少しの間見つめ合い、女神様はゆっくりと現状を把握しているようだ。

　自分の体をペタペタと触り、何かを確認している。

　多分、どうして顕現したとか、その原因が俺の力の影響であるという事に、思い至っているのだろう。

　そうして様子を見ていると、女神様はぽんっと手を打ち、すっと立ち上がって、こほんと咳払いする。

「お久し振りですね、ワズさん」

　にっこりと微笑む女神様。

「そうですね。そちらもいつも通りのようで、安心しました」

　俺は平坦な声で答える。

「えぇ、いつものようにお仕事していたのですが、まさかワズさんに顕現させられるとは驚きました。どうかされたのですか？　何か不測の事態でも？　……いえ。違いますね。私に会いたかったという事ですね？」

　どうやら、先程の事は無かった事になっているようである。

　というか、いつものように遊んでいたんですよね？

　とても仕事をしているようには見えませんでしたよ。

　他の神様達も。

　むしろ、それこそが不測の事態ではないのだろうか？

　……まぁ、そこを言っても変わらないだろうな。

　なので、今は聞きたい事を優先して聞こう。

「そうですね。女神様に会いたかったから、力を流して呼び出したのです」

「……え？」

　女神様が信じられないとでもいうように、目を大きく見開く。

　あれ？　俺、何か変な事言った？

　……う～ん。まぁいいか。

「……まさか。……とうとう、ワズさんが私への愛に目覚」

「このギルドカードの事で聞きたい事があって、呼び出したんだけど」

「そんなこったろうと思ったよっ！」

　女神様が急に怒声を上げる。

　叫びながら、パチンと自分の太腿を叩く。

「……えっと……女神様？」

「何でもありませんよ、ワズさん」

「はぁ……」

　女神様は、自分を落ち着かせるように呼吸を何度も繰り返していた。

　女神様が落ち着くまでの間に考える。

　そもそも、どうして神様達の相手をするのが俺だけなのだろう。

　もっと皆も気軽に話しかけても良いと思う。

　その程度の事で、怒るような性格はしていないと思うんだ。

　それでも、皆が取る行動は俺を残して跪いたり、平伏したりである。

　ずるいと思う。それはずるいと俺は思うんだ。

　そんな事を考えている内に、女神様が落ち着いたようで、改めて俺へと向き直る。

「それで、ギルドカードについて聞きたい事があるそうですが、一体何を知りたいのでしょう？」

「あぁ、それは」

　そして俺は、勇者（偽）のギルドカードを女神様に見せ、改竄されていた事、そういう事が出来る者に心当たりはないかと尋ねた。

　俺からの話を聞き、女神様は少しの間思案した後、答える。

「……なるほど。ギルドカードの改竄とは、また面倒な問題が起きましたね。……そうですね、そういう技術は大昔に、確かに存在していました。けれど、その時の王家が総出で、その技術を持つ者を駆逐したはずです。何しろ、信用問題に関わりますから。王家の者も、その辺りはなるべく秘匿して、そういう事が可能であるという情報だけを限られた者にしか教えていないはず。……そうなると、王家の者が関わっているというのが濃厚な線ですが、もう一つ可能性がある者が存在しています」

「その可能性のある者とは？」

「教会の者です。それも、実質一番上の地位に居るような者が」

「教会ですか？」

「はい。教会にも国と同じように歴史がありますから、そういった事を記した書物があってもおかしくありません」

　……なるほど。

　寧ろ、今回の件は、教会の者の可能性が高い気がする。

　何しろ、アリアの話だと、勇者（偽）の父親は、光教会の教皇様のようだし、自分の息子を勇者に仕立て上げるために、ギルドカードの改竄を行ったと思う方が自然だ。

　もちろん、普通はそんな事は誰も思わないだろう。

　こうして神様に聞いた話だからこそ、そこに真実味が生まれるのだ。

　なので、話を聞かせてくれた女神様には感謝しかない。

　光教会は、何やらきな臭いという事がわかったのだから。

「ありがとうございます、女神様。大変参考になりました」

「そう言って頂けると嬉しいです。出来れば、ワズさんにはこのままこの問題を解決して欲しいのですが、如何でしょう？」

「解決ですか？」

「はい。ギルドカードの改竄は、先程言ったように信用問題に関わりますから、出来ればその技術を持っている者を駆逐して欲しいのです。世界が乱れれば、それは神の力にも影響を与えますから」

「わかりました。俺に出来る範囲で、どうにかしてみます」

　俺は素直に了承しておく。

　女神様には助けて貰った恩もあるし、このぐらいの事なら喜んで手を貸そう。

　普段から、こうして真面目であれば、きちんと神様として接するのだが……ん？

　ちょっと待てよ。

　そういえば、先程俺のギルドカードに浮かび上がっていた女神様の欄は、仕事して下さいだったな。

　そして、それを気にしている素振りもあったし、他の神様達も否定していなかった。

　という事は、今回の女神様の真面目な態度は、その辺りを気にしてなのだろうと思ってしまう。

　……いや、それで間違ってはいないんだろうな。

　一度そう思ってしまうと、否定する事が難しい。

　けれど、やっぱりいつも通りの女神様であると、どこか安心してしまう。

　俺は笑みを浮かべて、女神様へと声をかける。

「本当、今回は助かりました。女神様からの助言が無ければ、色々と手詰まりでしたので」

「ふふふ。いつでも頼ってくれて良いのですよ」

「ありがとうございます。それにしても、女神様は色々と知っているのですね。今回の件も、王家だけじゃなく、教会の者が関わっているかもしれないなんて、思いもしませんでした」

「そ、そう？　ふふふ。まぁ、ほら、私神様だし」

　褒めると、もうボロが出てきた。

　余り長く真面目な振りは出来ないようである。

　ちょっと面白いから、もう少し煽おだててみようかな。

「そうですね。やっぱり頼れる神様である事に間違いないですね」

「そうだよね！　やっぱり私は仕事の出来る神様って事だよね！　まぁ、なんといっても、光を司る『光女神』だしね！」

　……。

　俺は目頭を押さえる。

　えっと……何か重要な言葉が出たような気が。

「……光……女神……様？」

「あれ？　そういえば、言ってなかったね！　そう私は只の女神ではなく、光女神なのです！　私を崇める光教会は世界中にあって、信者の数も神達の中で一番多いのです！　そう！　つまり一番凄い神様という事なのです！」

　……あぁ……うん……まぁ……その……ねぇ。

「えっと……女神様。……いえ、光女神様。……今回の件、その光教会の教皇が関わっていると思いますよ」

「えっ？」

　女神様が固まる。

　先程までは、両手を腰に当てて調子に乗っていたのだが、その表情が固まっていた。

「いやいや、え？　いやいや、本当に？」

「……まぁ、確証を得た訳ではないですけど、この改竄カードを持っていた人の父親が、光教会の教皇らしいですし、まず間違いはないかと思います」

「またまたぁ～」

　光女神様が、冗談でしょ？　とでもいうように手を振る。

　俺は真顔で返しておく。

「……」

「……」

　何というか、そんな信者が居るからこそ、こんな神様というべきか……いや、こんな神様だからこそ、そんな信者が居ると言うべきか。

　それで納得してしまいそうで困る。

　というか、光女神様が仕事をしないから、こんな事が起こってしまったのではないだろうか？

　そう思いながら光女神様を見ていると。

「じゃっ！」

　光女神様がどこかに行こうとする。

　もちろん、逃がす訳にはいかない。

「フ──」

「イエス！　マイロード！」

　──ロイド、確保だ。と、言いきる前に、フロイドは既に行動していた。

　瞬く間に光女神様を捕らえ、縄で縛り上げている。

　その姿が、どこかイキイキしているのは、きっと気のせいだろう。

　いや、確かに光女神様を逃がさないように頼もうとしたのは事実だが、いくらなんでも行動が速過ぎないだろうか？

　そもそも、神様を捕らえるって不敬であるとか、こいつは思わないのだろうか？

　……。

　……思わないだろうな。フロイドだし。

　というか、ちょっと待って。

　俺が言葉を言い切る前にフロイドが捕らえたんだから、見ようによってはフロイドの独断専行とも取れる。

　これで、もし何か問題が起こったら、全部フロイドのせいにしよう。

　……それでも、フロイドなら色々よくわからない事を言って、どうにか俺を巻き込んで、全てこっち任せにしそうな気がする。

「やだ～！　離して～！　神！　私、神ですよ！　神にこんな事をして、許されると思っているのですか！」

　何やら、縛られている光女神様が暴れ出した。

　ぐるぐるに縛られた状態で、バッタンバッタンと飛び跳ねている。

　それでも、この様子を窺っているグレイブさん達は少しも動かない。

　相手が一応神様だし、余計な反感を買わないようにしているのだろうと思ったのだが……違うな。

　この程度の事で反感を抱く神様じゃないというのは、きっと理解しているだろう。

　多分だけど、今ここで関わると面倒だから様子見に徹していると思われる。

　出来る事なら、俺もそっち側で居たい。

「無実！　私は無実です！　そんな事に、私は一切関わっていません！　冤罪！　このような仕打ちは冤罪を招きますよ！　……いえ、寧ろ、私は被害者側です！　許せません！　それが私を崇める教会の教皇が行ったというのであれば、それを裁くのは私であるべきなのです！　道理なのです！　なので、ちょっと縄を外して頂けませんか！　お願いします！　ちょっとだけ！　ちょっとだけで良いので！」

　そのちょっと外した瞬間、きっと逃げ出すのだろう。

　けれど、さすがにこのままという訳にはいかない。

「もちろん、光女神様が無実であるというのは理解していますよ」

　俺はにっこりと笑みを浮かべながら、言葉をかける。

「……何でしょう。無実である事がわかっているのは嬉しいのですが、今はその笑顔が怖い」

　失礼な。

　友好的と言って欲しい。

「ただ、光教会からは、これから色々ちょっかいをかけられると思うんですよ。アリアと共に居るという事に、勇者（偽）が黙ってないでしょうし、そうなると、その親である教皇も絡んでくるでしょうから。……ただ、そういうのは面倒なんで、皆にも相談しますが、俺としてはこっちから出向いて、この問題を終わらしてやろうと考えています」

「はぁ。それで？」

「ただ、そうした場合、俺はＣランク冒険者で、向こうは世界中にある光教会の教皇という立場の違いで、色々面倒な事になるかもしれません。なので、そういう事になった時は」

「私が顕現し、一発かましてやれば良いんですね？」

「……まぁ、簡単に言ってしまえば、そうです。お願い出来ますか？」

「はい。問題ありませんよ。それに、そのような事を仕出かす者なんて、私を崇める光教会に要りませんから」

　相当ご立腹のようである。

　そうして、光女神様の協力を取り付けた俺は、とりあえずこのまま居て貰うのも問題なので、大地母神様の時と同じように俺の力を抜き取り、一度帰って貰った。

　それと同時に、グレイブさん達は一斉に立ち上がって、俺に頑張れとエールを送る。

　どうやら、この件は完全に俺任せとするようだ。

　……いや、別に良いけどさ。








別章　大丈夫。敵じゃありません
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　お兄ちゃんが部屋から出て行った。

　何でも、勇者が逃げたとかいう理由で。

　そして、この部屋に残ったのは、妹である私を含め、お兄ちゃんの奥さん達だけだ。

「大丈夫でしょうか？」

　ナミニッサが心配そうな表情を浮かべる。

「なぁに、ワズをどうにか出来る者など居ない。それが、たとえ勇者であっても無理だろう」

「……旦那様は最強」

　ナレリナとハオスイが、ナミニッサを慰める。

「キュイ！　キュイ！」

　ついでにメアルも。

「そうだな。いくら考えようとも、ワズさんが戦闘でどうにかなるとは思えない」

「そうですね。ただ、戦闘以外となると、色々と抜けている部分があるし、その辺りは私達が手伝っていかないといけませんね。もちろん、そこが可愛い所ですが」

　サローナとタタも、お兄ちゃんがどうにかなるとは微塵も思っていないようである。

「私としては、強いというのはわかっているので、出来ればのんびり過ごして欲しいところですね」

「ふむ。のんびり過ごして欲しいとは、夫殿は、そんなに忙しい方なのか？」

　確かに、キャシーの言う通り、今まで聞いた話だけでもお兄ちゃんが色々と面倒な事に首を突っ込んでいるのはわかる。

　マオも、もしかしたら、お兄ちゃんの話をもっと聞きたいと思って尋ねたのだろう。

　後で、サローナから順に教えるのも良いかもしれない。

　先程、お兄ちゃんは自分の強さや特異性、皆とどうやって会ったとか、そういう簡単な部分しか教えてなかったしね。

　それにしても、お兄ちゃんも隅に置けないなぁ。

　こうも、美女、美少女ばっかり集めるなんて。

　元々、この世界の人は全体的に高水準だと思っていたけど、その中でも更に最高水準が集まったような印象を受ける。

　傍から見るだけでも、非常に目に優しい。

　ただ、総じて言えるのは、お兄ちゃんの奥さん達は、皆仲が良いという事である。

　これ大事。ほんと大事。仲良き事は美しきかな。

　……そう、一部を除いて。

「……まさか、先を越されているとは思わなかったわね、猫被り妹」

「ふっふっふっ、お兄ちゃんへの愛のなせる業ですよ、性悪聖女」

　長年培った不仲は、そんな直ぐに解消出来るものではないのです。

「……けどまぁ、これからは共に過ごしていくのだし、私達だけが不仲というのも、それは体裁が悪いわね」

　そう言って、アリアが私に向かって手を差し出してきます。

　仲直りをしようというのでしょうか？

　……まぁ、言っている事は正しいですし、向こうから歩み寄ってくれているのですから、こちらも譲歩はしましょうか。

「ふっ。そうですね。これからは共にお兄ちゃんを支える者同士なのだし、仲直りしましょうか」

　そう言って、私はアリアから差し出された手を握る。

　がっつりと握手を交わす。

　……そう、がっつりと。

　お互いにギリギリと力を加えていく。

　表情は共に笑みを浮かべているのだが、握手を交わす手だけは本気の力を加える。

　にっこにっこ。ギリギリ。

　にっこにっこ。ギリギリ。

　……ふっ。やはり、アリアはこうでなくてはいけません。

　ハオスイは戦闘においてのライバルですが、こう……私という人間とライバルになるのは、アリアをおいて他に居ないと思っていました。

　ふふふ。さすが、アリア。

　自分から仲直りをしようと言って手を差し出しておきながら、いざ握手をすれば本気でこちらの手を砕きにくる、その精神は嫌いじゃありませんよ。

　しかぁ～し！　いつまでも、昔のままの私ではないのです！

　私は、既に肉弾戦が弱い魔法使いではありません！

　お兄ちゃんに鍛えて貰い、ＳＴＲの値も上がっているのです！

　アリアも相当鍛えているようですが、負けませんよ！

　……ぐわっ！

　こやつ、見えない所で親指を突き立ててきた！

　ならばこちらも！

「うふふふふ」

「あはははは」

　私とアリアの握手は、いつの間にか、笑いながら指相撲をする所まできた。

　お互いの親指が高速で動き、相手を屈服させるために上を取ろうとしている。

　そんな私達の様子を、微笑ましそうに見ている皆がチラッと見えた。





２






「ワズさんとアリアが幼馴染みという事は、自動的にカガネとも幼馴染みになるという事だな」

「そうですね。幼馴染みの再会だったという訳ですか」

「楽しそうでしたね。後で私達もやりましょうか？　姉様」

「そうだな。一勝負といこうか。ナミニッサ」

「私も交ぜて下さい。ナレリナ様。ナミニッサ様」

「……私も参加する」「キュイ！」

「ふむ。私も参加させて貰えないか？　これなら、夫殿にも勝てるかもしれないし」

　私とアリアの指相撲勝負を見て、皆が反応を返す。

　どうやら、私とアリアがかなり仲良しに見え、皆も指相撲をやりたくなったらしい。

　後で、細かいルールとか教えておいた方が良いかな。

　そして、私とアリアの指相撲勝負は、引き分けに終わった。

　さすがに、禁断の人差し指を使う訳にもいかないし、負けていないなら問題無いだろう。

　まっ、アリアとはこれからも一緒に居るのだし、いくらでも勝負は出来る。

　最終的に勝つのは私だ！

「……猫被り──カガネ。皆いつもこんな感じなの？　……こう穏やかな空気感というか」

「えぇ、そうですよ、性悪聖──アリア。お兄ちゃんのおかげです。普段のお兄ちゃんはのほほんというか、どこか気が抜けていますから、皆も普段はこんな感じですよ」

「そっか」

　そう言って、アリアは満たされたような笑みを浮かべている。

「良いね、この空気感。嫌いじゃない」

「えぇ、私も」

　まぁ、アリアと同意見というのは癪ですが、これからは共にこの空気感に居るのです。

　アリアとも、きっと仲良くやっていけると思います。




　けれど、そんな空気感が満ちた部屋に、突然割り込んでくる存在があった。

　お兄ちゃんだけにあるスキル「危機感知」があれば、もしかしたら反応していたかもしれない。

　その存在は、ドアを乱暴に開き、どかどかと無遠慮に中へと入ってきた。

「ここに居たのか！　アリア！」

　そう叫んだ者は、整った顔立ちに青髪が目立つ青年で、白銀に輝く鎧を身に纏っている。

　腰には、立派な装飾の施された剣があった。

「……ちっ。まさか勇者が現れるなんて」

　近くに居たからだろう。

　アリアの舌打ちと呟きが聞こえた。

　皆にはそれが聞こえていなかったのか、一体誰だ？　と不審な目を向けている。

　いや、ナミニッサとナレリナは知っていたのか、警戒するように見ていた。

　なるほど。あれが逃げ出したという問題の勇者か。

　何でここにと思ったけど……目的はお察しだな。

　勇者の目は、この部屋の中に居る皆をぐるっと見回し、最後にアリアを見つけたようだ。

　ただ、皆を見ている時の目に、下心が存在していたように感じる。

「アリア！　見つけた！　さぁ、ここから俺と一緒に出て行こう！　そして、父さんの居る光教会に行って、そこで不自由なく暮らしていこうじゃないか！」

　何言ってんの、こいつ？

　しかも、それだけで終わらなかった。

　勇者はここに居る皆へも同じ提案をする。

「良ければ、皆も一緒に来ないか？　お金の心配ならしなくても良いよ。皆、俺が養ってあげるからさ」

　……いや、ほんと何言ってんの、こいつ？

　何だろう。ここで殺ってしまった方が、世界のためになる気がする。

　勇者だからって調子に乗り過ぎだ。

　それは、皆共通の思いなのだろう。

　私も含め、全員、爆発寸前の爆弾のようにキレかけていた。

　ひくひくと頰が吊るのがわかる。

　アリアも、こんなのに付き纏われていたなんて。

「いい加減にしろ、勇者。私がお前と共に行く事はない。それは殴った時にわかったと思っていたんだが。……それに、もう付き纏うのは止めろ。私は既にこれから共に歩む者を見つけた。それは、ここに居る皆と同じ人で、全員その人の妻だ」

　アリアが勇者に向かって堂々と宣言する。

　しかし、勇者はその言葉を信じない。

「はは。何を言っているのかわからないよ、アリア。聖女は勇者と結ばれる運命なんだから、それに逆らっちゃいけないよ」

　何それ？

　そんな運命あるわけないじゃない。

　馬鹿じゃないの？

　けれど、勇者はそれを信じているのか、手を差し出して、ゆっくりとアリアに向かって近付いていく。

　……まっ。仕方ないですよね。

　ここに居るのは、アリアも含めて全員お兄ちゃんの奥さんだし。

　なので、私は勇者の行く手を遮るように立ちはだかる。

「退いてくれないかな？　これは、俺とアリアの問題なんだからさ。女性相手に力ずくは趣味じゃないんだ」

「はいはい。というか、既にアリアとアンタとの問題は終わっていると理解しなさいよ。アリアは既に私達の仲間なんだから、手を出させる訳ないでしょ？」

　そう言い切ると同時に、他の皆もアリアを庇うように、前へと出て来る。

　正直言って、相手が勇者だというのは理解しているが、それでも、どうにでも出来る気がした。

　何と言えば良いか、あんまり強そうに感じない。

　私のＳＴＲでは無理でも、ハオスイならワンパンで終わるんじゃないかと思える。

　なので、私は勇者相手に、牽制するため魔法を唱えた。

「炎よ」

　その言葉に反応して、勇者を取り囲むように、数十個の炎の玉が現れる。

　勇者が忌々しそうな目を私へと向けてきた。

「俺は勇者だぞ？　こんな行動をして、後でどうなるかわかっているのか？」

「ほんと、雑魚の台詞ですね。それなら、こっちには神が付いていますよ」

　私の言葉が冗談だと思ったのでしょう。

　勇者が鼻で笑います。

　カチンときました。

　なので、問答無用で火の玉全てを着弾させる。

　部屋の中は、大きな爆発音と共に白煙が立ち込めた。

「やったのか？」

「う～ん。過剰でしたかねぇ？」

　サローナからの問いに、私は首を傾げながら答える。

　けれど、白煙の向こうには、無傷の勇者が居るだけ。

「あれ？」

　私は、まさか無傷であるとは思わなくて、ついつい声を出してしまう。

「そう悲観する事はないよ。中々の威力だった。けれど、残念だったね。俺が身に纏っているこの鎧は『無魔の鎧』。魔法の類は一切効かない伝説級の鎧だ。勇者の装備なんだから、それぐらいじゃないとね」

　そう言って、勇者は勝者のような勝ち誇った笑みを浮かべる。

　ムカつく。

　なら、私の最大魔法でも耐えられるか試してやろうじゃないか！

　けれど、私が魔力を高める前に、勇者が動き出す。

「本当に残念だよ。女性に手荒な事はしたくないが、この場合は仕方ないか。でも安心して。怪我をしても、ちゃんと俺が後で手当てしてあげるからさ！」

　そう言って、こちらに向かって一気に駆け出す。

　私達を押しのけるように手を前へと突き出すが、その手が触れる事はなかった。

　そうなる前にハオスイが飛び出し、勇者を殴り飛ばす。

「ふっ」

　そんな短い息継ぎと共に、ハオスイはそのまま拳を振り抜いた。

　勇者は、そのまま家の壁を破壊して吹き飛んでいく。
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　壁が破壊された事で煙が立つが、そんな中、アリアが皆に声をかけた。

「……迷惑をかけてすまない」

　そんな言葉を言われても、皆の答えは決まっている。

「この程度、迷惑だなんて思わないから気にするな」

「勇者という割には、大して強そうに見えませんでしたね」

「友達で同じ人の奥さんを助けるのに、迷惑だなんて思う人は、ここには居ませんよ」

「そう言う事だ。アリア。あれで死んでいるとは思わないが、力の差がわからないようなら、次こそ終わらせてやろう」

「あの人の視線。気持ち悪かったですし」

「……同じ勇者とは思いたくない」「キュイ！」

「あれが本当に勇者だったのか？　何と言うか、夫殿と違って装備品頼みの軟弱さを感じたぞ」

　である。

　お兄ちゃんという圧倒的な存在を知っている皆なら、あの程度なら歯牙にもかけませんよ。

　それでも、気にするなと言ってくれた事が真実であると、皆が見せる態度でわかったのか、アリアは嬉しそうに笑みを浮かべる。

「ありがとう。これから宜しくお願いする」

　そう言って、私達に向けて頭を下げた。

「……全く。気にしすぎなんですよ。アリアも含めて、皆お兄ちゃんの奥さんなんだからさ。そこに遠慮は要らんのです」

「あぁ、それが良くわかったよ。カガネもこれから宜しくな」

「ふんっ！」

　そして、私とアリアは、優しく握手を交わした。








第五章　出発。そして、ある再会
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　とりあえず、改竄カードの事は俺がどうにかする事に決まり、グレイブさん達とは別れて、フロイドと共に皆が居る家へと戻ると、壁に大穴が出来ていた。

　え？　何これ？　何でこんな事なってんの？

「ふむ。見事な大穴ですね。ちょうど人一人分といった具合でしょうか？」

「冷静だな、お前」

　フロイドが顎に手を当てて呟くのを、とりあえず突っ込んでおく。

　そして俺は、皆の無事を確かめるために家の中へと入ると、皆はリビングでのんびり過ごしていた。

　とりあえず、皆無事な姿を見る事が出来てほっとする。

　皆も、俺の姿を確認して喜んでいるようだ。

「一体何があったの？」

　そう尋ねると、皆が口々に教えてくれる。

「一体どこから言えば良いのか。……そうだな、まずはワズさんが出て行った後」

「私達は仲良く談笑をしていたのですが、そこに勇者が突然現れたのです」

「そして、アリアを見つけると、自分と一緒に行こうと無理矢理連れていこうと動き始めました」

「全く。私達にも気持ち悪い視線を向けてくるし。……あぁ、嫌だ嫌だ。思い出したくもない」

「それでですね。最初にカガネがアリアを庇って、その後に私達も渡すまいと前に出ました」

「……あの勇者弱い」「キュイ！」

「全く。あんな鎧がなければ、私の魔法で消し炭にしてやったのに！」

「何でも魔法が効かない鎧らしくてな、ハオスイがぶっ飛ばしていたぞ。あれは爽快だった」

「皆に迷惑をかけてしまった。その分、仲は良くなったわよ」

　……ん？

　結局どういう事？

　その後、皆からきちんと話を聞いた。

　全く、勇者（偽）はいい迷惑である。

　俺の奥さん達に手を出そうとした以上、次会えば俺が潰してやろうと思う。

　ただ、奥さん達が無事で本当に良かった。

　なので、その喜びは皆を抱擁する事で示す。

　そして、皆の顔が赤くなっている間に、こっちでもわかった事を教えた。

　ギルドカードの改竄、勇者が勇者（偽）であった事、その裏には光教会の教皇が関係しているであろう事、女神様が光を司る女神様であった事、その全てを語る。

　語り終えた後、皆は「だから、勇者が弱かったのか」と、何やら納得していた。

　いや、勇者（偽）が弱いというのもあるけど、皆が強いというのも関係していると思う。

　そして、光女神様の協力を取り付け、その技術を駆逐するために動く事も言っておく。

　皆からも反対意見は出なかった。

　ギルドカード改竄の危険性がわかっているのだろう。

　全てを教え終えた後、来客があった。

　ここでお世話になっている亜人達である。

　グレイブさんから、俺にも教えるようにと報告を届けに来たそうだ。

　その報告の内容は、どうやら吹っ飛ばされた勇者（偽）はハオスイの攻撃に耐えきったようで、王都イスコアに向けて逃げ出したらしい。

　何でも、吹き飛ばされた後、少しの間気を失っていたそうだが、目を覚ました勇者（偽）が、「ここは危険な国だから、教会の力を使って滅ぼすように頼んでやる。そして、俺はアリアを手に入れるのだ」と、呟いていたのを見聞きした者が居たそうだ。

　全く。少しは自分の力だけで戦えと言いたい。

　そうすれば、ここで俺が引導を渡してやったのに。

　けどまぁ、考えようによっては、教皇共々纏めてやってしまえば結果は同じなので、その手間が省けたと判断しておく。

　そこまで考えた時、ふと疑問に思う事があった。

　あんな弱い勇者（偽）で、魔物はともかく、良く魔王を倒せたなと。

　その辺りの事をアリアに確認すると、魔王戦はそのほとんどがアリアとパーティーメンバーの二人が頑張った結果で、勇者（偽）は最後の一撃を運良く当てただけなんだとか。

　……ほんと、勇者（偽）だな。

　そして、俺達はこの国を出るための準備へと移った。

　アリアの体調は、あと二日程休めば万全になるだろうし、その間に皆で準備を進める。

　このまま俺達がこの国に居れば、間違いなく戦いに巻き込む事になるだろうし、それはさすがに忍びないので、こっちから王都イスコアに出向いてケリをつけてやろうと考えたのだ。

　グレイブさんなら気にしないかもしれないけど、折角復興しだしたのだから、その邪魔をされるのも癪だしね。

　しかし、故郷に戻るのが、まさかこんな形になるとは思わなかった。




　出発の準備はつつがなく終わり、俺達は今日この国から旅立つ。

　旅立つメンバーは、俺達の他に、盾代わ──協力者として招いたガイン、ニール、ルトの三人も一緒だ。

　ガインは、故郷である獣人国に戻らなくていいのかと思ったのだが、それを聞くと、何でも既に自分の住処は山の家だと決めているそうで、獣人国は息子であるギオ王様に任せていると、豪快に笑いながら返答された。

　ニールは、ようやく帰れるとウキウキしている。

　……まぁ、女性骸骨のハーレムが待っているだろうし、気持ちだけはわかってあげよう。

　ルトは、無言で頷くだけだった。

　頑張って真面目に復興を手伝っていたのだが、女性エルフ内で、ルトの話は既に隅々まで届いていたのである。

　その結果、この国に残った多くの女性エルフ全員から警戒されっ放しで、話しかける事も、近付く事すら許されていなかった。

　そして、その女性エルフ達から、他の亜人女性達にも話が通っていて、ルトに近付く女性はどこにも居なかったのである。

　私に安息の場所は無い！　と、ルトが泣きついてきた事もあったのだ。

　その時は、俺、ガイン、ニールの三人だけだった事もあり、山で出会った者同士という事もあって、優しく慰めておいた。

　ルーラは、もう暫くこの国に残る。

　光教会とかのいざこざが終わり次第、呼び寄せるつもりだ。

　まぁ、俺が迎えに行く方が安全だし、そうするつもりなんだけど。

　そして、グレイブさんももう数日したら、国内を巡る予定であるらしい。

　そんな忙しいだろう中、グレイブさんはここに来た奥さん達を伴って、一時の別れの挨拶をしに来てくれていた。

　王都の門には、俺達全員が集まり、それぞれ別れの挨拶を交わしている。

　その中には、ギオ王様やマーラオ、デイズも居た。

　俺の奥さん達は、いつの間にかグレイブさんの奥さん達と仲良くなっていたようで、楽しそうに談笑していて、その中にルーラも居る。

　ハオスイだけはマーラオと別れの挨拶を交わしているようだ。

　フロイドは、亜人達に囲まれて感謝の言葉を述べられている。

　多分、フロイドが隷属首輪を外した人達なのだろう。

　ガイン達は、ギオ王様やデイズと話しているようで、デイズからは、マオの事をくれぐれも宜しく頼むと先程念押しされた。

　何となくそうかなと思っていたけど、かなりの子煩悩である。

　これでもし、俺とマオの間に子が出来たら、どうなるのだろうと考える事もあった。

　そして、俺はグレイブさんと挨拶を交わす。

「それじゃ、グレイブさん。いってきます」

「あぁ、気を付けてな！　……と言っても、ワズなら大丈夫だろうと思えるが」

「そうですね。どうにか出来る奴が居るとは思えませんが、気を付けておきます。グレイブさんも、国内巡りは気を付けて下さい。どこに敵が潜んでいるのかわからないのですから」

「はっはっはっ！　充分警戒しているさ。まぁ、俺には心強い奥さん達が居るし、どうにかこうにか、この国を平定してみせるさ」

　きっと、グレイブさんなら、良い国を造ってくれるだろう。

　困った時は、俺も駆けつけるつもりだし。

　そして、グレイブさんからは、勇者（偽）パーティーのメンバーである男女の話も聞いた。

　何でも、その二人は恋人同士だったらしく、勇者（偽）パーティーに参加したのも、金を稼ぐためだったらしい。

　そして、魔王討伐の報酬で充分な金を貰ったそうで、ここへと調査しに来たのも、その延長線上の小遣い稼ぎ程度の認識だったそうだ。

　特に勇者（偽）への思い入れもなく、寧ろ、偽者の勇者である事を教えると、道理で弱いと思ったと笑っていたのだとか。

　それでその二人だが、金が手に入った以上、次は住処を探していたそうで、このままこの国に骨を埋めるつもりらしい。

　一から国を立て直すというのも気に入ったそうで、可能な限り協力するという約束もしてくれたし、話してみると気の良い奴等だったと、グレイブさんが楽しそうに笑って教えてくれた。

　まぁ、グレイブさんに味方が増えたのは喜ぶ事だし、勇者（偽）と違って、魔王と戦った実力も本物だろうから、きっと役に立ってくれるだろう。

　もし裏切るようなら、俺の拳が飛ぶだけである。

　そこまで話を聞き終わると、周囲は既に別れの挨拶を交わし終えていた。

　なので、俺とグレイブさんも、がっちりと握手を交わす。

「それじゃ、また。グレイブさん」

「あぁ、またな。ワズ」

　そして、俺達はこの国から旅立った。
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　王都から出た俺達が向かうのは、もちろん、俺とカガネの故郷であるイスコア王国──ではなく、大陸中央にそびえる山だ。

　ガイン達三馬鹿を山に帰すという目的もあるが、俺の親友でもあるラグニールに、皆を会わせたいという思いもあった。

　それに、元々勇者（偽）とは移動速度が違うので、たとえ馬車を利用されようとも、そう大差ない時間でこちらもイスコア王国に辿り着くだろう。

　先にイスコア王国に行っても良いのだが、異変を察知されて逃げられても面倒なので、教皇共々纏めて潰そうと考えた結果である。

　まぁ、どれだけの人数を用意しようが、基本俺一人でもどうにでも出来るだろうし、そもそも光女神様が顕現すれば、そこで問題は解決だ。

　なので、焦るのは精神衛生上良くないし、のんびり行こうと思う。

　そうして、山へと向かう道中、亜人が苦しめられている町や村があれば、そこも解放していくつもりだったのだが、グレイブさんが既に大多数は味方であるという言葉が真実であるように、そんな町や村は一切無かった。

　駆け抜けるようにして、俺達は進んで行く。

　その間も、休憩中は皆を鍛える事を忘れない。

　強くなってくれればくれる程、俺も安心だしね。

　そして、何度か野宿を繰り返し、丁度良く本日の宿は町の中という時が訪れた。

　そろそろ日が落ちそうという頃、そこそこ大きい町に辿り着いたのだ。

　ギルドカードで身分を証明して中へと入ると、既に亜人達は解放されていて、そこかしこにその姿を見る事が出来る。

　町人達とも仲が良いのか、亜人達の表情に暗いモノがないのを見た時は、心から嬉しくなった。

「今日は、ここに泊まっていこうか」

　俺の提案を断る者は居なかった。

　奥さん達も、ガイン達も、嬉しそうに町の中を見ている。

　そんな中、さて宿屋はどこだと探していると、唐突に声をかけられた。

「ワズ？　もしかして、ワズか！　助かった！　これは天の恵みか！　本当に助かった！　というか、私を助けてくれ！」

　そう言って、泣きながら俺に抱き着いてくる。

　その人物は、血のような深い赤色の長髪に、男の俺から見ても非常に整った顔をしていて、仕立ての良さそうな服を身に纏っている青年だった。

　それだけであれば、どこかの貴族のように見えなくもないが、今は泣き崩れているため、そんな風には思えない。

　……というか、誰？

　いやいや、本当に誰？

　こんな知り合い居ませんけど？

　そう疑問に思っている間も、その男は俺の足をがっちりと摑んで離さない。

　さてどうしたものかと思っていると、その男の目がガイン達を見つけ、順に見ていく。

「ガイン！　ニール！　ルトも！　ははは！　皆居たのか！　今日は最も良き日だ！」

　どうやら、ガイン達の事も知っているようである。

　俺は困り顔をしながら、ガイン達に知り合いか？　と視線を向けるが、三人共無言で手を振るだけである。

　え？　知り合いじゃないの？

　俺だけならどこかの町で見たという可能性もあるけど、ガイン達を知っているとなると、確実に山の関係者だと思うんだけど……。

　さっぱり見当が付かない。

　それはガイン達も同じなのか、首を傾げるだけだ。

　なので、とりあえず聞いてみる。

「……えっと。……こう尋ねるのが、大変心苦しいのですが、一体どなた様でしょうか？」

「え？」

　俺の問いに、赤髪の男が疑問符を浮かべる。

　そして、そのままガイン達へと視線を向けるが、さっと視線を逸らされるだけであった。

　その瞬間、裏切られたような絶望の表情を浮かべる。

「……な、なんで。……どうしてわからないんだよ」

　そして、俺の足を離し、すっと立ち上がった。

　……あぁ～、ズボンに鼻水付いてるな。後で洗っておかないと。

「私だよ！　『ゼアル』だよ！」

　……ゼアル？

　はて？　どなた様でしたっけ？

　全然ピンとこない。

　それは、ガイン達も同じなのか、顎に手を当てて首を傾げている。

「なっっっんで、わかんないんだよ！」

　赤髪の男が、そう叫びながら地面を蹴る。

　……ん～。

「あの、本当に覚えがないのか？」

　今まで静観していた奥さん達の中から、サローナがおずおずと尋ねてきた。

　奥さん達は、こういう時敏感に反応して、全てを俺に任せようとするんだよね。

　良いんだよ？　もっと積極的に関わってきても。

　大丈夫。適当に相手してれば終わるからさ。

　そのままフロイドに向かって丸投げしてくれると尚良し。

　……まぁ、それがまた俺に投げ返されるんだけどね。

　と、そんな事を考えている時ではない。

　今は目の前の人物の事である。

　サローナには全然覚えが無いと答えておいた。

　しかし、それが耳に届いたのだろう。

　赤髪の男が再び俺へとすがり付いてきた。

　ちょっ！　鼻水！

「何でわかんないんだよ～！　ゼアルだよ～！　人狼のゼアルだよ～！」

　そう言いながら、わんわんと泣きだした。

　……ん？　ちょっと待って。

　人狼のゼアル？

　……。

　……。

　……あぁ！

　俺が思い出すのと同時に、ガイン達も思い出した。

　全く同じ時に、手をポンと叩く。

「あぁ、あぁ。確かに居たな。ガイン達と一緒に居たな」

「おぉ！　何だ！　お主、ゼアルだったのか！　そんな服着ているから気付かなかったぞ！」

「うむうむ。それに、人の姿など見た事無かったから、全く気付かんかったぞ」

「そうだぞ！　私達はゼアルの狼姿しか見た事無かったのだから、気付かなかったとしても仕方ないだろう」

　俺とガイン達は、揃ってうんうんと頷く。

　誰もゼアルの人の姿を見た事無かったんだ。

　だから、誰も悪くない。

「……ぐすっ。よ、漸くわかってくれたか」

　だから、鼻水を俺の服に付けるのを止めろ。

　……けれど、俺達の名前を知っているからといっても、確認は必要だよね。

　なので、俺とガイン達は、声を揃えて尋ねる。

『……本物だよね？』

「疑うのかよっ！」

　ゼアルが怒りながら立ち上がる。

「いやいや、確認！　念のための確認だから」

「わかったよ！　証拠を見せれば良いんだろっ！　今、狼化してやるから！」

「え？　今、出来んの？　そういうのって、何かこう、月とか関係あるんじゃないの？」

「そんなモン！　私には必要無い！　いつでも狼化出来るわ！　見てろよ！」

　そんな事を言いながら、ゼアルがここで狼化しようとする。

　いやいやいや、さすがにこんな所で狼化させる訳にはいかない。

　狼化した時の体格を考えれば、今着ている服はボロボロに破けるだろうし、そうなると真っ裸になるという事である。

　俺の奥さん達に、そんなの見せたくない。

　周囲の目もあるし。

　なので、俺はガイン達に無言で合図を出し、ゼアルを路地裏へと引っ張っていく。

　奥さん達には、ちょっと待って貰った。

「良し。ここなら良いぞ」

　その合図と共に、ゼアルが狼化を始める。

　もちろん、服は破けるのがわかっているために脱いで貰い、念のため、町の人達からは見えないように俺とガイン達で隠すようにしてだ。

　ゼアルの姿が好青年なモノから、段々と毛が生えていき、人狼へと変わっていく。

「ウオ──」

「馬鹿！　吠えるんじゃねぇよ！　町の人が何事かと思うだろ！」

　大急ぎでゼアルの口を塞ぐ。

　ゼアルも、わかったわかったと、こくこく頷いた。

　そっと口を離して、改めてゼアルの姿を確認する。

　……うん。完全に人狼だ。

　見た事ある姿である。

「……うん。ゼアルだね」

　俺の言葉に、ガイン達も頷く。

「わかってくれたか！」

　そう言って、抱き着いてきた。

　裸！　今、お前は裸だから！

　そんな姿で抱き着くんじゃない！

「わかったから、人に戻って服を着ろよ！」

　……はぁ。もう今着ている服は処分しよう。




　そして、ゼアルが人に戻って服を着て、奥さん達と合流した後、一度落ち着ける場所へと移動する事になったのだが、ゼアルが案内したのは、大きな屋敷であった。

「……え？　ここ？」

　俺は指差しながら尋ねた。

　だって、何部屋もあるのが外から見てもわかる程大きいし、門から屋敷までもそこそこ距離がある。庭もかなり広そうだ。

　要は、完全に貴族の屋敷である。

　しかも、下の方じゃなく、上の方の。

　あれ？　本当にここに入っていいの？

「あぁ。……まぁ、ラグニールの居城よりは小さいけど、中は結構快適だから」

　ゼアルが、どこか自慢げに言う。

　いやいや、そういう事じゃない。

「嫁さんの別荘だけど、気兼ねなく使ってくれて構わないから。それぐらいで怒るような子じゃないし、きっと仲良く出来ると思う」

「……嫁さん？」

「あぁ。結婚するんだ。今は、婚約中だな」

　……。

　……ええええええええええええええええええっ！

　いや、ええええええええええええええええええっ！

　え？　何？　ゼアル婚約したの？

　何それ？　これまでの間に何があったの？

　というか、この屋敷の事とか、結婚とか、そういう情報は小出しにしてくれないかな？

　一気に伝えられても混乱するだけなんだけど。

　俺の混乱が伝わった訳ではないだろうが、ガイン達もポカンと固まっている。

　その姿を見て、ちょっと落ち着いた。

「お帰りなさいませ～！　ゼアル様～！」

　そう言いながら、こちらへと駆け寄って来る子が現れた。

　元気一杯に手を振るその子は、金色のふわふわした髪で、目尻が下がった非常に可愛らしい顔立ちをしていて、これまた仕立ての良さそうな白い服を身に纏っている。

　……というか、見た目幼い。

　十歳くらいなんじゃないかと思う。

　その少女は、そのままゼアルへと嬉しそうに抱き着き、にっこりと笑みを浮かべた。

「ただいま、ソシエル」

「はい！　おかえりなさいませ。……それで、こちらの方々は？」

「あぁ、私の友──」

『ゼアル、アウトォ～～～！』

　俺とガイン達の親指を立てた手が、空に向かって高々と掲げられた。





３






　ゼアルとソシエルちゃんに連れられて、俺達は屋敷へと向かう。

　屋敷へと辿り着く前に、今日の宿はどうするのかとソシエルちゃんに尋ねられたので、まだ決めていないと告げると、このまま泊まっていって下さいと言われる。

　まぁ、お言葉に甘えようかな。

　ガイン達も久々にゼアルと会って楽しく会話しているし、奥さん達からも異論は無かったので、問題は無いだろう。

　ソシエルちゃんがガイン達を怖がっていないというのも理由の一つだ。

　しかし、そのソシエルちゃんだが、その身み形なりから明らかに貴族であるというのがわかる。

　所作も、時折洗練されているのが垣間見えるし。

　言葉遣いも正した方が良いかと思ったのだが、それはソシエルちゃんからいつも通りで構わないとお許しを得ているため、気にしない事にした。

　そして、いざ屋敷の中へと入ったのだが、簡素というか、調度品等も必要最低限の品位を下げない程度にしか置かれていない。

　まぁ、別荘だと言っていたし、そこまでお金はかけていないのだろう。

　ただ、執事とメイドは大勢居た。

　俺達それぞれに一人付く事が出来る程に。

　ゼアルは既に顔見知りなのか、軽く挨拶を交わして先へと進んでいくので、俺達もその後を付いていく。

　案内されたのは、広いリビング。

　俺達は、そこでそれぞれ腰を下ろして落ち着いた。

「しかし、まさかゼアルが婚約とはな。……あぁ、そういえば言ってなかったな。おめでとう」

　俺がそう切り出すと、皆も後に続いて祝福の言葉を送る。

　すると、ゼアルとソシエルちゃんが照れ臭そうに微笑んだ。

「ありがとう。俺もまさかこうなるとは思わなかったんだがな」

「そうそう。一体どういう事が起こって、こうなったんだ？　まさか、山に居た時からそうだったのか？」

「いや、ソシエルと出会ったのは、山を下りてからになる」

　そして、ゼアルから詳しい話を聞くと、ゼアルは山を下りてから自らを鍛える修行の旅を続けていたそうだ。

　そんなある日、亜人達が攫われているという事に気付き、それを助け出す為にこの国へとやってきたのだが、その道中に、この国の兵士達に襲われている馬車を発見し、即座に助けへと入ったのだが、それがソシエルちゃんの乗っていた馬車だったそうだ。

　まぁ、元々山の上位者としてゼアルは存在していたし、兵士達が敵う訳もなく、その場はあっという間に鎮圧。

　そして、その姿を見たソシエルちゃんが、ゼアルに惚れたという話であった。

「えっと……ソシエルちゃんは人族だよね？　ゼアルは人狼だけど、その辺りはどうなの？　特に親御さんとかは何か言っているとか？」

「お父様とお母様ですか？　諸手を挙げて賛成してくれています。両親とも強い方がお好みなので」

　おぅ。既に外堀は埋められているのか。

「それに、ゼアル様が人狼だろうが関係ありません。愛は強しです。それに、狼さんの時はもふもふして気持ち良いですし」

　ゼアル自身に関しても、問題無しと。

　俺の質問に答えたソシエルを見て、ゼアルも照れ臭いのか頰を薄っすら赤くして、頭を搔いている。

　どうやら、ゼアル自身もソシエルちゃんの事を憎からず思っているようだ。

　まぁ、これ以上、部外者が口出ししても仕方ないので、後は本人達で決める事であると判断する。

　というか、そこまで深く関わる気はない。

　それは、ガイン達も同じなのか、先程からうんうんと頷いているだけだった。

「それはそうと、そちらの女性達とはどういう関係なのだ？　メアルはわかるが」

「あぁ、そういえば言ってなかったな」

　ゼアルの問いに、俺は奥さん達をサローナから順に紹介していく。

　ついでにフロイドも。

「おぉ！　女性達は全員ワズの奥さんだったのか！　それは、おめでとう」

「ありがとう」

　ゼアルから祝福の言葉を頂いたので、俺も返しておく。

　すると、ソシエルちゃんが驚きの声を上げる。

「マーンボンド王家の方と、獣人国の王家の方が居たのですね！」

　そして、その場で立ち上がり、ナミニッサとナレリナ、それとマオに向けて一礼する。

「これはきちんと名乗りもせず、失礼致しました。私の名は『ソシエル・ルドレン』。イスコア王国に仕えるルドレン家の一人娘でございます」

　ソシエルちゃんに応えるように、ナミニッサ、ナレリナ、マオの三人が、立ち上がって一礼する。

「ナミニッサ・マーンボンドです」

「ナレリナ・マーンボンドだ」

「マオリーン・レオニールだ」

　その所作は、どこからどう見ても貴族である。

　……というか、その頂点である王家の方々だ。

　あれ？　じゃあ俺も夫として挨拶した方が良いのだろうか？

　けれど、そんな所作は身につけていないし、寧ろ失礼しか働かないと思うので、止めておこう。

　それよりも、イスコア王国の貴族だったのか。

　俺はちょっと考えた後、カガネを呼ぶ。

「どうしたの？　お兄ちゃん」

「……ルドレン家って、イスコア王国内でどれぐらいの地位にある家なの？」

　カガネが、ちょっとだけ可哀想な人を見るような目で俺を見てくる。

　だって、仕方ないじゃないか。

　貴族と関わる日が来るなんて、王都から出るまで思わなかったんだからさ。

　カガネが小さく溜息を吐いて、こっそりと教えてくれる。

「はぁ。……いい？　お兄ちゃん。ルドレン家は爵位で言うと侯爵なんだけど、イスコア王の懐刀と言われる程信頼されている大貴族なんだよ」

「へぇ～……」

「……お兄ちゃん。貴族に興味ある？」

「いや、全然」

「マーンボンド王家とも関わっているんだから、これから少しでも覚えていこうね」

「はい」

　そうだよな。

　せめて、ナミニッサ達が恥ずかしくないと思うくらいには覚えていこう。

　というか、こちらには本物の勇者も居るんだけど。

　ハオスイもその辺りは詳しいのだろうか？

　そう思って視線を向けると、ハオスイはどこ吹く風というか、のんびりとメアルを撫でている。

「……なぁ、カガネ。ハオスイも勇者なんだし、挨拶とかした方が良いんじゃないのか？」

「勇者はね、そういう事を気にしなくても良いっていうのが通例としてあるんだよ」

　何それ、ズルイ。

　……いや、待てよ。

　それを言うなら、俺は神格化を得ているという事で、ある種神様と呼べる存在でも間違いない訳だし、そういうのは気にしなくても良いんじゃないだろうか？

　そもそも苦手というのもあるが。

　……けどなぁ。だからといって、偉そうにするのも性に合わないし。

　まぁ、これまで通りで良いか。

　何か問題があれば、奥さん達が注意してくれると思うし、頼りにさせて貰おう。

　俺が一人でうんうん頷いている内に、奥さん達はソシエルちゃんと仲良しになっていた。

　ソシエルちゃんも楽しそうにしているし、一気に友達が増えて嬉しいのだろう。

　というか、そもそもどうしてこんな事になっているんだっけ？

　そこで思い出す。

「そういえば、ゼアルはこんなに恵まれている生活を送っているのに、どうして俺達に助けを求めたんだ？」

　その問いに、ゼアルがびくっと体を跳ねさせる。

　表情に恐怖を浮かべ、良く見ると体も小さく震えていた。

　山の上位者をここまで怯えさせる程、助けを求めていたという事か。

　一体、何があったのだろう。

「あぁ、ワズ。いや、ガイン達も。……頼れる友達はお前達しか居ないんだ。どうにか助けて欲しい。……実は──」

　その瞬間。扉が勢い良く開かれる。

「ゼアル様が散歩からお戻りだとか！　さぁ、勉強の時間でございます！」

　そこに居たのは、眼鏡をかけた黒髪の女性だった。
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　扉を開けて突然現れたのは、黒髪を後ろで纏め、目尻が上がり、どこか厳しそうな印象を与える顔立ちに、縁無し眼鏡をかけている女性であった。

　服装は、黒を基調とした丈の長いメイド服を身に纏っている。

　ゼアルを様付けしていたし、ここに居るという事は、ルドレン家のメイドという事だろう。

　突然の登場には驚いたが、俺達としてはそれだけの印象。

　だが、それだけの印象で済んでいない者が、ここに一人居た。

　ゼアルである。

　もう隠す事が出来ない程に、体が震えて恐怖していた。

「ワズ！　助けてくれ！」

　ゼアルが即座に俺の後ろに隠れる。

　おい！　俺を盾にするな。

　というか、友達としてもだけど、山の上位者としてその姿は情けないというか、見たくなかった。

「おい、一体どういう事だ？　状況がさっぱりわからないんだけど？」

　俺の言葉が届いていないのか、ゼアルは震えながら黒髪の女性から視線を外さない。

　……何だろう。

　人狼である事を考えると、その姿は飼い主に怒られているようにしか感じられない。

「ゼアル様。気分転換の時間はもう終了です。今から貴族として振る舞えるよう、お勉強の時間でございます」

　そう言って、こちらへと近付いて来る黒髪の女性。

　ん？　つまり、ゼアルの教育係的な人なのだろうか？

　皆も呆気に取られているのか、この事態を静観している。

　ゼアルの未来の嫁さんであるソシエルちゃんは、「頑張って！」とゼアルを応援するだけだ。

　あっ、助けないのね。

　……まぁ、ゼアルのこれからに必要な事だろうし、黙認しているのかな？

　そう考えている内に、黒髪の女性はずんずん近付いてくる。

　さてどうしたものかと考えていると、その進行を阻む者が俺の前に立つ。

　俺の目に映ったのは、執事服。

　フロイドだ。

「相変わらず、厳しく接しているようですね。デオラーデ」

　フロイドの言葉に、黒髪の女性はぴたっと動きを止める。

「……フロイドですか。久し振りですね」

　そう言って、黒髪の女性は眼鏡を直す仕草をする。








[image: ]









　……え？　この二人知り合いなの？

　俺は思わずフロイドに確認した。

「フロイド。知り合いなの？」

「はい。『イスコアのデオラーデ』といえば、私達の業界では有名なので」

「ふっ。それを言うのであれば、『マーンボンドのフロイド』も有名ですね」

　いや、知らねぇよ！　そんな業界。

　さも、当然であるように言うな。

　しかも、この二人はわかっているわかっているというように、うんうん頷いているし、どこか互いを認め合っていますよという雰囲気も感じられた。

　あっ、何だろう。この二人を見ていると、凄く嫌な予感しかしない。

　会わすな危険というべきか。

　……宿探した方が良いかな。

　そう考えたのを察した訳ではないだろうが、ゼアルが俺の服を摑み、決して離そうとしない。

　やめろよ～。俺を巻き込むなよ～。

　俺は助けを求めるように、ガイン達へと視線を向ける。

　そっと逸らされた。

　友達だろ！　お前ら友達だろ！

　奥さん達は既に観客気分なのか、ソシエルちゃんと共に固唾を飲んで見守っている。

　……誰も助けてくれない。ぐすっ。

　やはり、俺が事態を動かすしかないようだ。

　なので、フロイドが黒髪の女性──デオラーデさんの相手をしている内に、ゼアルへと尋ねる。

「……それで、一体どういう事か説明してくれるんだろうな？」

「あ、あぁ。実はな、あのメイド……デオラーデは、元々ソシエル付きの専属メイドとして、私がソシエルを助けた時にここへと来たのだ。そして、私とソシエルの事を聞いた後、私に貴族としての振る舞いを教える教育係になったのだが……。もの凄く厳しい。……泣きたくなるくらいに」

　いや、実際に今泣いているぞ、お前。

「起床、就寝時間は決められているし、行動の制限もかけられている。その例が、緊急時以外の狼化は許されていない。それに食事のマナーも徹底されている上に、もし間違えばもうその料理は食べられない。立ち方から顎の角度……果てはサインの書き方まで、行動の全てを後ろで監視されているのだ。……いや、これからソシエルと共に居るためには必要な事というのはわかっているのだが、私は自由な時間がもう少し欲しい」

　ふむふむ。つまり、少しは息抜きしたいと。

「頼む、ワズ。……せめて、休憩時間を十分から十五分にして欲しい」

　……まぁ、その五分間が大事なんだよね。きっと。

　というか、何かイメージ的に飼われて躾けられている風にしか思えない。

「それか、一時でも良いので、野を駆ける時間が欲しい」

　ゼアルの野性はどこに行ってしまったのか。

「それで、俺にどうしろと？」

「デオラーデを説得してくれ」

　……それは無理なんじゃないかな。

　だって、見た目からして厳しそうだし、意志は固そうに見えるけど。

「ふむ。そういう事情でしたか」

　いつの間にか、フロイドが振り返って俺達の会話を聞いていた。

　そして、一つ頷いてからデオラーデさんへと振り返る。

「前々から思っていましたが、主に対して少々厳しすぎませんか？　いえ、それがアナタの持ち味というのも理解していますが、少しは肩の力を抜いても問題無いと思いますが？」

「それは主が悪い方へと傾かないようにするためです。貴族たる者、常に正しくあれと、私はそのために動いているに過ぎません。しかし、それを言うのであれば、アナタは少々どころか、常に肩の力を抜き過ぎ……いや、自由にやり過ぎであると私は思いますが？」

「それが、私という人間を構成しておりますので」

「ならば、私もと言っておきましょう」

　何だこの二人。

　正直言って、どっちとも関わりたくないんだけど。

　けれど、話はさくさく進んでいく。

「休憩時間を五分延長するくらい、構わないではありませんか。アナタなら、それでも問題無いようにスケジュールを動かせるでしょう？」

「それは確かに問題無く動かせます。ですが、その五分があれば、更なる教育が施せる事も事実であると告げておきましょう」

「そうきましたか」

　フロイドが考え込む素振りを見せる。

　いやまぁ、今回ばかりはフロイドを応援しようと思う。

　俺としても、友達としてゼアルに協力してやりたい気持ちはあるので、任せようと思った。

　そもそも、俺ではデオラーデさんに対抗出来るとは思えないからだ。

　常識とか、マナーとか、そういうのには疎いしね。

　そういう部分も含めて、フロイドは俺のゼアルに協力したいという気持ちを察して動いてくれているのだろう。

　フロイドが、ぽんっと手を叩く。

「では、一つ勝負をしませんか？　デオラーデ」

「勝負？」

「はい。貴族として必要な振る舞いの中に、ダンスがございます。それで、勝負といきませんか？　もちろん、それで勝負を競うのは、互いの主であるワズ様とゼアル様です」

「ほぅ。それは面白そうですね」

　しまったぁ～！　気付くべきだったぁ～！

　フロイドは俺のために動くような殊勝な奴ではないという事と、自分がやりたい事を率先し、そのためにしか動かないという事に！

　そうだよ、そうだよ！

　こいつはこういう奴だ。

　何だかんだと言いつつも、結局は俺を巻き込むためだけに行動している節しかない執事である。

　ほんと、何で俺はこいつと共に行動しているのだろう。

　いや、そんなのはわかっている。

　……勝手に付いてきているのだ。

　気が付けば、そこでにこにこと胡散臭い笑みを浮かべている執事。

　それが、フロイドである。

　しかも、今回はそのライバルっぽい人が現れた。

　ダンス勝負にもかなりの乗り気である。

　これは、当事者にされた俺とゼアルが何を言っても、この二人によって回避不可能な出来事なのだろう。

　それが、これまでの付き合いでわかっている俺は何も言わない。

　無の境地だ。

　ゼアルもまた、デオラーデさんへの対抗心は既に消え失せているので何も言わない。

　俺とゼアルは、そっと視線を合わせて握手を交わす。

「頑張ろうな、ゼアル。良い勝負をしようぜ」

「あぁ。胸を借りるつもりで当たらせて貰う」

　そして、何故かゼアルとダンス勝負をする事になった。




　場所は変わり、ソシエルちゃん家のダンスホール。

　いや、さすが大貴族である。

　別荘とはいえ、こんな場所まであるとは。

　……寧ろ、無かった方が断る口実になったのだが。

「では、もし私の主であるワズ様が勝てば、一時の休息時間を与えるという事で」

「では、もし私の主であるゼアル様が勝てば、休憩時間を十五分にしても構いません」

　ホールの中央で、そんな事を言うフロイドとデオラーデさんの二人。

　何やら、バチバチと見えない火花が散っているようにも見える。

　というか、この勝負は俺に何の得も無い。

　だが、ゼアルにとっては違っていた。

　俺が勝てば一時の休息を得るが、休憩時間は十分のまま、ゼアルが勝てば一時の休息は得られないが、休憩時間を十五分に拡大出来るという、その二択で悩んでいる。

　俺としては、ゼアルの意志を尊重しようと思う。

　のんびりと事態を静観していると、どちらを選ぶか決まったのか、ゼアルが俺に話しかけてきた。

「……すまんな。こんな事に巻き込んで」

「別に良いさ。友達のためだ。……まぁ、ここまで話を持っていったフロイドは、俺を巻き込んだ時点で目的を達成しているようなものだし、今は楽しんでいるだけだろうが」

「……ワズも苦労しているんだな」

「わかってくれる友達で嬉しいよ。……それより、どっちにするか決めたのか？」

「その前に一つ聞きたい。ダンスの自信は？」

「無い」

「だろうな」

　ゼアルが溜息を吐く。

「けどまぁ、その点は裏技があるから、勝敗はどっちにでも持っていけるぞ」

「そうか！　なら、今はその言葉を信じさせて貰う。俺はワズに勝利を得て欲しい」

　なるほど。

　野を駆ける一時の休息時間を選んだようである。

　なら、俺もそれに沿って動こう。

　そして、ダンス勝負が始まるのだが、ゼアルが選んだダンスのパートナーは当然ソシエルちゃんで、俺はダンスが得意だと言うのでマオを選んだ。

　他の皆は、フロイドとデオラーデさんの二人で用意された観客席へと移動している。

　相変わらず仕事が速い。

　しかも、今はフロイドと同じレベルで仕事をこなすデオラーデさんも一緒なのだ。

　正に、あっという間だった。

　ちなみに、この勝負の勝ち負けはフロイドとデオラーデさんで判断するようである。

　そして、勝負が始まったのだが、ゼアルとソシエルちゃんのダンスは見事なモノだった。

　……ゼアルがかなり躾けられているというのがわかる。

　ガイン達も、見ながら涙を流していた。

　頑張ったんだな。……ほんと、頑張ったよ、ゼアル。

　俺も視界が滲むのをどうにか我慢する。

　次に、俺とマオの番だが、勝利のために裏技を使わせて貰う。

　普通であれば俺はダンスを習っていないし、無様な結果に終わるのだが、俺には神格化がある。

　皆を鍛えている時の要領だ。

　体のどこをどう動かせば良いのか、これでわかる。

　結果として、俺はマオの情熱的なダンスに合わせるような形で勝利を得た。

　俺も、意図的に神々しい雰囲気を発していたしね。

「中々やりますね、フロイドの主も」

「いえいえ、デオラーデの主もよく躾けられていますよ」

　何やらフロイドとデオラーデさんが、互いの仕事ぶりを認め合っている雰囲気を醸し出しているのが見えた。

　……もうこういう事は、これっきりにして欲しい。




　その後、俺達が寄り道をしてイスコア王国へ向かう事を告げると、ゼアルがこの道程に参加する事になった。

　一時の休息時間を得たためである。

　ソシエルちゃんやデオラーデさんも、これからイスコア王国へと戻るらしいので、その時合流してゼアルを返す予定だ。

　俺達もソシエルちゃんとデオラーデさんは信用出来ると思い、光教会の教皇がギルドカードを改竄した疑いがある事を教え、二人に事態解決の協力をお願いした。

　デオラーデさんから、光教会が敵という事態の大きさから、イスコア国王にもその事を伝えた方が良いと進言され、ルドレン侯爵家の力を使って謁見の申し入れをして貰うためだ。

　二人共快く協力を承諾してくれ、イスコア王国での再会を約束する。

　そして俺達は、このまま屋敷で一泊してから、山へと向かった。








第六章　目指すはラグニールの居城
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　俺達は、ラグニールの居城に向けて出発した。

　あまり時間がかかりすぎるのも困るので、直線距離で向かう。

　最初は、ガイン達はともかく、奥さん達の速度に合わせた日程を組んでいたのだが、思いの外奥さん達が速い。

　グレイブさんの国で鍛えていた甲斐があったというのを実感する。

　持久力もついてきて、多分、奥さん達の中で最もステータスが低いタタも、マオと良い勝負をしていた。

　マオはその事に「こんなにも自分より強い者ばかり！　燃える！」と、何やら闘志を燃やしている。アリアも、これまでの間に鍛えていたという事もあり、問題無い。

　奥さん達の強さを順に並べるなら、ハオスイとカガネが同率で一番。

　その次にサローナとナレリナが大体同じくらいの強さで、次いでキャシー、ナミニッサ、アリア、マオ、タタの順番だろうか。

　メアルは特別枠という名の、俺の頭の上だ。

　まだまだ幼いし、誰からも文句は出ない。

　これだけの速度が出せるなら、ラグニールの居城で少しの間過ごしてからイスコア王国に向かっても問題無いだろう。

　それと、皆からの提案？　懇願？　強制？　を断れる訳もなく、一日毎に、俺は奥さん達の一人を順に抱きかかえながら進む事になった。

　いや、俺にとっても役得だと思っているし、別に良いんだけどさ。

　もちろん、フロイドも涼しい顔で付いて来ている。

　最近、フロイドだからな……で、済ませる自分が居た。

　フロイドはそうであるという慣れが怖い。

　そして、ラグニールの居城までの間に、もう村や町は存在していないので、野宿をして過ごす事になるのだが、何故か朝起きると奥さん達は俺の所に集まって寝ていた。

　……寝る前は、メアルを抱き締めて寝ているはずなのに、解せぬ。

　朝昼晩のご飯も、奥さん達が代わる代わる支度してくれたのだが、他の人達からすれば、当たり外れが未だにあるらしい。

　俺は普通に美味しいと思うのだが、何でも、タタとアリアの時は当たりなんだとか。

　タタの料理は奥さん達の中で一番が確定しているのだが、アリアも今までの間で相当練習したとかで、かなり美味いそうだ。

　まぁ、皆の料理の腕も日々上がっていっているそうなので、近い内に当たり外れは無くなるとみている。

　また、体の汚れとかはカガネの魔法で綺麗にしているのだが、近くに川が流れている時は、そこで水浴びを行う。

　やっぱり、魔法でやるのも良いのだが、気持ち良さが違う。

　けれど、そういう時は奥さん達総出で、俺を連れて行こうと実力行使に出るのには困った。

　もちろん、即座に逃げるのだが、サローナはそんな俺を見て笑みを浮かべている。

　多分、エルフの里での時の事を思い出しているのだろう。

　恥ずかしいので忘れて欲しい。

　もちろん、俺は忘れない。

　心の記憶に、ばっちり残っている。

　そんな事を繰り返しながら進んだある日のお昼頃。

　森の中で休憩を取り、メアルの時空間魔法から昼食を取り出して、それを食べていると、俺達の前に二人組の男が現れた。

「へっへっへっ……」

「こんな所で人に会うとは思わなかったが、俺達に会うとは運の尽きだな」

　両方ともぼさぼさ髪に無精髭を生やし、薄汚れた軽装と、腰に剣をぶら下げている。

　いかにも盗賊ですという感じなのだが、一方はガリガリに痩せ細り、もう一方は丸々と太っていた。……もぐもぐ。

「……って！　何普通に飯食ってんだ！」

「俺達に恐れを感じてんのか？　安心しろよ！　俺達は盗賊だ！」

　……もぐもぐ。

　まぁ、そうだよね。……もぐもぐ。

　その格好でわかるわ。

　マオが、戦いか？　と、目を輝かせながら立ち上がるが、それを手で制しておく。

　こういうのは、俺が相手をしなければならないのである。

　奥さん達の食事の邪魔はさせん。……もぐもぐ。

　ちなみに、フロイドは奥さん達の給仕に忙しく、ガイン達は山に帰るのが嬉しいのか、野性に帰ってそこらを散歩中だ。

「……ごくん。えっと、何か用？」

「だ～か～らぁ～！　俺達は盗賊なんだよ！　なら、普通わかるだろうが！」

「もちろん！　コレだよ！　コレ！」

　と言って、丸々さんの方が親指と人差し指をくっ付けて、輪っかを作った。

「ドーナツですか？」

　確か、元々カガネが居たという地球？　のデザートの一つらしい。

　それを、カガネがこちらで再現して、商会で売り出したところ、爆発的に売れたとか何とか。

「そうそう。あの甘くて美味しいヤツな！」

「でも、直に触ると油が手に付いて、それで何かを触ろうとすると、怒られちゃうっていう──」

「「って、違うわ！」」

　おぉ。ノリが良いな。この人達。

「じゃあ、輪ゴムですか？」

　これもカガネが──以下略。

「そうそう。こうやってミョーンと伸びるヤツな！」

「人に向けると、や～め～ろ～よ～って言いたくなるっていう──」

「「って、違うわ！」」

「じゃあ、円月輪？」

「アレね！　ほんと、どうやって投げて命中させるのか、さっぱりわからんヤツ！」

「というか、投げて終わりって無いよな。たとえ戻ってきても、受けるの怖いわ──」

「「って、違うわ！　どう考えても金だろうがよ！」」

　盗賊達が息を切らして叫ぶ。

　いや、そんなの見た瞬間にわかっているから。

「そんな金ありません。お帰り下さい」

　俺がそう言うと、盗賊達が待ってましたとばかりに気持ち悪い笑みを浮かべ、腰にぶら下げている剣の柄へと手をかける。

「まぁ、そう言うだろうな！　なら、てめえを殺して、金と後ろの女達を貰ってやるよ！」

　おっと、死にたいようである。

　ガリガリさんが剣を抜いた。

「……」

「「……」」

　抜いた剣は、刀身が竹で出来ていた。

「はあああぁぁぁっ！　何で、俺の自慢の剣が竹になってんだよ！」

「いやいや、そういや、お前、前に賭けで負けて剣を質に入れていたじゃねぇか！」

「そうだったぁ～！　これは落ち着かないからって用意しただけの玩具だったぁ～！」

　……馬鹿なの？

　ガリガリさんは竹製の剣を地面へと投げつける。

　あぁ～、子供が喜びそうな出来なのに。

「たく……。しょうがねぇなぁ～。なら、俺がやってやるよ！」

　丸々さんが剣を抜く。

「……」

「「……」」

　抜いた剣には、そもそも刀身が無かった。

「えええぇぇぇっ！　なして？」

「……前に、食い過ぎて代金が払えず、逃げ出そうとしたら店主に捕まってボコボコにされ、足りない代金分として取られたって言ってなかったか？」

「そうだったぁ～！」

　……あっ、馬鹿なんだな、この二人。

　丸々さんが、柄だけの剣を地面に投げ捨てる。

　あぁ。子供……は喜ばないだろうから、持ち帰ろうよ。

　しかし、本当に何がしたいのだろう。

　俺達を笑わせに来たのかな？

　というか、こんな事をやっている内に、奥さん達の食事も終わったようなので、既に片付けを行っていた。

　じゃあ、ガイン達を呼んで出発しよう。

　なので、この盗賊達にはそろそろ退場して貰わないといけない。

　指をポキポキ鳴らしながら一歩前に出る。

　それに反応して、盗賊達は一歩下がる。

　一歩前に行くと、一歩下がる。

　ずんずん前に行くと、ずんずん下がる。

　いや、かかってこいよ！

「あぁ！　そうだった！　今日は、これからダチと賭けカードの約束があったんだった！」

「そういや、俺もダチから飲みに誘われてたんだった！」

「「じゃっ！　そういう事で！」」

　ガリガリさんと丸々さんは、そう言って綺麗に右手を上げ、この場から一目散に逃げて行く。

　まぁ、良いけど。

　とりあえず、ゴミはきちんと回収していけと思い、投げ捨てられた剣？　を盗賊達が逃げた方向へと向けて投げておく。

　悲鳴が聞こえた気がするけど……まぁ良いか。

　本当に何だったのだろうか。無駄な時間を過ごした感が押し寄せる。

　俺は溜息を吐いてから、奥さん達の所へと戻り、片づけを手伝った。
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　それから二日程経った。

　未だ森の中を進んでいる。

　ただ、この森は大陸中央の山の周囲に群生している部分なので、ここを抜ければ、後は山を登るだけだ。

　俺の感覚だと、もう間もなくなのだが、時間的にはもう少しかかるかもしれない。

　そして、少し開けた場所があったので、丁度良いとそこで休憩を取る。

　メアルの時空間魔法から食材を出し、フロイドがいつの間にか用意した野草と共にタタとマオが調理を行っていく……。

　……本当に、フロイドはいつの間に野草を用意したのだろう。

　あれ……食べなきゃいけないのかな？

　何か怖いんだけど……まぁ、タタとマオの二人が、きっとどうにかしてくれるはず。

　怪しい食材なら、きっと二人が外してくれるだろうし。

　俺がそう判断している間も、タタがマオに料理を教えながらご飯を作っていく。

　マオも熱心に聞きつつ、自分で野菜を切ったり、皿に盛りつけたりと一生懸命手伝っている。

　他の皆は食卓を用意したり、俺に修行をつけてくれとお願いしてきたりと、思い思いに過ごしていた。

　もちろん、奥さん達を強くするために、俺も神格化して相手をする。

　今は移動に時間を多く割いているが、ラグニールの居城に着いたら、一気に叩き込んでいこうと思う。

　そうして、時間が空いた奥さん達を鍛えている時、人の気配を感じた。

　ガイン達は、例によって野性に帰っているので、ここには居ない。

　一瞬、フロイドか？　とも思ったが、視界の端で食卓の準備のお手伝いと、紅茶を用意しているのが見えたので違う。

　奥さん達に警戒を告げ、俺は気配のする方へと視線を向ける。

　今は木々に隠れてその姿が見えない。

　向こうもこちらに気付いているのか、一旦動きを止めた後、一気に飛び出してきた。

「盗賊だぁ～！　お金を下さ～い！」

「そこは、寄こせ！　でしょ！」

　いきなり怒られている。

　金髪の女性が、紫髪の女性に説教を始めた。

　……いやいや、今それをやる？

　紫髪さんが、ごめんなさい！　ごめんなさい！　と何度も頭を下げてから、再び俺達へと向き直った。

「お、大人しくお金を渡して下さい！」

　紫髪さんが、俺に向かってそう言ってきた。

　けれど、俺はその二人を見ている内に既視感を覚え、正直それどころではない。

　あれ？　どこかで会ったっけ？

　首を傾げながら見ていると、向こうも同じ事を思ったらしい。

「な、なんで無反応？　……あれ？　アナタはあの時の！」

「あ～あ～、アンタは！」

　そう言って、二人が俺を指差してくる。

　ん？　……んん～。

　紫髪……金髪……紫……金………………あっ！

「あぁ！　あの時の盗賊初めてさん！」

　俺も二人を順に指差して思い出す。

「やっぱり！　私の初めての人！」

　ざわっ！

　その瞬間、空気が凍りついた。

　主に、俺の後方で。

　正直言って、怖くて後ろを振り向けないが、奥さん達の視線が俺に集中している気がする。

　先程までは、タタとマオの包丁が小気味良い音を出して野菜を切っていたはずなのに、今は無音だ。

　……ヤバい。今日、俺死ぬかもしれない。

「なるほど。ワズ様が初めてだったのですね。これは私も知りませんでした」

　フロイドが何やら納得している。

　いや、違うな。

　あえてそう言う事で、俺を追い詰めようとしているのである。

　俺を殺しにきたか、フロイド。

『ワズ（さん）（様）』「……旦那様」「夫殿」「キュイ」

　皆が一斉に俺を呼ぶ。

　こっちを向けと言っているのだろう。

　メアルの鳴き声も、どこか平坦だ。

　いやいや、メアルはあの時居たよね？

　覚えてないんだろうなぁ……。

『……こっち向こうか』「……折檻」

　現実逃避もさせてくれない。

　あぁ、こんなにも簡単だったんだな……俺を追い詰めるのって。

　言葉一つで俺を追い詰めるとは、この盗賊二人……特に紫髪さんは侮れない。

　俺は覚悟を決めて、ゆっくりと振り返り、即座に土下座する。

　頭を下げつつ、ハッキリと告げた。

「誤解でございます！」

　それはそれは、見事な土下座であったと自負している。

「え？　え？　あれ？　私何か間違えた？」

「……はぁ～。アンタはもう少し言い方を考えなさい」

　紫髪さんの狼狽と、金髪さんの呆れるような声が聞こえたが、額を地面に付けている俺に、その姿を確認する術は無い。

　だが、そんな俺の姿を哀れにでも思ったのか、金髪さんが奥さん達に声をかけて、丁寧に説明を始めてくれた。

　頑張れ、金髪さん！

　俺の命は、君の話術にかかっている！




　そして、金髪さんの説明に納得してくれたのか、奥さん達から威圧するような気配が消える。

　その間、俺は土下座で過ごした。

　奥さん達からの優しい声で、俺は立つ事を許される。

　正直言って、土下座をしていた間は生きた心地がしなかった。

　もう二度とごめんだ。

「それで、何だってこんな所に？」

　立ち上がった俺は、改めて尋ねる。

「今は、立派な盗賊になるための旅を行っている最中なんです！」

　紫髪さんが両手を握り締めて、むんっと意気込む。

「……まぁ、どうなるかはわからないけどね。私もここまで付き添ったし、最後まで見届けようかなと思っているんだ」

　金髪さんは、仕方ないよね？　とでもいうように肩を竦めた。

　その仕草に、金髪さんが紫髪さんに抱いている友情的なモノを感じる。

「大丈夫だよ！　だって私、ちゃんと稼いだもん！」

『……え？』

　俺と奥さん達の声が重なる。

　どうやら奥さん達も、紫髪さんに盗賊が務まるとは思っていないようだ。

「……ちょっと待って。……えっと、つまり、金を取ったって事？」

　正直言って、信じられない。

　しかし、紫髪さんは、胸を張って自信満々に答えた。

「そうです！　えっへん！」

「確かに金は得たけど、それは、旅をしていた老夫婦から『苦労しているんだねぇ。これで美味しい物でも食べんさい』と、銀貨を貰っただけなんだよ」

　老夫婦にとっては、孫を可愛がる感覚だったんだろうなぁ。

　しかし、それを自慢するように言う紫髪さんは、今後大丈夫だろうか？

　少々、先行き不安である。

　……まぁ、常識人っぽい金髪さんが付いているようだし、きっとどうにかなるのだろう。

「えっと、まぁ……頑張って下さい」

「はい！　ありがとうございます！」

「……じゃあ、行こっか」

　金髪さんに促されて、紫髪さんが共に去って行く。

　あれ？　俺への盗賊行為は良いのだろうか？

　多分、金髪さんが気を遣ってくれたのだと思うけど。

　……。

　……まぁいっか。ご飯食べよ。
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　そこから更に数日が過ぎ、とうとう森を抜けて山へと突入する。

　この山で数年過ごした俺は、ガイン達と共に、気象の変化が思っている以上に激しい事や、魔物の強さが一気に上がる事等、いくつかの注意点を奥さん達に伝えた。

　奥さん達の覚悟が出来ると同時に、一気に進んで行く。

　気象の変化に対しては、タタ、ナミニッサ、カガネの三人による結界魔法で奥さん達を守って貰っていた。

　また、結界の張り方は朝昼と夜の交代制で、朝昼はタタとナミニッサが、夜はＩＮＴ値が限界突破しているカガネが寝ながら結界を維持するという荒技を行っている。

　まぁ、いざという時は俺が神格化してどうにかするつもりだが、ある程度鍛えられたためか、今のところ必要は無かった。

　俺とガイン達は結界とか特に必要はないのだが、今回は結界の中で快適に過ごしている。

　フロイドも俺達と同じ側だと思うのだが、今は結界の中だ。

　こいつなら、結界の外でもいつも通りな気がしてならない。

　今度、試してみようかな？　と、心の中だけで思う。

　結界の中は快適そのものだったのだが、外は草木も直ぐ枯れるような強い日差しが降り注いだり、極寒の嵐が巻き起こったり、極大の粒の雨が地面に穴を穿つなど、普通に考えればおかしい光景が繰り広げられている。

　それら全てが、三人の結界に阻まれて、俺達へと届く事は無かった。

　そんな光景を結界内で見ている俺は、心の中だけで、何となくだけど帰って来たなと思ってしまう。

　まぁ、中々過激な経験をしたしね。

　しかし、ここで注意しなければいけないのは、気象の激しさだけではない。

　この山に順応している魔物達も居るのだ。

　ここの魔物達に、気象はほとんど関係なく、見つかれば一気に襲いかかってくる。

　けれど、今回は相手が悪かった。

　襲いかかってきた魔物達は、その全てがカガネの魔法で瞬殺である。

　どや？　俺の妹は凄いだろ？　と自慢したくなったのだが、ここに居る全員がカガネの力を知っているので、特に言う事はなかった。

　なので、俺は自慢の妹であると伝えるように、カガネを撫でまくるのだが、その事でお怒りになったのは、ハオスイである。

　ハオスイは、自分も撫でられたかったのか、手刀で真空波を生み出すという技を編み出し、それで結界内から魔物をスパスパと切り裂いていく。

　どや？　俺の奥さんは凄いだろ？　と、自慢したくなったので、ハオスイも同じように撫でておいた。

　すると、今度は他の奥さん達全員が、風の魔法でハオスイのようにスパスパ切ったり、手頃な石を全力投擲して魔物の頭を粉砕したり、結界魔法を飛ばして圧し潰したり、炎の魔法で槍を作って飛ばしたり、聖なる魔法で浄化したりと、皆色々な手段を用いて魔物を駆逐していく。

　とりあえず一旦落ち着かせるために、結局全員を撫でる事になった。

　どや？　俺の奥さん達は強いだろ？　と自慢したくなったのは秘密である。

　また、奥さん達が倒した魔物達は、後々使い道が出てくるかもしれないので、メアルの時空間魔法の中に収納しておいた。

　きちんと持ち帰らないとね。




　特に問題も起こらず、そのまま進んでいたある日。

　結界の外は穏やかな陽気で、遠くまで見る事が出来たのだが、俺は再びあいつらを見つけてしまう。

　猫の魔物と魚の魔物である。

　けれど、今回はそこにもう一体魔物が居た。

　大型の爬虫類で、二足歩行をしている魔物。

　カガネが言うには、恐竜と呼ぶらしい。

　それが、猫の魔物を追いかけ回していた。

　猫の魔物は恐竜から必死に逃げているのだが、魚の魔物はその光景を林の木陰から眺めているだけ。

　……相変わらず、魚上位の力関係のようだ。

　俺が足を止めてその様子を眺めていると、奥さん達がどうしたのかと周りに集まってきた。

「夫殿。あの魔物達がどうかしたのか？」

　マオが尋ねてきたので、俺はあの二体の魔物に出会った時からの事を簡潔に教える。

　俺としては奥さん達にも関心を持って貰い、猫の魔物を応援して欲しかったのだが、反応は淡泊だった。

　……いやまぁ、別に無理に理解してくれなくても良いさ。

　ちょっとだけ悲しい気持ちになったが、不意に肩へと手が置かれる。

　視線を向ければ、そこに居たのはフロイド。

　うんうんと頷いて、私はわかりますよと理解を示してくれる。

　おぉ！　フロイドよ！　正直言って、お前に味方されてもちっとも嬉しくないが、感謝だけはしておこう。

　ただ、奥さん達は俺の行動を尊重してくれたのか、魔物達の様子を見ながら、ここで休憩を取り出し、のんびりとした空気が結界内に流れる。

　一方、猫の魔物は必死だった。

　それはそうだろう。

　追いつかれれば、即座に食われる事が確実なのだから。

　猫の魔物が、恐竜との距離を確認するために、一瞬後方へと振り返る。

　それが仇となってしまった。

　地面の出っ張りに足を取られ、盛大にこける。

　その隙を恐竜が見逃す訳もなく、大きく口を開いて襲いかかった。

　ヤバい！　猫の魔物が食われる！　と、そう思った瞬間。

　それを待っていたかのように、魚の魔物が木陰から出てきて、空に向かって跳躍し、空中でくるくると回りながら滑空し、恐竜を蹴り飛ばした。

　恐竜はそのまま吹き飛んでいき、大きな音と共に地面へと倒れる。

　その一撃で、恐竜は昏倒してしまった。

　そして、猫の魔物は信じていましたよ！　と、目を輝かせながら魚の魔物を見る。

　いやいや、騙されているから！　君を囮にしていたんだよ？　と教えてやりたい。

　魚の魔物は、華麗に着地を決め、その視線を当たり前だろ？　と言いたげに受け止め、ヒレや鱗を撫でる。

　お前が空を飛んだからって、そこは乱れないと思う。

　俺が呆れながら見ていると、魚の魔物は猫の魔物を引き摺りながら恐竜の下へと向かいだす。

　恐竜は未だに気を失っているようだが、魚の魔物は猫の魔物を離して拳を握り、往復ビンタの要領で、何度も恐竜の頰を殴る。

　その痛みで恐竜は目を覚ますのだが、魚の魔物の拳ビンタは止まらない。

　何か叫びながら、ずっと殴り続けている。

　喩たとえるなら、オラオラと言っていそうな気がした。

　猫の魔物はその光景を見て完全に引いている。

　その様子を見て、猫の魔物に反抗心は消え失せたなと思った。

　殴り続けていた魚の魔物の動きが止まる。

　恐竜はぴくぴくと痙攣しているように震えているが、意識は残っているようだ。

　そんな恐竜に向けて、魚の魔物が再度叫ぶ。

　雄叫びとでも言えば良いのか、口がパクパクと動いているのが少し滑稽だ。

　多分、何か語りかけているのだろう。

　そして、魚の魔物が口を閉じるのと同時に、恐竜が頭を垂れた。

　まるでアナタの下に付きますとでも言うように。

　そのまま三体の魔物は魚の魔物を先頭にして、近くにあった森の中へと消えていった。

　……何だろう。

　弱肉強食というか、魚の魔物は群れでも作るつもりなのだろうか？　そして、そこのボスにでもなるつもりか？

　一部始終を見て、そんな事を思った。

　というか、猫の魔物を囮に使った意味はあったのだろうか？　最初から魚の魔物がやっていれば、そこで終わっていた話のように思える。

　それか、猫の魔物を使って、自分の優位性を示したかったという可能性もあるか。

　まぁ、俺は猫の魔物を応援したいと思っているので、今度出会う時に襲いかかってきたら、魚の魔物の方を優先して潰そう。

　ただ、出来れば猫の魔物が自ら反逆して、上に立って欲しい。

　頑張れ！　猫の魔物よ。

　心の中だけで応援をしておいた。








第七章　龍王の威厳は紙切れ
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　タタ、ナミニッサ、カガネの張る結界は、非常に強固である。

　気象の変化が起こっても結界内はその影響を受けていないし、魔物が襲いかかってきても傷一つつかなかった。

　もしかしたら、俺が思っている以上に強くなっているのかもしれない。

　それに、偶にではあるが、奥さん達がガイン達に鍛錬の相手をお願いしている姿を見る時があった。

　ガイン達も快く了承して相手をしているのだが、中々良い勝負を繰り広げている。

　といっても、ガイン達を相手に良い勝負を繰り広げているのは、サローナ、ナミニッサ、ナレリナ、キャシーの四人だけだ。

　ハオスイとカガネの二人は、寧ろ圧倒している節があった。

　メアルを除けば、一番幼い二人なのに、戦闘力という部分だけを見れば、奥さん達の中でぶっちぎりの一番と二番である。

　将来が末恐ろしい。

　そして、元々戦闘が得意ではなかったタタも、今はある程度まで強さを身に付け、マオとアリアの二人と共に、俺が相手をしていた。

　こうなったのは、戦闘力的には皆よりも劣っているタタを集中的に鍛え上げていきたいというのと、マオとアリア以外は、グレイブさんの国で復興作業中に鍛えていたためである。

　その結果、皆の動きが飛躍的に良くなったのは言うまでもない。

　サローナは、そこから剣術の鋭さと風の魔法力が更に上がり、今は弓を用いた戦闘訓練を行っている。

　タタは、全体的に動けるようにはなってきたのだが、今まで培ってきたモノが無く、戦闘はまだまだ不得手なため、今は結界魔法の強度を更に高めていた。

　ナミニッサは、結界魔法という、部分的にではあるがカガネを超える技量を得て、今はアリアに治癒魔法を習っている。

　ナレリナは、サローナ同様剣術の技量が上がっているのはもちろんだが、炎魔法にも素質があるようで、カガネとニールに教えを乞うていた。

　キャシーは、本人の希望という事もあり、一撃の重さに重点を置いている。今は剣ではなく、大きな鎚が欲しいそうだ。

　ハオスイは、既に俺でなければ相手にならない程強くなっている。そのため、俺が相手を出来ない時は、ガイン達を纏めて相手にして自らを鍛えていた。

　カガネは、ハオスイと同レベルの強さを保持しているため、同じように俺が相手を出来ない時は、ガイン達を相手にしている。

　ただ、時折ハオスイとカガネは、二人で競うように模擬戦をしていた。

　勝率は、今のところハオスイに傾いているのだが、今後はどうなるか見物である。

　マオは、元々身体能力が抜群に高い獣人の中でも、更に高い身体能力を保持しているため、素早さを活かした双剣を主武器にして、近距離戦に特化しつつあった。

　念のため、武器を無くしても戦えるように、肉弾戦も教えている。

　アリアは、勇者（偽）に負けないよう鍛えていた事もあり、ある程度の戦闘技術は持っていた。

　今は元々覚えていた回復魔法を更に伸ばし、本人の希望で肉体強化魔法を使えるように、色々教えている。

　どうも、アリアは肉弾戦がお好みのようだ。

　おもいっきり強化して、それでぶっ飛ばせば爽快でしょ？　と笑みを浮かべていた。

　まぁ、その気持ちはわからなくもない。

　そうして皆を鍛えつつ、山を登って行く内に雲の上まで辿り着いた。

　ここまで来れば、ラグニールの居城までそう遠くない。

　天候も安定しているのだが、少々肌寒く感じてしまうのは仕方ないだろう。

　それと、ここまで登れば、山の支配者であるラグニールの影響下だからか、魔物が現れる心配もなかった。

　多分、ラグニールやガイン達に対して、本能的に恐れているためだと思う。

　だからといって、直ぐに結界を解く事はしない。

　場所が場所なだけに、ある程度の慣れが必要なのである。

　なので、時折結界を解き、少しすればまた結界を張ってを繰り返しながら、俺達は先を進んだ。

　そんな中、ここに来るのが初めてである奥さん達は、雲の上から見える景色に目と心を奪われている。

　俺はもう何度も見ている景色なので、目と心が奪われるという事はないのだが、やっぱり綺麗な景色だと思う。

　そして、俺達はとうとう目的地に辿り着いた。

　今、奥さん達の目には、物語や絵画の中に出てくるような巨大な城が映っている。

　どう見ても人のサイズで造られていない巨大な城で、外壁が純白だからか、陽の光が当たってキラキラと輝いていた。

　龍族の王が代々根城にしている神聖な場所であると、ラグニールが自慢するように話していた事を思い出す。

「……なるほど。あそこに、伝説上の生物である龍王が居るのか」

「人語も話すと聞きますし、きっと、尊大な龍なのでしょう」

「物語に出てくるような場所に、今私達は居るのですね」

「龍王か……。立派な王なのだろう。会うのが楽しみだ」

「無礼を働かないように、気を引き締めないといけませんね」

「……成体の龍に会うのは久々。……それも龍王。楽しみ」

「これこれぇ！　やっぱ異世界と言ったら龍でしょ！　しかも龍王！　燃えてきたぁ～！」

「どれほど強いのだろうか。……今の自分がどこまで通用するか、試してみたいが相手してくれるだろうか」

「まさか龍王と会う事になるとはね。ワズの強さにも驚いたけど、これにも驚きだわ」

　皆のラグニールに対する評価が高過ぎて、聞いていて怖い。

　ラグニールの事を知っている俺、メアル、ガイン達にしてみれば、期待し過ぎない方が良いと教えてあげたいのだが、まぁ実際に見て貰った方が早いと思うので、何も言わなかった。

　……決して、面白がっている訳じゃないよ。

　それに、もしかしたらちゃんと龍王やっているかもしれないし。

　そんな風に、ある種ドキドキしていると、フロイドの姿が気になった。

　こういう時は、率先して何かを仕出かすフロイドだが、今は押し黙り、ラグニールの居城を眺めているだけ。

　その表情は、どこか懐かしいモノでも見るかのようである。

　気になった訳ではないが……本当に気になった訳ではないが、俺はフロイドへと声をかけた。

「……フロイド。まさかとは思うが、ここに来た事があるのか？」

「……まさか。私は只の執事ですよ」

　そう言って頭を振るフロイドだが、その動きをピタリと止め、目の前にある城を眺めながら言葉を続ける。

「……と、言いたいですが。……まぁ、過去に何度かとだけ言っておきましょうか」

　そして、フロイドが俺へ向けてきた表情は、いつもの胡散臭い笑みだった。

　まるで、これ以上は尋ねられても答えられませんと言うように。

　……というかさ、こいつは日を追う毎に……長く付き合えば付き合う程、胡散臭さに拍車がかかるな。……まぁ良いけど。

「あっそ」

　もう慣れたと思っておこう。

　これからも、こいつとは関わっていく事になりそうだし、好きなようにやれば良いんじゃないかな。俺も好きにやるし。

　まぁ、話したくなったら、こいつは俺が聞きたくないと言っても、どうにかして聞かせてきそうだし、どんな話でもフロイドだからな、で終わらせそうだ。

　俺は頭を搔いてから、城門へと向かう。

　奥さん達は、余りに巨大な城と門に感動していたが、俺はもう何度も来ているし、泊まった事もあるので、何の思いもなく門を開ける。

「じゃ、行くよ～」

　俺は何の遠慮もなく入るのだが、奥さん達は周囲を警戒しながら付いてきた。

　そんなに警戒しなくても、ここに罠はありません。

　それがわかっているため、ガイン達は口笛を吹いたりして、のんびりしている。

　そのまま先頭を歩き、あっちには庭があって、そっちには食堂があって、こっちには宝物庫がるよ！　と、簡単に城内を説明しながら進んでいく。

　さて、ラグニール達はどこに居るのだろう？

　確認のために気配察知で様子を窺うと、三つの気配が一部屋に固まっているのがわかる。

　どうやら、謁見の間に集まっているようだ。

　それに、三つという事は、ラグニールとメルさんの他に、お祖母ちゃん龍であるメギルさんも、まだここに居るようである。

　そして、ここまでと同じように案内している内に、謁見の間へと辿り着いた。

　豪華な宝飾が施された門が目の前にある。

　この向こうが謁見の間だ。

　ただ、いつもは開きっぱなしであるこの扉が閉められているという事は、家族会議でもしているのだろうか？

　こちらは突然の来訪だし、邪魔するのも悪いので、まずは俺が中の様子を窺う事にした。

　音を立てないようにそっと扉を開ける。




　黒龍のラグニールが土下座していた。




　…………。

　俺は、音を立てないようにそっと閉めた。

「どうした？　誰も居なかったのか？」

　サローナが俺に確認してくる。

　正直言って、俺の頭の中はそれどころではなかった。

　いやいやいや、またなの？　ねぇ、またなの？

　何なの？　龍王＝土下座みたいな事になっているけど、それってどうなのよ？

　仮にも龍達の王様なんでしょ？

　いやいや、そもそもラグニールが王様ってどうなのよ？

　もうさ、土下座の印象が強過ぎて、威厳なんてこれっぽっちも感じられないんだけど。

　……てか、ちょっと待って。

　俺の奥さん達は、龍王に幻想を抱いているのである。

　それを壊したくはない。

　このまま中に入ると、奥さん達にその姿を見せる事になるんだけど、それはさすがに……。

　ラグニールは友達……いや、親友だし、そんな姿を見せたくもない。

　居た堪れないって部分もあるけど、どうにか回避してやりたいとも思う。

　……さて、どうしよう。

　だらだらと汗が流れる。

　いくら考えても、答えが見つかりそうもない。

　俺はもう一度、どうにか終わってますようにと思いながら、そっと扉を開けて様子を窺う。




　……それはそれは、綺麗な土下座であった。どこか神々しい。




　……再びそっと扉を閉める。

　俺は大きく息を吐いてから、奥さん達の方へと振り返った。

「……えっと……うん。どうも緊急の話し合いをしているっぽいから、まずは俺とメアルだけで入って皆の事を説明するよ。いきなり大勢で押しかけるのもアレだしね」

　俺がそう言うと、奥さん達は了承するように頷く。

　だが、俺の様子で中がどうなっているのかを敏感に感じた者達が居た。

　ガイン達である。

　全員親指を立てて、任せたと合図をくれた。

　ラグニールの威厳は守ってみせると、俺も親指を立てて応えておく。

　そして俺とメアルは、謁見の間へこっそり入った。

　ラグニールは変わらず土下座のままである。

　俺とメアルの入室に気付いていないようだ。

　だが、優雅に寝そべっている白龍のメルさんと、玉座に座る白龍のメギルさんは、無言でこちらへと視線を向けてきた。

　何も言ってこない事で大丈夫と思ったのか、メアルが頭の上から飛び立ち、メルさんの所へと向かう。

　俺はその姿を目で追いながら、ゆっくりとラグニールに近付いた。

「よっ！　ラグニール。元気だったか？」

　土下座の事なんか気にしていないと伝わるように、俺は気軽に声をかけたのだが、ラグニールはびくっと体を跳ね上げ、床に付いていた顔を恐る恐る上げた。

「………………な、何だ、ワズか。あぁ、元気だっ……いや、待て。どうしてここに居る？　その前にちょっと待て。これはな──」

「誰が頭を上げて、声を出す事を許したんだい？」

　メギルさんの威圧満々の声によって、ラグニールは再び口を閉じ、冷や汗を流しながら頭を床に付けた。

　……これはマズイ。

　時間をかけ過ぎると、奥さん達がいつ入ってきてもおかしくないのだ。

　ガイン達が止めてくれるとは思うけど、ハオスイとカガネが居る以上、強行突破される可能性の方が高い。

　というか、さっさと終わらせてくれよと、メギルさんに視線を送れば、向こうも俺を見ていた。

「久し振りだね、ワズ」

　そう言ったメギルさんの瞳には、ラグニールを見ている時のような厳しいモノではなく、優しいモノが浮かんでいたので、俺は気軽に答えた。

「あぁ。そっちこそ、まだまだ元気そうで何よりだよ。……ところで、これはいつまで続くんだ？　そもそも、どうしてこんな事に？」

「そこの馬鹿龍が、『反省しています。本当です。なので、どうか許して下さい』と懇願するものだから、それが本当かどうか試しているのさ。私が良いと告げるまで、そいつはそのままだよ」

「……そ、そっか。……それなら、邪魔するのも何だし……帰」

　るか、と言おうとした瞬間、ラグニールと目が合う。

　その瞳は、涙を浮かべて助けてくれと懇願している。

　一体、いつからしていたのだろう。何だか、ラグニールの努力に泣けてきた。

　……いや待てよ。これはラグニールが望んでやっている事である。

　それを邪魔するというのも気が引けるし、そもそも、これは家族間の問題であって、俺には関係無いのではないだろうか？

　何故、誰しも俺を巻き込もうとするのだろうか？

　どこかの執事然り……どこかの龍王然り……。

　というか、お前龍王だよな？　ちっとも威厳を感じられないんだけど、それってどうなの？

　一応、お前ってこの山の頂点に位置する存在のはずなのに、それがどうしてこう……。

「はぁ……」

　俺は頭を搔きながら溜息を吐いた。

　やっぱり親友の危機には、手助けしてやらないとな。

「あ～……実はな」

　ラグニールの姿に居た堪れなくなった俺は、謁見の間の外に、奥さん達とガイン達が居る事を話す。……あと、胡散臭い執事の事も。

　──すると。

「あっはっはっ！　嫁さんがメアルの他に九人も居るなんてね！　やるじゃないか、ワズ！」

　メギルさんが豪快に笑う。

「ワズはモテるのねぇ。これは、メアルもうかうかしていられないんじゃないの？」

　メルさんも俺を見ながら微笑んで、メアルの頭を優しく撫でる。

「キュイッ！　キュキュイ！　キュイ！」

「あらあら、毎日一緒に寝ているのね。しかも抱き着かれながら。さすが私の娘！」

　メアル、その話は一旦止めようか。

　今、この瞬間に話して良い内容ではない。

「ふむ。……もちろん、責任は取ってくれるんだろうねぇ？」

　メギルさんが楽しそうに聞いてきた。

　いや、だから一旦止めよ？

　もちろん、俺はメアルと今後一生一緒に居るつもりなのは間違いない。

　けれど、今それを聞いて血の涙を流している奴が居るのだ。

　それは、ラグニールである。

　血の涙を流しながら、俺を射殺さんばかりに睨み、歯をギリギリと嚙みしめていた。

　しかし、メギルさんもメルさんも、そんなラグニールを放置である。

　え？　これ放置しちゃうの？

　父親の意見は通らないのだろうか？

　見た目の様子だけで言えば、完全に反対しているようだけど、メギルさんとメルさんには関係無いようだ。

「責任は取るつもりだから。それと、そろそろ奥さん達を中に入れたいんだけど？　さすがに龍王のこんな姿を見せる訳にはいかないし、一時的に座らせても良いかな？　で、今回ここに来た目的だけど……」





２






　奥さん達とガイン達が謁見の間に入り、中央で立ち止まる。

　俺はそこまで奥さん達を案内し、そのまま隣に並ぶ。

　すると、玉座に座る黒龍が、威厳を感じさせるような声で言葉を発する。

「ふむ。そなた達が我が親友ワズの奥方達か。よくぞ、我が城へと参った。ガイン達も久々だな」

　ラグニールである。

　俺のお願いで一時的に土下座が解除されたラグニールは、堂々と玉座に座っていた。

　ただまぁ、玉座へと辿り着くまでは、足が痺れていたのかプルプルと震えていたし、とてもではないが、威厳なんてモノは一切感じられない姿であったが。

　その傍らには、メアルを抱えるメルさんとメギルさんが居た。

　全員、龍の姿のままなので、その光景は壮観である。

「初めまして。メアルの母のメラルです。気軽にメルと呼んで下さいね」

「メアルの祖母のメギルじゃ。宜しくの」

　そんな二頭の挨拶に、奥さん達は優雅に一礼してから答える。

「ワズさんの妻で、サローナです。この山の主達に出会えて光栄です」

「ワズ様の妻で、タタと申します。これから少しの間、お世話になります」

「ワズ様の妻で、ナミニッサと申します。龍王様に出会えるとは、光栄でございます」

「ワズの妻で、ナレリナと言う。伝説で語られる龍王をこの目に出来るとは、夢にも思わなかった」

「ワズさんの妻で、キャシーと言います。宜しくお願い致します」

「……妻のハオスイ。成体の龍は、やっぱり格好良い」

「お兄ちゃんの妻で、カガネです！　こんな場所に来られて、興奮しています！」

「夫殿の妻で、マオリーンと申します。ガインお祖父様は龍王様の友だとか。大変誇らしいです」

「ワズの妻で、アリアよ。物語の中でしか聞かないような龍王様に会えて、光栄です」

　皆の、ラグニールに対する期待値が高過ぎる。

　先程までの姿を見せなくて良かったと思う。

　ただ、少しの間ここに居るし、その間にバレそうだという懸念もあった。

　……まぁ、いっか。

　龍王としての威厳を保てるかはラグニール次第である。

　速攻バレそうだけど。

　というか、カガネとマオの中では、既に俺の妻らしい。

　それに関しては、否定はしない。

　何となく、俺の中でもそうなるんじゃないかなと感じていた。

　やっぱり、二人共、他の奥さん達と同じように、これからも一緒に居たいと思っているのだろう。

「……ふむ。私は、ワズ様の執事として御同行させて頂いている、フロイドと申します」

　その言葉が耳に届き、一瞬で思考が切り替わる。

　おいおい、フロイドさんよ。やれば出来るじゃないか。

　いつもならふざけた自己紹介をしそうなものだが、今回は普通というか正しい。

　そう、正し──くない！

　何さらっと俺の執事って紹介してんの？

　しかも、言ってやったぞ的な表情を浮かべて。

　認めていないからな！　お前が俺の執事になったなんて、認めていないからな！

　俺はフロイドを睨むように見るが、向こうは視線すら合わせてくれない。

「うむ。我の親友であるワズの妻達と執事か。その名と姿は覚えた。話は既に聞いておるので、滞在中は自分の家だと思い、気軽に過ごすが良い」

　そう言うラグニールの表情は、まさに厳格な龍王そのものだったのだが、俺に視線を合わせた瞬間、「てめぇ、これだけ奥さんが居ながら、可愛い可愛い我のメアルも嫁にするってか？　……後でツラ貸せや！」であった。

「キュイ、キュイキュイ！　キュイ！」

「あらあら、メアルも自分はワズの妻だと主張していますね。ふふ」

　メアルの鳴き声を訳してくれるメルさん。

　その言葉によって、ラグニールは絶望の表情を浮かべる。

　おい！　仮面仮面！　龍王の仮面が剝がれているぞ！

　ただ、その表情を奥さん達は見ていない。

　ガイン達が絶妙のタイミングで前へと飛び出し、「さぁて！　次はワシ等が城の中を案内するぞ！」と、ラグニールの威厳を守ったのだ。

　良くやった！　と、ガイン達に向けて親指を立てる。

　ガイン達も、だろ？　と親指を立てた。

　今、俺とガイン達は、ラグニールの威厳を守るために通じ合っている。

　互いに友のために頑張るという、確かな友情を感じた。

　というか、先程の発言で思ったが、奥さん達はメアルの事をどう思っているのだろう。

　それを確認すると、「え？　最初からそうだと思っていましたけど？」的な事を言われる。

　さすが、俺の奥さん達。

　わかっているなぁ～。

　俺も、今更メアルと別れようとは思わないし、メアル自身が俺と一緒に居たいというのであれば、ずっと一緒に居るつもりである。

　それに、もしメアルを傷付ける奴が居れば、全力で相手をさせて貰おう。

　……そう。全力で。……ふふふ。




　その時の俺は、拳を握り締めて黒いオーラを放っていたと、後から聞いた。




　その後は、ラグニール達と共に全員一緒に食事を取り、メルさんに案内されるまま部屋へと向かい、そのまま休む。

　今はそういう時ではないので、もちろん俺と奥さん達は別室だ。

　メアルもここに居る間はメルさん、メギルさんと共に寝るようである。

　どうやら、ここに居る間は淋しい夜を過ごす事になりそうで、肩をがっくりと落とした。
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　翌日からは、それぞれが自分に出来る事をしていった。

　奥さん達はメアルと共に、メルさん、メギルさんの両名と共に過ごしている事が多く、メルさんから料理を習ったり、メギルさんから色々な物語を聞いて、充分休息しているようだ。

　また、戦闘訓練と称して、ガイン達との模擬戦も行っている。

　ガイン達も喜んで模擬戦の相手をしてくれているのだが、ゼアルは野性を目覚めさせ、城の周囲を駆け回っている事が多い。

　まぁ、本人は楽しそうにしているので別に良いか。

　多分、イスコア王国に着いたら、デオラーデさんに連行されるだろうし、今は好きにさせてやろうと思う。

　そして俺は、奥さん達の装備品を作ろうかと思っていた。

　ただ、イスコア王国に向かうという目的もあるため、あまり時間はかけられない。

　なので、今回はそれぞれの武器を新調しようと思った。

　防具に関しては、カガネに何やら考えがあるそうなので任せておく。

　そうして、いざ始めようかと思った時、はて？　どうしようか？　と考える。

　元々、俺のＤＥＸと神格化を当てにして武具作成をしようと考えていたのだが、それには当然材料が必要となる訳で、今はその材料が手元には無い。

　メアルの時空間魔法の中には、魔物の素材は大量に収納されているのだが、金属系の鉱石は一切無いのである。さすがに、無いところからは何も作れない。

　これならあの馬鹿王との戦いの後に、ある程度の鉱石を回収しておけばと少し後悔した。

　なので、ここは知っている者に尋ねようと、ラグニールとメギルさんへと聞いてみる。

　どこかその辺に、鉱石が取れる場所はないかと。

　ちなみに、ラグニールは俺の奥さん達が居ない時、謁見の間で玉座に居るメギルさんを相手に土下座を続けている。

　助けてやりたいとは思うが、それで俺まで巻き添えになるのは勘弁して欲しいので、ここはあえて突っ込まない。

「……ふむ。鉱石ねぇ。……そもそも、ワズの奥さん達の強さは、既に並ではない事は見ただけでわかる。それこそ、この山の中でも充分に通じるし、まともに相手が出来るのは私達のように山の上位者だけだろうね。そうなると、そこらにあるような普通の鉱石で作った武器じゃ、耐えきれないんじゃないのかい？」

「やっぱり、そう思うか。……俺もそうかも？　とは思っているんだが、とりあえずは作って使ってもらってみないと、その辺はわからないし」

「なるほど。では、ワズよ。この城の宝物庫にある武器を元にして考えれば良いのではないか？　なんなら、そのまま使い潰してくれても構わないぞ」

　俺が悩んでいると、ラグニールが土下座のままで提案してくる。

「いいのか？　そうしても良いのなら、俺としてはかなり助かるけど」

「構わん。好きにしろ。財宝を求めてここまで来られるような奴は居らんし、全部ならまだしも、武器が数点程減ったところで、大した問題でもない。それに、道具は使ってこそである」

「ありがとう、ラグニール。恩に着る」

「うむ。その代わり、メアルを嫁にするのは諦めろ」

「それはアンタが決める事じゃないね。大事なのは、メアルがどうしたいかだよ。父親だからって子供の将来を勝手に決めるのは良くないねぇ。……生意気な事を言った罰として、土下座の時間を追加だね」

「グルゥ……」

　ラグニールが悲しそうな声で鳴き、俺に視線を向ける。

　うん。俺は悪くない。完全にラグニールの自爆だ。

　だから、俺に助けを求めるような視線を向けるな。

　自分で招いた事なんだから、自分でどうにかしなさい。

　その後、俺はメギルさんから宝物庫の鍵を受け取り、感謝を述べて謁見の間を出て行く。




「……そう言えば、宝物庫には悪魔の書が」

「もうワズは居ないよ。言うのが遅……ちょっと待ちな。アンタ、知っていて言わなかったね？」

「ギクッ！」

「なるほど。メアルを取られたのが、そんなに悔しかったのかい？」

「……はい」

「まぁ、その気持ちはわからなくはないよ。でもね、子はいつか親の下を飛び立つもんさ。親は、その覚悟を常に持って、生きていかなきゃならない。それはわかるね？」

「……はい」

「メアルは賢い子さ。そのメアルが選んだ相手なんだ。それを信じてやんな。……けれど、アンタのその精神は鍛え直さなきゃならないね。土下座、もう一日追加の上、誰が来ようともそのまんまで居るんだよ」

「……グ、グルゥ」





２






　宝物庫へと入るための扉は、龍状態のラグニールでも余裕で通れる程に大きい。

　しかも、全てが鉄製で、俺なら余裕で開ける事は出来るが、普通の人には重くて無理だと思う。

　そういう人のために、門には小さな出入り口がある。

　俺が預かった鍵も大小二つが付いているため、どちらの扉でも開ける事が出来た。

　なので、俺は人サイズである小出入り口を開けて、宝物庫の中へと入る。

　宝物庫の中は、この城のサイズを考えれば、ありえない程に巨大な空間だった。

　何気に、ここへと入るのは初めてである。

　多分だけど、魔法的な処置が施されているのだろう。

　そして、宝物庫の中には、眩しくて薄目になってしまいそうな程に輝く金銀財宝と、宝石類や何かの書物、そして武具等が至る所で無造作に置かれていた。

「……広過ぎじゃない？　……この中から探すの？」

　視界一杯に広がる財宝の量に、俺は少々うんざりした。

　奥さん達の武器を用意するにあたり、俺は事前に希望は聞いていたのだが、それに沿うような武器があるかどうかわからない。

　これだけあるのだし、希望する武器に近いモノはあると思う。

　なければ、俺のＤＥＸで改良するだけだ。

　ただ、それがどこにあるかがわからない程に、膨大な数の武具があった。

「……さて、どうしたものか。……ん？」

　目についたのは、台の上に置かれた一冊の本。

　もしかして、ここにある財宝の目録か何かだろうか？

　そう思い、確認するため、手に取って開く。

　すると、開いた途端に本から黒い煙が立ち昇り、それが筋骨隆々の男性の人型を形作る。

　……何故か、頭に角があり、蝙蝠のような羽があった。

「ぐはははははっ！　目録だと思い、本を開いたな、愚かなる者よ！　我はこの宝物庫を守る大悪（バタン）」

　即座に本を閉じる。

　どうやら目録ではないらしい。

　ならば、用は無い。

　台の上に戻し、俺は目的の武器探しを再開しようとしたのだが、本がひとりでに開き、再びそれが現れる。

「待へ待へ待へ待へ～い！　いひなり閉じるとは何事か！　突然閉じるから舌を嚙んでしまったぞ！　この責任はどうして（バタン）」

　何か煩うるさそうなので、再び閉じる。
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　再び開きそうになったので、今度は開かないように上から押す。

　ジタバタと本が暴れるが、俺の押す力からは逃れられない。

　暫くの間押さえつけていると、暴れるのを止め、静かになった本の隙間から声が響いた。

「……あの～、自分的には本を開けて貰えると幸いなのですが？」

「いや、だって開けたら煩いし」

「いえいえ、もう煩くしませんから。なので、ちょっと離して頂けませんかね？」

「離したらどうすんの？」

「そうですね。すこ～しだけ自分の話を聞いて頂ければ、それで満足なんで。……どうですかね？」

「う～ん。でも、今忙しいし」

「大丈夫。大丈夫です。直ぐ、直ぐ終わりますから」

「本当に？」

「それはもう！　それに、宝物庫に来たって事は、何かしらお探しという事ですよね？　なら、自分はここの番人のようなものなので、お探しの物がどこにあるかなど直ぐにわかりますよ」

　それは助かるな。

　なので、俺は本から手を離す。

　すると、本が勝手に開き、再びそいつが現れた。

「ぐはははははっ！　宝を求める強欲な者よ。我の甘言にまんまと騙されたな！　愚かな決断の結果を、その命をもって知るが良い！」

　それが、そう言いながら本ごと宙に浮く。

「この大悪魔の大魔法の大威力を喰らうが良い！」

　大、大、大と、煩い奴である。

　俺が耳に手を当てている間に、そいつは宣言通りに魔法を唱えた。

『我が敵を燃やし尽くせ　悪魔の炎よ』

　その言葉に反応して、そいつの手には紫色の巨大な炎の玉が出現し、俺に向かって飛んでくる。

　俺は回避する事もせず、そのままこの場で受けた。

　周囲で轟々と燃える紫色の火。

　俺は炎の中でそれを眺める。

　とりあえず、服の強度の方が勝っていたようで、正直燃えなくて良かった。

　こんな場所で裸になるのは勘弁して欲しいので。

　まぁ、俺にとってはいつもの出来事だったのだが、そいつにとっては違ったようだ。

「ぐはははははっ！　どうだ！　大悪魔の大魔法の大威力は！」

「う～ん。ちょっと温いかな。ラグニールのファイアブレス程ではないな」

「普通に返事をされた！」

　そいつが驚きの声を上げる。

「そんな馬鹿な！　ただの人間に耐えられる威力ではないはずなのに！　ありえん！　ありえ～ん！」

　そいつが叫びながら、何度も魔法を放ってくる。

　雷魔法や氷魔法、風魔法や土魔法まで、様々な魔法を使ってくるが、そのどれもが俺に傷一つ付ける事はなかった。

　俺は平然としていたが、そいつは肩を大きく動かして呼吸をしている。

「はぁ～……はぁ～……。馬鹿な。我が魔法がどうして通じない」

「もう気が済んだ？　じゃあ、もう良いかな？」

　俺はそう言って軽く飛び、空中に浮かぶ本を摑んで着地した。

　そして、そっと本を閉じようとするが、そいつが焦り出す。

「いやいやいやいや、ちょっと待ってくれ！」

「……」

　ちょっと待ってみる。

「あ、待ってくれるのね。ふぅ～（バタン）」

　ちょっとだけ待ったので、本を閉じた。

　さっ、武器を探さないと。

「酷い！　酷いよ！　どうして本を閉じるの！」

　再び本から現れたそいつが叫ぶ。

「いや、ちょっと待ってって言ったから、ちょっとだけ待って閉じただけなんだけど？」

「いやいやいや、ちょっと待ってって、そういう意味じゃないから！」

「……でもさ、何か俺を殺そうとしてきたし、お前の言う通りにする必要はないんじゃないかな？」

「いや、あれは冗談。冗談じゃないですか。久々だったんで、ちょっとテンションが上がっちゃって！　ちゃんと死なないように手加減はしていたんですよ？　本当ですよ？」

「悪魔だけに？」

「甘言ですけどね！　……」

「……」

　こいつ、本当にどうしようもないな。

　本当に悪魔なのだろうか？

　悪魔ってもっとこう、邪悪？　みたいな感じじゃないの？

　……まぁ良いけど。

　確かに、こいつの魔法は俺でなければ危なかったかもしれない。

　つまり、今の奥さん達にとっては危険であるという事だ。

　何かの拍子でここに入り、こいつに出会うのは危険である。

「……やっぱ滅ぼしておくか」

　俺はぼそっと呟いて、完全に消滅させるつもりで神格化した。

　神格化した瞬間、そいつの表情には恐怖が生まれる。

「待って待って待って待って！　今回は本当に待って！」

「……」

「あっ、待ってくれるのね。……じゃなくて！　いやいや旦那もお人が……いや、お柱が悪い。神なら神と言って下さいよ。それも、相当力の強い神だなんて。旦那のように強い神に祓はらわれちゃ、自分、本当に消し飛んでしまいますよ」

「そのつもりだけど？」

　拳を握り、力を溜める。

「本当に待って下さい、神の旦那！　ここに来たって事は、何かお探しの物があるんじゃないですか？　自分、本当に目録的な存在でもあって、目的の物を直ぐ様呼び寄せる事も出来ますぜ？」

「……で？」

「なので、どうか滅ぼさないで下さい！　今後一切、神の旦那とは敵対しませんから！」

　そう言いながら、綺麗に土下座をされた。

　まぁ、こっちも大量の財宝を前に困っていたし、目録的な事もそうだが、呼び寄せる事も出来るというのは、正直言って助かる。

　そう考え、俺は神格化を解く。

「わかった。その代わり、俺には奥さん達が居るんだけど、もし何かの拍子に手を出したりすれば」

「わかっておりま～す！」

　そいつの力一杯の叫びを信じる事にした。

「……なら、滅ぼすのは止めるよ。それで、俺が探しているのは武器なんだけど」

「あっ、すみません。自分、道具系の目録なんで、武器を呼び寄せるのは無理です」

「ちぇいっ！」

　とりあえず一発殴っておいた。




　その後、俺は広大な宝物庫の中から、五冊目の目録を見つけた。

「がはははははっ！　本を開いたな、強欲なる者よ！　我は大悪──へぶっ！」

　目録の中から現れた悪魔を、即座にぶん殴って黙らせる。

　本当に、何度も同じ事を言うので飽き飽きだ。

　そんな俺の後ろには、既に四体の悪魔が存在していた。

　左から順に、道具系の目録でイチロー、硬貨系の目録でジロー、魔法書系の目録でサブロー、小物系の目録でシローという名前であった。

　全員、その顔に殴られた跡がくっきり残っている。

　目録を開く度に、同じ事の繰り返しであったため、うんざりした結果だ。

　ちなみに全員兄弟で、全く同じ姿なので見分けが付かない。

　俺は、そいつらに視線を向けながら尋ねる。

「こいつが武具系の目録なのか？」

「はい。名をゴローと言います」

　多分、イチローが答えた。

　いや、名前までは聞いてないんだけど……まぁ、良いけどさ。

　漸く見つけた武具系目録である。

　やっと、これで目的の物が得られると溜息を吐いた。

　そして、俺は武具系目録のゴローへと視線を向ける。

「さて、ゴロー。とりあえず、俺が求める武具を出して貰おうか。それと、イチロー。鉱石の類があれば、それも呼び寄せてくれ」

「「イエス！　マイロード！」」

　ゴローも素直に言う事を聞いてくれた。

　多分最初の一発と、後ろに控えていた兄弟の姿を見て、全てを悟ったのだろう。

　そして、俺は目的の物を呼び寄せて貰い、ほくほく顔で両手に抱えて宝物庫を後にする。

　もちろん、呼び寄せて貰った事には感謝したので、お礼の言葉は告げたのだが、俺と奥さん達には手を出さないようにと、きちんと忠告しておいた。








第九章　第三の刺客？









　宝物庫から持ち出した物は、作業部屋として借り受けた部屋へと運んだ。

　これから、俺のＤＥＸを最大限使用して、奥さん達の希望する武器を作り上げていく。

　作業手順は、奥さん達を鍛え上げた要領で、神格化して行う予定だ。

　神格化状態であれば、どこをどうすれば良いのかがわかるからである。

　多分「固有魔法：神」を使えば、材料はあるし、パッと作れると思うのだが、何と言えば良いか、魔法で作られた場合、いまいち強度がどうなっているのかとか、わからない部分が出てくるため、ちゃんと作りたいと思ったのだ。

　まぁ、奥さん達にあげるプレゼントのようなものだし、それを魔法ではなく自分の手で作ったという実感が欲しかっただけかもしれない。

　もちろん、打ち直したり、超高熱の火を使ったりもするので、その辺は「固有魔法：神」を遠慮なく使用するのだが。

　そして、ある程度まで作業を進め、日も落ちたので本日は終了である。

　さすがに体力も大きく消費するので、俺はそのまま宛てがわれている部屋へと戻り、即座に眠った。




　翌日、何かの気配を感じて意識が目覚める。

　この気配は、メアルではない。

　そういえば、メアルは家族と一緒に過ごしているので、今は俺の傍には居ないのである。

　となると、この気配は誰だろう？　奥さん達の誰かだろうか？

　……待てよ？　昨日、鍵かけたっけ？

　う～ん……。記憶にない。

　なら、奥さん達の誰かが起こしに来たという事かな。

　俺はゆっくりと目を開く。

「やぁ、昨日は激しかったな」

「……」

　俺の隣で寝そべっている女性が、意味のわからない事を言う。

　その女性は、灼熱のような真っ赤な髪に、鋭い目付きで気の強そうな印象を与える顔立ちをしている。ただ、間違いなく綺麗な人だ。

　体付きは、残念な程に平坦な胸なのは見てわかるが、全体的にすらっとしている。

　服の間からちらっと見えた腹筋も、綺麗に割れていた。

　その服だが、肩まで出ている布地の少ない上着に、女性用の下着しか身に着けていない……んだけど、不思議と扇情的には見えない。

　どちらかと言うと、からっとした健康的な美を感じた。

「いや～、一度言ってみたかったんだよな、この台詞。……って、あれ？　ちゃんと起きているよな？　目を開けて眠っている訳じゃないよな？　お～い？　もしも～し？」

「……」

　……って、えええええぇぇぇぇぇ～！

　いや、えええええぇぇぇぇぇ～！

　ちょっ！　まっ！　えええええぇぇぇぇぇ～！

「だ、誰？　何で俺のベッドで寝てんの？」

　俺は即座に立ち上がって拳を握る。

　誰かわからない以上、戦闘態勢を取った。

「ん？　そういえば、こうして会うのは初めてだな。まぁ、やり取りしている内に、互いに知っている気になってしまうのは仕方ないよな。改めて、私は『戦女神』だ」

　……戦女神だ？　……戦女神だ。……戦女神……戦。

　戦女神様あああぁぁぁ～！

　というか、またかぁ～！

　そう心の中で絶叫した後、俺は一気に脱力してその場にへたり込んだ。

　戦女神様？　も、俺に合わせて対面するように座る。

「一応念のために聞きますけど、本物なんですよね？」

「ん？　これで良いか？」

　そう言って、戦女神様？　が自分の存在を証明するように、神のオーラを纏う。

　うん。わかっていたよ。本物だって。

　……出来れば、夢であって欲しかったけど。

「もう良いです。わかりましたから」

「そっか」

　戦女神様が神のオーラを消して、にっこりと笑みを浮かべる。

　対する俺は、苦笑いだ。

「……それで、戦女神様がどうしてここに？　というか、どうやってここへ？」

「あぁ。それは簡単だよ。私は、戦を司る性質上、一番力が溜まりやすいんだ。それで、顕現出来るまで力が回復したから、こうして現れたわけ。ワズに直接会いたかったっていうのもあるけど、ついでに世界の様子も見に来たんだ」

「はぁ。……えっと、それだけですか？」

「他に何かあるか？」

「いえ……そう問われると……ない……です？」

　あれ？　何だろう？

　何と言うか、こうして直接会って話を聞くと、至極真っ当な神様に思える。

　カード内だと、光女神様達の仲間って感じなんだけど……あれ？

　おかしい。

　こう……まともな事を言われると、何か調子が狂うというか。

「えっと、こうして俺と会った訳だし、これから世界の様子を見に行くって事ですか？」

「そうなるな。……まぁ、他にする事もないし、顕現したからといって、私は戦う事が出来ないし」

「え？　戦えない？　そういえば、そんな事を言っていたような。……あれ？　戦女神様ですよね？」

　俺が不思議そうに尋ねると、戦女神様は「たはは……」と、苦笑いを浮かべた。

「いや～、確かに私は戦を司る女神なんだけど、実は実際に私が戦うためには色々と制約があって、そう簡単には戦う事が出来ないんだよ」

「……あれ？　前は俺と戦いたいとか言っていませんでした？」

「あれはその場の勢いだよ、ワズ」

「じゃあ、その話は無しという事に？」

「いや、そうでもない。ワズが完全に神格を得て、私達と同質の存在になれば問題なく戦えるぞ」

　あれ？　そうなの？

　まぁ、今は神格化する事をそこまで気にしてはいないけど、光女神様達と同質になると言われれば、ちょっと考えてしまう。

　けれど、奥さん達や光女神様達の間では、俺が完全に神格化するのは確定事項のようだし、気にするだけ馬鹿らしいのも間違いないわけで……まぁ、いっか。

「では、そうなったらという事で」

　戦女神様は、どうもまともな神様っぽいし、軽く戦うくらいなら問題ないだろう。

　何か、光女神様達に振り回されて、色々鬱憤が溜まってそうだしね。

　そんな俺の言葉に、戦女神様は子供のような無邪気な笑みを浮かべる。

「あぁ！　それまで待ち望んでいるからな！　く～、今から楽しみだなぁ～」

　何か対応が普通だな。

　……この神様。本当に光女神様達と同じ女神様なの？

　実は違うんじゃないの？

「それじゃ、そろそろ行くよ」

　そう言って、戦女神様が片手を上げ、部屋から出て行こうとする。

「あっ！　いや、あの！」

「ん？　どうした？」

　あれ？　俺、何で呼び止めたんだろう？

　何かあまりにも普通の会話だったから、意表を突かれて動揺してしまったのだろうか？

　こんな風に会話が出来るだなんて思っていなかったし。

　……光女神様と大地母神様の二柱は、大変だったからなぁ。

　というか、こんな事を考えている間も、戦女神様は律義に俺の発言を待っている。

　どうしよう。何を言えば良い？

　咄嗟に呼び止めてしまったから、特に用なんて……あっ！　そうだ。

「戦女神様は戦えないんですよね？」

「あぁ、制約があるからな」

「それは、戦いを教える事も出来ないのでしょうか？」

「そうだな。……お手本を示す事は出来ないが、口出しくらいなら可能だぞ」

「それなら、大変厚かましいとは思いますが、俺の奥さん達に何かご教授願えないでしょうか？」

「それぐらいなら別に良いぞ。それに、私も彼女達とは仲良くなりたいと思っていたしな。丁度良い機会だと思う。ただ、顕現出来る時間も限られているし、教える事が出来るのは一人か二人が限界だろう。邪魔しないように遠くから見て、必要そうな者に声をかけておくよ。……寧ろ、全員に教えられなくて申し訳ない」

　い・い・か・み・さ・ま・す・ぎ・るぅ～！

　何この戦女神様！　普通に神様だよ！

　何の難癖も付けてこないし奇行もしてこないし、本当に神様だよ！

　ははぁ～と、拝みたいくらいだよ！

　本当に申し訳ない。

　今まで、光女神様達の仲間であると思っていました。

　同じように、ちょっと面倒な神なのかなって思っていた事を謝ります。

　寧ろ、戦女神様ならいつでも来て下さい！

　最大限の歓迎をさせて頂きます。

　というか、いつまでも居てくれて問題ありません。

　もし、顕現に俺の力が必要なら、いつでも喜んで与えます。

　俺の心の中が、清らかなモノで満たされていく。

「じゃあ、まずは彼女達の様子を見てくるか。実際に見てみない事には、どこをどう教えれば良いのかわからないし」

　そう言って、戦女神様が手を振りながら出て行った。

　俺もその手振りに応えておく。

　……こんな良い神様も居るんだなぁ。

　俺は暫く呆然とした後、奥さん達の武器製作のため、作業部屋へと向かった。








第十章　奥さん達と









　奥さん達の武器を作り始めて数日が経ち、漸く全て完成した。

　この武器には、俺の神格化状態で発動出来る「固有魔法：神」の力を存分に使い、強度の上昇と、個別に能力も付与したのだが、この能力の付与には、カガネの知恵も借りている。

　というよりかは、積極的に口出ししてきて、サローナにはこう、タタにはこうと、様々な事を教えて貰った結果、俺も満足がいく武器が出来たと思う。

　それと、奥さん達に渡す腕輪も作っておいた。

　奥さん達の力を疑う訳ではないが、武器だけでは少々不安だったので、一時的でも良いから結界魔法が使用出来るようにならないかと思ったのだ。

　これには、ナミニッサに相談に乗って貰い、最終的には装着者の魔力を消費して、魔力で出来た半透明の盾を生み出す事が出来るようにし、装着者の近くだけという限定ではあるが、任意の場所へと動かす事が出来る。

　それと、この腕輪にはもう一つ機能を付けておいた。

　メアルの時空間魔法の縮小版だ。

　ただ、縮小した事で中に入れられる容量は小さく、今回渡す武器を入れれば、後はあまり容量は無い。

　まぁ、日常的に使う分には困らないと思う。

　ちなみに腕輪のデザインは全て同じだ。

　こうして限られた時間の中で出来た武器と腕輪を、奥さん達へと渡しに行く。





メアルと






　メアルに渡すのは、腕輪だけだ。

　基本的にメアルは戦わないし、攻撃手段は今のところファイアブレスしかないので、武器が必要無いという部分もあった。

　いつもなら俺の頭の上に居るし、寝る時は抱いて眠るのだが、この城に居る時に限ってはそうではない。

　母親であるメルさんに甘えっ放しなのである。

　なので、きっと今もメルさんの所に居るのだろうと思い、まずは謁見の間へと向かった。

　謁見の間の扉を開ければ、そこにはメアル、メルさんの他に、ラグニールとメギルさんも居る。

　どうやら、一家団欒の場と化していたらしい。

　ラグニールも既に土下座ではなかったので、ほっとした。

　そして、俺に気付いたメアルが抱き着いてくる。

「キュイキュイ！」

　メアルの嬉しそうな鳴き声に俺も喜び、優しく撫でる。

　そのまま俺はラグニール達の方へと近付いて行った。

「うん？　どうした、ワズ。我らに何か用か？」

「いや、皆の武器と腕輪が出来たから、それを渡しに来たんだ」

　俺はそう言って腕輪を取り出し、メアルの前足に優しく嵌める。

　メアルとハオスイの腕輪は特別製で、他の奥さん達と同じ能力の他に、メアルが人化、ハオスイが龍化してもそのまま腕に嵌まっているよう、大きさを自動調整する事が出来るようになっていた。

「うむ。メアルを守るための腕輪。さすが我が親友である」

「ありがとうございます、ワズさん」

「わざわざすまんの、ワズ。まさか、メアルがこれから人化した時の事まで考えておるとは」

「……ん？」

　メギルさんの言葉に違和感を覚える。

　……あれ？　もしかして？

「いや、メアルはもう人化出来るぞ」

「「「……え？」」」

　ラグニール達が不思議そうな表情を浮かべる。

　あれ？　やっぱり知らなかったのか。

　というか、メアルは人化が出来るようになった事を教えなかったのか？

　なので俺は、メアルへお願いするように名を呼ぶ。

「メアル」

「キュイッ！」

　メアルが飛び立ち、人化の魔法を発動した。

　そして、そこに現れたのは人化したメアル。

　腕輪もきちんと嵌まっているので、自動調整はきちんと働いているようで安心した。

「出来ルヨウニナッタノ～！」

　言葉も少し流暢になっているようだ。

　メアルが人化した事に、ラグニール達も喜ぶ。

「おぉ！　さすがメアル！　うむ。人の姿になっても可愛い可愛い」

「まぁ、可愛らしい！　さすが私の娘ですね」

「ふむ。今日はメアルの人化記念として、ご馳走を用意しないとね」

　というか、もの凄い喜びようだった。

　そんな中、裸のメアルがてててと俺に近付き、ぎゅっと抱き着いてくる。

　……うん。次は服も用意しておこう。

「前ヨリハ、上手ク出来ルヨウニナッタヨ」

「そうだね」

　よしよしとメアルを撫でる。

　……何だろう。ゼアルの事を悪く言えない自分が居た。

　そんな事を考えていると、メアルがにこっと笑って、俺を見上げてくる。

「コレデ、ワズト結婚出来ル？」

　ピシャーン！　と、ラグニール達に衝撃が走ったような気がしたけど、俺は構わず答える。

「そうだね。もう少し大人になったらかな」

「ワカッタ～！　ソレマデ、待ッテテネ」

　そう言って、メアルがぴょんっと飛び、俺の頰に口付けをする。

「ぬわあああぁぁぁ～！　ワズ、貴様あああぁぁぁ！　ちょっと城の外に出ろやぁ～！」

「あらあらあら！　まぁまぁまぁ！　これでメアルは安心ね」

「メアルの事、宜しく頼んだよ、ワズ」

　メルさんとメギルさんは喜びの言葉を上げるが、その一方、ラグニールが認められないと暴れ出し、メギルさんによって即座に取り押さえられる。

　そんな中、俺はメアルに待っているねと告げて、優しく頭を撫でた。





サローナと






　まだ陽も昇っていない早朝。

　サローナを捜して城の中を歩いたが、その姿を見つける事が出来ない。

　一体どこに行ったのだろうと、気配察知を試みてみると城の外に反応があった。

　恐らく、これがサローナだと思う。

　城の中で見つからない以上、まずはそこに行ってみる事にした。

　そこは、城から少し離れた位置にある崖の上。

　そこで、サローナが細剣を振るっている姿を見つける。

　俺はゆっくりと近付き、声をかけた。

「おはよう、サローナ」

　俺の声に反応して、サローナが動きを止め、振るっていた細剣を腰の鞘へと仕舞う。

「おはよう、ワズさん。今日は早いね」

「そっちもね」

「ふふ。私はいつも通りだよ。それで、こんな朝早くからどうかしたのか？」

「あぁ。漸く出来たからね、これを渡しに来たんだ」

　そう言って、俺は脇に抱えていた包み紙をサローナへと渡す。

「どうぞ。お受け取り下さい」

「私用の武器か。ありがとう。早速見ても良いかな？」

「もちろん」

　サローナが包み紙を開く。

　その中にあったのは、綺麗な装飾が施された細剣と、翼が開いたような形の弓、それと腕輪である。宝物庫から運び出した物が元で、俺が色々いじったものだ。

　細剣の方は、見た目よりも頑丈な強度を誇り、使用者の任意で風の刃を放つ事が出来る。

　弓の方は、カガネの考案で弦を引けば魔力の矢が自動発生し、放てば矢自体が回転して、貫通力を高めていた。

　後、これまたカガネの考案で、矢は狙った場所に自動追尾するようになっている。

　武器の説明を簡単に済ませると、サローナは早速使用してみたいというので、その様子を眺める事にした。

　サローナは、まず細剣を持ち、先程までと同じように振るい、最後に風の刃を空中に向かって何度も放つ。

　込める魔力を変えて、風の刃の威力の違いを試しているようだ。

　次に弓を構え、少し離れた場所にある岩に向かって矢を放った。

　その矢は、回転しながら飛んでいき、そのまま岩を貫く。

　岩にはくっきりと矢が通った跡が残っていた。

　最後に、腕輪を左腕に嵌めて、魔力盾の様子も窺う。

「……これは凄いな。細剣の風の刃は、私の風魔法程の威力は無いが充分牽制には使えるし、込める魔力で威力も変えられる。それに、弓を用意してくれたのは嬉しいな。こちらの方が得意だし、何よりこの矢の貫通力は凄まじい。腕輪も邪魔にならないし、何もないところから盾を生み出せるのは良いな」

　大変好感触のようだ。

　サローナは嬉しそうに何度も武器を握ったり、腕輪を見て嬉しそうに微笑む。

「気に入ってくれたようで嬉しいよ。それと、細剣と弓の握りはどうかな？　違和感があるなら調整するけど？」

「それは気にしなくても良いよ。その辺りは自分でどうにかするさ」

「そう」

　サローナの嬉しそうな表情を見る事が出来て、俺も自然と笑みを浮かべた。

「……ワズさん。今、時間はあるか？」

「大丈夫だけど、どうしたの？」

　そう答えると、サローナは視線を崖から見える遥か彼方へと向けた。

「ワズさん。ありがとう」

「え？　何で感謝？　あっ、武器の事？」

「ふふ。それもあるが、それだけではない」

　風で乱れる髪を直しながら、サローナが言葉を続ける。

「私はね、こうしてここに居る事に感謝しているんだ。……きっと、ワズさんに出会って、里を飛び出さなければ、私は一生世界の広さを知る事は無かっただろう。里で一生を過ごす事を悪いとは言わないが、それでも、私は今感謝の言葉を伝えたい」

　そう区切って、サローナが俺と視線を合わせる。

「私を外へと飛び出させるきっかけをくれて、ありがとう。大好きだよ、ワズさん」

「俺も、今こうしてサローナと一緒に居られて、心から嬉しいよ。こちらこそ、俺を追ってくれてありがとう。大好きだよ、サローナ」

　そして、俺とサローナは口付けを交わす。

「……何かこう、改まると照れるね」

「ふふ。そうだな」

　サローナが小さく微笑んだ瞬間、雲の下から陽が出て、その光がサローナの銀髪を輝かせる。

　その姿に目を奪われ、俺は暫くサローナに見惚れた。





タタと






　タタを捜そうと思ったのだが、確か今日の食事当番はタタだったはずなので、居場所は城の中にある調理場だろうと当たりを付ける。

　何故龍王の城に調理場が？　と、最初は思ったのだが、どうやらメルさんが使用するようで、大きさは龍ではなく人に合わせていた。

　どうして人の大きさなのか、メルさんに尋ねると、人姿の時は味覚が繊細なんだとか。

　そのために、龍の大きさに合わせてではなく、人の大きさに合わせて作ったそうだ。

　その調理場へと向かうと、予想通り、中でタタが朝食の支度をしている。

　邪魔かな？　とも思ったが、まぁ渡すだけなので問題ないだろう。

　調理をしているタタの後ろ姿を少しの間だけ堪能した後、声をかける。

「タタ、ちょっと良い？」

「ワズ様。どうかなされましたか？」

「今大丈夫かな？　調理の邪魔になるなら、後にするけど」

「ふふ。構いませんよ。今日の朝食は簡単なモノにしていますから」

　そう言ってタタが調理の手を止め、水場で手を洗ってから俺へと振り返る。

「ありがとう。武器と腕輪が出来たから、渡しに来たんだ」

　タタに武器と腕輪が入った包み紙を渡す。

「出来たのですね。ありがとうございます。見ても良いでしょうか？」

「もちろん」

　渡した包み紙を丁寧に開けるタタ。

　タタは、最初に出会った頃から比べると、かなり戦えるようにはなっているのだが、それは魔物が相手だった場合で、人との戦いはまだ少々苦手のようで、相手を傷付ける事に躊躇いがあるように見えた。

　もちろん、俺や奥さん達、自分の命が賭けられている時に躊躇いはないとは思うけど、それでも、タタが戦いを苦手にしているという事に変わりはない。

　まぁ、元々そういう事をやってきていないのだから、その辺はこれからだと思う。

　なので、俺が今のタタに用意した武器は、先端に巨大な宝石と、それに見合う装飾が施されている金属製の杖だ。

　これに「固有魔法：神」を使って、タタが覚えた結界魔法の出力と強度をかなり上昇させる効果を得られるようにした。

　杖自体の強度もいじっているので、いざという時は打撃武器としてもかなりの攻撃力を発揮するだろう。

　俺からの説明を聞きながら、タタが嬉しそうに杖を持つ。

　そして最後に、腕輪を嵌めて魔力盾の様子を窺っていた。

「あぁ。その魔力盾は、結界魔法と比べたら心許ないと思うけど」

「いえ。消費魔力が少ない分、任意の場所に即座に出現出来るというのは助かりますし、結界魔法と違って移動しながらでも張れるというのはとても良いです」

　タタがにこにことしながらそう言った。

　う～ん。随分と逞しくなったようである。

「そういえば、ワズ様」

　杖を腕輪の中に仕舞い、タタが何かを思い出したかのように尋ねてきた。

「ん？」

「ナミニッサ達とは違う色の赤髪の女性が、私に戦い方を教えてやると言っておりましたが、お知り合いでしょうか？　本人は前からの知り合いだと仰っていましたが？」

「赤髪の女性？」

「はい。その時は私の作った昼食をお食べになって、満足しながらどこかに行ってしまわれましたが……。危険な感じはしませんでしたので、特に問題は無いかと思っておりましたが……もしかして、お知り合いではないのでしょうか？」

　ん～………………あっ！　もしかして戦女神様かな？

　そういえば、武器製作に夢中だったから、皆に戦女神様が顕現している事を伝え忘れていたな。

　そして、俺はタタが出会ったのは、戦女神様である事と、その戦女神様がタタに戦い方を教えるつもりだという事を伝えた。

　それを聞いたタタは、礼を欠いたのではないかと心配していたが、戦女神様はそんな事気にするような神様ではないと思う。

　まぁ、もしもの時は俺も一緒に謝るからと、タタを落ち着かせた。

　しかし、戦女神様はタタを選んだようで、その点はさすがと言いたい。

　奥さん達の中で、戦女神様のご教授が一番必要なのは間違いなくタタだろう。

　やはり、光女神様達と違って、まともな神様だけはある。

「まさか戦女神様から直接教えを頂く事になるとは……。次お会いした時、きちんとお礼を言っておきます」

「そうだね。その方が戦女神様も喜ぶだろうし」

「えぇ。……ところでワズ様。今日初めて作ったスープがありますので、味見してみて貰えませんか？」

　もちろん了承する。

　基本どんなモノでも美味しく食べる事は出来るが、その中でもタタの料理は絶品なのだ。

　そうして渡されたのは、黄色いスープが入った小さな器。

　カガネから聞いて作った、コーンポタージュというスープらしい。

　それを一気に飲む。

　うん。甘くて美味しい。

「美味しいよ、タタ」

「ふふ。ワズ様、口の周りに跡が付いていますよ。じっとしていて下さい。今、拭きますから」

「はい」

　タタが綺麗な布を持ってきて、俺の口周りを丁寧に拭く。

　ちょっとこそばゆいし、ちょっと照れ臭い。

「はい。綺麗になりましたよ」

「ありがとう」

　う～む。何と言えば良いか、こう……タタと気持ちが通じ合っている気がした。

「ふふ。何だか夫婦みたいですね。実際そうなのですが」

　タタも同じような気持ちを抱いていたのだろう。

「本当に綺麗になった？」

「えぇ」

「なら、確認して欲しいかな？」

　そう言って、俺は目を閉じて唇を少し突き出す。

　タタがくすっと笑うのが聞こえた後、そっと口付けが交わされる。

　ゆっくりと目を開くと、顔を真っ赤にしているタタの顔が見えた。

　きっと俺もそうなのだろう。

　少しの間見つめ合った後、俺とタタは互いに微笑んだ。

「それでは、私は朝食の支度に戻りますね」

「うん。いつもありがとう」

　そして俺は、朝食の支度へと戻ったタタの後ろ姿を少しだけ眺めてから調理室を出た。





ナミニッサ・ナレリナと






　ナミニッサとナレリナは、二人揃って宛がわれている部屋の中に居た。

　他の部屋の中も同じような造りと調度品が置かれているのだが、何故かこの二人が揃っていると、どこか気品溢れる部屋に見えてしまうのは、やはり王族は纏う雰囲気が違うという事だろうか？

　ノックして部屋の中に居た二人を見た時、そんな事を思った。

「何かありましたか？　ワズ様」

　部屋の中央に置かれているテーブルには、紅茶のセットが用意されていて、その紅茶を楽しんでいるナミニッサが尋ねてきた。

　その反対側には、同じように紅茶を楽しんでいるナレリナが居た。

「わざわざ私達の部屋へと来たという事は、何か緊急の用件だろうか？」

「いや、二人の武器が出来たから、渡しに来たんだ」

　それだけで察したのか、ナミニッサとナレリナがテーブルの上にある紅茶セットをずらし、空き場所を作る。

　そこに置けという事だろう。

　なので、俺は武器が入っている包み紙を二人の前に置き、それぞれ指差す。

「こっちがナミニッサので、こっちがナレリナのね」

「開けてもよろしいですか？」

「もちろん」

　俺が承諾すると同時に、二人が包み紙を開いて中身を確認した。

　ナミニッサ用に作ったのは、タタと同じく金属製の杖。

　形も効果も同じで、結界魔法を更に強くするためのもの。

　ナレリナには、「固有魔法：神」を使って炎の力を宿した大剣と、小回りが利くように長剣も用意した。

　大剣は魔力を流すと熱を帯び、最終的には炎そのものが刃になるようになっている。

　ナレリナの決め技を重視した結果であると言えるだろう。

　そして、もう一本の長剣は普通に強度を高めた普通の剣だ。

　何か能力を足そうかとも思ったが、ナレリナが普通の剣で構わないというので、そのままである。

　ただ、この二本はまるで兄弟……いや、姉妹のように同じような装飾を施しておいた。

　もちろん、腕輪も用意している。

　ナミニッサとナレリナは、それぞれ腕輪を嵌め、武器の調子を確認していた。

「どうかな？　何か問題があれば直ぐに調整するけど？」

「いえ、問題ありません。姉様の方はどうですか？」

「新しい武器というのは馴染むまで時間がかかるものだ。そういう意味では、そういう部分にしか問題がないな」

　どうやら、武器の性能そのものには問題がないようで、内心ほっとする。

　そして、ここ最近は作業で忙しかったという事もあり、二人の好意からここで一息吐く事にした。

　席に着き、俺の前にも紅茶が入れられたカップが用意される。

　それを一口飲んで、ほっと息を吐いた。

「かなりお疲れのようですね？」

「まぁ、日中籠りっぱなしだったからね。体力的なというよりかは、精神的なモノだけど」

「それはいけないな。どうだ？　肩でも揉んでやろうか？」

「いやいや、さすがに王族の人にそんな事をさせる訳には」

　俺がそう答えると、二人が小さく笑う。

「ふふ。ワズ様ももう王族なんですよ？」

「そうだぞ。なんたって、私達を娶ったんだからな」

「あぁ～、確かにそうか」

　言われてみると、確かにそうである。

　まぁ、そもそも王族を通り過ぎて神格を完全に得そうなんだけど。

「なら、今度ナヴィリオに会った時は、お義兄さんとでも呼んだ方が良いのかな？」

　ぽつりと言った言葉に対して、今度も二人は小さく笑った。

「そうですね。そう呼んだ方が、ナヴィリオ兄様も喜ぶと思いますよ」

「そうだな。それに、父上と母上にも、そういう風に呼んでくれると嬉しがると思うぞ」

　……まぁ、実際に会うのはまだまだ先だし、今の内からこそっと練習しておこう。

　内心でそう決意をしていると、ナミニッサが俺に視線を向けている事に気付く。

「どうかした？」

「いえ、あの時ワズ様に助けられたからこそ、ここにこうして居られると思って……それが嬉しいのです」

「それは私も同じだな」

　ナレリナがナミニッサの言葉に同意を示す。

　確かに最初助けたのは俺だけど、その後は二人に助けられている事も多い。

　ここにこうして居るのは、二人の努力の賜物だと思う。

　だから俺は、思っている事を口にする。

「俺も、今こうして二人と一緒に居る事が出来て嬉しいよ。二人を助けられて本当に良かったし、俺を追いかけ、こうして一緒に居てくれてありがとう」

　俺が感謝の言葉を述べると、ナミニッサとナレリナは共に笑みを浮かべ、互いに頷き合って席を立つ。

　二人はそのまま俺を挟み込むように移動した。

「感謝しているのはこちらも同じです」

「だからこれは、命の恩人で私達の夫でもあるワズへの感謝の印だ」

　そう言って、二人同時に俺の頰へと口付けをする。

　二人共顔が真っ赤になっているが、俺もきっとそうだろう。

　それに、感謝というなら俺も二人にしているので、きちんとお返しする。

　俺は二人をぐいっと引き寄せた。

「感謝というなら、俺もしているよ。……だからこれは、大好きなナミニッサとナレリナへの愛の証しだ」

　俺は気持ちが伝わるように、二人と口付けを交わす。

　そして俺達は、互いを慈しむように微笑み合う。

「ふふ。紅茶が冷めてしまいましたね。淹れ直しましょうか」

「そうだな。ワズもどうだ？」

「それじゃあ、お願いしようかな」

　そうして、紅茶を飲みながら、ナミニッサとナレリナとの会話を楽しんだ。





キャシーと






　キャシーに渡す武器は、金属製の大鎚である。

　宝物庫にあった大鎚を元に、強度を上げて使い回しも良くしておいた。

　また、これにもカガネの案で改造を施している。

　持ち手部分にあるボタンを押すと、打ちつける部分から鉄杭が飛び出すようになっていた。

　基本は打撃武器である事に変わりはないが、隠し武器があるようにし、ここぞという時の一撃必殺も出来るようにしておいたのだ。

　そうして出来た武器を渡すため、キャシーを訪ねて部屋へと向かい、ノックをするが反応がない。

　……おや？　部屋に居るとメルさんから聞いてきたんだけど。

　もしかして出かけてしまったのだろうか？

　しかし、今はここにしか当てがないのも間違いないし、念のため……そう、念のため、部屋の中を確認してみよう。入れ違いになっても困るし。

　そう思って、そっと扉を開ける。

　……鍵がかかっていない。やはり中に居るのだろうか？

　少し開いた扉の隙間から中を確認すると、ベッドの上で寝ているキャシーの姿を見つけた。

　……というか、ベッドから足を出して、すやすやと寝ているように見える。

　ノックにも反応しなかったし、本当に寝ているのだろう。

　う～む。さて、どうしたものか。

　折角、武器を持ってきたし、ここで渡したいとも思うのだが、起こすのも忍びない。

　でもなぁ、出来たら直ぐに渡して欲しいと言われているし……。

　良し。とりあえず一回声をかけてみて、それで起きなければ時間を改めよう。

　そう思って、俺は部屋の中へと入る。

　……こういう時、奥さんの部屋だし文句も言われないんだけど、罪悪感のようなモノを覚えるのは何故だろう。

　なるべく音を立てないようにして、持ってきた武器と腕輪はテーブルの上に置き、寝ているキャシーへと近付く。

　ベッドの上のキャシーは普段の鎧姿ではなく、鎧の中に着ていそうな薄い布地の服を身に纏っている。

　……駄目だ。今はいけない気持ちを抱いちゃいけない。

　武器を渡しに来ただけ……武器を渡しに来ただけ……ふぅ。

　俺は一息吐いてから声をかける。

「キャシー、起きている？」

「……」

　し～ん……。

　うん。寝ているわ。それも完全に。

　さてどうしたものかと考えるが、魔が差したというべきだろう。

　俺は寝ているキャシーの頰をつんつんと突つつく。

　余りにも無防備で気持ち良さそうに寝ているので、少しいたずらしたくなったのだ。

「う、うぅ～ん……ふへ」

　キャシーが寝ながら笑みを浮かべる。

　……可愛い。

　それにしても、本当に気持ち良さそうに寝ているなぁ。

　もう一度、頰を突く。

「……ワズさん、それは食べ物じゃないですよ」

　……俺は一体何を食べようとしているのか気になる。

　それにしても、キャシーが起きる気配は一切無い。

　なので、俺は更にキャシーの頰を突く。

　というか、ちょっと楽しくなってしまった。

　そうして何度もやっていると、さすがにキャシーが起きてしまう。

「……ワズさん、一体何をやっているのですか？」

「いや～、えっと……これは……」

　何度目かの頰へと突く仕草で固まる俺。

　さすがに言い訳のしようがないので、俺は正直に話す。

　すると、キャシーは寝ながら小さく笑う。

「ふふ。そんなに私の頰が気に入ったのですか？」

「はい。凄く楽しかったです」

　さすがに怒るかなぁと思ったが、キャシーは俺を見ながら笑みを浮かべるだけだ。

「……怒らないの？」

「ワズさんが私の中で気に入った部分が見つかったのに、怒る訳ないじゃないですか」

　はぁ～……と、俺は力が抜けたかのように安堵して、ベッドへと落ちる。

「良かった。怒られなくて」

「このぐらいの事で怒ったりしませんよ」

　互いに笑みを浮かべ、俺はキャシーの手の上に、自分の手を重ねた。

「それにしても、ふかふかで気持ち良いベッドだね、これ」

「そうですね。だから私も寝てしまっていましたし」

「……このまま眠れそう」

「良いんじゃないですか。ゆっくりのんびりと寝ましょう」

　キャシーの甘い言葉が耳に届く。

　そうだね。ここ最近は武器作りであんまり寝ていないし、このまま寝ちゃおうかな。

　なので、俺はお休みの挨拶をキャシーに送る。

「じゃあ、ここで少し寝させて貰おうかな。……おやすみ、キャシー。大好きだよ」

「はい。お休みなさい。私も大好きですよ」

　そして、軽く口付けを交わし、俺とキャシーは揃ってゆっくりのんびりと眠った。





ハオスイと






　ハオスイに出来た武器を渡すため、城中を捜す。

　普段であれば、奥さん達やガイン達を相手に鍛錬をしているのだが、今はそうしていないようで、その姿を捜しているのだが、一体どこに居るのだろうか？

　俺はハオスイ用に作った武器と腕輪が入れられている包み紙を見る。

　ハオスイ用に作った武器は、豪華な宝飾が施された長剣だ。

　これには「固有魔法：神」を使用して、雷の力を宿らせていた。

　魔力を流せば剣身が雷を纏うのだが、その他にも剣先から雷を飛ばせるようにしたり、更に魔力を流せば長剣を通じて全身に雷を纏う事が出来るようになっている。

　雷の力を宿らせたのは、俺とハオスイが戦った時に、そういう武器を使用していたのを思い出したから。

　……まぁ、それは俺が壊したようなものなので、同じ特性の武器を用意した訳である。

　腕輪も、メアルのと同様に、サイズの自動調整機能を付けておいた。

　しかし、それを渡す相手が見つからない。

　一体ハオスイはどこに居るのだろうと捜していると、城のバルコニーで空を眺めているハオスイを見つける。

　表面上は無表情に見えるのだが、その表情にどこか物憂げな雰囲気を感じ、俺はハオスイに近付いて声をかけた。

「ここに居たのか。……どうかしたのか？」

「……」

　俺の声に反応して、ハオスイはこちらへと振り向くが、一切言葉を発しない。

　何かあったのだろうかと、少々不安になる。

　すると、ハオスイが俺を手招きし、ここに座れと指示を出したので、その通りに行動した。

　バルコニー内で腰を下ろし、胡坐をかいて座ると、その足の上にハオスイが座る。

「どうかしたのか？　ハオスイ」

「……」

　その問いにも答えず、ハオスイは俺の手を取って自分を抱き締めるように持っていく。

　俺もその流れに逆らわず、包み込むようにしてハオスイを抱き締めた。

　暫くの間そうしていると、ハオスイがぽそっと呟く。

「……メギル様から、私の祖先にあたる龍の話を聞いた」

「そっか」

　その言葉を皮切りに、ハオスイがぽつぽつと言葉を発する。

　ハオスイが聞いた話を要約すると、それは数百年前の出来事らしい。

　その時代は暗黒の時代と呼ばれるもので、世界には強大な力を持つ邪神が存在していたそうだ。

　暴虐の限りを尽くす邪神を倒すため、龍族、人族、獣人族、エルフ族、ドワーフ族、様々な種族が力を合わせて戦いを挑む。

　その中には、この世界を創ったとされる創造神様と五柱の女神様も居たそうだ。

　けれど、それだけの力が集まったにもかかわらず、邪神を倒すというのは無理だった。

　邪神配下の魔物も強く、数多の犠牲も出したのだが、何とか邪神を封印する事には成功したらしい。

　そして、ハオスイの祖先に当たる龍は、その時代で勇者と讃えられた緑龍なのだが、その緑龍も戦いの最中に邪神の手にかかってこの世を去った。

　ただ、子孫は残していたらしく、その血の流れがハオスイへと続いていたと、メギルさんが教えてくれたそうだ。

　その証拠が、ハオスイの中に流れている龍の血と、緑の髪色なんだとか。

　これは、実際にメギルさんの前で、ハオスイが龍化して緑龍になった事で証明したそうだ。

　何とも壮大な話ではあるが、それで一体どうしてハオスイがこうなっているのかがわからない。

　なので、俺はハオスイの頭を撫でながら尋ねる。

「……それで、ハオスイはどうしてこんな所に一人で居たんだ？」

「……話を聞いて、お母さんと妹の事を思い出した。……二人にも聞かせたかった」

「そっか」

　きっと、先程のハオスイは、この話を二人に報告していたのだろう。

「……緑の髪は勇者の証。祖先の龍は立派だったって。……届いたかな」

「きっと届いたさ」

　俺がそう答えると、ハオスイが俺の腕をぎゅっと摑む。

「……お母さんと妹は守れなかった。……けど、旦那様との新しい家族は、全員守ってみせる」

「うん。ハオスイなら、きっと出来るよ」

「……頑張る。……だから、そのための力を下さい」

　そう言ってハオスイは俺を見上げ、そっと目を閉じた。

　俺はそれに応えるように、優しく口付けを交わす。

　そして、ハオスイが満足するまで抱き締め続けた。





カガネ・マオと






　最近、二人の行動が良くわからない。

　カガネは、普段ネクロマンサーのニールと魔法合戦を繰り広げ、マオの方は、祖父であるガインに教えを乞うて、自身の力を高めていっているのだが、この城に着いてから二人が共に行動をしている様子を良く目にするのだ。

　それも、俺の前でだけ。

　一体何がしたいのか、二人で俺の前に現れると、決まって良い香水を使っていたり、何かを意識するようにぎこちない歩き方をしたり、普段とは違って露出面積の多い服を身に纏っていたりする。

　……多分、俺は誘惑されているのだろう。

　ただ、二人には残念としか言えないが、似合っていないと内心で苦笑していた。

　そう言えば、二人にだけは明確に結婚するとは言っていなかったな。

　その辺も含めて、武器を渡す時に言おうと思う。

　カガネ用に作った武器は、豪華な宝飾が施されている金属製のロッドである。

　カガネは俺達の中で最も魔法に優れているため、それを最大限に生かす事が出来るようにした。

　魔力増幅はもちろんだが、より細かい魔力操作も出来るようになっている。

　もちろん、強度もガンガン上げたので、打撃武器として使っても壊れない。

　マオ用に作った武器は、綺麗な装飾が施されている双剣である。

　双剣を使った戦い方をしているのはわかっているので、それに合わせた。

　ただ、この双剣は今マオが使用している物とは段違いの性能だろう。

　簡単に鋼鉄も斬れる程の刃に、マオの身体能力を更に上げるような補正も付けておいた。

　更に、短い方の剣には土属性を付与して、簡単な土操作が出来るようになっている。

　やり方を覚えれば、きっとマオが上手く使ってくれるだろう。

　そして二人の武器が完成したので、いざ渡しに向かうのだが、そういう時に限って二人を見つける事が出来ないし、現れもしない。

　部屋にも居らず、どこに行ってしまったのだろうと城の中を歩いた。

　すると、誰も使っていない部屋から話し声が耳に届く。

　この声はカガネとマオである事がわかり、丁度良いとノックをして扉を開けると、カガネがマオの髪を梳いていた。

　カガネはその手付きを止める事はなく、顔だけこちらに向ける。

「もう！　お兄ちゃん急に扉を開けない！　これで私達が着替え中だったらどうするの？」

「……すみません」

「まぁ、たとえそうだったとしても、お兄ちゃんならいつでも大歓迎だけどね」

「いや、私はさすがに恥ずかしいのだが……」

　その場面を想像してか、マオが顔を赤らめる。

　しまったなぁ。武器が完成して気分が浮かれていたのかもしれない。

　次からは気を付けよう。

　俺が反省していると、マオの髪を梳くのが終わったのか、二人がこちらの方へと振り向く。

「それでお兄ちゃん、どうかしたの？」

「その包み紙は何なのだ？」

「あぁ、そうそう。二人の武器が出来たから、渡しに来たんだ」

　そして、二人に武器と腕輪を渡す。

　すると、カガネはロッドを空に向かって何度も振りながら目をキラキラとさせ、マオは双剣の握りを確かめて満足そうに頷く。

　どうやら問題無さそうなので、ほっとした。

　二人が腕輪を嵌め、俺にお礼の言葉を告げる。

「ありがとう、お兄ちゃん。さすがだね！」

「感謝する、夫殿。これで更に戦い方の幅が広がった」

「どういたしまして。……ところで、二人は随分と仲良くなったみたいだね」

　二人を見て感じられる雰囲気は、本当に仲が良いというモノだった。

　カガネとマオは、互いに顔を見合わせてから、俺へと再び視線を向ける。

「それはそうだよ、お兄ちゃん。だって、私達だけ」

「夫殿に正式に妻となる事を認められていない訳だしな。カガネと仲良くなるのも当然だろう？」

　苦笑しか浮かばない。

　そういう事で仲が良くなっていたとは……。

　だから、二人揃って俺を誘惑？　してきたり、一緒に居る所を良く見ていたという訳か。

　多分、二人で色々話し合った結果なのだろう。

　だから俺も、ちゃんと言っておかなければと思う。

「あ～……うん。その事なんだけど……」

　俺がそう切り出すと、二人がごくっと喉を鳴らした。

「二人さえ良ければ、これからもずっと俺と一緒に居てくれるかな？」

「それって」

「……つまり」

　何と言うか、少々照れ臭いが、こういうのはちゃんと伝えておかないと。

「カガネが自分で言っていたでしょ？　妹だけど妹じゃないって。……俺もそう思う事にした。カガネは妹だけど妹じゃない……奥さんだって」

「おぉ！」

「マオも、ここまでの時間は短かったけど、それでも俺と一緒に居たいと思ってくれるなら、ずっと傍に居て欲しい」

「もちろんだ、夫殿」

　そこで一息吐き、俺は言う。

「カガネ、マオ。大好きだよ」

「お兄ちゃん！　私も！」

「私もだ！　夫殿」

　そして二人が俺に抱き着いてくるので、ちゃんと受け止める。

　今、ここにある気持ちが本物であると、二人をぎゅっと抱き締め、口付けを交わす。

　すると、二人がこそこそ話すのが耳に届く。

「マオ。やっぱり、これまでの作戦が効いたんだって」

「あぁ。中々の知略家だったぞ。カガネ」

　……それは違うと言いたい。

　二人共、普段のままの方が魅力的であると、後で教えようと思う。





アリアと






　アリアのために作った武器は本人の強い希望もあって、手に嵌める打撃武器であるナックルだ。

　聖女なのに……と思ったのだが、アリアがこれしかないと断言するし、俺としてもアリアの性格に合っていると思って了承する。

　ただ、宝物庫にあるだろうか？　と考えたのだが、幸いにしてあった。

　聖属性が元々付与されているナックルで、それを更に強化し、強度も上げておく。

　また、カガネの案で、普段は当たる部分が平らなのだが、魔力に反応して棘が発生する凶悪武器へと変わった。

　……普通に痛そう。

　杖じゃ駄目だったんだろうかと、一瞬考えた。

　せめて鞭……も無いな。

　そして、武器が完成したので、腕輪と共に渡すため、アリアを捜す。

　最近のアリアは、ナックルを有効的に使うための訓練として、身体能力の向上を目的に鍛えていた。

　サローナ、ナレリナ、ハオスイ、マオの、身体能力に優れた四人と共によく訓練している。

　もちろん、俺の神格化による指針も示しているので、その効果は劇的だろう。

　そんなアリアが居た場所は、奥さん達の訓練場と化している城の中庭だ。

　元々城が巨大なだけに、この中庭も充分広い。

　そんな場所で、今はサローナ、ナレリナ、ハオスイの三人が模擬戦をしていて、マオはガイン達と話していて、アリアは眠っているように仰向けになって休んでいた。

　肩も動く程に大きく呼吸を繰り返し、相当疲れているようだ。

　かなり身を入れて鍛錬しているようである。

　俺はそんなアリアへと近付き、声をかけた。

「頑張っているようだね、アリア」

「……ワズ」

「あぁ、別に起き上がらなくて良いよ」

　アリアが起き上がろうとしたので、それを止めておく。

　疲れているようだし、このまま休ませておこう。

「鍛錬の手伝いにでも来たの？」

　アリアの問いに首を振る。

「いいや、アリア用の武器が出来たから渡しに来たんだ」

　そう言って、アリアにナックルと腕輪を渡す。

　受け取ったアリアは、寝ながら腕輪を嵌め、ナックルを手に嵌めて感触を確かめだした。

　何度か握りを試し、満足が得られたのか笑みを浮かべる。

「うん。良いね」

　その言葉に安堵し、俺はアリアの傍に座る。

　視線の先では、サローナ、ナレリナ、ハオスイが激戦を繰り広げていた。

　……というか、かなり本気で戦っているように見える。

「……私も、早くあそこまで戦えるようになりたい」

「なれるでしょ？　アリアなら」

「まだまだよ。こうしてへばっている内は駄目ね」

「……そんなに急がなくても、アリアは充分強いと思うけど？」

「仕方ないじゃない。……どこかの幼馴染みの夫が、暫く会わない内に誰よりも強くなっていたんだから。……少しでも早くその力に近付きたいのよ。足手纏いはごめんだしね」

「そんな風に思っていないけど？」

「私がそう決めたのよ」

「そっか」

　そう言ったアリアの表情には、決意と覚悟があった。

　きっと、自分が目指している力を得るまで止まらないだろう。

　何ともアリアらしいと思った。

　頼もしい幼馴染みと、こうして一緒に居られて嬉しく思う。

「じゃあ、頑張らないとね」

「言われるまでもないわよ。漸く一緒に居られるようになったんだし、ワズが思っている以上に、やる気に満ち溢れているわ」

　アリアがグッと拳を握る。

「それじゃあ、そのやる気に夫として応えないとね」

　そう言って、俺は寝ているアリアに口付けをする。

　アリアの顔が真っ赤になっているのが見えたが、俺もきっと同じだろう。

「大好きよ。ワズ」

「俺もだよ。アリア」

　そう言い終わるのと同時に、サローナ達からアリアを呼ぶ声が届く。

　その声に反応してアリアは体を起こし、行って来る！　と、サローナ達の所へと駆け出す。

　俺も頑張れと応援し、暫くその場で皆が頑張る様子を見ていた。
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　奥さん達に武器と腕輪を渡した翌日。

　一応、自分の服も同じデザインで何着か新しいのを作り、満足はしているのだが、俺はだらけきっていた。

　武器と腕輪を製作中は、ずっと神格化していた事もあり、少々体に疲れを感じていたからだ。

　何となくだけど、体が神格化に合わせようとしている節がある。

　今、俺の種族％はどうなっているのだろうと一瞬考えたが、まぁ別に良いかと放置した。

　なので俺は、部屋から出る事もなく、ベッドの上でごろごろ～ごろごろ～としたり、奥さん達にご飯を食べさせて貰ったりと、久々にのんびりとした時間を過ごす。

　そして、その日の夜は、これまた久々にメアルと共に眠る。

　メアルを抱き締め、すべすべひんやりとした感触を楽しみながら、ぐっすりと寝た。




　その翌日、メルさんに呼ばれ、謁見の間へと向かう。

　メアルを頭の上に乗せて入ると、そこには俺に向かって殺気を放つラグニールと、呆れた表情を浮かべるメギルさんが居た。

「よっ！　ラグニール。メギルさんも一緒で、どうかしたんですか？」

「……」

「そこの馬鹿に聞いとくれ」

　メギルさんがラグニールに尋ねてくれと言うが、ラグニールは先程からだんまりで、俺に殺気を向けるだけである。

「……という事なんだが、どうしてラグニールは、俺に殺気をぶつけてくるんだ？　親友だと思っているのに」

「貴様の胸に聞いてみろ」

　俺は胸に手を当て、ゆっくりと考える。

　……。

「いや、特に思い当たらないんだけど？」

「……貴様の犯した罪は二つ。……まずは、極悪龍に我を擁護する言葉を告げなかった事。……そのせいで、長い時間土下座をさせられてしまった。……我は悪くないのに」

　お～い、ラグニール～！

　俺に向かって殺気を放つので頭が一杯なのか、口が滑っている。

　横見ろ、横！　ものすんげぇ怒っているぞ。

　メギルさんの顔に血管が浮かんでいる。

　……どうか、俺を巻き込まないで欲しい。

「そしてもう一つ。……これが、我が抱く最も大きい怒りだ！　貴様は禁忌を犯した！」

「禁忌？　何が？」

「可愛い可愛い娘の夫になるだとっ！　そんなもの、父親として絶対に許さん！　メアルはなぁ……メアルはなぁ……小さい頃、パパのお嫁さんになるって言ったんだぞ！　それを貴様が！　貴様がぁ～！」

　おい、それは小さい頃特有の事で、いつか娘離れをしなければいけないだろ。

　……ふと、メギルさんと視線が合うと、メギルさんはラグニールを顎で指し示し、親指で首を切る仕草を俺へと見せた。

　いやいや、ちょっと待って。

　殺れって事？　俺に殺れって言ってんのかな？

　待て待て待て待て。

　まずは、ラグニールに一旦落ち着いて貰おう。

「……ラグニール。ちょっと向こうを見ようか」

「あぁ？」

　俺の言葉と指し示す方向に従って、ラグニールが顔を動かす。

　そこに居たのは、にっこりと微笑むメギルさん。

　今は、その笑顔が怖い。

　ラグニールは、そこで自分が何を口走ったのかを悟ったのか、やっちまった的な空気を醸し出して空を仰ぐ。

　そこに見えるのは天井だけ。

　つぅ～っと、一筋の水がラグニールの頰を伝う。

　今生の別れでもしているのだろうか。

　……大丈夫。……きっと生きて会えるさ。……多分。

　ラグニールが生存出来ると信じていると、当のラグニールはゆっくりと顔を下ろし、俺へと視線を向けてきた。

　頰に出来た水の跡が痛々しい。

「……と、とりあえず、最初の一つは無かった事にしよう。あれは我が悪かった」

　ラグニールがうんうんと頷くが、既に遅いと思う。

「だが、メアルとの婚姻は認めん！　我は認めんぞ！　もし認めて欲しくば、我を倒してみせよ！」

　どうも、ここから旅立つ前に、一つの問題が発生したようである。




　城の外で俺とラグニールが対峙した。

　メアル、メルさん、メギルさんは、この戦いを観戦するような位置に居り、食べ物と酒も用意している。

　奥さん達は、ガイン達と鍛錬でもしているのだろう。

　そして、メアル達が俺とラグニールに向けて応援の声をかけてきた。

「キュイキュイ～！」

「メアルも、ワズ頑張れ～！　と言っていますし、ワズさんもメアルの将来のために、全力で頑張って下さい！」

「殺れ！　ワズよ！　その馬鹿な龍を殺っちまいなっ！」

　……ごめん。俺とラグニールじゃなく、俺だけだったわ。

　しかも、メギルさんは殺しを希望されている。

　誰か、ラグニールを応援してやれよ。

　見るからに落ち込んでいるぞ、ラグニール。

「……ま、負けん。……我は負けんぞぉ～！　男には……いや、父親には挑まなければならない戦いがあるっ！」

　ラグニールが咆哮と共に俺に向かって一気に飛んでくる。

　勢いそのままに、強靱な龍爪を振り下ろしてきた。

　その龍爪を後方へと下がって回避したのだが、大地に大きな爪痕を残す。

「……おい、ラグニール。……かなり本気に思えるんだが」

「当たり前だぁ～！　娘を嫁にやる訳にはいか～ん！」

　そう叫んで、ラグニールが俺に向かって龍爪や尻尾を使って連続攻撃を繰り出してくるが、俺は回避に専念していたので無傷である。

　まぁ、当たっても傷を負うとは思えないが、ファイアブレスを吐かれた時はさすがに焦った。

　何といっても、ラグニールのファイアブレスは俺の服を全焼させた過去があるからだ。

　今のと前のとでは、服に使っている素材が違うとはいえ、もしかしたらという不安が過ぎる。

　あの時はラグニールだけなので平気だったが、この場にはメルさんとメギルさんが居るので、正直言って裸になるのは恥ずかしい。

　なので、俺は迫るファイアブレスに対して腕を振り、大風を起こす事で霧散させる。

　そんな攻防？　を繰り返し続けていると、とうとうラグニールが大きく呼吸をしだし、かなり体力を消耗しているのが目に見えてわかった。

「……くっ。……はぁ……はぁ……ぷはぁ」

「おぉい！　これだけ暴れたんだ。もう満足したか？」

　俺の言葉を証明するように、俺とラグニールが対峙している付近は、かなり荒れ果てていた。

「まだ……まだだぁ～……」

　ラグニールはまだと言うが、いつまでもこうしている訳にはいかない。

　だから俺は、宣言と共に終わらせる。

「安心しろよ、ラグニール。メアルは俺が幸せにするから。……だから、娘さんを俺に下さ～い！」

「幸せにせんと、許さんからなぁ～！」

　俺は一瞬でラグニールへと迫り、殺さないよう手加減した拳一発で沈黙させた。




　翌日。

　俺は再び呼び出されて謁見の間へと向かう。

　もちろん、俺の頭の上にはメアルが居た。

　謁見の間へと入ると、昨日と同じくラグニール、メルさん、メギルさんが勢揃いしていて、挨拶を済ませると、ラグニールが俺へと声をかけてくる。

「改めて……ワズは我に勝った。なら、認めねばなるまい。メアルの父親として、どうか……娘を幸せにしてやってくれ」

「あぁ、約束する。大切にするよ」

　そこで、ふと思う。

「という事は、ラグニールの事は『お義父さん』とでも呼んだ方が良いのか？」

「ふっ。馬鹿者が。気が早過ぎるわ」

　ラグニールが何やら男臭い表情で答えた。

　どうやら、そう呼ばれるのは恥ずかしいみたいなので、これまで通り普通に呼ぼうと思う。

　メルさんからは、いつでも「お義母さん」と呼んで下さいと言われたが、苦笑で返しておく。

　ふと思っただけなので、急には無理だ。

「それで、いつ旅立つんだい？」

　メギルさんが尋ねてきた。

「そうだな。……奥さん達の武器を作るという目的も達成したし、そろそろイスコア王国に向かわないと出遅れるかもしれないな。皆にも聞くが、多分明日か明後日には発つと思う」

「そうかい。……まぁ、ワズはメアルの夫である以上、ここはあんたの家でもあるんだ。いつでも来て構わないからね」

　その言葉に、メルさんも同意するように頷く。

　俺もわかったと返答しておいた。

　そして、俺は奥さん達と出発の日を決めるために謁見の間を出るのだが、その間ずっと、ラグニールは器用に正座をしていた上に、その膝には何やら重そうで平らな石が載せられていた。

　多分、メギルさんへの失言が関係しているのだと思うが、巻き込まれたくなかった俺はそこに触れない。

　頑張れ、ラグニール。……きっと明日は輝いているさ。多分。
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　奥さん達と相談し、旅立つための準備の時間も必要という事で、出発は明後日となった。

　まぁ、多少急げばギリギリ間に合うだろう。

　最悪、俺が一人で先行すれば良いとも思ったが、ゼアルを連れて行く約束もあるので、その案は却下された。

　そして、相談している時にふと思い出したのが、戦女神様の事である。

　結局どうしたのだろうと思ったのだが、どうもタタだけしか会っていないようだ。

　まぁ、世界の様子を見に行くと言っていたし、きっとそうしたのだろう。

　ただ、タタは戦闘に関する助言をいくつもして貰ったとかで、凄く感謝していた。

　今度会う時があれば、俺も感謝の言葉を送ろうと思う。

　本当に、あんな良い女神様が居るなんて。

　光女神様と大地母神様には、その辺りを見習って貰いたいものだ。

　タタ以外の奥さん達も会ってみたいと言っているし、今度力を注いで顕現して貰おうかな。

　しかし、今はどこに行っているのだろうか？

　ギルドカードを確認しても、そこに戦女神様は居ないので、まだ帰ってきていないという事だけがわかった。

　その後は、それぞれ出発までの間にする事を話し合い、この場は一時解散となるのだが、そこでそういえばという感じで思い出す。

　ここに来てから、フロイドの姿をあまり見ていない事に。

　平穏は素晴らしいと思う反面、何と言えば良いか、居ないなら居ないで不安を覚える。

　……一体どこで何をやらかしているのか、いや、既にやらかした後なんじゃないかと気になる感じだ。

　……全く、居ないなら居ないで、俺の心に波を立てる奴である。

　そうして、フロイドを捜して城内をうろうろしていると、ある一室から話し声が耳に届く。

　そっと中の様子を窺うと、そこに居たのはメギルさんとフロイドという、何やらありえない組み合わせであった。

　メギルさんとフロイドは、声量を抑えて話しているために上手く聞き取れない。

　ただ、見える表情は真剣そのものだ。

「……久し…………ざいます。創…………」

「あなた…………そう……により…………すが、今の私…………執事…………」

「そう…………」

「…………用件…………」

「…………邪……封印…………かってい…………」

「ふむ。………………私も……」

　う～む。

　どうも知り合いのようなのだが、よくわからない。

　そう言えば、フロイドは前にここに来た事があるとか言っていたし、それが真実なのだろう。

　となると、俺がこの山に居た時よりも、前なのだろうか？

　扉を閉じ、壁を背にして、フロイドに対して色々考えていると、当の本人が扉を開けて出て来る。

「おや？　ワズ様。このような所でどうかされたのですか？」

「……いや、お前について色々考えていた」

「おぉ！　では、とうとう私の主であるという自覚を得たという事ですね？」

「それは無い。断じて無い」

　本当にこいつは……。

　俺がジト目で異論を訴えていると、フロイドが俺に向けて両手を突き出す。

「……何、この手？」

「おや？　ワズ様が奥方様達の武器を用意しておられましたので、私の分もあるのかなと」

「……え？　いやいや、お前に武器は必要無いだろ？　俺の神パンチを平然と受け止めたりしているくせに、武器が必要なの？」

「そうですね。あれは正に完璧なタイミングであったのと、空気の抵抗力によって衝撃が抑えられていたからこそ、私も耐えきれたのではないかという推論でどうでしょうか？」

「……まぁ、お前が素直に答えるとは思っていないし、期待もしていない」

　相変わらずフロイドはフロイドのようである。

　俺は溜息を吐いてから、頭の上に居るメアルに頼んで時空間魔法を発動して貰い、その中から同じデザインの執事服を二着取り出し、フロイドへと投げ渡す。

「ほらよ。……まぁ、お前に助けられた事も、認めたくはないが多少なりともあるし、これはその礼だ。デザインは今着ている物と同じだけど、使っている素材は俺のと同じだから、強度は上がっていると思う」

「おぉ！　ありがたく頂戴致します。執事服を渡すという事は、お前は俺の執事でいろと遠回しに認めたという事ですね」

「ちっげぇ～よ！　何でそうなるんだよ！　どういう解釈の仕方だよ！」

　はぁ。……やっぱりこいつの相手は疲れる。

　まぁ、喜んではいるようだし、あげた甲斐はあると思うのだが……少々後悔した。




　それから翌々日。

　皆の準備が整い、出発の日となった。

　城の前には、俺達の他にラグニール達とガイン達も勢揃いしている。

「ワズよ」

　ふと声をかけられたので、そちらの方へと視線を向けると、そこにはラグニールを先頭にしてメルさんとメギルさんが居た。

　ラグニールの足には、石の重みで出来たであろう痕が残っていて、見ていて痛々しい。

　奥さん達は、ここで多少なりとも世話になったガイン達と話していた。

　ガイン達も俺達の出発に合わせて、一度住処へと戻るそうだ。

「メアルを大切にするという、男と男の約束を忘れるでないぞ」

「メアルの事、宜しくお願い致しますね」

「ラグニールにメルさんも、ちゃんとわかっているよ。それと、また来るからその時は宜しく」

「キュイ！　キュイ！」

　メアルを撫でながら、ラグニールとメルさんの言葉に応じる。

「ワズよ。これから苦難の道に進むかもしれんが、くれぐれもメアルの事を守って欲しい。もちろん、お主の命を軽んじている訳ではなく、共に生き抜いて欲しい」

　メギルさんが真剣な表情で俺を見てくる。

　何と言えば良いのか、その表情は何か覚悟を決めたかのように見えた。

「おいおい、何不吉な事を言っているんだ？　さっぱり意味がわからないんだが」

「……老龍の戯たわ言ごとで終わるかもしれんが、神すら越える力を持つワズにしか、対処出来ぬ事が起こるやもしれんのだ」

　冗談？　……ではないようだ。

　メギルさんがお願いするように頭を下げた。

　その行動に、俺もラグニールもメルさんも驚くが、どうやら、メギルさんの中では何かしら危惧している事があるようだ。

　そして、それが起これば俺にしか対処出来ないだろうと。

　そんな事態、はっきり言えば御免被りたいのだが、それが奥さん達にも危機となるのなら、俺は即座に解決しようと動くだろう。

　杞憂で終われば良いと思っているのか、メギルさんはそれ以上何も教えてくれないし、俺はただただメギルさんの真剣な姿に対して答える。

「あぁ、わかった。メアルはちゃんと守るし、俺も生き残ってみせるよ。俺にはメアルもそうだけど、こんなにも奥さん達が居るんだ。決して悲しませるような真似はしない」

「すまぬな。私も出来る限りの協力はするつもりだから、遠慮なく頼ってくれて構わない」

　俺の言葉を聞いて多少なりとも安心したのか、メギルさんが頭を上げてそう答える。

　その表情は、俺とメアルを見守るように優しいものだった。

「メアルも、しっかりとワズにくっ付いているんだよ」

「キュイ！」

　メアルが前足を上げて応える。

「それじゃあ、そろそろ行くよ」

　俺の言葉を合図に、奥さん達もラグニール達と一時の別れの挨拶を済ませ、俺達は旅立った──。




「いや、ちょっと待て。お前は俺達と一緒にイスコア王国に行くはずだろ」

　俺はそう言って、ゼアルを指差す。

「はっ！　そうだった！　ソシエルが待っている！」

「ついでに勉強の時間もな。デオラーデさんも待っているぞ」

　自分の未来の奥さんに会えるという事で喜んでいたゼアルが、一気に意気消沈する。

　そんなゼアルの肩に、ガイン達がぽんっと手を置いた。

「頑張ってこい、ゼアル！」

「偶には顔を出せよ～」

「うむ。きっとゼアルなら乗り越えられると信じているぞ！」

　ガイン、ニール、ルトがそう激励するが、完全に他人事であった。

　ゼアルがすがるような視線を向けるが、ガイン達は明後日の方向を見ている。

　俺は溜息を吐いてから、ゼアルの首根っこを摑んで引っ張っていく。

　ゼアルの悲しそうな遠吠えが、空に響いた。
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　イスコア王国の王都に向けて旅立った俺達は、一気に山を駆け下りて森の中を進む。

　当然のように出てくる魔物や、山の激しい気象の変化は、更に強くなったタタ、ナミニッサ、カガネの結界魔法で余裕である。

　そして、何度か休憩を挟みながら進んで行くと、俺達の進行を邪魔するように一人の男が現れた。

「ふっ。とうとうこの日が来た。……あの日、見せる事が出来なかった俺の通信教育の剣技を見せる時が」

　何やら意味のわからない事を語り出す男。

　けれど、その風貌には見覚えがある。

　青い髪に通信教育の剣………………あぁ！

「思い出した！　家族総出で応援されていた人！」

「その事は忘れろ！　記憶の海に沈めてしまえ！」

　どうやら触れられたくない事なのか、もの凄い勢いで怒鳴られた。

　まぁ、顔を真っ赤にしているし、きっと思い出して恥ずかしいのだろう。

　とりあえず、俺は奥さん達とゼアルに待って貰うよう伝え、青髪さんと一対一で対峙しようと前に出る。

　すると、奥さん達とゼアルは既に慣れた事というように休憩を取り出し、フロイドがどこからともなくテーブルと紅茶を取り出し、皆に振る舞いだす。

　その行動だけを見るのなら、完璧に執事に見えるので不思議だ。

　ただ、油断してはいけない。

　あの執事は俺に絡む時だけ、狙ったように胡散臭いのだ。

「家族はまいた！　もう居ない！　さぁ、存分に戦おうじゃないか！」

　主旨が変わっていないか？

　確か、青髪さんは盗賊成り立てだったような気がするのだが。

　まぁ良いかと青髪さんに視線を向けるが、どうしてもその後方が気になって仕方ない。

「……えっと」

　何か気分が盛り上がっている青髪さんの後方には、確かに家族の姿は見えない。

　ただ、見知らぬ人物が居るだけ。

　木の陰に隠れるようにして、こちらの方に……いや、青髪さんに視線を向ける女性が居た。

　深緑のような濃い緑の髪に、可愛らしい顔立ちをしている。

「……あのさ、今回の人は誰？　また家族の人？」

「何を言っている！　そう言って俺を惑わすつもりか！」

　困ったな。青髪さんが後方を確認してくれない。

「いやいや、そんなつもりは一切無いから」

「噓だな！　あれだろ？　俺の剣技に恐れをなして、後方を確認した瞬間、襲いかかる作戦だろう！」

　そんな事しなくても勝てるのは間違いない。

「いやいや、何もしないから。ちょっと後方を確認して欲しいだけだから。……一瞬。一瞬で良いから確認してよ」

「……わかった。一瞬。一瞬だけだからな！」

　そう叫んで、青髪さんが後方へと視線を向ける。

　ただ、そこで動きが固まった。

　青髪さんが緑髪さんを視界に捉えたのである。

「……何で居るのっ！」

　青髪さんが驚きの声を上げる。

　その声に反応して、緑髪さんがビクッと体を跳ねさせた後、木の陰からおずおずと姿を現す。

　どうやら、青髪さんは、緑髪さんがここに居た事を知らなかったようだ。

　そして、やはりと言うべきか、この二人は知り合いのようである。

「……だって、その。……心配で……怪我するんじゃないかと」

「大丈夫だって！　こう見えて、俺は超強いんだから！」

　いや、とても強いとは思えないのだが。

「……えっと。……とりあえず、どなた様なのか聞いても良いか？」

　俺がそう尋ねると、青髪さんはこちらの方へと視線を戻し、少し照れ臭そうに言う。

「まぁ、その……俺の女」

　おっとぉ。まさかの彼女さんですか？

　あれですか？　将来を誓い合った感じですか？

　緑髪さんも、青髪さんの発言を聞いて少しはにかみ、俺に向かってぺこりと頭を下げる。

「……という事は、つまり今回は家族じゃなくて、彼女に応援されるという事なのかな？」

「……」

　声に出して状況を確認すると、青髪さんが悩みだした。

　それはそうだろう。

　いかに彼女の前で良い格好を見せたいとは思っても、俺の強さがわからない以上、もしかしたら返り討ちに遭うかもしれないのだ。

　そんな姿は見せたくないだろう。

　まぁ、俺としては確実にその光景にしかならないと思うが。

　……もし俺が今も独り身だったのなら、彼女持ちという羨ましさからそのような行動に出ていただろう。

　だが、既に俺には奥さん達が居るので、そんな事は起こらない。

　寧ろ青髪さんの事は嫌いではないので、出来れば穏便に場を収めたいのだ。

　違う出会い方をしていれば、きっと友達になっていただろう。

　なので、どうしようかと考えていると、緑髪さんが恐る恐る手を挙げる。

「あ、あの……」

　俺と青髪さんは、一体何だろうかと視線を向ける。

「じ、実は……応援に来ているのは私だけじゃなくて、呼んじゃいました」

　緑髪さんがそう言い終わると共に、近くの木々から次々と人が現れる。

　あの時見た、青髪さんのご家族の方々だ。

「頑張るんだよ～！」

「息子の晴れ姿だ！　……うぅ」

「怪我には気を付けろよ～！」

「ファイトォ～！」

「自慢の孫じゃ！」

「逃げても良いんだからね」

　勢揃いである。

　ナイス判断です。緑髪さん。

　しかも、今回はそれだけで終わらなかった。

「おぉ！　あれが婿殿か！　凜々しいの」

「精悍って言うのよ」

「お姉ちゃん、良いの捕まえたね！」

　どうやら、緑髪さんの家族も応援に参加するようだ。

　お互いの家族が挨拶を交わし、父親同士は握手をして、期待の目を青髪さんへと向けている。

　一方、応援される青髪さんはというと。

「……」

　大量の汗を流し、おなかを抱えていた。

　わかるわかる。緊張による腹痛を感じているんだね。

『が・ん・ば・れぇ～！』

　両家ご家族総出の応援である。

　ただ、青髪さんのおなかを抱えている姿を見ていると、どうか止めてあげて下さいと言いたくなる。

　それに負けないで下さいとも思うが、その場合は俺と戦う事になるので、それは勘弁して欲しい。

　そうして青髪さんを眺めていると、おなかから手を離し、プルプルと震えながらも俺を指差してきた。

「お、覚えてろよ～！」

　そう言うのと同時に、青髪さんは森の中へと走り去ってしまった。

「追うぞっ！」

『おう！』『はい！』

　その後を追うご家族の方々。

　とりあえず、青髪さんはご家族の問題をどうにかしてから現れて欲しいと思うのだが、それは無理なような気がする。

　ご家族は、どこまでも付いていき、その場に現れると思う。

　それに、覚えてろと言っていたが、忘れたくても忘れられない。

　俺も何となく応援したくなってきた。

　頑張れ！　青髪さん！

　心の中だけで、応援しておく。

　それが何の応援なのかは、俺も正直わからない。




　そして俺達は、何事も無かったかのように、王都を目指して歩み始めた。








第十二章　ルドレン侯爵家と、王城での出来事
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　今、俺達の目の前には、この大陸において最も有名な巨大な城と広大な王都が広がっていた。

　その城の周囲と王都の周囲を巨大な壁が覆い尽くし、王都へと入るための巨大な門には長い行列が出来ている。

　王都イスコア。

　イスコア王家が治めるこの国が、今最も有名で賑わっているのには、もちろん理由がある。

　元々、大陸の南側に位置しているこの国は、交易の中心地として様々な人種が数多く出入りしている所であり、それなりに賑わっていたのだが、今はそれに拍車がかかっていた。

　そうなった理由は、魔王を倒した勇者がここに居るからである。

　まぁ、実際は勇者（偽）だけど。

　そういう事もあって、今王都イスコアへと入るための行列は非常に長い。

　王都に入るまでに、一体どれだけの時間がかかるのだろう。

　それでも入るためには並ばなければならないので、大人しく列の最後尾へと並ぶ。

　余計な騒動はごめんなので、ゼアルには人の姿になって貰っておいた。

　それにしても、ゼアルの未来の奥さんであるソシエルちゃんは、既に王都へと戻ってい──。

「お待ちしておりました」

「おわっ！」

　突然、ルドレン家のメイドであるデオラーデさんが俺達の前に現れた。

　この突然何でもないように現れる感じ……間違いなくフロイドに似ている。

「何か、失礼な事を考えておられませんか？」

「いいえ」

　即座に否定しておく。

　……やっぱり似て……いや、これ以上考えてはいけない。

　それに、デオラーデさんが現れた事で、ゼアルが即座に逃げ出そうとしたが、既に首根っこを摑まれて大人しくなっていた。

「そ、それにしても、よく俺達が今日辿り着くとわかりましたね。それに、既に王都へと戻っていて良かったです」

　しゅんとしているゼアルをチラチラ見ながら尋ねる。

　ゼアルは既に飼い狼と化しているようだ。

　逆らう事も出来ないとは……かなり躾けられている。

「ソシエル様と私は、一昨日王都へと戻って来ました。それと、何故今日来る事がわかったかですが、それは今朝の事です。ソシエル様への朝食の準備をしている時に、うっかりと皿を落として割ってしまいました」

「はぁ」

「それで、今日だと確信したのです」

　……言っている意味がわからない。

　それは不吉の前触れと取る出来事ではないだろうか？

　やはり、この人もフロイドと──。

「彼女と同質と取られるのは少々不快ですよ。ワズ様」

　フロイドが困ったような笑みを浮かべて告げる。

　……似た者同士だよ。お前ら。

　このままここでフロイドとデオラーデさんについて問答していても仕方ないので、俺は溜息を吐いてからデオラーデさんに尋ねる。

「ま、まぁ、そちらから来てくれて助かりました。ルドレン侯爵家の場所がわからなかったし。……それで、勇者（偽）……いや、光教会の方に動きはありましたか？」

「それに関しては、まだと伝えておきます。詳しい話は屋敷の方で」

「え？　それはこれからですか？」

「そうして頂けると助かります。何分、光教会の影響力は大きいので、出来れば早期解決をしたいと、ハンドネ様が望まれているのです」

「ハンドネ様？」

「はい。ルドレン侯爵家の主。ソシエル様のお父様でございます」

　どうやら、既に話は通っているようである。

　まぁ、こちらとしても早期解決が出来るのであれば、それにこした事はないし、王都イスコアで他にやる事と言えば、実家に帰って親に奥さん達を紹介する事しか思いつかない。

　それなら、さっさと光教会と勇者（偽）の問題を片付けて、すっきりしてからの方が良いかな。

　そう考え、奥さん達にも了承を得てから、デオラーデさんへと答える。

　デオラーデさんは、俺が奥さん達の了承を得ている間、ゼアルへ教育を施していた。

　……見なかった事にしよう。

「わかりました。これからルドレン侯爵家へと向かいます」

「ありがとうございます。では、こちらの方へ」

「え？　どこに？　王都へと入る門はこの列の先ですよ？」

「このまま並んでいても時間がかかり過ぎます。光教会がいつ動き出すかわからない以上、こちらも急ぐべき所は急ぎませんと。なので、貴族用の門を通ります」

　あぁ、そういえば、そんな門もあったな。

　使う機会なんて無いから、その存在を忘れていた。

　今ならマーンボンド王家のナミニッサとナレリナも居るし、問題なく通れるかもしれない。

「ハンドネ様から通行するための許可証も渡されておりますので、どうぞこちらの方へ」

　……さすがはイスコア王家の懐刀と言うべきか。

　いや、それだけ事態は切羽詰まっているのかもしれない。

　俺達は、そのままデオラーデさんの案内で貴族用の門を通り、王都イスコアへと入った。
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　ルドレン侯爵家の屋敷がある場所は、当然のように貴族区である。

　王都イスコアでも、当然のように住居の場所は区切られていた。

　俺とカガネ、アリアが住んでいた家は一般居住区にあり、これまで貴族区になんて来た事は一切無い。

　まさか、こんな形でここに来る事になるとは思わなかった。

　貴族区にある屋敷はどれも大きく、道も綺麗に舗装されて、一般居住区や商業区とは比べるまでもないだろう。

　そんな中を、デオラーデさんと彼女にずるずると引き摺られていくゼアルの二人を先頭にして、俺達は進んで行き、辿り着いた先にあった屋敷は特に大きかった。

　ソシエルちゃんと出会った別荘も大きかったが、その倍くらいだろうか。

　庭先もかなり広そうに見えるし、何より門から屋敷までの距離もそれなりにある。

　つまり、それだけの地位に居て、力も持っているという証明だろう。

　う～む。困った。

　カガネの話だと大貴族だという話だし、礼儀とかそういうのは良くわからない。

　こちとら、王都イスコア一般居住区生まれの山育ちである。

　へへ～とか、はは～とかしておけば良いのだろうか？

　後は向こうから聞かれるまで話してはいけないとかだっけ……。

　……。

　……良し。ナミニッサとナレリナに任せようかな。

　俺が受け答えしても、色々問題を起こして、無礼であると怒らせるかもしれないし。

　ただ、まずはそうした方が良いか、デオラーデさんに聞いてみよう。

　そう考えた俺は、デオラーデさんに自分は礼儀とか良くわからないので、ナミニッサとナレリナの二人が受け答えした方が良いかどうかを尋ねる。

「と、いう訳なんだけど、その方が良いかな？」

「……ワズ様にも色々覚えて貰った方が宜しそうですね」

　びくっ！

　おっと、しまった。何かしらの琴線に触れてしまったかもしれない。

　デオラーデさんが獲物を見つけたような目付きで俺を見てくる。

「やはり、どこかの執事では駄目という事ですね」

　そう言って、デオラーデさんが眼鏡の位置を直す。

　その仕草が何か怖い。

　ゼアルも、仲間を見つけたみたいな目で俺を見てくるな！

　俺は違う！　違うからな！　お前のようにはならないからな！

　さてどうしようかと思っていると、フロイドがスッと俺の前に出る。

「いえいえ、私は基本的に主の自主性に任せておりますので。言うなれば自由主義？　放任主義？　というところでしょうか。もちろん、締めるところは締めますが」

　放任はしちゃ駄目だろう。

　いや、俺は放任してくれても構わないのだが。

「それが今のような状況に繫がるのでは？」

「ワズ様に礼儀は必要無いと判断したまでです。そういうものを越えた場所に、ワズ様は存在していますから」

　俺を何者だと思っているのだ、こいつは。

　しかし、俺の後方では奥さん達がうんうんと頷いている。

　え？　あれ？　俺ってそういう認識なの？

「意味のわからない事を」

　デオラーデさんが、フロイドに対して苛立たしげに目付きを鋭くする。

　けれど、フロイドの言葉はそこで終わっていなかった。

「それに、あなたのような詰め込み過ぎの教育では主が疲れて倒れてしまいますよと、助言を送りましょう。どんな方でも休息は必要なのです。そう、人生に息抜きが必要なように」

「常に息抜きしているような者に言われたくはないですね」

　ピシャーン！　と、フロイドとデオラーデさんの間で火花が散る。

　お互い、譲れない何かがあるのだろう。……知らんけど。

　ただ、今はこうしている時ではないと、デオラーデさんは一旦自分を落ち着かせるように息を吐き、改めて俺に視線を向けてくる。

「ワズ様。礼儀の方に関して言えば、問題はありません。元々、ハンドネ様自身がそういうものを気にしない方というのもありますし、将来ルドレン家を背負って立つゼアル様のご友人でもある方々なのですから、そこまで気にして頂かなくても構いません。普段通りで良いと告げておきます」

「はぁ……」

　それなら、まぁ良いか。

　寧ろ、ゼアルの方が不憫である。

　ゼアルは、え？　俺が背負って立つの？　え？　そこまで話は進んでいるの？　聞いていませんでしたよと、何やら戸惑うようにデオラーデさんへと視線を向けているが、当の本人からは無視されていた。

　残念。デオラーデさんは俺にそう告げた後、再びフロイドを睨む事にしたようだ。

　ゼアルが俺に助けてくれと視線を向けてくるが、そっと逸らしておく。

　……大丈夫。ゼアルならきっと乗り越えられるさ。




　そして、屋敷まで辿り着くと、そこにはやはりとでも言うべきか、ソシエルちゃんが扉の前で待っていた。

「ゼアル様～！」

　嬉しそうに叫びながら、両手を思いっきり広げて駆け寄り、ゼアルへと抱き着く。
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　……うん。ソシエルちゃんが居れば、ゼアルはきっと大丈夫だろう。

　互いに嬉しそうな表情を見せるゼアルとソシエルちゃんの二人を見ていると、そういう風に思えた。

「では、ワズ様と奥方様達……それと執事はどうぞこちらへ」

　幸せそうな二人を見て、ほっこりしながらデオラーデさんの案内で屋敷の中へと入る。

　ただ、現実はいつでも無情なのである。

「ゼアル様。ワズ様達をご案内し終わりましたら即座に戻りますので、そこからはまたビシバシと教育を施します。ここ十数日の遅れも取り戻さなければなりませんので、そのつもりで御覚悟を」

　ゼアルがピシッと固まった。

　頑張れよ！　と、親指を立てておく。
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　ルドレン侯爵家の屋敷内は、それはそれは見事としか言いようがなかった。

　豪華そうな絨毯に、品位を損ねない程度に置かれた調度品の数々、埃一つ無いのはきっとメイドさんや執事さん達の完璧な仕事の賜物だろう。

　そのメイドさんや執事さんも、デオラーデさんの案内のままに進むだけでも至る所に居て、かなりの人数がここで働いているようである。

　ただ、その人達全員が俺達に向かって頭を下げるのと同時に、デオラーデさんに対しては尊敬するような視線を向けている人が何人か居たのには驚いた。

　いや、フロイドと同等らしいっぽいので優秀なのはわかるのだが、もう少し性格面も考慮しようよ。……どっちもな。

　そして、案内された一室は、恐らく俺達のような客人を招く時に使う部屋なのだろう。

　もっと人が入っても問題無さそうな程に広々とした部屋だ。

　その中央に横長のテーブルが置かれていて、その周囲を囲むように椅子がある。

　テーブルの上にはティーセットが用意されており、二人の男女がそれを楽しんでいた。

　その後ろにはメイドさんと執事さんがずらっと控えている事から、多分この二人がソシエルちゃんの両親なのだろう。

　デオラーデさんが二人に近付いて声をかける。

「お待たせしました。ハンドネ様、リーム様。件の冒険者であるワズ様とその奥方様達をお連れしました」

「あぁ、ありがとう」

「それでは私は、ゼアル様の教育へと戻りますので、何かありましたらお呼び下さい」

「わかった。ほどほどにね？」

「もちろん、ほどほどで留めておきます」

　絶対噓だな。

　そんな事がこの場で言える訳もなく、デオラーデさんが部屋から出て行った。

「どうぞ、君達もこちらに来て座りなさい。あぁ、それと話は紅茶を飲んでからにしよう。いや実はね、この紅茶の茶葉は妻がブレンドしたもので、本当に美味しいから君達も是非飲んでみてくれないか。本当に私の妻はこういうのが得意でね、こうしていつも私を楽しませてくれるんだよ。他にもね──」

　男性の奥さん自慢を聞きながら、席へと座る。

　ちなみに俺は男性と対面するような位置で固定され、奥さん達はそれぞれ好きに座った。

　そんな俺と奥さん達が席に着くと、メイドさんと執事さん達によって紅茶とお茶菓子が用意されたのだが、何故か俺のだけはフロイドが用意してくる。

　まるで、これが自分の仕事で、他の方々にさせる訳にはいきませんとでも言うように。

　……ほっとこう。好きにすれば良いさ。

　ちなみに、まだ男性の奥さん惚気は続いているので、曖昧な返事をしながら紅茶を一口飲む。

「……っ！」

　美味っ！

　タタが淹れてくれた紅茶並みに美味い。

「どうだ？　美味しいだろう？」

　男性が尋ねてくるので、俺は正直に美味しいと答えておいた。

　そこで改めて男女の姿を見る。

　男性の方は、金髪が綺麗に整えられて、面長の顔立ちに切れ長の目だ。

　服装も貴族であるというのがわかる程の上等な物を着こなしている。

　女性の方も金髪で、ふわふわとした髪が背中まで届き、非常に可愛らしい顔立ちで、ソシエルちゃんに良く似ていた。いや、この場合はソシエルちゃんの方が似ていると言うべきか。

　服装もゆったりとしている物を着こなしていて、二人共に言える事だが、非常に若々しい。

　とてもではないが、娘が居る風には見えない。

　この二人が、ソシエルちゃんの両親で、ルドレン侯爵夫妻なのだろう。

「きちんと自己紹介をしていなかったね。私がハンドネ・ルドレンで、こちらが妻のリーム・ルドレンだ。デオラーデから聞いていると思うけど、礼儀とかそういうのは気にしなくても良いから」

　そう言って、目の前の男女──ハンドネさんとリームさんが俺達に向かって頭を少し下げる。

　それに応えるように俺達も頭を下げてから、こちらも自己紹介を済ませる。

「いやはや、話には聞いていたが、マーンボンド王国の姫君二人に、北の勇者様。さらにはアマソン商会の会頭に聖女様まで。それに、他の方々も魅力的な人物ばかりと、ワズ君は随分と果報者だなぁ」

　ハンドネさんが楽しそうに笑みを浮かべ、リームさんも楽しそうだ。

　というよりかは、タタとリームさんは何か通じるモノでもあったのか、他の奥さん達も巻き込んで楽しそうに会話していた。

「おやおや、妻を君の奥さん達に取られてしまったよ。……それじゃ、ここからは男同士で話そうか」

「はぁ」

　そう言うと、ハンドネさんは後ろに控えている執事さん達に合図を送り、このテーブルの直ぐ横にもう一組テーブルと紅茶を用意させて、俺をそちらへと誘導する。

　俺もそれに従い、ハンドネさんと向かい合うようにして座った。

「さて、それじゃ、話の続きといこうか」

「はい」

「そう畏まらなくても良いよ。そもそも、君はマーンボンド王国を救い、北の勇者様を倒し、獣人国の暴走を止め、南西の国の愚行を阻止した英雄なのだから」

　その言葉に、俺は一瞬思考を止めてしまう。

「ど、どうしてそれを？」

「他国の動向を調べるため、子飼いの密偵を送り込むなんてのは基本中の基本だよ。他国の大きな危機に颯爽と現れる黒髪の英雄。しかも、その人物はイスコア王国出身の者だったなんて、自分の事のように嬉しいよ。現に、デオラーデから話を聞き、こうしてイスコア王国の危機に現れてくれた事には、普段は祈らない神に感謝したくらいだ」

「は、はぁ……」

　何と言うか、こそばゆい。

　俺ってそんな風に捉えられているの？

　まぁ、別に存在を隠していた訳じゃないし、別に良いか。

　しかし、この場合はハンドネさんの情報力に驚くべきなのか、さすがはイスコア王家の懐刀と呼ばれている人と称賛すべきなのか……。

　俺がう～むと考えていると、ハンドネさんが紅茶を一口飲んでから、俺に問うてきた。

「さて、まずはその改竄ギルドカードを見せて貰えないだろうか？」

　その瞬間、ハンドネさんから圧力というか凄みを感じる。

　先程まではニコニコとした笑みだったのだが、今は真剣な面持ちだ。

　出来る人感が半端ない。

　俺は懐から改竄ギルドカードと勇者（偽）の血、それと用意しておいたＳランク冒険者のグレイブさんによる、本物であるという証明書をハンドネさんに渡す。

　ハンドネさんは、まず証明書を読み、それから改竄ギルドカードに血を垂らして確認した後、大きく溜息を吐いた。

「確かに、このカードに記されているのは勇者ディード・クルストのステータスで間違いないみたいだね。しかも、公式発表されているステータス値と大きく違う。……全く、光教会の連中はやってくれたね。まさかギルドカードを改竄して偽者の勇者をでっちあげるなんて。何かやっているとは思っていたが、まさかここまでの事をしているとは」

「えっと、そこまで大事なのでしょうか？　ちょっと俺には想像つかなくて……」

「充分大事だよ。ギルドカードは本人証明の共通指針の一つだ。しかも、誰しもが気軽に持てる物だからこそ、その普及率は馬鹿に出来ない。それが崩れるとなると、普及率に比例して影響力も加速度的に大きくなる」

　ハンドネさんがそう言って、頭を抱える。

　きっとこれからの事を考えているのだろう。

「……いや、今のところ、この件を知っているのはごく僅かだけ。それを内々で始末すれば」

　……何やら恐ろしい事を言っている気がする。

　ハンドネさんは何やら考え事に没頭しているし、俺もどうしたものかと困った。

　俺としては、さっさと光教会に出向いてケリを付けたいのだが……あっ、そういえば、その事を忘れていたな。

「ハンドネさん、少し良いですか？」

「うん？　あぁ、すまないね。ちょっと考え事に没頭し過ぎてしまったようだ。それで何かな？」

「光教会の方に動きってありませんでしたか？　具体的には挙兵とか？」

「いや、そんな動きは聞いていないけど……どういう事かな？」

　え？　あぁ。そう言えば改竄ギルドカードの事はデオラーデさんに教えていたけど、勇者（偽）が残していった言葉──教会の力を使って攻め入ってやると言っていた事を伝え忘れていた。

　なので、その事を伝えると、ハンドネさんは更に怒りを顕わにする。

「そんな事を言ったのかい？　あの偽者勇者が？　……本当にいい加減にして欲しいな。そんな事をすればイスコア王国は終わりだという事をわかっているのか。……いや、わかっていないからこそ、そんな事が言えるのか」

「どういう事ですか？」

「簡単な話だよ。もしそんな事をすれば、いくら光教会からの指示だったとはいえ、イスコア王国は他の国から非難を浴びるだろうね。しかも、何も悪くない出来たての国を襲うとなると、マーンボンド王国と獣人国レガニールが黙っていないだろうし。その二国と同時に対立となると、いくら国力が上がっているイスコア王国でも、どうにも出来ない」

　なるほど。

　まぁ、どっちみちグレイブさんの国は獣人国と同盟を結んでいるし、マーンボンド王国も色々と手助けしてくれているので、手を出した時点で詰みだな。

　そういう意味では、まだ動き出していない事にほっとすべきか。

　俺は、大体の事はわかったと頷いてから、ハンドネさんに問う。

「それで、これからどうしましょうか？　俺としては、出来れば即座に終わらせるため、光教会へと乗り込みたいところなんですが？」

「それはもう少し待ってくれないか？　いや、君の力はゼアルから聞いているので、力が無いと疑っている訳ではない。ただ、デオラーデが今朝方、今日君達が来ると言ったので、既に城へと使いを出して返答を貰っている。もう少ししたら、私達と共に王城へと向かって欲しい」

　そう言われて思い出す。

「あぁ。そう言えば、デオラーデさんが国王様にも伝えた方が良いとか言っていましたね」

「出来れば、今回の件は王国と光教会に関わっている連中は無関係であると示したいのだ。……ただ、今の陛下にそれが通じるかはわからないが」

「どういう事でしょうか？」

　そして俺は、ハンドネさんから王城内で起こっている事を聞き、それが聞き終わるのと同時に、問題が起こっている王城へと向かう事になった。
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　王城内で起こっている事。

　それは簡単に言ってしまえば、最近、国王様が目に見えて光教会に属する貴族達を贔屓するようになったという事だった。

　それまでの間は、そういう贔屓など一切しない、公平な目と態度で接する国王様だったらしい。

　ハンドネさんの話によると、元々イスコア王国では貴族の派閥が大きく二つに分かれていた。

　王国派と教会派。

　王国派はその名の通り、王国に忠誠を誓い、国王様によって貴族に選ばれた人達。

　ハンドネさんも、この王国派だ。

　そして教会派は、教会から推薦された貴族であったり、教会の教えを心の拠り所としている貴族なのだそうだ。

　つまり、王国よりも教会の利益で動く事が多いそうである。

　国王様が贔屓するまでは、王国派の方が力も勢いもあったそうなのだが、今はその立場が逆転しているとの事。

　この突然の態度の豹変にはきっと何か訳があると、王国派は睨んでいるそうなのだが、その原因が一切摑めないそうだ。

　国王様が豹変した原因を探っている間にも、その国王様の庇護を受けて、教会派はやりたい放題らしい。

　だからだろうか。

　俺達とハンドネさんが王城へと辿り着き、そのまま国王様が待っているという謁見の間に入った途端、そのまま数十人の兵士達に取り囲まれる。

　槍の穂先を向けられ、抵抗するなという言葉付きだ。

　この事態に、ハンドネさんは当然のように抗議の声を上げる。

「これは一体どういう事だ！　今、何をしているのかわかっているのか！」

「申し訳ございません。その者達が来る事があれば、即座に捕らえよと国王様のご命令なのです」

　俺達を囲んでいる兵士達の隊長格と思わしき人が、申し訳なさそうに答える。

「それは事実ですか！　ルソナ国王様」

　ハンドネさんが向ける視線の先には、階段状に高くなった場所があり、その頂点に豪華な椅子へと座る一人の人物。

　あれが、国王様なのだろう。

　というか、ハンドネさんが呼んだ事で、初めて国王様の名前を知った。

　この国に住んでいたのに、恥ずかしい限りです。

　カガネが疑わしげな視線を向けてくる。

　まぁ、自分には関係無い存在だと思っていたんだから、その辺で勘弁して下さい。

　ルソナ国王様ね。……うん。覚えた。

　そして、ルソナ国王様がハンドネさんの抗議に答える。

「もちろん事実である。ハンドネよ。その者達は、余の国にとって不吉な存在であると、光教会から捕縛の指示を受けておるのだ。……全ては光教会の威光を世界に届かせるため」

「くっ。……一体どうされたというのだ。ルソナ国王様は」

　ハンドネさんが悔しそうに呟く。

　ハンドネさんの悔しがる姿を見て、笑い声を上げる者達が居た。

「ははははっ！　さすがはルソナ国王様。見事な判断でございます」

「英断と言っても良いでしょう。件の者達が城に現れると聞いた時は驚きましたが、これで私達の教会内での地位も上がりましょうぞ」

「ふふふ。ハンドネ様も、いつまでもその者達とご一緒されていると、そのまま捕らえられてしまいますぞ？」

　ルソナ国王様が居る所から何段も下がった場所に居る貴族達が笑う。

　あれがきっと教会派の貴族なのだろう。

　他の貴族達の姿は見えないので、教会派の独断専行といったところか。

　何というか、面倒臭いなぁと思って、ルソナ国王様へと視線を向けて……気付く。

　ルソナ国王は、白髪の長髪に王冠を被り、それなりのお歳なのだろうが精悍な顔つきだ。

　身に纏う物も、王様らしく豪華な装飾が施されている服で、手に杖を持っている。

　ただ、その表情はどこか虚ろなように見えるのだが、それも当然だろう。

　ルソナ国王様が身に着けている腕輪には見覚えがあった。

　俺の義理の兄となったナヴィリオが身に着けさせられていた呪具「未熟な操り人形」である。

　つまり、ルソナ国王様は操られている状況という訳だ。

　そして、光教会を贔屓している時点で、その犯人も光教会側という事か。

　何と言うか、光教会と言うわりには真っ黒である。

　さて、という事は、後は簡単だ。

　腕輪を壊せば良いだけ。

　もう何か色々と面倒になってきた俺は、即座に行動に移る事にした。

「ナミニッサ、ナレリナ」

「はい。何でしょうか？」

「どうした？」

「ルソナ国王様の腕を見て」

　その言葉を聞いて、ナミニッサとナレリナが気付き、それだけで俺がどうするかがわかったようだ。

「お好きなようにされて構いませんよ」

「こっちの事と、その後の事は任せろ」

　俺がやろうとしている事を即座に理解してくれる。

　ありがたい。ありがたい。

　そんな俺達の様子に、ハンドネさんが尋ねてきた。

「……一体どうするつもりだ？」

「ルソナ国王様は、あの腕輪で操られています。そして、それを今破壊します」

「……出来るのか？」

「余裕ですね」

　パッと行って、グッと握って、パリンと壊すだけ。

　簡単だね。

　俺の言葉が真実であるというように、ナミニッサとナレリナもハンドネさんに向かって頷く。

　そして、ハンドネさんは少し黙考した後に決断する。

「わかった。君達を信じよう。頼む」

「後の事はお任せしますよ？」

「もちろんだ」

　ハンドネさんの了承も得たし、さっさと終わらせよう。

「皆、兵士達をなるべく傷付けさせないように無力化してね。もちろん、皆も怪我しないように。それと、ハンドネさんも守ってあげて」

『わかりました』「……わかった」「いや～、私は戦闘はからっきしでね。頼みます」

「抵抗するな！」

　俺達の動きを感じ取ったのか、兵士の一人が声を上げ、槍を突きつけるように一歩前に出てくる。

　けれど残念。

　俺は既にルソナ国王様の目前へと移動し終わっていて、腕輪をがっちり摑んでいる。

　この程度の距離、一瞬ですよ。一瞬。

　そして、そのまま腕輪を破壊する。

「……うっ」

　ルソナ国王様から呻き声が漏れる。

　杖を支えにして、どうにか玉座から倒れないようにしていた。

　頭に手を当て、そこで動きが止まる。

　俺は恐る恐る声をかけた。

「……大丈夫ですか？　意識はハッキリしていますか？」

「………………うむ」

　小さな返事が聞こえたと同時に、ルソナ国王様が俺に視線を向ける。

「そなたは誰だ？」

「冒険者で、ワズといいます。……一応、ルソナ国王様が操られていたであろう原因は砕きましたけど、どこかに異常は感じますか？」

「そうだな。……霞んでいた思考が晴れた事以外、どこにも異変は無い」

　ルソナ国王様がそう断言するが、俺は念のためにこっそり神格化して、上から下まで確認する。

　……うん。大丈夫そうだ。

　ルソナ国王様に異常は見当たらない。

「ルソナ国王様は無事かっ！」

「おわっ！」

　突然の言葉に俺は神格化を解き、後方へと振り返る。

　そこに居たのは、ハンドネさんだった。

　……一体いつの間に。

「意識もハッキリしているようなので大丈夫です。……それにしても、よくここまで来る事が出来ましたね」

　確か、戦闘はからっきしだと言っていた気がするのだが。

「？　いや、ワズ君こそ何を言っている？」

　そう言って、ハンドネさんが俺にも見えるように立ち位置を変える。

　開けた視界に映ったのは、既に全てが終わっている光景だった。

　無力化された兵士達と、教会派の貴族達が至る所で寝転がっている。

　多少の怪我はありそうだが、命までは奪っていないようでほっとした。

　兵士達は操られたルソナ国王様の命令に従っただけだし、これからもこの国に仕える人達なのだから、ここで命を散らせるのは違うだろう。

　教会派の貴族達に関しては、そのついでとしか思っていない。

　別に生きていようが死んでいようが関係無いが、これから先の事は容易に想像出来る。

　ルソナ国王様を操って色々やっていたようだし、そのルソナ国王様が正気に戻った以上、そのシワ寄せが及ぶ事は間違いないだろう。

　まぁ、その前にハンドネさんが簡単に終わらせるとは思えないし。

「ワズ君の奥方達は本当に凄まじいな。兵士達をあっという間に無力化し、ついでとばかりに教会派の貴族達まで。もちろん、ワズ君もだよ。ルソナ国王様を呪具から救い出してくれた功績は大きい。……大きな借りが出来てしまったね」

　そう言って、ハンドネさんは心からの笑みを俺へと向ける。

　いえいえ、俺がした事なんて呪具を破壊しただけですから。

　褒められるべきなのは、俺がその行動を取りやすくフォローしてくれた奥さん達の方です。

　ハンドネさんが良くやったというように俺の肩へと手を置き、それからルソナ国王様へと話しかけ始めた。

　ルソナ国王様が今まで操られている間に起こった事や、改竄ギルドカードの事に、恐らくだがその全てに光教会の教皇が関わっているだろう事を報告している。

　それを横目で確認した後、俺は奥さん達の方へと視線を向ける。

　こんな短時間で兵士達と教会派の貴族達を、完全に無力化出来るまで強くなっていた事を誇らしく思う。本当に、自慢の奥さん達である。

　見ている事に気付いたのか、奥さん達全員の視線が集まっていたので、俺はグッと親指を立てて応えた。

　奥さん達も、誇らしく嬉しそうに微笑む。

　と、その時。謁見の間に一人の兵士が駆け込んできた。

　浮かんでいる汗と緊迫した表情から、どこか切羽詰まっている印象を受ける。

「ご報告があり──え？」

　兵士さんがそこで固まった。

　それはそうだよね。びっくりするよね。

　無力化された兵士達と貴族達に、ルソナ国王様の近くにはハンドネさんの他に見た事無い怪しい奴が一人。まぁ、俺の事なんだけど。

　そこから推測出来るのは、何か事件が起こっている予感。

　最悪のタイミングで来てしまった感じ。

　……うん。わかるわかる。

　傍から見ると、危険な事態が起こっている事間違いなし！

　それが駆け込んできた兵士さんの心境だろう。

　でもね、そうじゃないの。本当だよ。

　ただ、それが伝わる訳もなく、兵士さんはガタガタと震え出す。

　奥さん達も、あいつはどうすれば？　目撃者消しといた方が？　みたいな危険な視線を俺へと向けてくる。

　ちょっと待って。今考えるから！　と思った時、俺の後方から大きくはないが厳粛な声が飛ぶ。

「構わん！　今、この場で立っているのは、余を救ってくれた者達だ。報告を続けよ！」

　ルソナ国王様だ。

　正直言って助かった。

　俺達が何を言っても、今の光景を目の当たりにすれば信じて貰えないだろうし。

　兵士さんも、その言葉で気を取り直したのか、ルソナ国王様に向けて敬礼して報告を続ける。

「はっ！　ハンドネ様からの指示で光教会本部を監視していた者からの緊急報告です。光教会が独自で保有している私兵、凡そ数百の兵が動き出したと」

「何だとっ！」

　驚きの声を上げたのはハンドネさん。

　ルソナ国王様も、苦虫を嚙み潰したような苦渋の表情を浮かべている。

　というか、ハンドネさんは色々動いていてくれたようで、こちらの方こそ借りが出来てしまったように思う。

「それで、その兵達はどこに向かっている！　新しく出来たという南西の国か！」

　ハンドネさんの問いに、兵士さんは若干戸惑うように答えた。

「そ、それが、この王城に向けて動いているようでして」

　その報告を聞き、ハンドネさんが顎に手を当てて黙考しだす。

　少しの間この場に沈黙が流れた後、ハンドネさんが確認するように兵士さんへと問う。

「その私兵達の中に、教皇の姿は確認出来ているか？」

「いえ、そのような報告は受けておりません」

「そうか」

　そう短く答え、ハンドネさんはルソナ国王様へと視線を向ける。

「考えられる中で、大きく可能性があるのは二つございます」

「うむ。聞こう」

「はい。一つ目は、この場に居るワズ君達を捕らえ、そのまま光教会本部へと連行する事を目的としている事。もう一つは、そのまま王城を制圧する事を目的としている可能性がございます。何しろ、向こう側は未だルソナ国王様を操っていると思っていると考えられますから」

「なるほど。……どこまでも余達を愚弄してくれる」

　ルソナ国王様が怒りを顕わにする。

「ハンドネ。そちの考えを聞かせてくれ」

「はい。私が考える対処といたしましては、王城に居る全兵士で光教会の私兵を牽制、その間に光教会本部へと少数精鋭を送り込んで、教皇と偽者勇者を捕縛し、ルソナ国王様の眼前へと連れて来て裁きを下すのが宜しいかと。その際、此度の事とイスコア王国は関係無いと明言して頂く必要がございます」

「明言するのは良いが、そう簡単に上手くいくか？　教会の私兵数百程度であれば、王城の兵士達でも鎮圧は可能であろうが、光教会本部はいくつかの強力な戦力を有していると聞く。いくら精鋭とはいえ、少数でどうにか出来るのか？　いや、どの部隊を送り込むつもりだ？」

「どこの部隊も送り込むつもりはございません」

「どういう事だ？」

　そこで、ハンドネさんが俺へと視線を向ける。

　ルソナ国王様もそれに釣られて俺を見た。

「ここに居る、ワズ君と奥方様達に行って貰おうかと。ワズ君は数々の国を救った英雄であるし、奥方様達に至っては、先程の兵士達を無力化した腕も見事であると私が保証致します。彼等に任せれば、問題なく教皇を連れて来るかと」

「信用出来ると言うのだな？」

「はい」

　ハンドネさんがそう言い切った。ちょっと感動。

　ルソナ国王様は、俺達を順に見ていき、ナミニッサとナレリナ、それとアリアを視界に入れると固まった。

「まさか……ナミニッサ姫とナレリナ姫か？　それに聖女殿まで」

「はい。お久し振りです。ルソナ陛下」

「教皇の方は私達に任せてくれて問題無い。もちろん、イスコア王国が無関係である事は、私達も証明するつもりだ」

「お久し振りです。ルソナ陛下。教皇と偽者勇者の方は、私達で捕縛させて頂きたいと思っております」

「う、うむ」

　あぁ、そう言えば、ルソナ国王様ってギヴィリオ王様と仲が悪いとか言っていたっけ。

　ルソナ国王様が確認するように俺と奥さん達を交互に指差し、ハンドネさんに視線を向ける。

　ハンドネさんは、その視線を受けて頷くだけだ。

　そして少しの沈黙の後、俺へと視線を向けてくる。

「ワズ……だったな？」

「はい」

「ハンドネの言葉を信じても構わないのだな？」

「はい。お任せ下さい」

「……わかった。では、冒険者ワズよ。光教会の私兵数百はこちらに任せよ。そなた達は、教皇と偽者勇者を捕らえてくるのだ！　責任はこちらで持つ。そなた達は思う存分やるが良い」

「かしこまりました」

　俺は頭を下げて、そう返答する。

　そして、俺は奥さん達の所へと戻り、そのまま謁見の間を出て光教会本部へと向かう。
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　さぁ、いざ！　光教会本部へ！

　と思ったものの、その場所を知らない。

「はいはい。わかってたわかってた。ほら行くよ。こっち」

　アリアに道案内して貰う。

　ありがたや。ありがたや。さすが聖女様や～！

　そして俺達は、光教会の私兵数百に出会わないように軽く迂回して、光教会本部へと即座に辿り着いた。

　今目の前には、真っ白な壁で覆われた、厳粛な風格を漂わせる教会がある。

　周囲に植えられている木々のさざめきしか聞こえない、物静かさもその雰囲気作りに一役買っているだろう。

　そんな中、俺は重そうな鉄製の扉を開けて、教会の中へと入る。

　教会の中では数人のシスターが居て、それぞれお祈りしていたり、教会内の掃除を行っていたりと、様々な行動を取っていた。

　そんな中の一人が俺達に気付く。

「あら？　お祈りですか？」

　いえ、違います。教皇と勇者（偽）をぶっ飛ばしに来ました。

　なんて事を言う訳にもいかず、さてどうしようかと考えていると、アリアが俺の前に立った。

「こんにちは、シスター・ユナ」

「まぁ、これは聖女アリア様。お久し振りでございます」

　そう言って、老齢のシスターさんが嬉しそうに一礼する。

「挨拶は別に良いわ。それより、私達は教皇様に用があるのだけれど、どちらにいらっしゃいますか？」

「教皇様でしたら、今日は奥の回廊の先でお祈りをしておられる時間です」

「そう。なら、こちらから出向くわ」

　そのままアリアがズカズカと先に進むので、俺達もシスターさんに一礼しながら後を付いていく。

　俺は少し気になったので、アリアへと尋ねた。

「さっきのシスターさんは知り合いなの？」

「シスター・ユナの事？　もちろん知り合いよ。だって彼女は、光教会のシスター達を纏めるシスター長なのだもの」

　……お偉いさんのようだ。

　ただ、そうなると確認しなければいけない訳で。

「信頼出来る？」

「シスター・ユナが今回の件に関わっているかどうかって事？　それこそ無いわ。そういう事を最も嫌う人だもの。だから、信頼出来るわ」

「そっか。なら、俺はアリアの言葉を信じるよ」

　その言葉が嬉しかったのか、アリアが幸せそうに微笑む。

「ありがと」

「いえいえ」

　そして、俺達はアリアの案内で、教会内部の奥から回廊へと入った。

　湾曲しているのか、回廊の先が見えない。

　蠟燭しか明かりが無いために、仄かに薄暗いというのも関係しているだろう。

「これ……どんだけの距離があるの？」

「さぁ、測った事無いわね。ただ、そこそこ長かった覚えがあるわ」

　俺の問いに、アリアが簡潔に答える。

　まぁ、どのみちここを進まなければいけないのだから、さっさと行こう。

　そして、俺を先頭にして進んで行く。

　いざって時のために、一番後ろにはフロイドを配置しておいた。

　これで後ろから襲われても、フロイドが被害を受けるだけ。完璧。




　そうして進んでいた時、回廊の先で男性が一人佇んでいた。

「おやおや、どこに行くというのかな？　この先には教皇様専用の祈り部屋しか無いが、君達のような無粋な者達が気軽に行って良い場所ではないよ」

　そう言って俺達の進行を邪魔するように立っていた男性は、金髪をくるくるといじり、俺達を見下すような視線を向けてくる。

　腰に長剣を携えて、仕立ての良さそうな貴族服を身に纏っているので、恐らく教会派の貴族だろう。

　俺がそう観察している間も、その男性の言葉は続く。

「全く、このような神聖な場所に平民が来るのは感心しないね。その愚かな行いは、イスコア王国の品位を下げるものだ。栄光が約束されている教会派の貴族である私が裁きを下してやろう」

　男性が腰の鞘から剣を抜き、その切っ先を俺へと向けてくる。

「イスコア王国流剣術、免許皆伝の腕前を披露してやろうではないか。ただまぁ、安心し給え。君が連れている女性達は見目麗しい。君を殺した後は、存分に私が可愛がってやろうではないか。いや、君の前で可愛がるというのも一興か」

　どうやら、目の前の男性は死にたいようである。

　俺の奥さん達に手を出そうとするのなら、その前に俺がその命を刈り取ってやろう。

　殺気全開の俺の肩にそっと手が置かれる。

　視線を向けると、そこにはナミニッサとナレリナが居た。

「ワズ様。あのような貴族として相応しくない者の相手はお任せ下さい」

「私達が誰かもわからないような奴など、その程度がしれているしな」

　どうやら、二人共かなりお冠のようである。

　それは、他の奥さん達も一緒なのだが、ここはナミニッサとナレリナに任せるようなので、俺も任せる事にした。

「わかった。好きなようにして」

「えぇ。あのような者、即刻排除します」

「しかし、あの程度の奴に、私達が直接手を出すというのも馬鹿らしい」

　そう言って、ナミニッサとナレリナは後方へと視線を向ける。

「フロイド！」

「ははっ！」

　ナミニッサが名を呼ぶ声に、フロイドが跪く。

　……ん？

「やってしまえ！」

「ははっ！」

　ナレリナの指示に生き生きしながら、フロイドが跳躍して男性へと襲いかかった。

　……は？

　そこからは、フロイドの独壇場である。

　男性をおちょくりながら、振るわれる剣を回避するフロイド。

　何やら意味不明な回避行動や、挑発行動を取るフロイド。

　もっとやれやれと、フロイドを応援する奥さん達。

　それに激昂して剣を振るうが、それが当たる訳もなく、更に挑発するフロイド。

　……冷静に、今起きている物事を受け止めようと試みる俺。

　男性が、もう良い……もう良いよと、脱力したと見せかけて剣を振るうが、何故かそこで無駄に華麗な回避行動を取るフロイド。

　最後は、疲れきった男性をどこかから取り出した縄で縛り上げ、首の後ろ辺りをトンッとして気絶させた。

　そしてフロイドは、搔いてもいない汗を拭う仕草をしながらこちらへと戻ってくる。

「ふぅ～。久々に緊張感のある戦いでした」

　いや、充分余裕だったと思うが。

「フロイド。良くやりました」

「頑張ったな。フロイド」

「ははっ！　ありがとうございます」

　ナミニッサとナレリナがフロイドを褒める。

　……どうして、他の人にはこいつの胡散臭さが伝わらないのだろう。

　はぁ～……。真剣にやるつもりでここに来たのに、何か馬鹿らしくなってきた。

　やっぱり、いつも通りでいこう。

　はい。先に進むよ～。

　貴族の男性はそこら辺に転がしておいた。
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　再び、俺達の行く手を遮るように一人の男性が現れた。

　今回のは、司祭服を身に纏っているのだが、体型はでっぷりと太っているのが目に見えてわかる。

「おやおや、こんな所に珍客が現れるとは。という事は、あの貴族を突破してきたという事。……はぁ。意外に使えませんね、あの男。おーっほっほっほっ」

　何が楽しいのか、いきなり笑いだす司祭。

　仲間意識とかは無いのだろうか？

「しかし、ここに来たという事は、私が相手をしなければならないという事。けれど、私は聖職者なので戦う力など持っていません。なので、私の手足となって戦う者達を呼びましょう」

　そう言って司祭が指を鳴らす。

　すると、その司祭の後方から六人の男女が現れた。

　全員武装しており、それなりに戦える雰囲気を纏っているのだが、俺達に戦意を向ける事もなく、ただ立ち尽くしているというか、そもそも全員の表情はどこか納得していないと、苦々しいモノを浮かべている。

「おやおや、だんまりですか？」

　司祭が話しかけてくるが、俺は無視しておく。

　別に全員やっても良いのだが、さすがに戦意を向けてこない者を問答無用でやるというのは、さすがに良心が痛むというか。

「まぁ、それも仕方ないでしょうね。何せ、この者達は、イスコア王国が誇るＡランクパーティー。あの『輝く栄光への道』なのですから！」

　…………。

　……いや、全然思い当たらないんですけど。

　そもそも、ここ最近までイスコア王国に居なかったし、そう自慢するように言われても困るのだが。

　俺がそう思っているなんて事は知らず、司祭の話は続く。

「おや？　その様子だと気付いたようですね。そう、ここには六人しか居ない。『輝く栄光への道』は七人パーティーのはずなのに。良い着眼点です。六人なのには理由があるのですよ」

　……いや、ごめん。

　すっごくノリノリで話しているけど、全然見当違いの事を言っているよ。

　というか、この司祭の話はいつまで続くのだろうか？

　あれかな？　普段は誰も相手にしてくれないから、ちょっと歯止めが利かなくなっているとか？

　だから、俺達が無反応なので勝手に喋っているとか？

　他に話すネタが無いために、今を続けるしかないとか？

　……いや、さすがにそれはないか。

「『輝く栄光への道』の連中はな、ごく最近装備を一新したまでは良かったのだが、その後に受けたクエストを辛うじて成功させたものの、その際に仲間の一人が重体になり、その治療費が莫大な金額だったのだよ。貯金は装備で消えてしまい、クエスト報酬でも足りない金額。重体の仲間は直ぐにでも治療が必要なため、他のクエストを受ける時間も無い。なら、どこかから借りるしかないだろう？」

　興が乗ってきたのか、顔を上気させている司祭がそこで言葉を切り、司祭服の中から水筒を取り出してぐいっと呷あおる。

「……んぐ……ぷはぁ～。そして、私は貸してやったさ！　多額の金を、理不尽な金利でなぁ！　いやはや、仲間思いの連中で簡単だったよ。……そう、全ては私の企み。自由に動かせる私兵が欲しかったのでなぁ！　おーっほっほっほっ！　騙される方が悪いのだよ。この公的な証文がある限り、『輝く栄光への道』の連中は、一生私の奴隷なのだ！」

　そう叫びながら、司祭が司祭服の中から一枚の紙を取り出し、「輝く栄光への道」の人達と、俺達へと見せつけてくる。

　……なるほど。大体の事情はわかった。

　光教会という名の割には、真っ黒だな。

　なので、俺は一瞬で司祭へと近付き、証文を奪って元居た位置へと戻った。

　俺の手には証文が握られ、その事に気付いた司祭は空になった自分の手を何度も見る。

　司祭からすれば、何が起きたのかわからないだろう。

　突然、切り札であろう証文が、俺の手に握られているのだから。

　そして俺は、司祭と「輝く栄光への道」の人達に証文を見せつけるようにして、ビリビリと何度も破いて破棄する。

　すると、俺の目には両極端な光景が映った。

　司祭は顔を青くさせ、「輝く栄光への道」の人達は、表情に活力が宿っていく。

「……っていう作り話で終わらないかな」

　それは無理だな。

　そして、司祭は「輝く栄光への道」の人達にフルボッコにされた。

　この後、「輝く栄光への道」の人達は教会から出て、性悪司祭を王城へと突き出すと言うので、ついでとばかりに、先程の貴族もお願いしておく。

　後は、ハンドネさんが適切に処置するだろう。

　お互いに親指を立て合って、俺達は先へと進んだ。
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　回廊を進む。

　もう少しかかるかな？　と、思った瞬間、突然矢が飛んでくる。

　矢は黒く塗られているため、薄暗いこの回廊では酷く見にくい。

　……普通の人だったら。

　標的は俺のようなので、飛んでくる矢を難なく摑む。

「矢が飛んできた」

『えぇ！』「……おぉ」

　奥さん達は驚いているようだが、ハオスイはさすがという感じの返答だった。

　突然攻撃が加えられた事で、奥さん達が迎撃態勢へと移行する。

　なので、俺も攻撃へと移ろう。

　そのまま俺は矢を構え直し、飛んできた方向へと向かって投げ返した。

　回廊の少し先の天井付近。

　そこに向かって矢を投げ返すと、そこから飛び出す人影が見える。

「危ないっ！」

　どうやら矢は回避したようだが、声を出しちゃ駄目だろ。

　飛び出した人影は地面へと見事に着地し、そのままゴロゴロと転がって、体勢を整えた時にはこちらに向けて弓を引いて矢を構えていた。

　その所作には、熟練のモノを感じる。

　きっと長年弓を使っていたであろうその人物は、姿を隠すためだったのか、全身黒ずくめのローブを身に纏い、頭髪部分はフードをすっぽり覆っていた。また、顔には仮面を付けているので、性別の判断がつかない。

　ただ、耳が尖っているのでエルフだとは思う。

「えっ？」

　その人物から驚くような声が漏れる。

　一体どうしたのだろうかと思っていると、その人物は矢から手を離し、そのままサローナへと指先を向けた。

「もしかして、サローナ？」

「……ん？　誰だ？　私の名を知っているという事は、知り合いか？」

　サローナの問いに、その人物は蠟燭の明かりの下へと移動し、フードと仮面を取る。

　そこに現れたのは、輝く金髪に美しい顔立ちの女性。

「私よ、私！　フィーナよ！」

「フィーナ！」

　お？　もしかして本当に知り合い？

　そう尋ねる前にサローナがその人物へと向かって駆け出し、二人は手を取り合って喜び出した。

「久し振りだな！　フィーナ」

「本当にね、サローナ」

　その言葉を皮切り、二人は楽しそうに会話を始める。

　俺はどうしよっか？　と奥さん達へと視線を向けると、少し待ちましょうか？　と、返答の視線を向けられた。

　まぁ、久々の再会のようだし、少しぐらいは構わないだろう。

　そうして、俺は奥さん達と休憩している間、サローナとエルフの女性──フィーナさんは昔話に花を咲かせていた。

　所々聞こえてくる断片的な言葉で推測すると、フィーナさんは未来の夫を探すためにエルフの里を飛び出し、旅の路銀を稼いでいく内に弓の腕前を光教会に買われ、金払いが良かったためにそのままここで用心棒的な事をしていたそうだ。

　それで今に至ると……。

　未来の夫探しは放棄してしまったのだろうか？

　しかし、サローナの楽しそうな表情を見る事が出来て俺も大変満足なのだが、あまり時間をかける訳にもいかない。

　俺は、申し訳なさそうな感じで声をかける。

「……あの～、そろそろ良いですか？　ちょっと急いでいるもので」

「えっと……誰？」

　はい。最初にアナタの矢で狙われた者ですけど、何か？

「ふふ。フィーナにきちんと紹介しないとな。……こほん。この人の名はワズ。私の夫だ」

　夫だ……夫だ……夫だ……夫だ……夫だ……。

　そんな感じで浸透したように、フィーナさんがピシッと固まる。

　だが、直ぐに回復し、苦笑いを浮かべながらサローナへと問うてきた。

「ははは……噓だろ？　サローナ」

「いや、本当だよ。フィーナ」

　そう言って、サローナが俺の手を握ってきたので俺も握り返し、互いに見合ってにこっと微笑み合う。

　すると、フィーナさんが数歩後退り、頭を抱えて魂の言葉を放つ。

「噓だぁ～！　ま、まさか、サローナに先を行かれるなんてぇ～！」

　失礼な。

　そもそも、フィーナさんも夫探しをしていたはずなのに、今はお金稼ぎが目的になってしまっただけじゃないですか。それは自業自得と言うのでは？

　俺はフィーナさんの叫びに何となくムッとしたが、サローナは特に気にしていないのか、フィーナさんを宥めだした。

　だがしかし、サローナの慰めの言葉は、今のフィーナさんにとってはダメージでしかない。

　サローナがフィーナさんを慰める度に、「あっ！」とか「うっ！」とか言って、胸を押さえて蹲っている。

　……ちょっと可哀想になってきた。涙が出そう。

「ぢぐじょ～！」

　フィーナさんが泣きながら立ち上がる。

　そのままサローナを指差して宣言した。

「私だって、良い男を見つけて結婚してやる～！」

　そして、フィーナさんは回廊の出口に向けて駆け出していった。

　……。

「……えっと、フィーナは大丈夫だろうか？」

　サローナが心配そうな声を上げる。

「……まぁ、大丈夫なんじゃない？」

　とりあえず、サローナの友達なので心の中だけで応援しておく。

　ただ、どこぞのハイ・エロフだけには見つからない事を祈っておいた。

　……さて、先に進むか。
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　まだ目的地に辿り着かない。

　この回廊、どんだけ長いんだと文句を言いたい気分だ。

　もう外から教会を破壊してやろうかと、物騒な考えが頭を過ぎるが、それはさすがにやり過ぎだろうと自粛する。

　それに、悪いのは一部分だけだろうし、その他の人達にとっては良い迷惑だ。

　俺は一度溜息を吐き、気分を入れ替えてから歩を進める。

　すると、俺達の行く手を遮るように一人の男が現れた。

「ひひひ。まさか、こんな所にまで侵入者が現れるとはの」

　そう言う人物は、いかにもといった感じの魔法使い。

　白髪の初老で、濃い緑のとんがり帽子に、同じ色のローブ。手には杖を持っていた。

　そして、問答も無しに初老の魔法使いがいきなり攻撃してくる。

『我が炎は　全てを焼き尽くす光』

　初老の魔法使いが持つ杖の先から熱線が放射される。

「防御！」

　それだけで、タタ、ナミニッサ、カガネが結界魔法を張って皆を熱線から守る。

　もちろん、俺はこの程度の熱線なんて効かないので、腕を払って防いだ。

　普通は驚くのだが、初老の魔法使いは嬉しそうに笑みを浮かべる。

「ほっほぅ～う。これでは死なんか。何か魔法抵抗を高める物でも身に着けておるのかのぅ。しかし、それがいつまで持つかの？　簡単に死んでくれるなよ？　色々試したい魔法があるのじゃ」

　そう言って、初老の魔法使いは次々と魔法を放ってくる。

　炎が駄目だったので、次は氷。

　それも駄目なら風、土、雷と、色々な魔法を放ってきたが、俺に傷を付ける事は一切出来ない。

　奥さん達も結界の中に居るため無傷だ。

　そもそも、奥さん達の結界を破れないような程度で、俺に傷を付けられる訳もなく、もし、そんな魔法を放っていれば、俺が自分の身を呈して守っていただろう。

　色々な魔法を休み無く次々と放ったせいか、初老の魔法使いは荒く呼吸を繰り返し、目に見えて疲れていた。

「はぁ……はぁ……馬鹿な。これだけ魔法を受けても無傷じゃと？」

　初老の魔法使いがそう言って、俺に視線を向けてくる。

「結界で防ぐならまだしも、その身で受けて無傷など信じられん。……お主化物か」

　失礼な。れっきとした人族だ。……辛うじて。

　だが、初老の魔法使いを見ていると、不思議に思う。

　俺を化物と呼んだり、目に見えて疲れているのに、どこか余裕が感じられるのだ。

　何か切り札というか、奥の手を隠しているように思える。

　そう考えるのが一歩遅かった。

「なら、これでどうかのぅ！」

　そう言って、初老の魔法使いが自分の足元の床を踏み抜く。

　すると、ちょうど俺達が居た場所の天井の至る所が開き、そこから紫色の煙が噴出された。

　まぁ、この煙にどんな効果があろうとも、奥さん達は結界で守られているし、俺には「状態異常ほぼ無効」がある。

　相変わらず「ほぼ」ではあるが、一度でも効いた状態異常は無効だ。

　だから……その………………アレだ。

「ひひひひひ。その煙は混乱効果を利用して、吸った者を一時的に操る事が出来るようになっているのだ」

　……初老の魔法使いが……何か言って……いる。

『ワズ（さん）（様）』「……旦那様」「お兄ちゃん！」「夫殿！」

　…………皆の呼ぶ声が………………。

「無駄じゃ無駄じゃ！　最早その者は、ワシの言う事しか聞かんわい」

　……。

　……。

「さぁ、まずはこちらへ来るのじゃ」

「ははっ！」

　主からお呼びがかかったので、俺はその隣へと並ぶ。
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　夫殿が魔法使いの下へと向かう。

　どうやら、本当に操られてしまったようだ。

『ワズ（さん）（様）』「……旦那様」「お兄ちゃん！」「夫殿！」

　私達がもう一度、名を呼ぶ。

　だが、夫殿は私達の声に少しも反応しない。

　まさか、こんな事になるとは。

　私達は結界のおかげで煙を吸う事は無かったが、これは危機的状況と言えるだろう。

　何しろ、夫殿を相手にした場合、私達全員で挑んでも勝てないからだ。

　夫殿の圧勝で終わるだろう。

　それがわかっているからこそ、私達は焦燥感を覚える。

「これは……不味い事態になったな」

「ええ、本当に」

「ワズ様が操られた事も心配ですが、もしもの時が心配です」

「そうだな。ワズが正気になった時、もし誰かが傷付いていたら……きっとワズは自分を許せないだろう」

「そうですね。なら、私達がするべき事は決して傷付かず、この場を乗り切る事」

「……大丈夫。旦那様の相手は私がする」

「もちろん！　私もね！　お兄ちゃんの心も守ってみせる！」

「全くワズは、肝心な所が抜けているんだから……。どんな傷も私が癒すから、存分にやりなさい」

　頼もしい奥さん達だと思う。

　今は、私もその一員だ。

「牽制ぐらいなら私も出来る。足手纏いにはならない」

　そう言って、私は双剣を構える。

　皆も、それぞれ夫殿に作って貰った武器を構えた。

　そんな私達の覚悟を見て、初老の魔法使いが指示を出す。

「ひひひ。この化物のような男を相手に、どこまでやれるか楽しみじゃのぅ。しかし、お主達も貴重な検体。傷付ける訳にはいかんわい。さぁ、命令じゃ。捕らえるのじゃ！」

　初老の魔法使いがローブの中から縄を取り出し、夫殿に渡す。

「ははっ！」

　夫殿が恭しく一礼し、初老の魔法使いを縛り上げた。

　……え？

「こりゃ！　何をしておる！」

「いえ、そういう趣味嗜好の主かと……あれ？　違いましたか？」

　夫殿が困惑しながら答える。

　それに対し、初老の魔法使いは怒声を上げた。

「そんな趣味はないわい！　えぇい！　さっさと解かんか！」

「失礼しました」

　夫殿が申し訳なさそうに縄を解く。

「全く。対象が違うわい！　あの女性達を縛るのじゃ！」

「……それはちょっと。さすがに女性を無理矢理縛る趣味は無いですし、主のような変態ではないので、それを押し付けられても困ります」

　初老の魔法使いがポカーンとした。

　ただ、私達は互いの顔を見て苦笑いを浮かべる。

　さすが夫殿と言うべきか、やはりどこか抜けているのだ。

　この光景が面白くて、少し笑ってしまう。

　やはり、操られていようとも、夫殿は夫殿という事だな。

　しかし、気を取り直した初老の魔法使いは憤慨である。

　地団駄を踏んで、再度夫殿に命令を出した。

「えぇい！　なら、襲いかかれ！」

「ははっ！」

　夫殿がこちらへと視線を向ける。

　まるで標的が居るように、その目には敵意が浮かんでいた。

　さすがにこれは不味いと、私達は武器を構え直す。

　そして、夫殿が目にも留まらぬ速さで襲いかかってきた。




　……執事のフロイド殿へ向けて。




「死に晒せや～！」

「おぉっと！　まさかの私だけ狙いですか？　いやいや、ワズ様。正気に戻って下さい！　これまでこんなにも誠心誠意尽くしてきた、この執事をお忘れですか？」

「そんな覚えは無い！」

　夫殿に襲いかかられたフロイド殿が、攻撃を回避し続ける。

　……夫殿は本当に操られているのだろうか？

　何と言えば良いか、余りにもいつも通りの光景に、そう思ってしまう。

　ただ、傍から見ると、二人の戦闘速度は異常に速く、目で追うのがやっとだ。

　そうして追っていると、不意に夫殿の動きがピタッと止まる。

　どうかしたのだろうか？

　夫殿が周囲の様子をゆっくりと見回して……ポンッと手を打つ。

　そして、再びフロイド殿へと殴りかかった。

　……今、正気に戻ったのではないだろうか？

「……ちっ。良いから当たれって！　確かにお前に対して色々思う事はあるけど、今の俺は操られているから手加減は出来ないけど、とりあえず一発当たっとけって！　それできっと正気に戻るから！　なっ？」

「いえいえ、さすがに手加減されていない拳に当たろうものなら、さすがの私でも無事では済みませんよ？」

「大丈夫。全然悲しくない。寧ろ、何かスッキリしそう」

「本音が漏れていませんか？　そもそも、既に正気に戻られているような気がするのですが？」

「大丈夫。まだ操られている体だから」

　どうやら、夫殿は完全に正気であるという事がわかった。

　操る効果も一時的と言っていたし、夫殿は抵抗値も高そうなので、わりかし直ぐに正気を取り戻したのだろう。

　夫殿が正気に戻っている事もわかったし、何やら忙しそうなので、初老の魔法使いの方は私達でやっておく。

　具体的には、結界を張ったまま近付き、ハオスイの一撃で昏倒させた。

　そうしている間も、夫殿とフロイド殿のじゃれ合いは続いていたので、一声かける。

「夫殿。そろそろ行きましょう」

「……わかった。……いつか殴る」

「まだワズ様には、私の心が届きませんか。ならば、もっともっと誠心誠意尽くして、いつかわかって頂ける日が来る事を願っておきましょう」

　フロイド殿の言葉に、夫殿ががっくりと肩を落とす。

「別に止めないから、他の人の所に行っても良いんだぞ？」

「いえ、このフロイドの主は、最早ワズ様のみと固く心に誓っておりますので」

「その意志の固さはどこからくるのか……」

　夫殿は、フロイド殿に対して何やら色々言いたいようだが、私達からしてみれば、仲の良い二人にしか見えない。

　そのいつも通りの光景に、私達は笑みを浮かべた。








第十四章　彼が持つのは、身を滅ぼす『強欲』









　漸く辿り着いた。本当に長かったよ。

　俺達の前には、金のかかっていそうな複雑な装飾が施された扉がある。

　きっと、この向こうに教皇が居るのだろう。

　多分、ついでに勇者（偽）も。

　漸くここまで来たので、さっさと終わらせようと思う。

　奥さん達に向かって一つ頷き、俺は扉へと手をかける。

　鍵もかけられておらず、扉が開いたのだが、少し開いた事で、中から話し声が聞こえてきた。

「どうして城に兵を送るんだ？　あの南西の国へと向かってくれるんじゃないのか？」

「……少しは冷静になれ。物事には順序というモノがある。数日前に戻って来たお前にはわからないかもしれないが、私がこの状況を作るまでにどれだけの時間がかかったと思っている」

「父さんが頑張っているのは知っているさ。それに、この国を手に入れる事を目的としているのも理解している。でもさ、俺は許せないんだよ！　アリアも、その傍に居た女達も！　勇者である俺に靡かないなんて！　だって俺は勇者だよ？　どんな物でも、どんな女でも手にする権利がある！」

　……おっと。俺の中で、勇者（偽）は殺しても良い人物に格上げされたな。

　それに、後ろから感じる怒気……いや、既に殺気となっている気配が怖い。

　良し。フロイド。俺ちょっと勇者（偽）ぶちのめしてくるから、この場は任せた。じゃ。

　……ちょっ、俺の服を摑むなよ。離せよ。

　何々？　自分が行くからここをお願いしますだって？

　いや、良いよ。俺が行くから。……いやいや。……いやいやいや。

　俺とフロイドが揉めている間も、中の二人の会話は続く。

「確かにお前は勇者だ。それはギルドカードが証明してくれている。確かに、勇者と記されているのだ。それに間違いはない。お前も知っている事だろう？」

　良く言うわ。自分で改竄したくせに。

「……そうだな。俺は勇者だ。魔王を倒した勇者なんだ」

「わかれば良い。……それでも、時期というモノがある。まずは、この国を手に入れてからだ。安心しろ。ルソナ国王は既に私が呪具で操っているのだ。派遣した私兵達は、傀かい儡らいと化した国王に従わぬ者達を処罰するために送ったにすぎん。私の操る国王と、それに従う教会派の貴族達だけとなれば、完全にこの国を手中に収めたと言えるだろう。お前の願いを叶えるのはそれからだ」

「……それっていつだよ？　俺は、直ぐにでもあの女達を手に入れたいんだけど？」

「そうだな。愚かな国王派の貴族達を処刑せねばならんし、最速で一週間後くらいだな」

「……わかった。なら待つよ。……でも、出来るだけ早く頼むよ」

「わかっておるよ。可愛い息子のお願いだ。ちゃんと叶えてやるよ。……それと、剣の稽古は怠るなよ？　何せ、お前には『剣の才能』があるのだから、それを磨いておいて損はない」

　……何と言えば良いか、教皇は自分の勝利を確信しているのだろうな。

　だから、こうも簡単に喋るというか……。

　周囲に人が居ないと思っているのだろうし、自分の息子に話しているのだから、そりゃ口も軽くなるか。

　まぁ、全て俺達が聞いているし、その俺達の中にはマーンボンド王国の姫であるナミニッサとナレリナ、獣人国の王族であるマオが居る。

　この時点で既に詰んでいるというのに、改竄ギルドカードはこちらの手の内にあるし、ルソナ国王様も既に呪具から解放されて怒り心頭。

　……自分達が追い詰められている事に気付きもしないで、暢気なモノである。

　それに、こちらには俺が居るのだ。

　光女神様という絶対の切り札を持つ俺が。

　もう、この親子の行きつく先は終焉でしかない。

　自供も取れたようなモノだし、さぁ、行こうか？　と奥さん達に視線を向けると、了解するように頷いてきた。

　俺も頷き返し、扉を勢い良く開ける。

「お前達の悪事、全て聞かせて貰ったぁ～！」

　突然の俺達の登場に、教皇と勇者（偽）の親子が驚きながら視線を向けてくる。

　教皇の祈りの場らしいこの部屋は、床に良くわからない魔法陣が描かれ、天井を支える柱が数本と、光源の松明が柱に設えてあるだけの、他に何も無い部屋だった。

　見る限り、俺達が入って来たこの扉以外に出入り口は無さそうだ。

　そして、その床の魔法陣の中央に、教皇と思わしき男と、勇者（偽）と思わしき若い男が居る。

　そういえば、ちゃんと見た事無かったなと、俺は改めて視線を向けた。

　勇者（偽）であろう若い男は、あの時出会ったまま成長を遂げ、青い髪と非常に整った顔立ちで、白銀の鎧を身に纏っている。腰には、剣が納められている鞘と、小さな袋が提げられていた。

　アリアからの話や、改竄とかの事を知らなければ、本当に勇者のように見える。

　そして、もう一人の男が教皇だろう。

　勇者（偽）と同じ青い髪なのだが、少々頭部が淋しい事になっている。

　顔立ちも非常に似ていて、そのまま歳を重ねたような感じだ。

　服装は教皇というだけあって純白のローブを纏い、手には祈る女神を彷彿とさせる作りが先端に施されている杖を握っていた。

「何者だっ！　一体どうやってここまで！」

　教皇が俺達を見てそう叫ぶが、勇者（偽）は違う。

　いち早くアリアを見つけ、嬉しそうに笑みを浮かべた。

「アリアっ！　そうかそうか！　俺を追ってきてくれたんだね！　嬉しいよ。漸く俺の愛を受け入れてくれる覚悟が出来たんだね！」

　……何を言っているのだろうか？

　ちょっと勇者（偽）の思考が読めない。

　そもそも、一番先頭に俺が居るのに、その目には映っていないようである。

　アリアも、うぇっ！　と吐く仕草をし、気持ち悪そうなモノを見る目で勇者（偽）に視線を向けた。

　こらこら、そんな顔しないの。折角の可愛い顔が台無しです。

　ただ、いつまでも俺の奥さんに視線を向けられるのはムカつくので、アリアを後ろに隠す。

　すると、勇者（偽）がニコニコとした表情は変えないが、感じる雰囲気が不機嫌なモノへと変わる。

「……何かな君は？　俺は勇者だよ？　そこを退いてくれないか？」

　退く訳ないじゃん。

　俺は決してアリアの前から動かず、ただただ勇者（偽）を見る。

　思う通りに俺が動かなかったせいか、勇者（偽）が腰に下げられている鞘から剣を抜いた。

「本当に何だね君は？　邪魔なんだよ。退かないというのであれば、勇者として君を斬るしかないな。……安心しろ。この聖剣の斬れ味は本物だ。痛みを感じる事無く死を与えてくれるだろう」

　随分な自信である。

　確かに、勇者（偽）が抜いた剣からは、何か聖なる力を感じる事が出来た。

　本当に聖剣なのだろう。

　ただ残念。たとえ聖剣だろうとも、俺を傷付ける事は出来ないのだから。

　ゆっくりと勇者（偽）がこちらへと近付いてきた。

　そして、不意にその歩みを止めて、俺をじっと見てくる。

「……おや？　もしかして、君はあの時挑んできた奴か？　大した力も無いくせに、この勇者のパーティーに付いて来ようとしていた。……そういえば、あの時も君はアリアを狙っていた節があったね。……丁度良い。俺のアリアに近付く虫は、即刻殺してやろう」

「はいはい。言ってろ言ってろ。この勇者（偽）が」

　正直、何かもう相手するのが面倒臭い。

　俺の歯牙にもかけない対応に、勇者（偽）が激昂する。

「わかっていないようなら、教えてやる！　勇者と聖女は結ばれる運命なんだよ！」

　そう叫びながら、勇者（偽）が斬りかかってくる。

　そんな運命知るか。大切なのは、本人の気持ちだろ。

　俺は、斬りかかってくる聖剣をよけもせず、そのまま体で受け止めた。

　聖剣が俺の体に触れた瞬間、その剣身が砕け散る。

　最初は勿体ないとも思ったが、後で直そうと思えば直せるし、もっと強力なモノにも出来るので、まぁ良いかと受け止めただけだ。

　聖剣が砕けた事を信じられないのか、勇者（偽）は自分の手に握られている聖剣の柄部分を見て固まっている。








[image: ]









　それじゃ、そろそろ退場して貰おう。

　正直言って、今回の諸悪の根源は教皇なので、俺にとって勇者（偽）はそこら辺に居る雑魚にしか思えない。

「まっ、お前にはあの時無様にやられたし、アリアも色々迷惑していたけど、とりあえず、お疲れ」

　無造作に拳を振るい、勇者（偽）を吹き飛ばす。

　勇者（偽）は、そのまま壁へ激突して埋もれた。

　そして俺は、残された教皇へと視線を向ける。

「後はお前だけだな」

「ば、馬鹿な。……私の勇者が……息子が」

　確かにお前の息子だが、勇者ではない。

　教皇が驚愕の表情を浮かべ、恐れを抱いた視線を向けてくる。

「な、何なのだ……何なのだお前は？」

「さぁ、何だろうな。ただ、お前は間違いなく終わりだよ」

「ふはははは。馬鹿を言うな！　私は教皇だぞ！　光教会の教皇だぞ！　そ、それに、イスコア王国の国王だって私の言う事を聞くだけだ！　私に手を出せば、この国全てを敵に回す事になるぞ！」

「はいはい。そういうの、もう終わっているから」

　俺は興味無いと手を軽く振って応える。

「何？」

「ルソナ国王様の呪具ならもう砕いたから、正気に戻っているぞ。だから、ルソナ国王様はお前に対してかなりご立腹だ。……あぁ、それと。自分の息子を勇者にしたいみたいだけど、改竄したギルドカードの事も知っているから」

　どうしてそれをっ！　と、教皇が目を見開く。

　いやいや、どうしてそれをって感じを出しているけどさ、その原因はお前の息子がギルドカードを忘れたせいだから。

　そう考えると、今こうなっている状況は、全部お前の息子のせいとも言えるかな？

「そ、そんな事……み、認めん……認められん」

　教皇が狼狽して、数歩下がる。

　その分、俺は前に出た。

「お前が認めなくても終わりなんだよ。それじゃ、さっさと──」

「貴様ぁ～……何をしたのか知らないが、よくもやってくれたな！　勇者であるこの俺を！」

　俺ははぁ～っと溜息を吐いて、声がした方へと視線を向ける。

　そこには、どうにか立ち上がっている勇者（偽）の姿。

「しつこいな、お前」

「……お前お前と、俺は勇者だぞ！　きちんと名を呼べ！」

　……ん？　んん……。

　ごめん。記憶に無いわ。

　改竄ギルドカードで名前を見た覚えはあるけど、正直覚える気が無かったから、全然覚えていない。

　奥さん達に、こいつ何て名前だっけ？　と、視線を向けるが、アリア以外は首を傾げるだけ。

　アリアも俺の態度が面白かったのか、くっくっと笑うだけだった。

　そんな俺達の態度に、勇者（偽）が怒りを顕わにする。

「ふざけるな！　俺は勇者だぞ！　勇者なんだ！　この世の全ては俺の思うがまま！　全部俺のモノなんだ！」

　その姿を見ていると、教皇と勇者（偽）は、やはり親子なんだと感じた。

　だが、そこからの勇者（偽）の行動には、少々驚いた。

　勇者（偽）は、腰に提げていた小さな袋の中から、赤い玉と黒い玉を取り出す。

　それを見間違うはずがない。

　これまで何度も見てきた「赤玉」と「黒玉」だ。

　その二つの玉を口に入れて、一気に飲み込む。

「……馬鹿なの？」

　確か、赤玉の方を飲むと魔王化し、黒玉の方は大量の魔物を呼び寄せる物のはずだ。

　それを同時にって……。

「があああああぁぁぁぁぁ！」

　変化は直ぐに訪れた。

　勇者（偽）の頭部から角が生え、髪色は黒く染まるのと同時に目が赤黒くなって、白銀の鎧から溢れんばかりに筋肉が盛り上がり、肌の表面はひび割れたような模様が付く。

『はああ～』

　変貌した勇者（偽）から、白い息が漏れる。

　俺は、直ぐ様奥さん達に指示を飛ばす。

「皆は結界を張って待機。あぁ、ついでに教皇も捕まえといて」

　奥さん達はその指示に従って教皇を捕まえ、フロイドが縄で縛り、そのまま結界を張って俺の様子を窺う。

　確かに強くなった奥さん達だけど、こういう奴はどんな事をするかわからないので、身を守ってくれている方が、俺としても安心だ。

　もう少し強くなれば、任せても良いんだけど。

　その間、勇者（偽）に動きはなく、俺はそれを見ていただけ。

『ふっ』

　勇者（偽）が笑うような息を吐く。

　というか、魔王化なんだから魔王（本物）とでも呼んだ方が……いや、勇者（偽）でもいっか。

　そう考えていると、勇者（偽）が一気に迫り、そのまま俺を殴り飛ばす。

　俺はそのまま後方の壁へと激突した。

『あはははははっ！　何だこの力は！　体の内から湧き上がってくる圧倒的な力！　これこそ勇者だ！　勇者の力だ！』

「……馬鹿なのか？　自分の姿の変化も気付かないなんて。今のお前を見ても、誰も勇者だなんて思わないよ」

　俺は直ぐ様体勢を立て直し、一気に近付いて、お返しとばかりに少し本気で殴り返す。

　殴り飛ばされた勇者（偽）は、天井や壁に何度もぶつかりながら、最後は床にべしゃっと倒れる。

　確かに力や速度は上がったようだけど、この程度で俺に傷を負わす事なんて出来ない。

　何となくだけど、魔王化した力は、元々の力に比例していると思われるので、これならデイズの方が強かった。

　しかし、いつもならこの一発で終わるのだが、今回は少し違った。

　勇者（偽）が何でもないように起き上がる。

『今、何かしたかぁ～？　全然痛くないぞ』

　それが噓ではないと、その表情は笑みを浮かべていた。

『あははははは！　とうとう俺は本物の勇者として覚醒したのだ！　溢れる圧倒的な力！　これで全ては俺のモノ！　女も金も地位も、全て俺の思うがままだ！』

　馬鹿みたいにそう叫んだ瞬間、その足元にベチャッと落ちるモノがあった。

　それは、勇者（偽）の腕の一部で、そこが溶けるように落ちたのだ。

　勇者（偽）が、ゆっくりとその事を確認する。

『うわあああああっ！　何だこれは！　一体どうなっている！』

　叫びに反応した訳ではないだろうが、その異変は次々と、体の至る所で起こり始めた。

　そして、無くなった部分を埋めるかのように、黒い塊がウネウネと姿を現す。

　一体何が起こっているのだろう。

　ただ、考えられる答えは一つ。

　黒玉を飲んだ影響だろう。

　それが、勇者（偽）の体に何か変化をもたらしているような気がする。

　……全く、欲張って二つ一緒に飲むから。

『やめろ！　これ以上力が溢れなくて良い！　もう無理だ！　やめろ！　体がもたない！』

　勇者（偽）が狼狽しながら、崩れていく自分の体を見ている。

　その姿を見ていると、何か憐れになってきた。

　今こうなっているのは、間違いなく勇者（偽）の自業自得なのだが、さすがに命までは取ろうなんて思わない。まぁ、俺はだけど。

　ルソナ国王様とか、ハンドネさんとかはわからない。

　今回の事で迷惑を被ったのはイスコア王国なのだし、そこできちんと罰を受けるべきだと思う。

　なので、まぁどうにかしてやろうかと、俺は神格化して勇者（偽）を見る。

　デイズの時のように出来ないかと思ったのだが、答えは不可能だった。

　赤玉と黒玉は、まるで元々同じモノであったかのように固く混ざり合い、勇者（偽）の体に深く根付いている。

　こうなってしまっては、除去は出来ない。

　後はもう、エルフの里やリニックの街の時のように、終わらせるしかない。

　だから俺は拳を固く握り、二つの玉を焼き切るように神の力を溜め、一気に迫る。

　そして、そのまま一気に殴る。

　俺の拳は勇者（偽）の腹部に深くめり込み、そのまま溜めた神の力を体の内側へと放射してから拳を引いて神格化を解く。

　勇者（偽）は口を大きく開いて悶絶の表情を浮かべ、腹部を押さえながら数歩前へと進むと、そのまま倒れた。

　そして、玉の力が無くなった事を証明するように、勇者（偽）の体が朽ちていくのが止まり、そのままひび割れたような痕と、ボロボロの体だけが残る。

　ごぼっと、勇者（偽）が赤黒い液体を吐き、それが空中に霧散した。

　終わったと確信したのか、結界を解いて奥さん達が俺へと近寄ってくる。

「……終わったのか？」

　アリアが尋ねてきた。

「まぁ、終わったんじゃない？　どっちにしても、もうこの勇者（偽）が俺達の前に現れる事は無いよ」

　そう言って、俺はアリアを抱き締める。

　アリアは、突然の事に固まっていた。

「……もう大丈夫だよ。アリア。これからは、どんな事があっても俺が守ってみせるから」

「……ワズのくせに生意気。……でも、ありがと」

　アリアがそっと俺を抱き締め返してきた。
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　アリアを離した後、当然のように抗議の声が上がる。

　どこからかと言われれば、もちろん他の奥さん達からだ。

　なので、一人ずつアリアと同じように抱き締めていく。

　もちろん、どんな事があっても俺が守るよという言葉付きで。

「では、後は教皇と偽者勇者を王城へと連れて行くだけですね。王城の兵士達と光教会の私兵達がどうなったかも気になりますし、行きましょうか」

　ナミニッサがそう提案するが、俺はそれに待ったをかけた。

「どうかしましたか？」

「……いや、ちょっと」

　そう言って俺は周囲を窺い、声をかけた。

「居るんだろう？　シロ。姿を現せよ」

　神格化した時、何となく……そう、何となくそんな気がしたのだ。

　どこかから見られている気がする。

　その勘とでも言うべきモノは、正しかった。

　俺達から少し離れた何も無い場所から、突然シロが現れる。

　しかも、その傍らには見た事がない女性が共に居た。

　その女性は、床に付きそうな程に長い、全てを塗り潰すような黒い髪に、顔立ちは間違いなく美人なのだが、どこか冷酷さを感じさせる目付きをしている。

　均整のとれた体付きで、その体を黒いドレスで覆っていた。

　だが、その女性から感じる雰囲気はどこか人でなく、誰と酷似しているかというと、それは光女神様に近い感じがする。

　そう感じる雰囲気の影響だろうか、奥さん達は少し震えているようだ。

　その姿は、本能的に恐れているように感じる。

「さっすが、ワズ。まさか、僕達が見ている事を察するなんてね！　ますます『人』では無くなっていくね！」

　シロが楽しそうに声をかけてきた。

「……何が言いたい？」

「あれ？　そのままの意味だよ。ワズは、あとどれくらいで『人』じゃなくなるのかな？」

　どうやら、俺の神格化の事を知っているようだ。

　という事は、かなり前から俺を見ていたという事だろう。

　しかし、普通は見ているだけじゃ気付かないと思う。

　けれど、シロは「人」ではなくなると、明確に言っていた。

「……つまり、シロは知っている訳だ。神格化の事を」

「もっちろん」

「それは、傍らに居る女性が関係しているのか？」

「せ～いか～い！」

　シロが俺を讃えるように拍手を送ってきた。

　となると、シロの傍らに居る女性は──。

「呼ばれてないけど参上！　いつもワズさんの傍らに這い寄る光女神です！」

　俺の思考をぶった切るように、懐のギルドカードから光女神様が顕現する。

　光女神様が、俺にずいっと迫ってきた。

「というかですね、私はいつ呼ばれるかと待っていた訳ですよ。何せ、私を崇拝する信者の問題ですから。私が解決するのが筋かなって。……そしたら、びっくり！　ワズさんが勝手に解決するという事態に！　あれ？　私の出番は？　って泣きましたよ！　大地母神さん達に慰めて貰いましたよ！　まさか、私の事を忘れていたとかではないですよね？」

　……こうなるから、あんまり呼びたくなかったのだが、まぁ来てしまったものは仕方ない。

　いや、もちろん忘れていた……訳じゃないんですけど、あんまり光女神様達に頼るのもなって、出来れば自分の力で解決したいと思っていただけですよ。

　俺はお手上げと、手を小さく上げる。

「まぁ良いです。この件は後程という事で。……今は、別の問題がありますから」

　そう言って、光女神様はシロの傍らに居る女性へと視線を向ける。

「久し振りですね、闇女神さん」

　闇女神。

　どうやら、俺の感じていた感覚は、間違っていなかったようだ。

「なるほど。つまり、光女神様達と同じく神様という事ですね？」

　そう光女神様に尋ねた瞬間、ブチッと何かが切れる音が聞こえた気がした。

　視線を向けてみれば、闇女神が黒いオーラを立ち昇らせ、何かを我慢するように震えている。

　こころなしか、シロが数歩分距離を取っていた。

　おい？　どうした？　と視線を向けると、シロは困ったような、何かを諦めたかのような笑みを浮かべる。

　その事を不思議に思っていると、闇女神様の目がくわっと開かれた。

「貴様！　私をそこのガキ共と一緒にするんじゃないよ！」

　闇女神の怒号が響く。

　その表情は怒りに染まり、鬼気迫るモノだった。

　俺は理解する。

　……あっ、言っちゃいけない事を言ってしまったと。

「食欲だけのくせに何故かやたらと信仰されている光女神に、母性のように見せかけて本当はドＭの変態大地母神に、戦いを司っているくせに戦う事が出来ない役立たずの戦女神に、海のように広い心？　はっ！　小池のように狭い心しかない海女神に、最も力が強いくせに全然動かず寝てばっかりの空女神なんかと、私を同一に認識するんじゃないよ！　そもそも、そいつ等とは生まれも違うし、存在している月日の長さも違うんだよ！」

　闇女神、すっげ～怒っている。

　というか、空女神様とはまだ出会っていないので、そんな前情報を聞かされると、少々不安を覚えるのだが。

　俺が闇女神の変貌に戸惑っていると、光女神様が一歩前に出る。

「全く……無駄に月日を重ねているだけで、全然成長していませんね、闇女神さん。ただただ時を重ねているだけのゴミは、ちゃっちゃと片付けてあげますよ！」

　そして、光女神様と闇女神がガシッと手と手を組み合った。

「おぅおぅおぅ！」

「おぅおぅおぅ！」

　そのまま二柱が睨み合う。

「今日ここで、お前の神生終わらしてやるわぁ！」

「やれるもんならやってみぃやぁ！」

　力が拮抗しているのか、組み合っている互いの手がプルプルと震えていた。

　……何だろう。本当にこんなのが神様で良いのだろうか？

　そんな事を考えていると、シロと目が合った。

　光女神様達は忙しそうだし、こっちで話を進めておくか。

　いざ、話をしようと口を開く前に、シロが勇者（偽）へと視線を向ける。

「ほんと馬鹿だよね～。僕はちゃんと玉の事を説明したのに。まさか、二つ一緒に飲んじゃうなんて。……まぁ、だからこそ、『強欲』なんだろうけど」

「前もそんな言葉を言っていたな。一体どういう事だ？」

　俺が尋ねると、シロはニコッと微笑んだ。

「もう関係ない言葉だよ。だって、封印は全て解けたんだから」

「封印？　一体何のだ？」

「あれ？　聞いてないの？」

　俺は光女神様へと視線を向ける。

　残念。光女神様は取っ組み合いで忙しそうだ。

「なら、僕が教えてあげるよ。何の封印かって言うと、もちろん『邪神』様の封印だよ」

　……。

　……ごめん。全然ピンとこないわ。

「あはは。わからないって顔してるね。やっぱり、ワズは面白いなぁ」

　いや、俺は面白くないんだが。

「そう難しい話じゃないよ。邪神様が復活すれば、まずはこの大陸の至る所に魔物が溢れだし、そのまま蹂躙されて、全てが死んで無に帰すだけ。たったそれだけさ」

　……うん。かなり大変な事が起こるというのはわかった。

　ただまぁ、そうなる前に邪神を倒せば良いだけだろ？

　何やら、奥さん達にも危険が及びそうな話だし、なら、俺がそれを許す訳がない。

「そっか。なら、全力で俺がその邪神をぶっ飛ばしてやるよ。それで終わりだ」

「あはは。邪神様をぶっ飛ばすときたか。やっぱりワズは面白いね。……でも、そう簡単にいくかな？　もの凄く強いよ、邪神様は。もちろん、僕も妨害させて貰う」

　そして、シロは闇女神へと視線を向けた。

「そろそろいくよ、闇女神様」

　その言葉を合図に、闇女神は光女神様と組み合っていた手を離し、シロの傍へ移動する。

「決着はそこで付けてやるよ！」

「上等！」

　二柱の神様がそう言って睨み合う。

「行かせると思うのか？」

　そう言って、俺はシロへと殴りかかるが、それが当たる事はなかった。

　既にシロの体は半透明へと変わり、俺の拳はすり抜けたのである。

「あはは。そう焦らなくても良いよ。そうだな……大体一ヶ月後くらいに邪神様が完全に復活するから、そこで決着を付けようか。そっちも色々準備が必要だろうし、こっちも色々準備しなきゃだしね。それじゃ、またその時に～」

　そして、シロと闇女神が消える。

　どうやら、その邪神を倒さないと、奥さん達とのんびりする事が出来なそうだ。

　しかも、邪神を倒せるのは多分俺しかいない。

　俺は何とも面倒な事を押しつけられた気分になって、大きく溜息を吐いた。








書き下ろし「その人狼さん。のちに…」
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　俺の名はゼアル。人狼だ。

　大陸中央にそびえる山の上位者の一人で、他の上位者であるニール、ガイン、ルトと共に悠々自適な生活を送っていたのだが、この山の君臨者で俺達の友達でもある龍王ラグニールの城へと遊びに行った時、そこで化物と出会った。

　腰にタオルしか身に着けていない男。……変態である。

　……ともかく、俺達は現れた男を敵だと判断した。

　タオル一枚という格好もその助けになっただろう。

　こんな奴が野放しになっていて良いのだろうか？　いいや、良くない。

　しかし、どんな攻撃をしようとも何事も無かったかのように平然として、逆に俺達はボコボコにされた。

　その後、結局は互いに勘違いしていただけという事で、変態──ワズは俺達の友となったのだが。

　しかし、俺の自信は粉々に打ち砕かれた。

　山の上位者であるという事は、そのまま世界の頂点を意味すると思っていたのだが、ワズに対して手も足も出ず、傷一つ付ける事も出来なかった事に、俺は自分の弱さを知る。

　随分と狭い世界で生きていたのだと実感した俺は、自分を鍛え直す旅へと出る事にした。

　更なる強さを求めて、俺は山を下りる。




　山を下りた俺は、まずは自分の強さを知るために、大陸全土を巡る事にした。

　俺が人狼だとわかると、邪悪な魔物だと勝手に決め付ける短慮な冒険者達が襲いかかってきたのだが、全て返り討ちにしておく。

　もちろん、全員が全員という訳ではないが、襲いかかってきた者達は思った以上に弱かった。

　あれ？　こんなモノなのか？　と思うが、直ぐにワズの強さを思い出して驕おごりは消える。

　そうして、俺は様々な町を巡り、その間も自分を鍛える事は忘れない。

　そんな風に過ごしている間に、どれ程の月日が流れただろう。

　いくつかの町を回った時、共通する話題が耳に届く。

　それは、最近亜人の姿を見なくなったという事と、もしかして攫われているのではないかと囁かれている事だった。

　人狼も区別するのであれば、亜人側だろう。つまり同族である。

　そして、亜人が攫われているというのが事実なら、それは同族が危機に陥っているという事だ。

　只事ではない雰囲気を感じ取り、俺は攫われているというのが事実であるかを調査する。

　様々な町の暗い部分にまで潜り、時には力を示す。

　その結果、消えた亜人達は大陸南西の国へと攫われているという事がわかる。

　そして俺は、亜人を助けるために南西の国へと向かったのだが、その道中で何人もの血の臭いが鼻に届き、一体何事だろうと向かってみれば、そこでは一方的な蹂躙が起こっていた。

　街道から少し離れた場所で、馬車本体が木にぶつかって止まっている。馬は逃げたようだ。

　そして、血の臭いを撒き散らしているのは、馬車の近くで倒れている数人の騎士とメイド達だった。所々に斬り傷が見えるが、命までは失っていないようだ。

　その周囲を囲むようにして、血の付いた剣を持つ十人程の男達が居る。

　全員揃いの鎧を着ているので、どこかの国……まぁ、ここに居るという事は南西の国に属する兵士か騎士なのだろう。

「一体これはどういうつもりですか！　私がイスコア王国からの使者と知っての狼藉ですか！」

　馬車の近くでそう叫ぶ者が居た。

　金色のふわふわした髪で、まだまだ幼い少女だ。

　かたかたと震えながらも短剣を兵士達に向けている。

　そんな少女に向けて、この場に居る兵士達はにやにやと笑みを浮かべるだけ。

「そんな事はもちろんわかっているさ」

「ど、どういう事か本当にわかっているとでも。このような事をすれば、イスコア王国を敵に回すという事ですよ！」

「あぁ。こっちは元からそういうつもりさ。もう少しで全ての準備が終わる。そうなれば、世界は俺達のもんだ」

　そう言った兵士の一人に向けて、他の兵士が諫める。

「おい、喋り過ぎだ」

「いいじゃねぇかよ。どうせ、ここでこいつらは死ぬんだからよ」

　……やれやれだ。

　このまま見殺しにするというのも後味が悪いので、俺は唸りながらゆっくりと姿を現す。

「グルルルルル……」

「っ！　おい！　魔物が居るぞ！」

「ちっ、血の臭いに釣られてきたか」

　数人の兵士は少女を見張り、他の兵士達が俺へと剣を向けてくる。

「人型の狼……なんだ、人狼か。しかも、一匹。こりゃ余裕だな」

　こちらが俺しか居ないとわかるや、随分と余裕を見せてくる。

　少女は、どこか心配するような視線を俺へと向けてきたが、正直言って、準備運動にもならないだろう。

　露骨に溜息を吐くと、兵士の一人が斬りかかってくる。

　それを無雑作に振った腕で薙ぎ払うと、そのまま吹き飛んでいった。

　随分と軽いな。ちゃんと飯食っているのか？

　それを皮切りに、兵士達が叫びながら襲いかかってくるが、全て一撃で潰していく。

　やはり、準備運動にもならなかった。

　この場で立っているのは、俺と少女だけである。

「……」

　少女が無言で俺を見てくる。

　どうも、次は自分の番だとでも思っているのだろう。

「大丈夫か？」

　敵意は無いと伝えるために笑みを浮かべて言うと、そこで緊張の糸が切れたのか、少女はふっと意識を失う。

　即座に駆け寄って少女が倒れないように支えたのだが、きゅっと俺の毛を摑まれた。

「むにゃ……ふわふわ、もふもふで気持ち良い……むにゃむにゃ」

　うむ。身み嗜だしなみには気を付けているからな。……そうではなく。

　笑みを浮かべて寝言を言うこの少女は、案外大物なのかもしれない。

　そして俺は、この少女を抱えながら傷付いている者達を手当てしていく事にした。

　……したのだが、何故か全員俺を恐れない。

　抱えている少女の安らかな寝顔を見て、表情を緩めるだけであった。

　……解せぬ。俺は人狼なのに。




　その後、手当てをした者達から話を聞くと、少女の言っていた通り、本当にイスコア王国からの使者一団だった。

　大陸南西の国が怪しい動きを見せ始めたため、国内の様子を確認するために派遣されたそうだ。

　そして、南西の国の王都へと向かう途中だったのだが、そこで先程の者達が待ち伏せしていて、そのまま不意打ちを受けた結果が今の状況という事であった。

　その間、少女は俺の腕の中ですやすやと眠っている。

　離そうとしても、俺を摑む手を離さないのだ。

　……まぁ、それは良いけど、それよりも気になるのが、今目の前に居る者達の方である。

　全員、疲れきっているというか、沈んだ表情を浮かべているのだ。

　恐らく、いいようにやられて落ち込んでいるのだろう。

「……そう気にする事もあるまい。不意打ちなら仕方ないだろう」

「いえ、そうではないのです。……もちろん、それもありますが」

「……全く。情けない結果で私は悲しいです。……これは、もっと勉強の時間を増やして厳しくいかなければならないですね」

　不意に後方から声が届く。

　その声に反応して、目の前の者達はビクッと体を跳ねさせ、この世の終わりのように沈む。

　だが俺は、気配を感じさせる事もなく現れた事に驚き、後方へと振り返った。

　そこに居たのはメイド。

　ただ、目付きが鋭く、厳しそうな印象を受けた。

　そのメイドが、ゆっくりとこちらへと近付き、俺に向かって一礼する。

「状況から判断して、あなた様がソシエル様達を助けたのですね。この度は誠にありがとうございます」

「いや、この国の王都へと向かうついでだっただけだ」

　頭を上げたメイドが少し思案する表情を浮かべた後、尋ねてきた。

「……失礼かもしれませんが、もしかして亜人を救おうとされていましたか？」

「そうだが？」

「そうでしたか。ですが、それはもう必要ないと思います」

「どういう事だ？」

「私は一足先に王都の状況を確認してきましたが、既に亜人達は解放されております。なんでも、二人の冒険者とその仲間達によって愚かな王が打倒されたとの事です」

「それは事実か？」

「はい。きちんとこの目で亜人達が喜んでいる姿を見て、この耳で歓喜の声を聞きました。それに、二人の冒険者の内の一人が、新たな王になるという噂も流れ、亜人達からの信頼も厚いのか、ほとんどの者が喜んでいましたね」

　どうやら出遅れたようである。

　まぁ、亜人達が解放されたのは喜ぶべき事だし、出遅れた事で助けられた命もあったのだ。

　それで充分だろう。
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　このままここで話し続けるのは落ち着かないというので、移動する事になった。

　向かう先は、近くの町にあるという別荘。

　随分と大きな屋敷だったが、そこに着くまで少女が目覚める事はなかった。

　目覚めた少女は自分がどういう状況で眠っていたかを理解すると、顔を真っ赤にしながら俺から離れて名乗る。

　少女──ソシエルは、そのまま屋敷の中へと入っていった。

　きっと恥ずかしかったのだろう。

　そして、メイド──デオラーデさんが勧めるままに一泊した。

　翌日、朝食を共にしたソシエルから、少しの間このまま滞在してはどうかと尋ねられる。

　たまには休息も良いかと、俺はそれを了承した。

　何故か小さくガッツポーズを取るソシエルを不思議に思う。




　その後は、デオラーデさんからこそっと教えられた事で知ったのだが、俺に一目惚れしたというソシエルから猛烈なアプローチを受ける。

　その後ろには常にデオラーデさんが居た。

　わざわざ俺に教えた事といい、一体どうしろというのか。

　ただまぁ、ソシエルが可愛いというのはわかる。

　容姿ももちろんだが、その仕草もだ。

　結局は俺が根負けしたという事で良いのだろうが、ソシエルの両親は納得するのだろうか？

　だって、俺は人狼だし。

　しかし、それは既に解決済みだった。

　デオラーデさんが裏で手を回し、両親の承諾も取っていたのだ。

　……このメイド。仕事が早過ぎる。

　けれど、ソシエルの年齢を考えればまだ早過ぎるというので、まずは婚約という形で納まり、成人を迎えると共に結婚という事になった。

　可愛い嫁さんが出来たというのは嬉しいのだが、問題は別にある。

　ソシエルの家は貴族なので、俺にも当然のように貴族としての振る舞いが必要な時がくるのは間違いない。そのため、貴族としての振る舞いを結婚までの間に学ぶ事となったのだが、問題は家庭教師がデオラーデさんだという事だった。




「一人称は『私』と言うようにお願いします」

「え？　何それ？　俺じゃ駄目なのか？」

「駄目です」

「……えっと、俺……じゃなかった。わ、私？」

「言葉の使い方が全体的に粗野な印象を受けますね。これは、一から矯正した方が良いでしょうか」

　そう言って、デオラーデさんが思案する表情を浮かべる。

　……え？　一からですか？　このままじゃ駄目なのか？

　ただ、デオラーデさんの決意は固いようだ。




「乱暴に歩かないようお願いします」

「ら、乱暴？　普通に歩いているつもりだったが……これも駄目？」

「駄目です。歩き方一つでも、家の品位を下げる可能性がありますから」

「品位？　いやいや、この歩き方の方が、いざという時に動けるのだが？」

「そんな必要はありません。護衛を雇えば良いだけの話です」

　護衛って！

　そんなの必要無いくらいには強いつもりのなのだが……。

　窺うようにデオラーデさんへと視線を向けると、逆に承諾して下さいと強く見返された。

　……こ、怖い。




「テーブルマナーも必要です。出された物をそのまま食べて良いという訳ではありません。食器にも使う順番がありますので、それをお忘れなきように」

「えぇ～、普通にがぶっと食べれば良くない？　その方が美味しく感じるんだけど」

「駄目です。そういう問題ではありません。これは、貴族として当然のマナーです」

　そういうデオラーデさんの表情は変わらない。まるで鉄面皮だ。

「……失礼な事を考えておりませんか？　……言葉で伝わらないのであれば仕方ありません。コレを使って体で覚えるしかありませんね」

　デオラーデさんが、俺に見せつけるようにして鞭を取り出す。

　……何だろう。本能が危機を告げている。




　もちろん、普通に戦えば勝てる……とは思うのだが、何故か絶対の確信は得られず、ただただ躾けられるだけの日々を過ごす。

　許嫁であるソシエルは健気に応援してくれて癒されるのだが、デオラーデさんから私のためと言い含められているので、助けてはくれなそうだ。

　ただまぁ、デオラーデさんが私を誰に見せても恥ずかしくない貴族として、ソシエルの夫として相応しい者にしようという事はわかるし、私もそうなりたいとは思うのだが、正直言って休憩時間も少ないし、思いっきり野を駆け回りたい欲求が高まる。

　少しで良い。少しで良いから、野を駆けたい。

　しかし、その切っ掛けが摑めないのだ。

　そんな思いを抱えつつ、デオラーデさんへと必死に懇願して、漸く私は散歩の時間を得る。

　町を回るくらいしか出来ない短い時間だが、無いよりはマシだろう。

　そうして私は、気分転換も兼ねて、町へと散歩に向かった。




　はぁ～……どこかに良い切っ掛けでもないだろうか？








[image: ]










帰ってくる場所









　白い帽子と白いワンピースを身に纏った私の目の前には、夕暮れに輝く海が広がっていました。

　透明な海に波が起こり、その波が海岸へと辿り着く頃には、私の足元をくすぐる事しか出来ずにいます。

　それは、まるで私を慰めるように……。

　今、ここには私しか居ません。

　私の愛する人は、ある戦いへと赴き……そこから消息を絶ちました。

　私はそれでも待ち続けます。

　……きっと、いつか私の下へと帰って来てくれる事を願って。

「……馬鹿。……こんな良い女を待たせるなんて。……本当に馬鹿なんだから」

　足元をくすぐる小さな波が、大丈夫？　と、私を心配するように何度も訪れました。

　それがこそばゆくて、私は小さな笑みを浮かべます。

「大丈夫。彼はきっと生きている。……私はそう信じている」

　毎日この海の波打ち際に立ち、何度も吐いた言葉を口にします。

　彼が好きだと言っていた、この海に向かって。

　待ち続けている事を、彼に伝えて欲しいとお願いするように。

「……」

　彼の事を思い出し、視界が滲む。

「……生きているなら、早く帰って来てよ」

　私の中にある弱気な部分を吐露した時、砂浜を踏み抜く足音が耳に届きました。

　その足音が真っ直ぐこちらの方へと向かっている事に気付き、一体誰だろう？　と、私は急いで目元を拭い、後方へと振り返ります。

　そして、そこに居たのは──。

「あれ？　振り向かれちゃったか。やっぱ、砂浜だと足音が出ちゃってバレちゃうな」

　にししと笑う彼。

　私が待ち望んだ彼。

　……突然の事に、私は夢か幻かと思い、言葉を発する事が出来ません。

　ただ、そこにある彼の確かな存在感に、私の胸は締め付けられます。

　彼が私に目線を合わせて、にっこりと微笑む。

「……ただいま。遅くなってごめんね」

　駆け出し、私は彼の胸の中へと飛び込みます。

「……とっ」

　優しく抱きとめられ、頭を撫でられます。

「……こんなに私を待たせて……頭撫でる程度じゃ、許さないんだから」

「そっか～。許さないかぁ～」

　にははと彼が笑い、私の顎を持って、くいっと持ち上げられました。

　優しく私を見つめる彼の目と視線が合う。

「ごめんね。こんなに待たせてしまって……」




「そして、夕暮れの陽が私達を照らし、浜辺に映る影がそっと重なるのです」

　胸の前で両手を合わせ、私はうっとりとしながら語り終えます。

　これは、私が考えたワズさんとのエピローグ。

　そして、私の話を聞き終えた事で、光女神、大地母神、戦女神の三柱が、それぞれ感想を述べます。

「海女神さん。何ですか、その話は。……その話には重大な欠点があります」

「……そうですね。海女神さんの話には、間違いがありますね」

「全く。……わかっていない。わかっていないよ、海女神さん」

「一体何が足りないというのですか？　これほど完璧な話はないと思うのですが？」

　三柱に否定され、私の中に憤りを感じます。

　私は、その憤りを抑える事が出来ず、三柱を睨みました。

　私のその視線なんて気にしないように、三柱は揃って同じ言葉を発します。

「「「ワズ（さん）（様）が帰って来るのは、『私』のところです！　……『私』のところに決まっているじゃないですか！」」」

　全員が全員、自分を指し示して睨み合います。

　私は溜息を吐き、やれやれと頭を振ります。

「「「何か言いたそうですね、海女神さん」」」

　私の態度がお気に召さなかったのか、三柱が睨んできました。

　なので、私は勝利を宣言するように片手を前に突き出します。

「古来より、全ての生命の始まりは海と決まっているのです！　なので、ワズさんが帰って来るところも海と決まっているのです！　そして、大海のように心が広い私がワズさんを包んで癒すのです！」

　私の言葉を聞き、三柱は「へっ……」と鼻で笑います。

「「「大海？　グラスよりも狭いくせに」」」

　……良いでしょう。なら、教えてやりましょう！　見せつけてやりましょう！

　私の心の広さを！

　さぁ。神々の戦争の始まりです！








あとがき









　どうも、毎度おなじみのワズです。

　本当につい先程までは作者さんと一緒にのんびり紅茶を飲んでいたのですが、例によって光女神様に連れていかれました。フロイドが邪魔しなければ止める事も出来たのですが……。

　本当に毎度毎度フロイドは碌な事をしな……え？　何だって？　どうしたフロイド？

　あぁ、これまた例によって繫がったのね。

　それじゃ、確認してみようか。




　作者さんが後ろ手に縛られ、三角形の台に跨っていた。

　それを眺める光女神様は笑みを浮かべ、手には何やらボタン付きの箱を持っている。

「提供は大地母神さんです」

「本当に碌でもねぇな！　あの神様！」

　作者さんが吠えるのだが、跨っている台が気になって仕方ないのか、下半身にかなり力を入れているためにそれほど勢いは無い。

「さて、作者さん。……用件はわかっていますね？」

「さっぱりわかりませんが？　そもそも、俺をこうする理由が無いと思うんだけど」

「やれやれ、本当にわかりませんか？　胸に手を当てて考えてみなさい」

「……いや、後ろ手に縛られているから無理なんですけど？」

「はぁ……。出来ない、わからない、と言う前に少しは努力すればどうですか？」

　そんな無茶な。

「そんな無茶な」

　作者さんと意見が被ったな。

「……全く。この作者さんは仕方ありませんね。良いですか？　これは前々……なろう版の時から思っていた事ですが、私のというか、神達の扱い方があんまりではありませんか？　私達は神ですよ。もっと神として敬うような事をさせるべきではないでしょうか？」

「え？　今更？」

　光女神様が無言でボタンを押す。

　すると、三角形の角度が更に鋭角へと変わり、作者さんが更に下半身へと力を入れる。

「うおっ！　危な！　俺を引き裂く気か！」

「それも致し方ないかと。大丈夫ですよ。頂点部分はきちんと研いでいますので、すぱっといけますから」

「全然大丈夫じゃない！　確実に殺しにきてる！」

「……私の言いたい事はわかりますね？」

「つ、つまり……出演ページを増やして、神らしい事をさせろという事か？」

「その通りです。ついでに、ワズさんとのラブシーンを追加すると、尚良しです」

「良し！　断る！」

　光女神様が無言でボタンを押す。

「ひぃ～！　無理無理無理無理！　やばいやばいやばい！　もうこれ以上はやばい！」




　本気でやばそうだ。良し。フロイド。助けにいってこい！

　いや、ちょっ！　押すなよ！　どうして俺を前面に出そうとするんだよ！

　俺にしか止められないから仕方ないって？

　いやいや、そんな事ないって。……いやいや。いやいやいや。

　……はぁ、はいはい。俺が行ってくれば良いんだろ？




　……どうも、初めましての方も再びの方もこんにちは、ナハァトです。

　足に力を入れ過ぎてプルプル震えていますが、何とか生き残る事が出来ました。

　さて、この度は「その者。のちに…」四巻を手に取って頂き、誠にありがとうございます。

　この巻から明確に内容が変わり、大部分を一から書く事になりましたが、どうにかこうにか書き上げる事が出来ました。

　アリアに関しても、新しい気持ちで書いたので、そういう目で見て頂けると助かります。

　後は読者の皆様に楽しんで頂けたのなら、それが最も幸いです。




　そして、三弥カズトモ様が描く可愛いキャクラター達には、いつも癒されています。

　三巻ではメアルが人化した姿が描かれましたが、もう可愛さ満点で、俺の中ではＳＤハオスイとタメを張る可愛さでございます。

　お礼の言葉しかございません。本当にありがとうございます。




　更に今回は、もう一つお知らせがございます。

　この度、「その者。のちに…」のコミカライズが決まりました。

　描いて頂ける方は、「彩乃浦助」様。

　キャラクター画とネームを見せて貰いましたが、え？　こんなに描ける人が描いてくれるの？　本当に良いの？　……マジで？　と、心の中で思いました。

　これもまた、本当にありがとうございます。




　そして３月より、コミックアース・スター様の方で連載がスタートしました。

　こうしてコミカライズになったのも、読者の皆様のおかげです。

　本当にありがとうございます。




　ではでは、アース・スターノベルの皆様、担当のＦ氏、この作品に関わった関係者の皆様。

　それと、コミックアース・スターでこの作品に関わっている皆様と、この本を手に取って頂いた読者の皆様には感謝の気持ちで一杯です。

　本当にありがとうございました。

　それではまた、お会いする機会がございましたら、宜しくお願い致します。
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